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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　まだまだ、これからなのである。

　終わらないから、話は続く。

　どんどん続く。地の果てまで続いてしまうわけである。

　もっとも、クリュオでは、最大でも四か月歩けば、地の果てにたどりついてしまうが。

　あ、歩くだけではだめか。湖が途と中ちゆうに立ちはだかっているから、泳ぐ必要もあるけど。

　最大で四か月と言ったけれど、その出発点でくるっとふりかえると、その瞬しゆん間かんにもう一方の地の果てである。ものの見方というのは、向いている方角次し第だいってものだ。

　この物語の主人公たちが出発したオード村なんかも、地の果てから最も遠い村でもあり、最も近い村でもある。

　というわけで、流れるように主人公たちの話に移行しよう。

　半はん妖よう精せいの真しん音おん魔ま術じゆつ師しタリア。常に我が道を行く美女。

　戦神ライリーの神しん官かん騎き士しイシュカ。忠実なタリアの……なんて呼ぶべきだ？

　精せい霊れい使いの熱血少年戦士ソアラは行方ゆくえ不明の親を探してるんだが、目的を忘れがち。

　寡か黙もくな傭よう兵へい剣けん士しスランバード。常に女がまわりにいる。仲間じゃない女性が。

　演芸団の出身で雑学に強いもと盗とう賊ぞくの娘むすめウィブ。まだしも常識人なちゃっかりさん。

　そして、なんだかよくわからない草原妖精の自じ称しよう吟ぎん遊ゆう詩人で副業が盗賊の、ピコ。

　あと、ピコのペットの大ネズミ、ポコ。

　この六人と一いつ匹ぴきは、地底世界クリュオの旅を続けていた。

　旅の目的は、地上に帰る道を探すこと。

　だったはず。二、三日に一回くらいは思い出してる。

　とりあえず今は、通商大路と呼ばれる街かい道どうを歩き続けている。

　目指しているのは、知識の神クーダの大だい神しん殿でんがあるという大都市、サミスーラだ。

　途中で寄り道したホールドの街を出て、はや半月あまりがすぎた。

　ちなみに。

　地底に月はないが、一か月の概がい念ねんはまだ残っている。新年だって祝う。由来を語り継ついでないだけで、暦こよみはあるのだ。

　なにせここは、神々の熱心な信徒が、迫はく害がいを逃のがれて集まった地だ。お祭りの日を忘れるわけにはいかない。お祭りのたびに各神殿には多額のお布ふ施せが集まることだし。

　それはともかく。

　サミスーラを目指して街道を歩くうちに、六人が雨に出くわすところから、今日の物語は幕を開ける。

　わかると思うが、雨というのは、つまり頭の上から水すい滴てきが降ってくるという例のあれである。

　地底に雨は降るのだろうか？

　現に今、降っているので、疑問を持つまでもない。

　いわゆる地下水が、しみこんできて天てん井じようから洩もれてくる現象を、地下では雨という。

　そういうのは滝たきとか漏ろう水すいとか呼ぶべきだと思うのかもしれないが、ここの住人は雨と呼んでいるのだから、ここにいる間は従うべきだろう。

　それに、いつも同じ場所に降っているわけではなく、不定期に、唐とう突とつに、思いもかけない場所から水滴が落ちてくる場合だけを雨と呼んでいるので、一応の区別はある。

　一定の場所で降り続けているものは、やはり雨とは呼ばれない。

　雨の定義はさておいて。

　とにかく、困った状じよう況きようであることは地上と変わりない。まさか頭上のどこにも岩天井が広がっている世界で雨なんてと油断していただけに、当然、傘かさの用意などはない。

　雨に出会って、六人は走った。

　地上と異なり、地底では、とにかく場所を移動すれば、雨から逃れられる。降ってる範はん囲いが狭せまいし、移動しない。

　小さな目前の厄やつ介かいごとから逃にげるために、別のもっと大きなもめごとに飛びこんでしまう。冒ぼう険けん者稼か業ぎようにありがちな話である。

　いや、人生の全ぜん般ぱんにありがちな話かもしれんね。

　やれやれ。

　では、続きを。
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　水滴は落ちてこなくなった。

　しかし、別のものが落ちてきた。

　落ちてきたのは、人間の体だ。

　クリュオでは、よく物が落ちてくる。立地条件からして当然ではあるが。

　まず、最初の一つめは、気がついた時にはもう地面に到とう達たつしていた。

　あーあ、つぶれちゃった。詳くわしく言げん及きゆうするのは避さけよう。

　タリアたちもさすがに激げき突とつの瞬間は目をそむけていた。

　左を見たり右を見たり下を見たり。

　上を見ているのも一人いた。

　髪かみを肩かたのところでばっさり切りそろえ、レザーアーマーを身につけた少女。ウィブだ。彼女は、天井をあおいだ。地上なら天を仰あおぐが、ここには岩天井しかないので。

「あれえ？　また、だれか落ちてくるよ？」

　ウィブはのんびりと言った。

　なぜかというに、落ちてくる速度ものんびりしていたからだ。

　みんなも、ウィブが見てる方角に顔を向けた。なるほど、天井近くに、もう一つ人ひと影かげがある。空中に浮うかんでいるみたいだが、ゆっくり落ちてきていた。

「あわわわわわ、いかが、いかがいたしましょう」

　まず、うろたえたのはイシュカである。戦神ライリーの神官騎士は、何をしていいのかさっぱりわからなくなったらしい。

「とにかく走れ！」

　と叫さけぶが早いか、人影が落ちてくるだろう場所めがけて駆かけだしたのは、精霊使いの熱血少年戦士、ソアラだった。太い眉まゆ毛げがつりあがっている。

（走るだわさ、受け止めるだわさ、それが正義！）

　彼が愛用しているメイスから、限られた者にしか聞こえない精霊の声がする。無理とか無む茶ちやとか無む謀ぼう、たまに勇気も司つかさどる戦いくさ乙おと女めの精霊ヴァルキリエだ。

「みんなも走れ！」

「なるほど、走ればよいのですな！」

　ソアラの叫びで我に返り、イシュカはがっちゃがっちゃやかましく走り出した。前に滞たい在ざいした街で、プレートアーマーを新調したばかりで、まだしっくりきてないのだ。それだけではなくて、戦士として鍛たん錬れんを重ねているはずなのに、イシュカの動きには、それらしい優ゆう雅がさというものが見当たらない。

　それはともかくとして、落ちてくる人影までは、やや距きよ離りが遠い。

　天井から床ゆか──つまり地面のことだが──までの距離と、彼らが走破すべき距離は、ほぼ同じ程度だ。

　このあたりの天井は、さほど高くはないけれど、それでも、少なくとも人間を百人分ほど重ねたくらいの高さはある。

　走るのと、落ちるのとでは、どちらが先にたどりつくか。

　自明の理である。

　走るほうが速かった。

　おやと思った？　ゆっくり落ちてくる、と描びよう写しやしたよね？

「ああ、そうか。きっと落下制せい御ぎよの魔ま術じゆつを使ってるんだ」

「へえそうなんだ？」

　盗賊が本業のウィブが指し摘てきして、そういう魔ま法ほうを使う真音魔術師のタリアが感心した。タリアは、見た目は、髪の長い美女である。美少女かも。耳の先が尖とがっていることからわかるとおり、半分は妖精の血をひいているのだ。

　ウィブは、多少雑学には強いが、魔術を系統立てて学んだことはない。旅回りの演芸団で育ち、盗賊として暮らしてきた娘に、そんな心得があるわけもない。

　しかし、人生、ちゃんと観察しながらすごしてくれば、魔術くらいは見分けられるようになるのである。

「タリアも使えるよね、あれくらい？」

「……ええっと、使えるよ、もちろん」

　ちょっと怪あやしげである。

　あわてることなく、二人はのんびりと歩いている。その足元を行きつ戻もどりつ、走ってる足取りなんだけど、くるっと回転したりステップを踏ふんでいるせいで、前に進む速さがまったく変わらない小こ柄がらな影かげが一つ。女子としても背が高いほうではないウィブの、さらに半分ほどの背せ丈たけだ。

「ねえねえ、落ちてきながら踊おどるってできるって思う？　どうかな？」

　楽器を抱かかえた彼の名はピコ。草原妖精だ。

「演奏してもまだ聞こえないからやめときなさい」

　さらっとウィブに流された。

　ピコは吟ぎん遊ゆう詩人だ。音楽と歌と物語で稼かせいでいる。

　だけど音おん痴ちだ。

　どうして音痴が吟遊詩人になれたかはよくわからないが、たぶん彼が、自分が音痴である事実に気がついてないからではあるまいか。

　たとえ気がついたところで、踊る吟遊詩人だからかまわないじゃないか、とか言い出すだろうけど。

「……」

　彼ら三人の右側を、悠ゆう然ぜんと歩いている長身の美形戦士がスランバード。通つう称しようはスラン。

　で、タリアとウィブとピコの左側を、荷物をかついでてちてち歩いているアングラットがポコ。あ、アングラットというのは、愛あい玩がん、労働、食肉などなど、いろんな目的で飼われている大きな鼠ねずみだ。ポコは、大型犬くらいの大きさに育っている。

「あー、間に合ったねえ」

　ウィブがのんびり言った。

　イシュカとソアラは、もう、落ちてくる体のほぼ真下にいた。息も切らしていない。気合い満々だ。

　イシュカは、どたどたとあっちに行きこっちに来たりをくりかえしている。巨きよ体たいに似合わず落ち着きのない男であった。

　一方のソアラは、落ちてくる体をじっと見つめていた。ぴくりとも動かない。

　シルエットがどんどん大きくなってきてわかった。落ちてくるのは、子供のようだ。髪は短いけど、たぶん女の子。体にめりはりがないんで、はっきりとはしないけども。

　さらにはっきり見えるようになってきた。間ま違ちがいなく少女だ。金色の髪がとても柔やわらかそうだし、服が体にぴったりしてるんで、めりはりがないといっても女の子だとわかる程度にはふくらんだりへこんだりしている。

　それはいいんだが、顔には、点々と赤いものが散らばっている。血だろう。少女が、うつぶせの姿勢で落ちてきているので、それがわかった。

　うろうろしていたイシュカがぴたりと足を止めて、ひきつった声をあげた。

「なんということだ！」

「ああ、そうだな。あれは……」

「破は廉れん恥ちな衣装です。胸のふくらみも腰こしのくびれもはっきりとわかる。子供を脱だつしようとしている女性が着るべき服では」

「いや、そこじゃなくて。血が」

　さすがに冷静になって指摘するソアラである。

「血？　怪け我がをしておられる？　癒いやしの祈いのりを……」

「いや、まだ遠い」

　ソアラが指摘した。魔法は、あまり遠くまでは届かない。

　二人は、少女が落ちてくるのを、待ち受けている。じりじりと、少女の体が降りてくる。それを見つめる四つの瞳ひとみ。
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　まだ落ちてこない。

「すごい集中力よねぇ」

　と、ウィブをして言わしめるほどであった。

　のんびり歩いていた四人は、かなり手前で足を止めている。

　先に落ちてきた死体のそばだ。

　天てん井じようから、なんの魔法の助けもなしに落ちてきたのだ。無残なものである。描写はあえて省略しよう。近ちか頃ごろではクリュオの住人もめっきり残ざん酷こくな光景に弱くなった。

　いやまあ、それはともかく。

　地上から来た冒険者であるこの面々は、それなりに残酷さにも強い。日々、魔ま獣じゆうだの妖よう魔まだのをぶちのめしてるわけだし。

「やっぱり最初に近寄るのはピコだったねえ」

　と、ウィブは言った。

　ピコは、平然と死体を調べている。いつもなら、ピコを止めて真っ先に墓を掘ほりはじめるイシュカは、今はそれどころではない。

　イシュカがいなければ、誰だれも止めない。止めたければ、最初からそうしている。

　ピコの行動を予想するのは、それほど難しくないのだ。わからないのは頭の中身。知りあって一年になるウィブをはじめ、道連れになって半年以上たっても、仲間たちの誰もいまだに彼が理解できないでいる。

「ううん。面おも白しろそうなものは持ってないねぇ」

　ピコは、財さい布ふを地面に丁てい寧ねいに置きながら言った。財布はずっしりと重そうだったが、ピコは関心なさそうである。吟遊詩人を名乗っているとはいえ、盗とう賊ぞくとしては、彼もウィブに負けず劣おとらずの腕うでをもっているのだが、それをふるうことは、あまりない。まあ、今のところは、サニツリ騒そう動どうで儲もうけた金がまだ豊富に残っていることでもあるし。

「あたしもちょっと調べてみるね～」

　嬉うれしいわけではなかろうが、尻しり上あがりに言って、ウィブは死体に近よった。

「ウィブぅ、後で水浴びするまで、わたいには近よらないでね」

　タリアがしかめっ面つらになった。臭においが移るのがいやで、近づかないらしい。死者への冒ぼう瀆とくがどうとか、そんな殊しゆ勝しような気持ちはなさそうだ。

「ああ、はいはい」

　考えてみれば、冒ぼう険けん者稼か業ぎようで、死体に対して敬けい虔けんな感情などそうそう持てるものでもない。たまにいきなり動きだして、襲おそいかかってきたりするわけだし。

　スランは、少し離はなれた場所で、全体に目を配っている。ポコがその足もとにいるのは怖こわがっているのかも。

「やだ～、気持ち悪い～、ぐちゃぐちゃ～」

　とか大声で言いながら、ウィブは、もともと大きな目をさらに大きく見開いて死体を観察していた。死体は、どうやら中年の男らしい。少女と同じようにぴったりした衣服を身につけていたようだ。はっきりとはわからない状態になってしまっているが。

「そのへんにしとかないと、臭においがとれなくなっちゃうよー」

「まだそんな心配いらないって」

　女子二人が、あまりにも情じよう緒ちよというか繊せん細さいさというかに欠けるそんなやりとりをした時だ。

　スランが動いた。

　風のようである。

「え？」

　ソアラがふりむく。

「ぬ？」

　イシュカがきょとんとした。

「……」

　スランは、涼すずしい顔で少女をその腕に抱いだいていた。一見ほっそりしているが、じつはたくましい腕だ。

　ほんのしばらく前まで、まだ、かなり頭上にあった少女の体が、そこにおさまっていた。

　急に落下速度が増したのである。

　イシュカとソアラは、少女をわずかな時間、見失っていた。スランが反応しなければ、彼女は、先に落ちてきたほうと同じ運命をたどっていただろう。

「いまのって、途と中ちゆうで魔術が切れたのかな」

　死体調べの手を止めて、ウィブはタリアに尋たずねた。

「かもね～」

　返事をしたタリアは、少女じゃなくてピコを見ている。

　草原妖よう精せいは、死体が手にしていたらしい杖つえを持ち上げて、いじくりまわしていた。

「あれ、魔法を使うのに必要なやつなんだよね。死んでるから関係ないと思うけど」

「あー……たぶんね。ま、なんにしても無事だったんだから、いいんじゃないかな！」

「ま、そうだね」

　二人は、うなずきをかわしあった。

　女性を腕の中におさめることが得意なスランがいてくれて、本当によかったと、そう思う。

「行くよー、ピコ」

　ウィブが声をかけると、ポコが駆かけよって、ピコのすそをくわえて引っ張った。

　みんなが、スランのまわりに集まる。

　スランの腕の中で、落ちてきた少女は昏こん々こんと眠ねむり続けていた。

「まさか、きみの子供じゃないですな？」

　疑わしげに言ったイシュカを、スランは無言で蹴けり飛ばした。

　スランは、そっと地面に少女の体をおろした。

　少女は目を覚まさない。

　服のあちこちが血で汚よごれている。

「これはいけませんな！　急いで手当てを」

　イシュカは、治ち癒ゆの祈りを捧ささげた。神聖魔法である。

　意味も知らずに丸暗記している祈りだが、大おお雑ざつ把ぱには『おうおう、神様よう。こんなかすり傷くらいさらっと直してみせられるよな？　そんなこともできねえで、よくもまあ神なんぞと名乗れたもんですねえ』くらいの意味だ。

　大おお真ま面じ目めな顔のイシュカは、果たして真実を知ったら信しん仰こうといかなおりあいをつけるのであろうか。

　それはともかく、祈りは効果を発揮しなかった。

　イシュカが祈りにこめた気持ちに足りぬところがあったわけではない。

　もともと怪我をしていなかったのだ。

　返り血なのか、とばっちりで血を浴びたのか。

「しかし怪我がないのに目覚めないとは、何か事情がありそうですね」

　イシュカが言った。

　すでにわかりきったことなので、いまさら誰もうなずかない。

　ウィブは、濡ぬれた布で少女の顔をぬぐってやった。あまり安らかそうな寝ね顔がおではない。形のいい眉まゆが、中央にぎゅっと寄せられて、間にしわができている。

「かなり、いやなことがあったみたいね」

　ウィブのそれも的確な判断だが、やっぱり誰もあらためてうなずきはしない。

　スランは、少女の白い頰ほおを優やさしくなでた。ぬくもりに安心したのか、少女の表情が柔らかくなった。スランは、ソアラと視線をあわせた。

「うん、将来は美人になりそうだよな。けど、まだ早いぞ」

　ソアラの言葉に、スランは、そういうつもりはまだないよと、首を左右にふってみせた。ただ、将来、美人になるという点については同意しているようである。

「もしもーし、起きてちょうだいな」

　タリアが、平手で彼女の頰を叩たたいた。寝顔を見ているのにあきたらしい。

　少女は反応を見せない。

「起きてよー」

　ぺしぺしと叩く。だんだん力がこもりはじめた。それでも少女は目覚めない。

　タリアの言葉と腕に、さらに勢いがついてしまう。

「起きなさいってぇ」

「ひ、姫ひめ。少々お待ちを」

　思いきりふりおろされようとしたタリアの手に、イシュカがひしとしがみついた。少女の頰が赤くなっている。

「相手は怪我人です」

「怪我はしてないって、さっきイシュカが言った」

　治癒の魔ま法ほうを使うだけ使ってみてから、わかったことである。

「しばらく寝ねかせとけば、自然に目が覚めるんじゃない？」

　ウィブはそう言った。

「うん」

　タリアはうなずいた。頭が少し冷えたらしい。

　このままでは、どうにもならない。

　中年の男の死体を地面に埋うめた後、一同は、近くの村に向かうことにした。
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　今度は、イシュカが少女を背負った。

　村に入って、まずは宿屋を探した。日はまだ高い。しかし、少女を柔らかい寝しん台だいで寝かせてやるべきだと、イシュカが主張したのである。

　タリアが賛成した。昼ひる寝ねができる時には躊ちゆう躇ちよしないのがタリアである。

　宿屋はすぐに見つかった。看板があったのである。厳密に言うと、そこは酒場だった。一応は、旅行者を泊とめることもするようだ。

　で、扉とびらを開けて、イシュカが奥に向かって声をかけた。背中には少女を背負っている。

　イシュカ以外は全員、同じことを思い出した。

　以前にもこういう光景を見た。あの時、背負っていたものは、もっとひどいしろものだったけれど。そして、ウィブたちはこの地下にやってくることになった。後に続く足が止まって、みんな、外にいる。

　再現したいのか。前は一いつ緒しよに入ったと勘かん違ちがいしているのか。

　どっちでもなく、単に面めん倒どうが予想できるからかも。

　すぐにイシュカの大声が聞こえて、みんな、やっぱりという顔になった。

「どういうことなのですか！」

　ふつうの基準なら怒ど鳴なり声だが、別にイシュカは脅おどしているわけではない。少しむっとして、ふだんの彼より、やや声が大きくなっているだけである。

「泊まれる部屋がないとおっしゃいますが、他ほかのお客はいないようですよ」

　もとからでかいので、少し大きくなるだけで、あたりに響ひびきわたっている。

　残る面々は、そろって顔を見あわせた。

　そして同時にため息。

　他にしようがないので、宿屋に入って行く。イシュカだけならかまう必要もないが、あの少女のことがある。まあ、ここより深いところに連れてかれはしないだろう。

「しかしね、お客さん……」

　小こ柄がらな親父おやじは、イシュカに向かって、口をとがらせていた。初老の、目と目の間が極きよく端たんに狭せまい親父であった。容よう貌ぼうとかどうでもいいけど。

　イシュカの大声にもびびらず、宿の親父は、顔を歪ゆがめて、きっぱりと言った。

「うちの店にルーフ・ウォーカーなんぞ、入れるわけにゃいかないんすよ。あっしゃ、たいして気にしませんがね、うさんくさい魔ま法ほう使つかいなんぞ入れた日にゃ、村の衆が店によりついてくれなくなっちまう」

「おじさん、なんて言ったの？」

　タリアがむすっとした声で言った。

　仲間たちが入ってきたことに気がついていなかったらしいイシュカが、一いつ瞬しゆん、直立不動の姿勢をとる。

　少女の体が、ずるずると床ゆかに滑すべり落ちた。

「なんて言ったかと、おっしゃいましたかい？」

　いまだ、タリアの恐おそろしさを知らない親父は、臆おくすることなく返答した。

「お聞きになった通りでさぁ。まさかルーフ・ウォーカーを知らないってことはありませんでしょうが」

「知らないよ」

　止める暇ひまもなく、タリアはきっぱりと言った。以前、サニツリを取りに行った森でアーネスに教わったはずなのだが。とぼけているのではなく、本気で忘れているのだろう。そういう娘むすめだ。

「知らなかったら、それが、どうかしたの」

　タリアが静かに言った。

　親父と目があう。

「……どうもしません」

　目をそらすこともできない親父とタリアの間に、するりとウィブが入りこんだ。

「ねえ、おじさん」

　にっこりと親しみやすく笑ってあげる。

「あたしたち、田舎いなかから出てきたもんで、知らないんだけど、ルーフ・ウォーカーってなんなのかな？」

　説得力がないのは承知の上である。

　けれど、いまなら親父も、余計なことは言わずに教えてくれるだろう。

「おいおい待てよ。思いだしたぞ」

　突とつ然ぜん、ソアラが声をあげた。

　この面々、ウィブ以外は、状じよう況きようを考えないで行動するのが基本である。

「るふうおか、だろ？　このあいだ、天てん井じようにそんな名前の嫌きらわれものが住んでるって聞いたぞ。けど……」

　ソアラは左右をきょろきょろと見回した。

「そんな化け物がどこにいるんだ」

　ウィブは、内心でため息をついた。中ちゆう途と半はん端ぱに知っているよりも、まるで知らないふりをしたほうが、ものを教わる時はいい、というのがウィブが経験上つかんだ法則である。

「化け物なんてどこでどんな話を聞いたんだね。騙だまされたのか」

　しかし、ソアラの発言は、ずいぶんと的外れなものだったらしい。親父は、子供にものを教える口調で話しはじめた。口をはさみそうになったタリアを、ウィブは飴あめ玉だまをくわえさせて黙だまらせた。ピコはスランがさりげなく押さえこんでいる。

　冒ぼう険けん者たちの葛かつ藤とうに気づかず、親父は言った。

「ルーフ・ウォーカーも、一応は人間さ。あっしだってやつらを化け物扱あつかいするほど手厳しくはなれないね」

「なら泊めたっていいじゃないか。つうか泊めよう。うん、それでいいな」

　床に落ちた少女を抱だき起こしながら、ソアラが言った。少女のまぶたがぴくぴくと動いているが、誰だれもそれに気がつかない。

「それとも、何か悪いことでもされたのかい？　もしあんたやあんたの友達が悪いことされたんなら、俺がやっつけてやるぞ」

　ソアラにまっすぐ見つめられて、親父は、もともと狭い目の間をさらにぎゅっと寄せた。

「されたわけじゃあないけどな……。でも、おかしな連中だぞ？　天井にはりついて、魔法なんぞ使いおるんだ」

　タリアが、ごくんと飴玉を飲みこんだ。クリュオに来て以来、魔ま術じゆつ師しだってことは隠かくせと言われ続けてきた。ちゃんとそうしているとは言い難がたいが、やっぱり鬱うつ屈くつする。もうあれこれ言われるだけで、口をとんがらかせ、目じりをつりあげるようになっている。

　その表情を向けられて、宿の親父が、きゅーっと細くなった。怯おびえた梟ふくろうのように。

　タリアは、口もとだけ笑う形にして言った。

「魔法がどうしたのかなあ？」

「いや、その、魔法そのものが、どうというわけじゃないが。ええっとな、ほんとに知らないのかい？　ルーフ・ウォーカーどもときたら古代魔ま法ほう帝てい国こくの末まつ裔えいとか名乗って、あっしらをやたら馬ば鹿かにするし、魔法こそ至上のものだとかいう演説を真夜中に天井からかましてくるし、まあ、なんというかねえ……」

「天井から？」

　ウィブが、親父の言葉に首をかしげた。

「っていうことは、もしかして名前だけじゃなくて、本当に天井に住んでるの？　魔法で上下を逆転させてるとか？」

「まさか。そこまでやってみせれば、あっしらも、魔法ってのは本当にすごいもんだって感心もするんだがね」

　親父によると、天井部に開いた洞どう窟くつや、上からぶらさがる建物に住んでいるらしい。建物は逆さづりでも、ルーフ・ウォーカー自身はふつうに暮らしている。ちなみに、古代の遺い跡せきで、頑がん丈じようなものが多いそうだ。

「なんだ、つまらない」

　途と中ちゆうでけろりとイライラを忘れていたタリアが、あくびをかみ殺した。

「何を期待しておられたのですか？」

「なにかおもしろいこと」

　首をかしげるイシュカに、タリアはきっぱりと言ってのけた。

「とにかく、出ていってくれないかね。ルーフ・ウォーカーを入れたら、近所の評判も悪くなるんだよ」

　怯えながらも、親父はなんとかこれ以上のもめごとを回かい避ひしようと試みた。

　無む駄だな努力であった。

「よろしいですかな、御ご主しゆ人じん」

　ずい、とイシュカが進みでた。

　あたしたちに出会った以上、平へい穏おん無事な日常とは縁えんが切れたと思ったほうがいいのよ、とウィブは心の中でつぶやいた。

「ライリー神は、こう教えていらっしゃいます。すなわち」

　彼が、お得意の演説を始めようとした時。

　悲鳴が響きわたった。

　少女が目を覚まして、ソアラの腕うでの中でもがいているのだ。

　イシュカは、あわてて体の向きを変えた。

「お嬢じようさん、落ち着いてください。我々は怪あやしいものではありません」

　と、血走った目で、のしかかるような姿勢をとって、イシュカは言った。

「怪しい。どう見ても怪しい」

　ウィブは思わず口走ってしまった。確かにそうだが、口に出してはいけない。

　少女は、それを聞いて、ますます激しくもがいている。

「はなしてぇ」

　少女の言葉には、奇き妙みようななまりがあった。もちろん、ウィブたちほどではないが。

「はなせ、地べた這はい」

　そうわめく少女に鼻や顎あごをぽかぽかと殴なぐられながら、ソアラは言った。

「おい、イシュカ。お前、仮にも神官だろう」

「仮にもとはなんですか、こう見えても私は……」

「いいから魔ま法ほうを使えよ。落ち着かせろ」

「おお！　そうでした！」

　手をはたと打ち合わせると、イシュカは祈いのりを唱え出した。人の心に落ち着きを取り戻もどさせるための祈りだ。

「いっそ、一日中、これを唱えっぱなしにしとけばいいんじゃないかなあ」

　ウィブがこっそり呟つぶやいた。問題は、誰を対象に唱えるかだろう。

　しかし、イシュカの祈りは、今度も少女に対して効果をあらわさなかった。

「はなせ、はなせぇ」

　騒さわぐ少女に向かって、タリアがくわっと目を見開いた。

「いいかげんにしなさいっ！」

「わっ！」

　ソアラが、少女を抱かかえたまま体をのけぞらせた。少女の頭すれすれを、タリアの杖つえが、空気をぶんと切り裂さいていった。全体重をのせた、みごとな一いち撃げきだ。

「何すんだよ。あっぶないなあ」

「こういうのを正気づかせるには、殴るのがいちばんなのっ！」

　そりゃ、そうだろうが、ふつうはせいぜい平手である。ハイコボルトを気絶させた時と同じくらいの勢いで殴ることはない。

「落ち着いてよ、姫ひめ」

　ウィブがタリアの両りよう肩かたを押さえた。

　イシュカの祈りも止まっている。

　ついでに、少女まで止まっていた。

　怪け我がの功名、という言葉の典型的な例であるかもしれない。

　ちょっと違ちがうかもしれない。

「まあまあ、みんな、そうかっかしないでさ。踊おどらない？」

　おとなしいと思ったら、リュートの弦げんがゆるんでいたらしい。調律を終えたピコが、リュートをかき鳴らした。

　スランが押さえようと手をのばした。しかし残念、間に合わない。

　と、いうわけで──踊った。




　──しばらく後。

　がやがや。

　時ならぬ騒そう音おんに、村人たちが店の扉とびらの前に集まり、話しあっている。

　座りこんでいる少女と親父おやじの息は、かなり荒あらくなっていた。

　あれだけの時間、あの速い拍ひよう子しに合わせて踊り続けて、平然としていられるもののほうが珍めずらしい。

　ちなみに、ウィブの計時用魔ま法ほう腕うで輪わでは、太陽の印が、ちょうど一日の二十四分の一だけ動いていた。

　同じように踊っていても、体力自じ慢まんのイシュカは、少し休んだだけで回復している。

　単に慣れているせいかもしれない。

　ピコは満足しきった顔で、居い眠ねむりなどしている。

「それで、さ」

　例によって耳みみ栓せんが間にあったウィブが、そいつをひっこぬくと、真正面から少女に向きあった。スランとソアラは、見物に来た村人たちを威い嚇かくするのに忙いそがしい。

「あなたの、お名前は？」

　まともなことを尋たずねた。さすがにウィブである。

「リィズ……」

　今にも消えいりそうな声で、少女は答えた。汗あせのにじんだ白い額に、髪かみの毛が一本張りついている。なでると、きもちよさそうな髪だ。

　少女は、顔を上げるとウィブに尋ねた。

「あの、お養父とうさんは？」

　たぶん、あの中年の男のことだと察したウィブは、言葉を失った。

「死んでたから、埋うめたわよ」

　きっぱりあっさりタリアが言ってのけた。

「姫、あの……」

　ウィブが眉まゆをひそめるのに、タリアはぶんと杖をふりまわした。

「ごまかしても、しかたないでしょ」

　そのやりとりを聞いて、少女は、くちびるの端はしをぐっと嚙かんでいる。

　タリアは、こつんと少女の頭を杖で叩たたいた。少女が、タリアの顔を見る。

「死んじゃったあとの体なんてものは、物よ。そりゃ、その人のことを思いだすきっかけにはなってくれるかもしれないけど、ほんとに大事なのは……。あー、もう、後でお墓には連れてってくれるわよ」

　この中の誰かが。

　少女は、うつむいた。肩かたがふるえている。

　タリアは、しょうがないな、という風にため息をついた。

　少女の脳天に、思いきりゲンコツをふりおろす。

　ごんと、いい音がした。

「こういう時は、我が慢まんしてないで泣くの」

　かみつくようにタリアは怒ど鳴なった。

　にじんだ涙なみだが、真っ白な卵のカラのような頰ほおをつたい落ちる。

「姫、自分で殴りつけておいて、そのようなことをおっしゃるなんて、姫らしくもございませんよ。いったい、どうなさったのですか」

　そうかな。ずいぶんタリアらしいと思えるが。

　ともかく、タリアはイシュカに自分の行動が理解できるとは思っていなかったらしく、彼の反応をまったく無視して、少女を睨にらみつけていた。

「あのな」

　その少女の肩を、ようやく村人を追い払はらって戻ってきたソアラの手が、ポンと叩いた。

　くるり。

　少女は、目の前にあったソアラの胸にしがみつくと、大声で泣きはじめた。

　ソアラは、うろたえた顔で左右を見回したが、もちろん、誰も助けてくれない。

　涙がおさまるまでに、けっこうな時間がかかった。その間ずっと、ソアラは硬こう直ちよくした姿勢で立ちつくしていなくちゃならなかったのである。

　不器用。

　ウィブはため息をついた。




　　　　３




　宿の親父に、もう少女と一行を追い出す気力はなく、宿の食堂に一いつ旦たん落ち着いた。

「で、今度こそ、事情を聞かせてくれるよね。ええと、リィズちゃん？」

　ウィブは、幼女に言い聞かせるような調子で話しかけた。

　リィズは、まだ、ソアラの服のはじをつかんだままだ。

　口を開きかけて、リィズは、上目づかいに、タリアを見た。殴られたけど、かえってなついちゃった、という顔だ。

　タリアは、そっぽを向いてしまった。顔がほんのり赤い。

　やれやれ。

「えーっと。あの落ちてきた人は、お父さんなのですか？」

　発言の必要を感じたイシュカが、また、少女の繊せん細さいな──ものであろう──神経を逆なでするようなことを言うわけである。

　一度は消えた涙が、またじわっとにじみでてくる。

「泣くんじゃあ、ないっ！」

　ソアラが、リィズの両肩をつかんで揺ゆさぶった。

「いいかっ！　子供はいつか親と別れる時がくる。けどなっ！　そんな時は笑って別れるんだ。別れは笑え顔がおでするもんだぞっ」

　がっくんがっくん揺すられて、リィズは目をぱちくりした。

「う、う、う、うん」

　ようやくリィズがうなずくと、ソアラはにっこり笑って、両手を離はなした。リィズはげほげほと咳せきこんでいる。

「どうした。体が弱いなあ。もっと鍛きたえなくっちゃ、駄だ目めだぞお」

　ソアラは、ある英えい雄ゆう詩に出てくる、剣けん士しを育てることに命をかけた師し範はんのように、豪ごう快かいに笑った。

　また、悪いものでも食べたのかな、とみんなは思った。そうではなくて、これはソアラ流の慰なぐさめなのであった。善意の空回りというのは、珍しくも何ともない、よくある話である。

「それであの……みなさんは？」

「通りすがりだ！」

　ソアラが胸をはる。

　タリアは、手にした魔ま法ほう使つかいの杖で、とんとんと床ゆかをつついた。

「さあ、きりきり白状しなさいよ。いったい、何があったの！」

　タリアは、わくわくしているといったほうがよい口調である。

　もちろん誉ほめられたことではない。例によって、イシュカがぶつぶつと説教をはじめる。もちろん、誰だれも彼のいうことなど聞いていない。

　リィズの言葉を聞くほうが重要だったからだ。

　少女は、ぽつりぽつり、その体験を語った。

　彼女の話を、手早くまとめることにしよう。




　──それはもう明け方近い時刻だったと思う。

　リィズは目を覚ました。

　勉強の途と中ちゆうで、いつのまにか眠ねむりこんでしまっていたらしい。

　部屋が暗かった。

　壁かべに掛けた魔ま法ほう光球の明かりが消えている。持続時間が切れたのだろう。そろそろ寿じゆ命みようのはずだ。だから、はやめに新しいのを買ってきておいてと頼たのんでいたのに。

　もっとも、養父は、このところ何か忙しいらしくて帰りが毎日遅おそい。また、新しい冒ぼう険けんの準備なのだろうか。




「ほう、あなたのお父さんも冒険者だったのですか」

「黙だまって聞けよ、イシュカ」

「そうはおっしゃいますがね、ソアラくん、疑問というものは気がついた時に解決しておきませんと、あとあと」

「うるさいのよ、あんたは、いちいち」

「姫まで、そのような……」

「養父ちちは、探検家だったんです」




　冒険の準備が進んでいるにしては、顔色が冴さえないのは妙みようだった。養父の生きがいは、古代遺い跡せきの探検だ。




「暗くて狭せまいところが好きなんだ。わりと陰いん気きな性格なんだね」

「ちょっと、姫。あたしたちにそういうことが言える筋合いだっけ」

「もちろん、言えるわよ。わたいは好きで入ってないもん」

「だから、黙ってろってば」




　彼女をほうりだして、長い間、出かけてしまうのだが、そのことを恨うらんだことはない。だって、もしも、養父に遺跡探検の趣しゆ味みがなかったなら、邪じや教きようのいけにえにされようとしていた自分を助けることもなかったはずだからだ。




「何、邪教ですと！　それは放置しておけません！」

「ふわああ。おはよう。みんな、どうして深刻な顔してるの？　もう一曲踊おどる？」

「お前、もうすこし寝ねてろ」




　隣となりの部屋から、大きな声が聞こえてきたのは、その時だった。養父の声だ。

　なんだ、帰ってきていたのか、そう思って安心しかけたが、一いつ瞬しゆんでその気持ちは吹ふき飛んだ。怒いかりと苦痛の声だと気がついたからだ。

　あわてて、ドアを開けて隣の部屋を覗のぞいた。

　そこには、養父ハダートと、その弟であるバーデルがいた。

　養父は床ゆかに倒たおれていた。ゆっくりと、赤い血が広がっていった。

　バーデルがこちらを見た。いくども遊んでもらった優やさしい養叔父おじだった。はじめて、その養叔父を怖こわいと思った。目が違ちがっていた。いつもの温かい光はなく、そこにはただ、うつろに光る球体がはめこまれているだけだった。

　彼の手には、血に染まった短たん剣けんが握にぎられていた。




　リィズはそこで、口ごもってしまった。

「無理しなくていいよ。ゆっくりね」

　急かそうとしたタリアを制して、ウィブは優しい声で少女に話しかけた。

「そこから、先は」

　覚えていないと、少女は言った。

「記き憶おく力が悪いと、いい吟ぎん遊ゆう詩人にはなれないよ」

　ピコの言葉は、全員に無視された。

「そのまま気絶してしまったみたいなんです」

　ただ、一瞬だけ意識を取り戻もどして、持ち上げられて運ばれたこと、そして、どこかの穴から床にめがけて突つき落とされたことは、かすかに覚えているという。

「許っせぇぇぇぇん」

　今日のソアラは絶好調に正義の味方であった。

「きみのお養父さんの仇かたきは、きぃっととってやるぞぉ！」

　拳こぶしをぐっと握りしめて力説するその姿は、英雄詩に登場する興奮しやすい体質の武闘家のようだった。

「いいえ」

　リィズは、だけれど、きっぱりと首をふった。

「自分のことは自分でやるものだって、お養父とうさんには教わりました」

「えらいっ！」

　イシュカが、大きな声で叫さけんだ。少女が驚おどろいて身を縮めるほどの声だった。

「まったく、ライリー神の教えにもかなう考え方です。自分のことは、自分でする。私もそう言い聞かされて育ったものです」

　ウィブはちらりとタリアを見た。平然とした表情である。もちろん、自分に関係があるなどとは、思ってもいないのだろう。

「それに、仕返しなんて意味がない、お養父さんは、いつもそう言ってましたから」

「それは、そうかもしれないけどな……」

　ソアラは、ふりあげた拳のおろし場所に困っている。思わず頭をかいたりして。

「じゃあ、ここで、どうにかして暮らしていくつもりなの？」

　誰も発言しないので、やむをえない。ウィブは、こう尋たずねた。

　しかし、少女はまたもや首をふった。

「上に戻ります。そして、養叔父さんがどうしてお養父さんを殺したのか確かめます」

　握りしめられた拳は、ソアラのそれよりも、ずっとずっと小さかった。

「ぬおおおおおおお」

　いきなり、ソアラが吠ほえた。

「だったら、それを手伝ってやるぅ」

　ようやく拳のふりおろし場所を見つけたようである。ソアラの言葉に、イシュカが感動の面おも持もちでうんうんとうなずいていた。

「え、でも」

　リィズの言葉を、眼前につきつけられた拳が封ふうじた。

「邪じや悪あくが蠢うごめくならほうってはおけない。俺は正義の戦士なんだ」

　ソアラの言葉にうなずくイシュカは、今にも涙なみだを流さんばかりだ。

　発ほつ作さがでた。

　と、ウィブは思った。

　たまに、ソアラは頭に血が昇のぼりすぎて、とんでもない言動に出ることがある。

　そんなことを知らないリィズは、感動の面持ちである。

「ありがとう、お兄ちゃん」

「まかせろ。悪の正体は俺があばく」

　根こん拠きよ不明の自信はいつものことだ。

　スランが、こっそり肩かたをすくめた。つきあうつもりらしい。ウィブとしても、どうせかかわってしまったのだから、いまさら少女をほうりだすつもりもない。急いだところでしようがない旅だ、それに……。

　親をなくしたばかりの少女のことを、他人とは思えない三人だった。

　イシュカについても、問題はない。

　問題になる人は、一人。

「あのねぇ」

　タリアの声を聞いたとたんに、イシュカの表情が激変した。

　凍こおった池の上ではしゃいでいて、氷を踏ふみぬいてしまった子供のような変化である。

「これって、誰かがお金払はらってくれるの？」

　冷静な声であった。

「たいした蓄たくわえはありませんけど、家に戻れば、いくらかは」

「養叔父さんがもっていっちゃってるんじゃないの」

　なぜか、こういうことには、よく頭が回るタリアであった。

　リィズは、困った顔で服の隠かくしを探さぐった。

　やれやれ。

　見かねてウィブは、タリアの耳元に囁ささやいた。

「ルーフ・ウォーカーって魔術を研究してるそうだから、新しい呪じゆ文もんが手にはいるかもしれないよ」

「いいよ、覚えるのめんどくさいし」

　それが世界の真理を探究する魔ま術じゆつ師しの言うことか。

「わたいは、自分の魔術書の魔術を勉強するだけでも精せい一いつ杯ぱいだもん」

　そう、タリアだって呪文の勉強くらいはしているのである。魔術書に記された呪文のうち、まだ完全に発音できない呪文は、確かに数多い。

「ほかに理由はないの？　ほかに」

　タリアが尋ねてくる。

　ウィブは、はっと閃ひらめいた。

「天てん井じようには、地上に通じる穴も開いてるかもしれないよ。ほら、あたしらそれを探してるわけじゃない？」

「おー、おー、おー。そういえばそうだった」

　タリアがうなずいた。忘れていたらしい。タリアは、これでけっこうどこにでも順応できるタイプだ。

「さあ、出発しよう」

　意見は一いつ致ちした。ピコの意見は、特に必要ないのである。

　タリアは、説得してもらって、ほっとした表情を一瞬だけ浮うかべていた。

　さて。

　一いつ旦たん決断すれば、あとの行動は素す早ばやい、かというと、もちろんそんなはずはない。

　にわか雨で濡ぬれた衣服をきれいに洗せん濯たくして、冷えた体を湯につかって温め、食事をしているうちに夜になり、魔ま法ほう使つかいに夜よ更ふかしは禁物とタリアはさっさと眠ねむってしまい……。

　ふつうなら、じれるはずのリィズは、トラブルに関しては熟練者を自じ称しようするソアラたちに説得されて、同様にのんびりと体を休めていた。事実、十一歳の少女には、衝しよう撃げきの連続は体力的にもつらかったのだろう。横になったとたんに、ぐっすりと寝込んでしまったのだ。

　結局、出発したのは翌朝であった。

　出かける一行を、宿屋の親父おやじがほっとした顔で見送っていた。

　騒さわがしい丸一日と、いくらかの食料ですんで幸運だったと、彼は考えていた。

　天井まで登るのは無理だろうとアングラットを預けていったが、餌えさ代も前金でもらってあることだし、このまま戻ってこなければ、ただでアングラットが一いつ匹ぴき手にはいることになる。自分は、むしろ運がよかったのではないか。

　親父よ、甘い。あまりにも甘すぎる、まるでマムリラース名物、カコアの実の砂さ糖とう漬づけのように甘い考えだった。

　残されたポコが、みゅーと鳴いた。




　　　　４




　宿屋の親父が、いかに甘かったかは、あとの話としておいて。

　今は、冒ぼう険けん者一行の考えの甘さについて語ろう。

　ルーフ・ウォーカーたちは、このクリュオの天井にあたる岩の中に住んでいるわけである。

　飛行魔ま術じゆつが、まだタリアの手にあまる以上は、そこに到とう達たつするには、つながっている地面をたどって行くしかない。しかし、壁かべは遠かった。

　そこで、地底世界の天井と床をつなぐようにそびえたっている岩柱を登ることになった。リィズによると、ルーフ・ウォーカーも、床の住人とまったく交こう渉しようがないわけではないらしく、この近くにある柱に通路がもうけられているということだった。

　で、そこへ向かった。

　朝出発して、昼まではかからない道のりであった。

　しかし、である。

　問題はその先だ。

　岩柱を登るのは、なかなかどうして、なまやさしいことではなかった。

　柱といっても、けっこうな山くらいの規模はある。

「通路っていうから、階段が刻んであるかと思って、その程度は覚かく悟ごしてたけど」

　イシュカにおぶわれながら、タリアが不ふ機き嫌げんそうに言った。

　はじめの五十身長あまりの高さまではそうだった。

　その後は、ほぼ垂直の壁に、素人しろうとでもなんとか登れる程度の手がかりがついているだけである。要するに壁へき面めんに刻まれた梯子はしごみたいなものだ。

　通路があるといっても、それはルーフ・ウォーカー用の通路であって、彼らが言うところの地べた這はいが使うには難しいものだった。

　いまは、天井と床ゆかの、ちょうど中間あたりにいた。

　イシュカは、両手両足を突っ張ぱって、狭せまい割れ目をじりじりと登っているところだ。

　割れ目の長さは、十身長あまり。登りきったら、テラス状に突き出ている休きゆう憩けい場所になっている。先に登ったみんなが、そこから心配そうに見おろしていた。

　あ、いや、違ちがうな。

「気をつけてくださいね」

　そう言ったリィズは心配そうに、あとの者たちは、おもしろそうに見おろしている。スランは、リュートをいまにも演奏し始めそうなピコをはがいじめにしていた。

　まさかこんな結果のわかりきった場所で、などという甘い考えは、ピコには通用しない。

　イシュカは、ゆっくり慎しん重ちように手足を一本ずつ動かしていた。

　先頭をきったリィズやウィブに比べると、倍近い時間がかかっている。

　もちろん、ルーフ・ウォーカーであるリィズは、生まれてからずっと、こういった環かん境きようですごしてきたはずだし、演芸団で軽かる業わざをしこまれていたウィブも、崖がけ登りは苦手ではない。

「ふわあああ」

　背中合わせにおぶわれている──荷物を載のせていたもっこにのっている──タリアが、大きくのびをした。

「う、動かないでください、姫ひめ」

　実際のところ、あまり身軽とはいいがたいイシュカにおぶわれるよりは、タリアが自分自身で登ったほうが危険は少ないような気もするのだが、イシュカが、強きよう硬こうにこの態勢を主張したのである。

　まあ、てのひらにすり傷を作るのもいやだし、ということでタリアは承知したのだった。

「大だい丈じよう夫ぶよ、落ちたら、わたいの魔術でなんとかしたげるから」

「ですから、わたいは、お止やめくださいと、申し、あげて」

　どのような状じよう況きようでも、お説教は忘れないイシュカであった。

　彼が、タリアを見ようと横にひねっていた首を前に戻もどした時。

　じつに、ぴったりの間で、崖にあいた小さな横穴から、蛇へびが顔をつきだした。

「わっ！」

　驚く。

　で、手が滑すべった。

　悪いことというのは重なるものである。

　足をのせていた岩が崩くずれた。

　イシュカは空中に投げ出されていた。

　のけぞった拍ひよう子しに、自分の体を投げ出してしまった、といったほうが正しいかもしれない。

「のわっ」

「きゃあああああ」

　これよ、これだわ、これが女の子の正しい悲鳴よ。タリアは、その瞬しゆん間かん、そう考えていた。守ってあげたくなるような悲鳴かしら、と、そのことに気をとられて、転落を止める魔術どころではない。

　まったく、誰だれが呪文をかけるから大丈夫だって？

　二つの体が、落ちる。

　ぐるりと体が回転して、タリアの目に天井がとびこんできた。一いつ瞬しゆん、落ちるのではなくて、空の上に吸い込まれていっているのかしらん、という錯さつ覚かくが彼女を襲おそった。離はなれていくのは、岩ばかりの大地だ。家も並んでいる。逆さづりの。

　ぷらーん。

「ぐふっ」

　腰こしに結ばれた命いのち綱づなの位置がずれて、イシュカの胸と腹を圧あつ迫ぱくした。イシュカの背にいるタリアは、ちょっと脇わき腹ばらがすれる程度で、無事である。

「だいじょおぶ、ですかーっ？」

「まったくもう、なにやってるのっ」

　リィズの声に、イシュカを叱しつ責せきするタリアの声が答えた。

　宙づりになった二人を、ソアラとスランが引き上げる。

「ねえねえ、なんかいたの？」

　自由になったピコは崖を覗のぞきこんだが、イシュカを驚おどろかせた蛇は、とっくに横穴の中に戻っていた。

「なんだ、つまらない」

　言ったとたんに、宙づりのタリアと目があった。

　睨にらんでいる。

　ピコは、リュートの弦げんからしぶしぶ指を離した。

　上につくと、タリアは、イシュカの背に、先に引き上げてあった荷物を背負わせた。

「二度とイシュカには乗らないから」

　宣言する。

　ロバか何かなのだろうか、彼は。

　しかし、ここからしばらくは、螺ら旋せん階段のように柱を取り巻いている坂道を登って行ける。わりあいに楽だ。

「ねえ、リィズちゃん」

　ウィブが、身軽に先にたつ少女に話しかけた。

「はい？」

「あなたたち、ルーフ・ウォーカーってさ、本当はどんな人たちなの？」

「どんなって言われても……」

　少女は小首をかしげた。顎あごに白くて細い小指を当てて考えこむ。

　ウィブは、これまでに聞いた噂うわさを、頭の中で整理した。質問を補足する。

「ええと、天井に住んでて、魔術を使うんだよね？　それは聞いたんだ。でも、どうして、ちょっと不便そうなのに、天井の洞どう窟くつなんかに住むようになったの？」

「洞窟にばかり住んでるんじゃないんです。人が増えたから、洞窟にも住むようになったんで、はじめは古代帝てい国こくの遺い跡せきに住んでたんだって、お養父とうさんが言ってました」

　古代魔ま法ほう帝てい国こくの時代。神を信じる者の別天地だったクリュオにも、階級差はあった。上流階級は天井に建てた家に住んで、床の人々を見おろして暮らしていたのだ。

「ルーフ・ウォーカーは、その人たちの子孫なんだそうです。だから、代々、魔術を伝えてるんだって」

「ほんとに？　はったりじゃないの？」

　タリアが疑わしそうに言った。

「姫、失礼ですよ」

「いいえ」

　リィズは笑った。

「お養父さんも、ほんとじゃないと思ってました。でも、中には、すっかりそれを信じこんで、魔術の力でクリュオを支配するのが、正しいルーフ・ウォーカーだ、なんて言ってる人たちもいるみたいですけど」

「そのへんかもしれないな」

　とソアラがいきなり言った。

「え？」

「何か、そういうやつらの秘密の計画があって、お養父さんが邪じや魔まになったのかもしれない」

　無神経な発言である。

「でも、お兄ちゃん」

　リィズの顔がこわばる。いつの間にか、ソアラをお兄ちゃんと呼ぶのが定着していた。

「そんなはずないです。養叔父おじさんは、いつもお養父さんの味方だったし、優やさしかったし……」

　会話は、そこでとぎれた。

　道が途と切ぎれて、また崖登りが始まったからだ。

　それからも、なかなか無事にはすまなかった。

　こんな垂直環境であっても、住んでいる生き物はけっこうたくさんいるのである。

　べたべたした黒い泥どろみたいな生き物やら、大きな蜘蛛くもなんかにも襲われた。なにせ鎧よろいは身につけられない、盾たては使えない、武器もまともにはふりまわせない、というきびしい状況である。

　活かつ躍やくしたのは、飛び道具と魔ま法ほうであった。

　自分も真音魔術の勉強をしていたというリィズは、すぐさまタリアとソアラを尊敬の目で見るようになった。

　タリア程度の腕うでで尊敬されるようでは、ルーフ・ウォーカーの魔術って、あんまり期待しないほうがいいかもしれない──と、悲観する一同であった。

　ともかくも、幾いく多たの困難を越こえて、ウィブたちは登り続けた。

　イシュカが足を滑らせたり、イシュカが指先を滑らせたり、イシュカが足もとを崩したりしながらも、どうにかこうにか登っていった。

　天てん井じよう近くになると、だんだんと壁面がそりかえってくる。虫だったらねえ、はりついて登るのは簡単だろうけどさあ、てな感じである。

　とりあえず、そろそろ、そりかえりはじめようかという高さの狭い岩いわ棚だなに一同はいた。

　虫じゃないので、動きかねている。

「ここを登るの？」

　さすがのウィブも、ちょっとたじろいだ。

「無理ですか？」

　しかし、リィズにこう聞き返されると、すなおに無理だとは答えられない。

「あたしなら、なんとかなるとは思うけど」

　自信満々というわけではないが、まるっきりの噓うそでもない。

　しかし、とりあえず視線が動く。

「そうですね」

　リィズは、ウィブの視線を追った。

「あの、私が何か？」

　イシュカがきょとんとした顔で言った。

　顔にくっきりと縄なわの痕あとがある。三度目に宙づりになった時に、命綱がくいこんだのである。胸と腹には、青痣あざができているはずだ。

　いっそ首にくいこんでくれれば、苦労が失せるものを、とは、ちらりと思いはしても、さすがに口には出さないのが、仲間の友情というものである。だからイシュカのほうも、綱を、こう毎度毎度ずれるような結び方をしているのが誰か、という責任は追つい及きゆうしない。

「ねえ、もうそろそろ夜だよ」

　くーくーとタリアのお腹なかが鳴っている。

「まだつかないの？」

　困ったことに食べ物はない。戦いの途と中ちゆう、うっかり落としてしまったのだ。

　おかげでタリアは非常に不ふ機き嫌げんである。

「ここで一いつ泊ぱくするか？」

　ソアラが言った。

「イシュカ、ごはん～」

　タリアが上目づかいで、イシュカを見た。落とした彼を責めるつもりはないが──いちおうタリアをかばって落としたんだし──お腹がへってるんだから、しかたない。

「は、ははっ」

　イシュカはあちこちを探さぐった。

　あるわけはないのである。

「あたしの家まで行ったら、食べるものは残ってると思います」

「じゃあ、そこまで行こうよ、急いで、すぐに、即そく座ざに」

　タリアはあっさりとそう言った。食べ物が足りなくなると彼女はものごとを考えなくなる。

「だけどね、姫……」

　ウィブは、柱を見た。

「ええと、横断機のところに行きましょう」

　とリィズが言った。

　なにか、ここを渡わたるための仕組みがあるらしい。

　だったら早く言ってほしい、とウィブは思った。

　しかし、けなげな少女の横顔を見ると、口には出せなかった。それこそ、守ってあげたくなるような女の子なのだ。手足は細いし──細いだけならタリアも細いが──、生おい立ちは不幸だし──ウィブだってソアラだってスランだってかなり不幸だが──……うぅ～ん、どこが違ちがうのだろう、とウィブは真しん剣けんに悩なやみはじめた。ともかくあたしも少し見習おうかな、とウィブは思った。タリアも、そう考えているような気がする。

　無理だってば。

　いや、それはともかくとして、だ。

　横断機のところへ、とリィズはあっさり言ったけれども、そこへ行きつくのもなまやさしいことではなかった。狭せまい隙すき間まや、肩かた幅はばほどの出っ張りにはりつくようにして、柱の周りを半周したのである。

　で、しばしの苦労の後、別の岩棚に到とう着ちやくした。人の手が加わったあとがある。壁へき面めんがすべすべしてるところなど、磨みがいた感じだ。なんで、そんな余計なことをするのか。つかまるところがなくて、危ないではないか。

　リィズは慣れたようすで、とことこと岩棚の中央に進みでた。

「誰だれもいないみたいです。職員の人が、たまにいるんですけど」

　人ひと気けのないところに、風に吹ふかれてぶらぶらと揺ゆれているものがある。

　横断機というのは、じつはなんのことはない。離れた場所の間に、そこそこ太い縄を張って、それに籠かごをつりさげただけのものだった。縄は、親指ほどの太さである。

「これで、行くの……？」

　か細い声はにあわないぞ、ウィブ。

「はい」

　リィズはこっくりうなずいた。細い首の描えがく曲線が美しかったりする。

「面おも白しろそうじゃない」

　ピコは言った。

　ひょいと籠に飛び乗る。まったく躊ちゆう躇ちよしなかった。体重が軽いと思って、なめてんじゃなかろうか。

「どうやって、前に進むの？」

「それを回せばいいんですよ」

　中央にぐるぐると回る取っ手がつけられていて、歯車が複雑に嚙かみあわさっている。

　ピコが言われたとおりに取っ手を回すと、なるほど、すいすいと籠は前進して行った。

「あれも魔ま術じゆつなのですか？」

「まさかぁ。歯車の力で進むようになってるんでしょ。からくりじかけよねぇ？」

「いえ、魔術です。古代の遺跡で見つかったんです」

　ウィブ、自分の常識を過信するのは禁物だぞ。

　もっとも、意外そうな顔をしているのはイシュカ以外の全員だが。

「あの取っ手を回して、中に組みこんである魔ま力りよく結けつ晶しようから力を汲くみあげるんだそうだけど、あたし、まだよくわかんないんです。綱も魔術で丈じよう夫ぶになってるんですって」

　魔術の世界は奥が深い。

　ともあれ、黙だまって肩かたをすくめると、スランが勇気をふるって次の籠に乗りこんだ。

　その後、イシュカはタリアの無事を見届けるまではと待ちの姿勢に入る。

　で、睨にらみあいが始まった。

　まったく不毛な争いである。どうせ結果は見えているのに。

　結局、ソアラが『お兄ちゃん』としての権けん威いをたもつために次の籠に乗りこんだ。それをリィズが追った。

　その後はタリア、イシュカ、ウィブの順序になった。

　地底世界にはほとんど風がない。たいして揺れることもなく、みんな、それほど恐おそろしい思いはせずにすんだ。そりゃ、平へい凡ぼんな人生を送っている人々に比べれば、足元が不安定な思いにはなれているが、それでもやっぱり、地面が遥はるか下──元来の地面のほうは、もっと遥か彼方かなたに存在している、じつにややこしい話である──にしかない、というのは気持ちのいいものではない。

　取っ手を必死で回して、着いたところは、あちこちから横断機とやらが集まってくる場所のようだった。ずいぶんにぎやかだ。たくさんの人々が往ゆき来している。

　金属でできた、広い円形の床ゆかが、岩天井から柱と綱でぶらさげられている。そこの真上の岩天井に、横断機の縄の片かた端はしがとりつけられていた。数十の縄と横断機が、こうして発着場をいくつもつないでいるのだ。籠の中には、四、五人が一度に乗れる大きなものもあった。

　一行は、そこへ次々におりたった。百人くらいは乗れる広さだ。

　あたりには、いくつかの梯子はしごがあって、その先は岩天井に空いた穴になっていた。

　その穴へ登ってゆく人もいれば、別の籠に乗り換かえる人もいる。杖つえを持った魔ま術じゆつ師し風の人物もけっこういた。

　交通量からしても、ルーフ・ウォーカーの人口は、かなりのものらしい。数千人規模の町なのではなかろうか。

　しびれてしまった右みぎ腕うでをふりながら、ウィブは、リィズに話しかけた。

「ねえ、こんなところにいて大だい丈じよう夫ぶなの？」

「え？」

　リィズは、なんのことだかわからないという顔つきだった。

　ふっ、まだまだ未熟だね、と一応ウィブは心の中でひそかに勝ち誇ほこってみたが、むなしいからすぐにやめた。

「養叔父おじさんってのが、待ち伏ぶせしてるかもしれないだろう」

　そう言ったのは、ソアラだった。

　彼女の養父であるハダートと、その弟である養叔父バーデルは、どちらもこのルーフ・ウォーカーの町の実力者だった、と、登ってくる途中で話を聞いた時、リィズがそう言ったのだ。

「……お兄ちゃん、まさかそんな」

　リィズは、衝しよう撃げきを受けた表情だ。

「だから、あなたを隠かくしてるんですよ」

　イシュカまでがそう言い、スランがうなずいた。なるほど、男たち三人で、リィズをとりまいている。

「早くこの子の家に行こうよう。お腹減ったぁ」

　お腹がすくと子供に返るタリアであった。

　いつだったら大人になるのかは聞かないでほしい。

　洞どう窟くつの一つからは、美味おいしそうな料理の香かおりと女の嬌きよう声せいがもれている。

　スランが、一気に背筋を伸のばした。

　そっと聞き耳を立てる。

　彼が心配した相手ではなかった。しばらく前に滞たい在ざいした町で出会った美女の声に似ていたのだ。彼女の名はマーニー。これまで、どんな美女とも一晩できれいに別れてきたスランが、はじめてすっぱりいかなかった相手だ。うまく置いてきたつもりだが、彼女が、いつかまた自分の前にあらわれるのではないかと、スランのどこかに怯おびえがあった。

　なんで美人に追いかけられて怯えるのかってのは、追われてみないとわからないことではあるが、まあ、どうにかなっちまっていいんじゃないかね、スランくん。

　彼のことはどうでもいい。

　時刻はすでに夕方である。もっとも、定期的に量が変わる天てん井じようの苔こけの光は、洞窟の内側には届かないだろうから、全然別の時間帯で、みんな生活しているのかもしれない。かもしれないが、どうやらほとんど同じらしい。

「じゃあ、こっちです」

　リィズが、綱の一本を指さした。何人かの口から、思わず呻うめきがもれる。

「やった、また乗れるんだね」

　ピコは嬉うれしそうである。

　ぞろぞろ。

「あのぅ」

　三人が密着して、隙間がないように歩く。

「これだと、かえって目立つんじゃないでしょうか」

　リィズが言った。

　ぴた。

　動きが止まった。

　落ちると怖こわいから鎧よろいこそ脱ぬいではいるものの、動きの邪じや魔まにならないことが最優先で作られたルーフ・ウォーカーの衣い裳しようと、一行が着ているものは、ずいぶん違っている。タリアなんかは、びらびらした飾かざりがつきまくっている。

　で。

　急にこそこそと歩きはじめた。

　遅おそいって。
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「ふうん、じゃあ、二人とも仲は悪くなかったんだ」

「あたりまえだろ、嬢じようちゃん、いくら、他ほかの町から来たってよう、あの兄弟の噂うわさを知らないとは言わせないぞ」

　けっこう広い酒場だった。

　ウィブの隣となりに座っているおじさんは、もうすっかりでき上がっている。

　さらに、おじさんをはさんだ向う側では、他人のふりをしたスランがちびちびと飲んでいた。

　とにかく、見聞を広めるには酒場のうわさ話に限る。

　これが、冒ぼう険けん者の常識であった。

　誰だれが言いだしたのか知らないが、いいかげんな話である。

　かと言って他に有効な手段も思いつかぬ。

　ウィブとスランが盛り場を回ることになった。

　あとの者たちは、リィズの家に残っている。ピコをのぞいて。

　危き惧ぐしたような待ち伏せはなく、彼女の家には見張りもいないようだった。

　どうも、養叔父のバーデルは、リィズたちが死んだものと信じきって安心しているのではあるまいか。

　で、疲つかれたタリアは早々とリィズの寝しん台だいを借りて眠ねむってしまい、イシュカは当然ながらその護衛役である。ソアラはというと、リィズが寂さびしがるというか、怯えるので残った。

　直進のみの熱血少年が、ほんとに珍めずらしいことするもんよね。

　というのは、ウィブの感想。

　もっとも、イシュカやソアラが酒場の情報収集についてきたって、困ることのほうが多いんではあるが。

　そんなこんなで、ウィブと、盛り場となれば生き生きする──口数は特に増えない──スランとが、噂を集めにやってきたのだ。

　ちなみに、この盛り場というのは、百身長ほどの長さの洞窟の上下左右の壁面びっしりに、酒場といかがわしい宿屋と賭と博ばく場が並んでいるという、なかなかにとんでもない場所だった。

　スランとウィブは、二、三軒をはしごした末、ウィブはどうにか役にたちそうな情報源を見つけた。おしゃべりなおじさんと出会ったのだ。

　なんだか知らないがルーフ・ウォーカーの各村や町の長おさが集まった大会議が明後日あさつてからはじまるんで、これほど人が多いんだ、とか。

　ここだけがルーフ・ウォーカーの町ではなく、クリュオ全土で十以上もあるのだ、とか。

　近ちか頃ごろは地べた這はいとの商取引が増えてて議論が起こってる、とか。

　気になるのは、そのくらいで、白粉おしろいはシャクレー村製のがいちばんだとか、そんなことはないキングフラワ村のがいいだとかいう役に立ちそうもない情報も多かったが、ようやくのこと、ハダート行方ゆくえ不明事件について話が聞けた。

　他にもおしゃべりなおばさんやおしゃべりなおじいさんはいたが、ハダートという名を知っていたのは、おじさんが初めてだ。

　ホントに、おじさんが言うほど有名なのかしらん。

　ウィブを見守っているスランは、独り吞のみのふりをしつつ、ぼんやり考えていた。彼が酒の味を楽しんでいる間も、ウィブは、下心が透け透けなおじさんの相手をしていた。

　性急せつかちにではなく、じっくりと口説こうとしているらしいので、まだ触さわってもこない。

　助かる。

　というのも、リィズに借りたルーフ・ウォーカー流の衣裳が、大きさが全然あわないのである。いくらなんでも、リィズの養父のものではだぶだぶすぎるので、リィズのもののうち、成長期だというので買い置きしておいたいちばん大きなやつを借りたのだが、それでもやっぱり、手足はつんつるてんだわ、胸と腰こしはちょっと無理な動きをすると裂さけそうだわ、という騒さわぎ。すれちがう酔よっ払ぱらいが、妙みような声をかけてくるのもむべなるかな。

　ぱつーん、ぱつーん。

　想像力を刺し激げきする擬ぎ音おんはさておき。

　リィズのお養父とうさんは、今のところ、行方不明ということになっているらしい。

「この兄弟ってのが、どっちも立派な人でね」

「ふうん、そうなんだぁ」

　ソアラあたりが聞いたら、どっかんと破は裂れつしそうな甘えた口調でウィブは言った。

「おうさ。どっちも古代遺い跡せきの探検で有名な人でな。兄貴のハダートさんのほうは、冒険家としても有名さ。今から十年前に、地べた這いの邪じや教きよう徒とどもをぶっつぶして、捕つかまってた女の子を助けたんだぜ。今は、その女の子を娘むすめとして育ててるんだそうだ」

　リィズのことである。なんと！　本当に有名人であった。

「でも、そんな立派なお兄さんをもつと、弟さんも大変ですねぇ」

　媚こびた口調で、ウィブは言った。スランの杯さかずきが、笑いで小刻みに震ふるえているのを目の片かた隅すみに捉とらえて、後で殴なぐってやろうと誓ちかう。

「そんなわけがあるもんか」

　ウィブの思いも知らず──まあ、そりゃそうだ──おじさんは拳こぶしを握にぎりしめて力説した。

「バーデルさんも、兄さんに劣おとらず凄すごい人だよ。同じように古代遺跡を調べてるんだがね、古代の魔ま法ほう知識じゃ、この町でもいちばんだろうね」

「すごいのねぇ」

「この間も探検に行って、帰ってきたばっかりだ。その研究のために、ここんとこしばらく、ずっととじこもりっきりだったんだけど」

　目め尻じりをさげて鼻の下をのばしていた──すけべえな気分になった男の顔ってのは万界共通なのかもしれない──おじさんの顔が、急に曇くもった。

「じつはなあ、ハダートさんが急に行方しれずになっちまってなあ」

「また、探検に行ったんじゃないの？」

　白々しくウィブが合いの手を入れる。
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「いやいや、あの人は、こんどの長の会議の言い出しっぺだったんだ。今ごろどこかに行くはずはない。バーデルさんが、一いつ所しよ懸けん命めいに探してるよ。だけど、全然見つからなくてなあ」

　そりゃそうだ。殺した犯人が捜そう索さくの指揮をとっているんだから。

　しかし、リィズが名乗り出て告発しても、このようすでは、とうてい信じてもらえそうにはないな、とウィブは思った。五杯はい目のおかわりをしているスランも、同じように考えてるらしい。では、どうして、ウィブたちがリィズの言うことを一方的に信じているかというと。

　リィズとは会っているが、バーデルとは会ったことがないからであった。

「このまま、ハダートさんが見つからないと、バーデルさんがたくさんの人の前で挨あい拶さつしなくちゃならない。あの人は、そういうのは苦手だからな、もう必死だよ」

　おじさんの声には、やや笑いを含ふくんだ調子が戻もどっている。

「それにしても、おじさん、よく知ってるわねぇ」

「ああ、わし、バーデルさんのところで仕事してるんだ」

　椅い子すからずり落ちそうになりながら、ウィブは、昔、自分がやっていた演芸団での色々な店の宣伝の仕事を思い出していた。どこかの川沿いにあった料理店の宣伝も、たしか、こんなやりとりを路上で大声で演じるというやつだったような気がする。

　音を立てて、スランが席を立った。どうやら聞き出せそうなことは、全部聞き出せたんじゃないかという合図である。

「じゃあね、おじさん、楽しかったわ」

　ウィブも席をたつ。

「え、何言ってんの。夜はこれからじゃないか」

　手を握りしめてくるのをするりとかわして、ウィブは言った。

「おじさん、仕事さぼってちゃ、駄だ目めよ。バーデルさんを手伝わなくていいの？」

　ぎく。

　やっぱり、職務怠たい慢まんの途と中ちゆうだったか。その隙すきを逃のがさず、ウィブは店を出た。

　一応、尾び行こうされていないかと用心をしつつ、リィズの家に戻った。

　彼女の家も、やはり洞どう窟くつではあるが、一つの洞窟に一つの家という、独立したかまえだった。中もかなり広い。横断機ではなく、吊つり橋で他の洞窟と往ゆき来できるようになっている。

　家は真っ暗で、明かりは灯ともされていない。

　当たり前である。いくらなんでも、そこまで不用心ではない。

「ただいま～」

　囁ささやくように言った。

「お帰りなさい」

　いちばん奥、外に音や光が漏もれない部屋、すなわちハダートの収集物倉庫から、リィズが出てきた。倉庫の片隅に毛布を敷しいてタリアが眠っていた。魔ま術じゆつ師しにとっては興味深い品々の宝庫のはずなのだが、疲れているんだからしかたがない。

　うらやましい、とウィブは思った。どこでも眠れるのは、もとはといえばあたしの特技なのにぃ。

　ソアラとイシュカは起きている。

「あれ、ピコは？」

「まだ、戻ってないんですよ」

　困ったものだ、という口調でイシュカが言った。

　そうそう。

　ピコは今、バーデルの家に偵てい察さつに出ているのである。

「うーん、さすがに戻りが遅すぎない？」

　出ていったのは、ここについて、ありあわせのもので簡素な夕食をすませてから、すぐのこと。時刻は、とうに夜半をすぎている。

　外からようすを見に行っただけにしては、時間がかかりすぎていた。

「どこかで道草をしとるんでしょう。踊おどりながら戻ってくれば遅くて当然です」

　イシュカの返事は気楽なものだった。

「リュートももたずに？」

　そうだ。さすがに、この状じよう況きようではリュートは置いてゆかせたのである。持っていれば、どこでどんな悪さをしでかすかわからない。しかし、逆に持っていなければ、ピコの能力は格段に低下するということでもある。

「まさか……」

　いやな予感をウィブが口にしようとした時。

　突とつ然ぜん、ちりんちりん、と鈴すずの音が鳴った。

　隣の部屋からだ。

　ぎょっとしたみんなの手が、それぞれの武器にのびる。

「伝でん話わです」

　リィズが立ちあがった。

「伝話？」

「家と家との間を、細い管でつないで、風の精せい霊れいに伝言を運ばせる仕組みです」

　鈴はちりんちりん鳴り続けている。

「でも、町の人はここには誰だれもいないって、わかっているはずだよ」

　ウィブが指し摘てきする。

　誰かがごくりと唾つばを飲みこむ音がした。

「もっと、ちょうだい……」

　タリアは、おいしいものでも食べている夢でも見ているらしい。

　鈴はいつまでも鳴りやまない。

「あたし出てみます」

　リィズは、隣となりの部屋に移動した。止めようとしたソアラを、スランが制止する。どうせ知られているのなら、確かく認にんさせても害はない。こちらも向こうの出方を確かめることができる。呼びだしだったら応じてやろう、竜ドラゴンの口に手を入れずに、竜の牙きばを抜ぬくことはできない。

　息をひそめて、みんなが見つめる中、リィズはらっぱ状に広がった管の先せん端たんを手にとった。ソアラの目には、鈴を揺ゆり動かしていた風の精霊が管の中に戻ってゆくのが感じられた。

「もしもし……はい、……いいえ、そうじゃありません」

　リィズの声しか聞こえないのが、もどかしい。

「はい……いいえ……はい……はい、わかりました……はい、では」

　管をもとの引っかけ鉤かぎにかけて、リィズはくるりとふりむいた。

「まちがい伝話でした」
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　さて、その頃ころ。

　ピコは震えていた。

　寒いのである。

　しかも、暗いし。

　おまけに狭せまい。

　冷蔵庫というやつの中は、実際、快適とはとうてい言えない。

　なんでも、北部地方プラムダから売られてくる品だそうだ。雪巨きよ人じんの冷気袋ぶくろを干したものに、氷の精霊を封ふう印いんしておける紋もん章しようを描いて、石でできた箱の内側に張りつけてある。こうしておけば、氷の精霊の力で、箱の中はいつも冷たいわけだ。腐くさりやすい食べ物などを保存しておくには最適といえよう。もちろん、雪巨人をとらえるのは大変だから、非常に高価なものである。

　リィズの家で見た時はなんて便利なんだろうと思ったが、自分が冷蔵される立場になると、便利どころの騒ぎではない。

　外からは、まだぼそぼそと話し声が聞こえてくる。

　どうして、こんなことになってしまったのかな、とピコは考えない。

　過去は振ふり返らない、未来のことで悩なやまない。それが、草原妖よう精せいというものなのだ。

　状況を、もう少しくわしく説明しておくと、ここはバーデルの家である。

　外のようすを眺ながめに来てみたら、まるで人の気配がなかったので、つい、中に入りこんでしまった。魔ま術じゆつの鍵かぎが、かかっていたらしいのだが、偶ぐう然ぜん、書かれていた魔術の封印文字ルーンを傷つけたのがうまくいったらしい。

　あちこちのんびり見物していると──あれは、捜索などというしろものではない──、人の帰ってくる気配があった。

　あわてて、帰ってきたやつの正体も確かめずに隠かくれたのが、ここ。

　という次し第だいである。

　かちかちかちかちかち。

　そろそろ、歯の根があわなくなりはじめている。

　これだけ、扉とびらが厚いんだから、まず聞こえないよな。

　ピコは、根こん拠きよもなく安心して震えていた。

　氷の精霊の力が、じわじわとしみこんでくる。

　う～、寒い。

　がちがちがちがち。

　この拍ひよう子し、踊りに使えないかな、ふと思った。歯と歯を打ち鳴らして拍子をとる踊り、できるかもしれないな。なんて名前にしよう。

　そんなことを考えていたので、気がつくのが遅おくれたのだが……。

　どれほどの時間がすぎたのだろう。外の話し声が、消えていた。

「なんだ、いなくなったのか」

　扉を開けてみると、やっぱり見回せる範はん囲いには誰もいなかった。暗くはあるが、隙すき間まから入りこんでくる光もあって、完全な暗くら闇やみではない。

「また、出かけちゃったんだな」

　安心して、冷えきった体をほぐすために、踊りの足あし踏ぶみの練習をはじめる。軽快な動きだ。暗い室内に床ゆかを蹴ける音が響ひびく。

　ある程度温まると、ピコは、あたりを見回した。

　別に、出口がわからなくなったわけではない。いくらなんでも、そこまでは。

「確か、あっちの部屋は、まだ見てなかったんだよね」

　ようやく解放されたから、急いで逃にげ出そう、などという考え方は、彼はしない。

　鼻歌でも唄うたい出しそうな調子で、扉を調べる。このあたりはプロの手つきである。

「罠わなはなし♪」

　細い針金を鍵かぎ穴あなに差しこんで、しばらくこねくり回していると、小さな音がした。金属が触ふれ合う音だ。

　ピコは、取っ手を摑つかんで引いた。

　開かない。

　押してみる。

　やっぱり開かない。

　もう一度鍵を確かめた。しっかり、鍵がかかっている。

「なんだ、最初は開いてたのか」

　平然とそう呟つぶやくと、もう一度針金をこねくり回した。また、金属がこすれる小さな音がする。

　取っ手を引く。

　今度は、開いた。

　暗い部屋である。

　ぷんと、いやな臭においがした。

「何も見えないなあ」

　二、三歩中に入ってみる。

　異様に暗い。鼻にくっつけた指も見えないほどだ。それどころか、入ってきた扉も見えない。光が入ってきていないのだ。闇やみをもたらす魔術がかかっているのかもしれない。

　なんて優やさしいダークネス、と古い歌を思わず口ずさんだ。

　そんなことをしても、何も見えない起こらない。

「うぅ～ん、これはつまらない」

　ピコは、きびすを返した。

　その時、何かを蹴りとばした。手て探さぐりで拾いあげる。薄うすいものが何枚も綴とじてある。本のようだが、材質が羊皮紙とは違ちがっていた。地底の特産なのだろう。一応、持ってゆくことにする。なにか面おも白しろいことが書いてあるのかもしれない。

「そろそろ、帰ろうかな。もう、ウィブ姉ちゃんも戻もどってるだろうし」

　のびをしながら、部屋の外に出た。

　人にぶつかりそうになった。

　暗い色のローブを着た、顔色が蒼そう白はくな男が、扉を出たところに立っていたのだ。

　険悪な表情であった。

　眉み間けんに、ぎゅっとしわがよっている。

「顔色が悪いよ？　病気なら、御ご飯はん食べて、寝ねたほうがいいよ？　それとも踊る？　汗あせかくといいんだよね」

　ピコがにこやかに話しかけると、その男は、いきなり呪じゆ文もんを唱えた。
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「あたし、ちょっと見てくるわ」

　ウィブは、とうとう、そう言ってしまった。

　時刻は、夜半をすぎまくっているのに、ピコは帰ってこない。

　姉ちゃん、姉ちゃんとつきまとっては、面めん倒どうばかり引き起こしてくれる草原妖精である。

　しかし、いなければいないで、これが……ほっとするだけだし……。心配するだけ無む駄だな相手だってことも知っているし……。

　あ、助けに出る理由がない。

「俺もいくよ」

　ソアラが立ち上がった。

「あいつにだけ、面白い思いはさせたくない」

　そういう理由があったか。

　スランも、無言でゆらりと立ちあがる。

「じゃあ、あたしが案内します。もしもの時、裏道とか知ってるし」

　やや、言こと葉ば遣づかいがぞんざいになりつつあるリィズである。

「へえ、道に詳くわしいのか？」

　ソアラの問いに、リィズはややうつむいて答えた。

「いじめっ子から逃げる時とかに、覚えたのがあるから……」

　ちょっと無言。そして、ソアラは、ぽんぽんとリィズの頭をたたいた。

「バカと正面から殴なぐりあうな。隙すきを見つけて、ここぞって時に、最高の一発をかますんだ」

　ふだん、正面突とつ撃げきしか知らないソアラも、面倒を見る相手ができると成長するとみえる。

　あとは、自分の言葉を実じつ践せんするだけだ。

　リィズは、くちびるをきゅっと結んで、真しん剣けんにうなずいている。

「そろそろ行くよー」

　ウィブが、なげやりに言った。

「ちょっと待ってね、もっていくと役に立ちそうなものがあるんだ」

　リィズが、へへっと攻こう撃げき的に笑った。何かに覚かく醒せいしたのかもしれない。

「じゃあ、私はここで姫ひめをお守りしなければなりませんので」

　イシュカが、いつものばかでかい声で言った。本音を隠す時も、本音を言う時も、いつでも同じ大きな声である。

「ついでに荷物の番もしといてね」

　ウィブは言ったが、そう言いつつ、服のあちこちに持ち物をつめこんでいる。

「あにゃ？　みんな、どこ行くの？」

　騒さわぎで、眠ねむっていたタリアが目を覚ました。

「ほうっておかないでよ。わたいもついてくぅ」

「姫、私は、ここに残りますから」

　イシュカがそうなだめると、タリアは言った。

「絶対、ついてくぅ」

　立場のないイシュカだが、それでもやっぱり立っていた。

　結局、全員で出かけるはめになったから、座っているわけにはいかなかったのである。




　さて、その頃。

　ピコは道を走っていた。

　まさか、相手が踊おどってくれるとは、予想もしていなかったのだが──もっとも、ピコは生まれてこのかた一度も予想などということはしたことはない──、さいわい踊ってくれたので、逃げ出してきたのである。

　さっき思いついた、歯を嚙かみ鳴らすのを打楽器がわりにした呪じゆ曲きよくが成功したのだ。

　もっとも、二度とそれを行おうとは、ピコは思っていない。

　やってみてわかったのだが、歯をうち鳴らしていると唄えないのである。それに、途と中ちゆうで、やたらと眠くなった。歯をがちがちやってると、眠くなるんだろうか。

　うん、それはね、相手の呪文のせいなんだよ？　気づけよ？

　いや、困ったことだ。

　ピコは、今度は足音を使ってみようかな、などと考えている。

　考えはじめると、走る速度が緩ゆるんだ。

　緩む、良くないです。何事につけ。

　ばしん、とお尻しりで何かはじけた。ほら、良くなかった。

「わっ」

　ふりむくと、さっきの顔色の悪い男が魔ま術じゆつ師しの杖つえをふりあげているではないか。そこから、光の矢か、小さな火球でも飛んできたらしい。たまにタリアやソアラが使っているのを見るアレだ。アレをくらって、お尻がばしっ、ですむのは草原妖精が魔ま法ほうに強いからである。

　だが、さすがに、この状じよう況きようはまずい。

　痛む火傷やけどをこらえて、ピコは、また、走り出した。短い足をちょこまかちょこまかと動かして、走る。並の者では、まず追いつけない速さである。

　追ってくる男は、足の速さは並らしい。それに、走りながらでは魔術は使えない。

　ピコは、走っているうちに、横断機を見つけた。勢いでそのまま乗りこんで、取っ手をぐるぐるぐるぐる回す。

　背後をちらりと見た。

　目立つ赤と青に塗ぬりわけられた別の籠かごが、今出てきた発着場に向かって動いていた。そろいの服を着た、武装した男たちが乗っている。

　乗りこみ口から、かなり離はなれた頃ころになって、後ろのほうから叫さけび声が聞こえた。

「そいつを捕つかまえろ！」

　あの男が、ようやく籠への乗りこみ口にたどりついたらしい。

　無視して、先に行く。いったいおいらに、誰だれを捕まえろっていうんだろう。おいらがあんたの命令なんて聞くはずがないじゃないか。

　もちろん、ピコに向かって言ったわけじゃない。

　いくらなんでも、追っかけてる相手にそんな命令をするやつはいない。

「そこの子供、止まりなさぁい」

　なにか怒ど鳴なり声が聞こえるが、ピコは気にしない。どんどん進む。自分は子供じゃないからである。

「止まりなさぁい、尻に焦こげ跡あとのあるそこのきみ」

　あ、自分だ。と、さすがにピコも気づいた。

　でも、気づいても止まらない。

　声はまだかなり遠いし。

　ところが、一安心したとたんに、ひゅんと矢が頭の近くをかすめていった。

「バーデルさんっ！」

　悲鳴のような声が聞こえる。やっぱり、まだ遠い。もっと遠くせねば。ぐるぐるぐる。

「無む茶ちやなことをしないでください。相手は子供ですよ」

「泥どろ棒ぼうだぞ！　警けい邏ら隊が泥棒を捕まえるのを邪じや魔まするのか」

「何も、殺すほどの罪ではありませんよ。何か適切な魔ま術じゆつを使ってください！」

「できればやっている。少し距きよ離りが……」

　話し声も届かなくなってくる。

　安心して、少し手をゆるめた。しかし、そのとたんに、また怒鳴られた。

「子供！　まちなさい」

　塗りわけられた籠にのった男のうち、先頭にいるひげの男が怒鳴っている。

「止まらないと、魔術で眠らせるよ。運が悪ければ、真っ逆様だぞぉ」

　それはいやだ。

　いやなので、ピコは必死に逃にげた。

　腕うでを必死で回すと、それにつれて胴どう体たいも動く。震しん動どうが伝わると、籠が大きく揺ゆれはじめた。

　外にほうりだされそうになる。

　これはなかなか面白い。当然、ピコはそう思った。

　当初の目的は瞬しゆん時じに忘れ去られて、ピコは新しく見つけた面白い遊びを始めた。

　名づけて空中踊り。そのまんまである。

　籠を支える綱つなが、大きくしなった。

　落ちるとか落ちないとか、そういうことについては深く考えていない。

「お、お、お、おおおおおお」

　後ろから追いかけてきた男たちの籠も、大きく揺れている。屈くつ強きようそうな男たちは、必死の思いで籠にしがみついていた。この様子からしてルーフ・ウォーカーの誰もが魔術を使えるというわけでもないらしい。まあ、それが当然なのだろうが。

　さっき怒鳴っていたひげとは別の、男の一人が罵ののしりの声をあげた。

「こんの暴ぼう渡と族ぞくの、くそガキンチョが！」

　まあ、お下品な。

　暴渡族というのは、籠に乗って軽かる業わざまがいの曲渡わたりをしては事故を起こしたり、町の人々に迷めい惑わくをかけている、ルーフ・ウォーカーの若い不良たちのことだ。そんな連中と同じことをしているとは、夢にも知らないピコであった。

　踊っているうちに、籠は、最初に柱からたどりついたあの発着場に近づいていた。ここからなら、リィズの家の場所もわかる。

「ああ、面おも白しろかった」

　ピコは、まだ距離のあるうちに、揺れる籠から、ひょいと身軽にとびおりた。一歩踏ふみ外せば、遥はるか下へと転落するというのに、無雑作な動きである。いい度胸と言うべきか、もう少し危険というものに配はい慮りよしろと言うべきか。どうせ言ったって聞きはしないがね。

　さすがに、この時刻では横断機の集合発着場に人ひと影かげはない。遥か地表のラオンやフォンダリアあたりの大都市の盛り場ならば、明け方まで騒ぎが続くところだが、少々栄えているといっても、人口が十万を数えるそれらの大都市とは比べものにならない規模のルーフ・ウォーカーの町である。

　だが、ピコがおりたつのと、ほとんど同時に、ここにたどりついたいくつかの人影があった。ピコが来たのとは反対の方角からやってきたらしい。

　こっちへ近づいてくる。

　いちおう身を隠かくそうかと、ピコは適当な物もの陰かげを物色した。

「ピコ！」

　影かげの一つが、彼の名前を呼んだ。

「ああ、姉ちゃんか」

　とことこと近づく。

　仲間たちが勢ぞろいしていた。

「何をやってたんだね、こんなに遅おそくまで」

　夜遊びに出た子供を叱しかってるような調子で、イシュカが言った。

「うん。面白かったよ」

　そんなことは誰も聞いていないのである。

「そんなことは誰も聞いていないのだよ！」

　イシュカは、どうせピコには言っても無む駄だだと、彼以外の誰もが諦あきらめていたことでも、やっぱりちゃんと叱りつけた。

「いったい何があったのかを聞いておるんです、よいですか……」

「ようし、そこまでだ」

　どやどやと、同じ服の男たちが、ようやくたどりついた籠からおりてきた。

　ピコが説明する必要はなくなったようだ。

「警邏隊の人たちだよ」

　リィズがソアラに囁ささやいた。

「さあ、大人しく捕まって、盗ぬすんだものを返しなさい」

　ひげの男が、穏おだやかな調子で言った。

「きみは、何をしでかしたのだ！」

　そのくらいは察してほしいものだね、イシュカ。

「仕方ない、素す直なおに罪を償つぐなってきたまえ」

　イシュカよ、そこまで仲間が信用できないのか？

　それはまあ、できないであろうが。

　彼以外も、納なつ得とくの顔つきである。

「そっちの人は、その子の知り合いかい？　できれば、素直に引き渡してもらえないかね？」

　ひげの男が警邏隊員の一応の指揮者らしい。

「はあ、ちょっとお待ちください」

　イシュカはピコの首ねっこをつかまえようとする。

「ちょっと待ってよ。イシュカ」

　ウィブが止めに入った。

「いえ、待てません。他人ひと様の持ち物に手をつけるなど」

　いまさら、何を言ってるんだか。

「イシュカ、よく考えろよ」

　ソアラも、わりこんでくる。

「ピコは何しに、どこにいってたんだと思ってるんだ？」

「そんなことは、このさい、関係ありません」

　あるだろう。

　あるだろうが、もちろん、イシュカがそんなことまで考えてるはずはない。

「ねえ、ちょっと試ためしていいかなあ、思いついたことがあるんだけど」

「やめてください、争わないで」

「だからぁ」

「そうじゃなくてぇ」

　すでに誰が何を言っているのかもわからない混乱状態である。

「ふわああああ」

　退たい屈くつしたタリアが、大きなあくびをした。

「眠ねむぅい」

　彼女はまわりのことなど、気にもしていない。何も考えずに、ついてきただけなのである。

「おうい」

　無視されているひげの警邏隊長が、気弱そうな声で呼びかけた。

「引き渡してもらえんだろうか」

　スランが、そう言っているひげの右にいる警邏隊員のそばに、さりげなく近づいている。

「だからさぁ」

「そうじゃないでしょうに」

「ふにゃあああ」

　警邏隊長の呼びかけは、まったく届いていないようである。

「あのぅ」

　ひげの警邏隊長が、もう一度呼びかけた。

　無視された。しょんぼり。

　している場合ではなかった。

「何をしている！　そいつらも一いつ緒しよに捕まえてしまえばいいだろう」

　怒鳴り声がした。また籠が到着したのだ。おりてきたのは、例の顔色の悪い男だった。

「しかしですね。彼らはどうも悪人であるとも思えませんし」

「衣い裳しようを見てわからんか、こいつらは地べた這はいだぞ」

「地べた這いって、バーデルさん、あなたがそんなことをおっしゃるとは思いませんでしたな。別に彼らは……」

　ひげの警邏隊長の言葉をさえぎるように、リィズが叫び声をあげた。

「養叔父おじさん?!」

　そう、バーデルなわけである。

「お前は?!」

　バーデルのほうも驚おどろいた。

　それは、そうだろう。死んだものだと思いこんでいたのだから。

　その声を聞いたとたんスランは素す早ばやく反応を起こしていた。

　一気にとびこんで、警邏隊員の剣けんを次々にはじきとばしたのだ。

　二人までは成功した。

　三人目にかかろうとした時。

「セデル・ダーッ！（空気よ、お前を吸うと生き物はすべて眠ねむくなるのだ。そんなはずはないだと？　あるのだよ。勘かん違ちがいしてはいけない。お前は眠らせる、できるのだ。できなければ、空気などとはもう呼ばれないぞ。さあ、空気としての誇ほこりがあるなら、やってみせろ！）」

　鋭するどい語気で、バーデルが眠りの空気の呪じゆ文もんを唱えた。

　このあたりの空気は、かなり誇り高かったらしい。激しい眠ねむ気けがスランを襲おそい、彼と、その隣となりにいた警邏隊員は眠ってしまった。

　もちろん、その間、ウィブたちも呆ぼう然ぜんとしていたわけではない。

　ソアラは、今にも飛び出していきそうなリィズを、引き戻もどして後ろにかばった。リィズがからむと、まともに行動するソアラである。

　その事実になんとなく考えこんでしまうウィブであった。

　考えこんでる場合じゃない。

　今は行動の時である。

　なぜなら、警けい邏ら隊員の応おう援えんが駆かけつけつつあったからだ。相手は、まだ籠かごの上だから、綱を切るなりすれば、全ぜん滅めつさせることは難しくないかもしれない。問題は、どうやら警邏隊員がバーデルの仲間ではなく、たんに職務を果たしているだけにすぎないことだった。

「眠らせちゃおうか？」

「駄だ目めだよ、姫ひめ。あんなところで寝ねたら、落っこっちゃうよ」

「う～ん」

　タリアは悩なやんだ。

「そうね。確かにそうなると、ちょっと悪い夢を見そうよね」

　次の手段を考えていたわけではないのである。

「養叔父さん、どうしてお養父とうさんを殺したんですか」

　ソアラの後ろに隠れて、リィズが呼びかける。

　武器を拾いかけていた警邏隊員が、バーデルを見た。

「我が姪めいよ。何があったのかわからんが、錯さく乱らんしているようだな」

　青白い顔の魔ま術じゆつ師しは、平然と言ってのけた。

「おおかた、そこの地べた這いどものしわざに違ちがいない。取り押さえてくれ」

　バーデルは、警邏隊員たちにそう指示する。

「そうはいくかぁ！」

　いきなりソアラが本領を発揮した。

　バーデルめがけて真正面から突とつ撃げきしたのである。

「私も参りますぞ！　……む？」

　続こうとしたイシュカの膝ひざが、がっくりと折れた。

　ふたたび、バーデルが眠りの空気の呪文を唱えたのだ。

　前のめりに倒たおれようとするイシュカのみぞおちに、タリアの膝がめりこんだ。

「おぶふうっ?!」

「目が覚めた？」

　覚めた。しかし、一いつ瞬しゆん身動きができなかった。

　呪文に屈くつしかけたのはイシュカ一人である。

　ソアラは、バーデルに向かって突撃を続行していた。リィズがそのすそを摑つかむようについてゆき、ウィブが一歩遅おくれて追っている。

　だが、ソアラの前に、わらわらと警邏隊員たちがたちはだかった。

　突撃はなかばで中止。

「武器を捨てなさい」

　警邏隊員たちは、口々にソアラに降こう伏ふくを勧かん告こくした。

　いや、ソアラだけじゃない。イシュカや、タリアそれにピコも、応援に駆けつけた警邏隊員たちにとりまかれている。ピコは今にも、歌い出しそうだ。タリアは、いかにもめんどうくさそうだった。

　ややこしいことになる前にと、ソアラは目の前にいたひげの警邏隊長に言った。

「そっちこそ、どいてくれ」

　なんら事態を打開しない交こう渉しようであった。つか、交渉以前の問題だ。

「武器を捨てて、話し合いに応じるなら、どいてあげてもよい、だから武器を捨てたまえ」

　ひげの警邏隊長も説得のかまえを捨てていない。バーデルの顔に、露ろ骨こつなあせりの表情が浮うかびはじめていた。

「じゃあ、そっちのおっさんを先に取り押さえてくれ。そしたら、こっちもおとなしくする」

　多少、交渉らしくはなってきた。

　ソアラの言葉にひげの隊長がかぶりをふる。

「馬ば鹿かなことを言うな。この方をどなただと思っている」

「殺人犯だ」

　断言してのけるか、ソアラよ。

「証しよう拠こもなしに」

「リィズが証人だろ」

　若じやつ干かんましにはなったものの、会話はまったくの平行線である。近づかないが離はなれもしない。

「いいかげんにしろ！」

　しびれをきらして、バーデルが派手な攻こう撃げき呪じゆ文もんを唱えた。

「あぶない、お兄ちゃん」

　リィズが叫さけんで飛び出した。ウィブがとっさに、ショートボウをかまえる。

　しかし、間に合うわけもなく、電光がソアラを撃うった。熱血少年は、あやうく物理的な意味で血を沸ふつ騰とうさせられそうになった。

　しかし、魔ま術じゆつの対象になった者に、現実とはかくあるべしという確固たる信念があれば、魔術師に言い聞かせられた物質も、ふと心が揺ゆらいで、本来の自分を取り戻そうとする。そうなれば、魔術の効果はかなり薄うすれる。今も、稲いな妻ずまのいくらかは、おのれがこんなところにいるはずがないことを悟さとっており、それは到とう達たつ寸前で細くなっていた。でなければ大おお火傷やけどだったろう。

「何をするんですか、バーデルさん」

　ひげの警邏隊長が、振ふり返り、くってかかった。

「黙だまれ。私は、落ちてきた岩をはらいのけただけだ。彼に当たったのは事故にすぎん」

　たった今、人を傷つけようとしたもののそれとは思えない、冷然とした声だった。

「違う！」

　リィズが、警邏隊員たちの足の間をはしっこくすり抜ぬけて、バーデルにむしゃぶりついた。ウィブが追っかけたけれど、さすがに彼女ほど立派に成長してしまうと警邏隊員の間をすり抜けるわけにはいかない。

「そんなこと言うなんて。やっぱり違うよ。養叔父さんじゃないよ。お前、誰だれだ?!」

　バーデルの形相が、変わった。

「リィズ、戻ってきなさい！」

　危険を感じて、ソアラはとっさに呪文を唱えた。

「キュキュキュキュキュルル（こんち、また、そこにいらっしゃるのは風の精せい霊れいのお嬢じようさんじゃないですかい。いやあ、いつもながらお美しいことで。いや、そのまま、そのまま。どうぞそのままの姿勢でじっくりとその美しさを味わわせてくださいよ。動かないでね。ええ、動いちゃいけませんよ、え？　音を運ぶ？　ま、そんな役目なんぞ、しばらくほっといたって誰も困りゃしませんよ。ささ、う～ん、その微び妙みような曲線がたまらない）」

　沈ちん黙もくの魔ま法ほうだ。言葉を口に出せなければ、魔法は効果をあらわさない。現実というのはさっしの悪い朴ぼく念ねん仁じんのようなもので、身み振ぶりや手て振ぶり、表情でいくら匂におわせてもさっぱりわかってくれない。はっきり口に出してやらないと、わからないのである。

「…………」

　リィズに反論しようとしたバーデルは、口をぱくぱくと動かすばかりだった。

　ソアラは、ほっとした。地底では風の精霊は古代の呪じゆ縛ばくにしたがって循じゆん環かんしており、運動不足でやや太りぎみだったので、おだてるとかえって怒おこらせてしまう可能性もあったのだが、ソアラは賭かけに勝ったようである。

「おい、貴様」

　警邏隊員の一人が、剣をかざしてソアラにつめよった。ひげの男とは別の隊員である。

「不利な証言ができないように、バーデルさんの口を封ふうじたな！」

　なるほど、そういうとらえ方もあるか。

　警邏隊員がソアラに向かった隙すきに、ウィブはリィズに近づいた。捕とらえようとのばされたひげの警邏隊長の手を、さっきの盛り場で痴ち漢かん相手に練習した身のこなしでかわした。

　ちょうど、その時だ。

　もみあっていたバーデルとリィズの体が、ぐらりと揺れ動いた。

　バーデルは、籠からおりてきて、その位置をほとんど動かしていなかった。つまり、発着場になっている、天てん井じようからつりさげられた円えん盤ばんの縁ふちにいたわけだ。そこには、手すりなどついていない。ルーフ・ウォーカーとしての誇りがつけさせない。

　体がぐらりと傾かたむけば、自分の平へい衡こう感かん覚かくより他に、頼たよるものはない。

「危ない！」

　とっさに飛び出したウィブが、リィズの体をかっさらう。

　バーデルまで助けている時間も筋力も、ウィブにはなかった。

　そろそろ、この騒さわぎを聞きつけて、あたりの住人もちらほらと起き出していた。ルーフ・ウォーカーはそろって好こう奇き心しんが強いが、臆おく病びようでもある。扉とびらから首だけ覗のぞかせているものも多い。多分、遠耳や遠視の呪文も使われているだろう。

「すいませーん」

　クーダ神しん殿でんの紋もん章しようを描えがいた籠が、近づいて声をかけてきた。

　だが、それに応こたえている余よ裕ゆうなど、誰にもなかった。

　万ばん人にんが見つめる中で、バーデルの体は、遥はるか下方をめがけて落ちてゆく。

「魔術が！　あれでは使えん」

　警邏隊員の一人が、悲鳴のような叫びをあげる。ソアラはそれに応じて、とっさに風の精霊に呼びかけて沈黙の呪文を解こうとした。魔術さえ使えれば、バーデルは助かるはずだ。落下制せい御ぎよは、比ひ較かく的てき初歩の魔術である。タリアでも使えるくらいだ。

　だが、それよりも少し早く、バーデルの体から、蝙蝠こうもりのような翼つばさが飛び出していた。そしてバーデルは、みんなが立っている高さまで、飛んで、戻ってきた。

　まったくの無表情なその顔が、ぐるりと彼を見つめているみんなを見回した。

　次の瞬しゆん間かん、ウィブは、空中のその生き物から強きよう烈れつな憎にくしみを感じとった。

　そして、バーデルは、いやバーデルの顔をした生き物は、呆然とする一同に見送られて、いずこへともなく飛び去っていった。

　その頃ころになって、飛び出してきた若い女性神官が、リィズを抱だきかかえたままのウィブに、細長い棒杖ワンドをつきつけた。音を記録しておける魔術をこめた棒杖である。隣にいる中年の男性神官は、ホールドの町の試練の塔とうで使っていたのに似た、映像を中ちゆう継けいする魔術の水すい晶しよう球をかかえている。

　知識神クーダの女性神官は、一言、言った。

「すいません。町の皆みなさんも知りたがっておられると思いますので、今のお気持ちをぜひ一言」

「何が、どうなってんの？」

　こんな言葉を、ルーフ・ウォーカーたちが聞きたがっているとは、あまり思えない。
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「それで、どういうことになっているのかね？　もう一度かいつまんで説明してくれたまえ」

「はっ、はっ」

　ずらりと並んだ最長老たちに見つめられて緊きん張ちようしまくっているのは、ひげの警邏隊長だ。

　真夜中の騒そう動どうから、もう丸半日ほどもすぎている。

　ここは、ルーフ・ウォーカーの長おさたちの大会議が行われる建物だ。町のはずれにある、古代魔ま法ほう帝てい国こくの貴族の館やかたの遺い跡せきである。本番の大会議は、最上階──いや最下階の全面ガラス張りの展望室で行われることになっている。

　今、彼らがいるのは、もちろん本当の会議に使われる部屋ではない。

　同じ建物の別の部屋だ。

　この会議の提唱者であるハダートの行方ゆくえ不明──いや、殺人事件。そして彼の弟であったバーデルの怪かい物ぶつ化現象。こんなできごとが続いては、集まったさまざまな町の長たちも、事情を知りたくなるのは当たり前だろう。そこで、頭上の光り苔ごけがはがれ落ちてくるようなはめにおちいったのが、このひげの警けい邏ら隊長というわけである。

　彼は、汗あせだくで昨夜の事件について、バーデルの家に伝話によって呼ばれてから、自分が見聞きしたことを、細大もらさず報告した。

　さらに、リィズから聞かされたハダートの死の模様についても、聞かされたそのままの言こと葉ば遣づかいで報告した。

　三十すぎのひげのおっさんが使う十代の少女言葉に、長たちはみんないやぁな顔をした。

　このひげの警邏隊長は、卓たく越えつした記き憶おく力の持ち主だったのだ。

　そういう人物は、たいてい嫌きらわれる傾けい向こうにある。

「それで、その地べた……」

　そう言いかけたのは右から三番目に座っていた、地じ肌はだが見える頭部の中年男性だった。中央に座った、胸まで垂れたあごひげをもつ老人が、中年男性のほうへ頭をふった。老人がどんな表情をしているのかは、顔の半ばをおおったフードに隠かくされて見えない。だが、中年は、あわてて言葉を言い換かえた。

「その床ゆかからの来訪者たちだが、騒ぎの後、どうしたんだね？」

「はい、それなんですが、その一人でありますところの子供が一冊の書物を取り出しまして。どうやらそれはバーデル師の日記だったようなのですが」

「なに？　その日記はどこにあるのだ？」

　頭の薄い中年が身を乗り出して尋たずねる。

「はあ、それがその、彼らが持っていってしまいまして……」

「バカモノッ！」

　怒ど鳴なって机を殴なぐりつけたのは、中年ではなく、テーブルの左端はしに座った老人だ。性格が悪そうで、何かと扱あつかいがややこしそうな顔だちである。

「どうして、没ぼつ収しゆうしなかったっ！」

「そうは言われましても、バーデル師があのようなことになっているとわかった以上は、義理とはいえ姪めいであるリィズさんに、日記を渡わたさないわけには……」

「相手は子供だろうが！　何がわかるというのだ！」

　いかにも顔にふさわしい物言いである。年くってるからって、見識が広かったり、ものの道理がわかってるとは限らない。

「やめたまえ、リンガーくん」

　中央の老人が、いきりたつ左端の老人を制した。フードの奥から聞こえてくる声が、なかなかに不気味な響ひびきである。

「最長老のお言葉とあれば」

　皮肉な調子で言って、リンガー老は口を閉じた。

　最長老であるフードの老人が、先をうながした。

「で、その日記にはなんと書いてあるかくらいは確かめたかね？」

「はい。覚えてきました」

　うなずいて、ひげの警邏隊長は、日記の内容を暗唱しだした。

「……今日の朝食は、赤とかげの蒸むし焼きに、蒸ふかしたつぶし芋いも。午前中は、先日、古代遺物業者のレトローが持ちこんできた巻物を解読……」

「そういう、瑣さ末まつなことはいいから、肝かん心じんな部分を簡潔にまとめて説明しなさい」

　フードの最長老が、うんざりした口調で言った。

　そこで、ひげの警邏隊長が説明したのは、こういうことだった。

　周知のとおり、ハダートとバーデル兄弟は、古代遺跡の探検を生しよう涯がいの仕事としていた。そして、ある日、バーデルは、ほとんど発はつ掘くつされつくしてしまったと思われていた遺跡で、あるものを発見した。

　壺つぼである。

　奇き怪かいな魔法生物が入っていた、と彼は記している。

　しかし、日記に書かれていたのはそこまでだった。

「他にはなにか書かれていなかったのかね」

　髪かみの薄い中年がいらいらと尋ねた。さらに三本ほど抜けていく。哀あわれな。

「ほら、よくあるだろう。とり憑つかれてしまって心と心が闘たたかっている表現とか、ああ忌いまわしいものが私の中に入りこんでくるとかいう嘆なげきとか」

　なんか楽しそうである、中年。

「そういう状じよう況きようで、人はあんまり書き物はできないのではないでしょうか」

　ひげの警邏隊長は、生きまじめな口調で言い、中年は黙だまってしまった。

　それは言ってはいかん、隊長。

「で、その床からの来訪者たちはどこに消えたんだね、んん～？」

　東のドワーフ都市産の苦にが砂ずなを口の中に入れてしまったような表情で、性格の悪い──断言してよかろう──リンガー老は言った。

「はあ、それが……自分たちも古代遺跡には詳くわしいからと申しまして」

　噓うそではない。しかし、完全な真実であるとも言い難がたい気はする。

「日記にあった壺の発見地点を探さぐってみると言って……」

「どうして、拘こう束そくしておかない！」

「理由もありませんでしたし……、その子供が日記をもちだしたのも、こういう状況とわかってみれば、罪に問うわけにも……」

「理り屈くつなんぞは、なんとでもつけられるだろう！」

　左端のリンガー老に怒鳴られて、ひげの警邏隊長はむっとした表情になった。自分で、タリアやウィブと交こう渉しようしてみればいい、そう言いたかったのだろう。リンガー老のような性格の人物をあしらうのは、あの二人の得意とするところである。

「まあ、落ち着きたまえ。その者たちがいても、日記の内容以上のことがわかるとは思えぬ」

　中央の最長老がなだめる。

「彼らは、探ってくる、そう言ったのだね？」

「はい、一日ほどで戻もどれるだろうと」

「だったら、待とうじゃないか」

　その時、扉の外から声がした。

「そろそろ、大会議の準備会議の事前会議開始時間ですが」

「わかった。この話は、その探たん索さくから彼らが戻った後にしよう。いまは、我らルーフ・ウォーカーの未来を決めねばならぬ」

　フードの最長老は大きな声で答えた。若者に負けないはりのある声だった。

「さあ、ゆくとしよう諸君、すべてのルーフ・ウォーカーが我々を見つめている」

　ぱっとフードを取って、遠い一点を見つめてみせた。

　なかなかに、自意識過か剰じような爺じいさんである。気は若いのかもしれない。
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「開いたよん」

　扉の前にさかさまにぶらさがって、ウィブが言った。

　天井から垂らした綱つなにつかまっているのである。

「今度こそ間ま違ちがいないんでしょうね」

　イシュカが、遥か頭上の盗とう賊ぞく娘むすめを見上げて言った。

「だいじょうぶ、だいじょうぶ」

　ウィブは、うんうんとうなずいてみせた。

「本当でしょうね？」

　イシュカは、疑わしそうに、眉まゆ毛げをつりあげた。

「ほんと、ほんと」

　ウィブは気軽に言う。

「イシュカぁ、早く開けちゃってよ」

　タリアが後ろから、つんつんとつつく。

『大だい丈じよう夫ぶなら、ウィブさんが開ければいいじゃないですか』

　と、口にできるようならばイシュカにも苦労はない。ま、彼はまだまだ苦労を重ねて人格を練ったほうがいいのだろう。

「リィズ、頼たのむぞ」

「うん」

　ソアラにうながされて、リィズは小型の弩いしゆみのようなものをかまえた。

　リィズの家から出る時に、彼女が持ちだしてきた三つの品物の一つだ。

　引き金を引くと、先せん端たんに魔ま術じゆつの粘ねん着ちやく剤ざいをつけてある矢が飛びだす。もちろん、それには丈じよう夫ぶな綱をくくりつけてあるわけだ。ルーフ・ウォーカーの必ひつ需じゆ品である。この粘着剤は、北のマチャの町の特産物だそうな。ルーフ・ウォーカーは分業が発達しているのだ。

　矢は、いまや天てん井じようとなっている、古代の廊ろう下かに命中した。

　ここは天井からぶら下がった建造物だ。古代魔ま法ほう帝国の時代は、魔法によって、ものが上に向かって落ちるようにしてあった。けれど、その魔法が消えてしまった今、床は天井に、天井は床になっている。

　床に魔法の明かりが輝かがやき、扉とびらは当然ながら天井近くにあるわけだ。

　しかも、始末の悪いことに、造りが豪ごう勢せい。

　天井が高いのである。扉のてっぺんから、かつての天井までが遠い。いまは、床から扉までが遠い。

　単に部屋に出入りするのにも、苦労させられることになる。

「では、私がまいります」

　ウィブが摑つかまっている綱の横にたれさがった綱を、イシュカはよじ登りはじめた。

　念の入ったことに、要所要所の扉には、罠わなまで仕し掛かけてあった。

　古代帝てい国こくが崩ほう壊かいし、住んでいた魔ま術じゆつ師しが立ち去る時に仕掛けたらしい。自分の持ち物は、塵ちり一つでも他人にやるのはいやだという性格だったのだろう。さぞかし、当時も嫌われていたに違ちがいない。

　登ってゆくイシュカをリィズは見あげた。さっきも、扉にしかけられた罠にひっかかって、彼はリィズの真上に落ちてきたのだ。

　少女は、服の上から、そっと家から持ちだしてきた二つ目の品物、手作りのつぎはぎ人形を抱だきしめた。すがるような動作だった。養父ちちがリィズを邪じや教きよう徒とから助けた時に、彼女が持っていた唯ゆい一いつのものだそうだ。

　イシュカが、扉を開けた。

　鍵かぎはみごとに開けられていたし、罠もなかった。

　ただ、開けた拍ひよう子しに大きな蜘蛛くもがにゅっと顔を出しただけである。

　なに、大きいといってもたかが知れている。人とたいして変わらない大きさだ。ウィブは、昔、家ほどもある蜘蛛を見たことがある。

「あわわわわっ」

　だというのに、イシュカはやたらに驚おどろいて、今度は、ピコの上に落ちてきた。




　しばらく戦せん闘とう──。




　蜘蛛は二匹ひきいた。だから、退治するのにかなりの時間がかかった。おまけに、ソアラとイシュカが咬かまれて、傷口を腫はらしている。スランは平然として、息一つ乱していなかった。

「大当たりだね、この部屋」

　ソアラの傷口に、リィズと二人がかりで包帯を巻き終わったウィブは、部屋の中をひととおり見回して言った。言うまでもないとは思うが、イシュカは自分で手当てしている。彼が舌をもつれさせて、祈いのりが功を奏さなかったのだから当たり前とも言えるが。未熟者め。つっかえてるやつの脅きよう迫はくなど誰だれが聞いてやるか。

「部屋が当たりぃ？　どこがぁ？」

　不ふ穏おんな目つきでタリアが言った。

　彼女の目には、部屋の中はがらんとしているだけで、なにもなさそうに思える。

「へへへぇ」

　ピコとウィブは嬉うれしそうに顔を見あわせた。こういう時だけは気があう二人である。

「やるぞ～」

　てってけ、てってけ。

　二人して壁かべと天井を走り回り、這はい回ると、あっという間に五つばかりの隠かくし戸と棚だながあらわれた。なんでこんなに用意したんだ、隠し戸棚。

「すっごぉぃ」

　リィズが目をみはる。

「でしょ、でしょ」

　ウィブは胸を張った。

「もっと言って」

　ルーフ・ウォーカーには、あまり盗とう賊ぞくの技術に熟達した者はいなかったらしい。この館やかたも、あさりつくされたと言いながら、多くの隠し扉、罠が残されていたのだ。なんで、そんなに隠し扉や戸棚がしつらえてあったかは謎なぞ。たぶん家主の趣しゆ味みか。

「ねえ、これなんだけどさあ」

　胸を張っているウィブに、ピコが背後から呼びかけた。

「鍵は開いてるんだけど、開かないんだよね」

　草原妖よう精せいの手の中には、小さな箱がある。

「どっから、持ってきたのよ」

　ピコが指さしたのは、最初に見つかった隠し戸棚だった。

「まるで、もう一度開けられてしまった後みたいに、はっきりわかったやつよね」

　ウィブが言った。

　スランが、片方の眉まゆをつりあげる。

　ひょっとして、みたいにじゃあなくて、一度もう開けられた奴やつじゃないのか。そう指し摘てきしたいのであろう。

　ウィブたちは、まず隠し戸棚の中を、もういっぺん覗のぞきこんだ。

　からっぽだ。鍵などは残されていない。

「貸してみたまえ」

　覗きこんでいる者たちの背後で、イシュカは、ピコから箱を受け取った。

　なるほど、錠はかかっていないようだ。しかし、蝶ちよう番つがいが完全に錆さびついている。開かないはずだった。ピコは草原妖精、非力だ。

　イシュカの腕うでの筋肉がふくれあがった。

　それでも、なかなか開かない。

　その間、ウィブたちは、まだまだ隠し戸棚を覗きこんでいた。

「これ、なんだ？」

　ソアラがつまみあげたのは、白い小さなかけらだった。花びらのように薄うすい。

「卵のカラじゃない？」

　ウィブがそう言った時。

　スポン、という音とともに、イシュカがひっくり返った。

　箱が開いたのだ。蝶番がちぎれてしまって、蓋ふたがはずれている。それでも、箱の中身をこぼさないようにしているあたり、イシュカも頑がん張ばっている。

　みんなが駆かけよった。──ピコを止めに。

　それより早く、ピコが、空いた箱の中へ手をつっこんだ。

　くしゃ、という軽い音がした。

「なんだ、つまらない。紙かみ屑くずだよ」

　ピコが言う。

　確かに、そこにあったのは紙屑だった。

　いつから、紙屑だったのかはわからない。

　どうやら、もとは書物だったのだろう。干ひからびて衝しよう撃げきに弱くなっていたそれが、いつ、ばらばらになって崩くずれたのか、それはわからないのだけれど……。

　みんなの視線は、なぜかイシュカに集まった。

　だから、ピコは黙だまっていた。

　何を黙っていたのかは、言わないことにしよう。

　幸いと言うべきか。中に入っていたもう一つのものは、無事だった。小さな陶とう製せいの瓶びんである。

　紙は、断だん片ぺんになってしまっていたが、中にはまだ読み取れるところもあった。ウィブたちは、できるだけの努力を試みた。つなげて、なんとかわかるところだけでも読み取るには、かなりの時間がかかったが、なんとかここに入っていたもの、そして卵から孵かえったのが何なのかは、つきとめることができた。

　読み終えて。

　ウィブたちは、青ざめた顔で外を見た。

　光り苔ごけは、すっかり暗くなっていた。

　真夜中なのだ。

　ルーフ・ウォーカーたちの町も、明かりを消している。

　たった一つ、煌こう々こうと明るい建物があった。窓から一直線に視線をのばせば、そこに届く。さかさまの塔とうのような建物だ。窓から明かりがもれている。特に、その先せん端たん、最下層が明るい。

「会議をやってる建物だよ」

　そう、リィズが言った。年がら年中会議をしている建物だそうだ。

「あれを貸してくれ」

　ソアラが言ったのは、リィズが家から持ちだした三つめのもののことだった。
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　もちろん、出入口は警備されていた。

　ルーフ・ウォーカーの長おさたちが集まった、会議場の出入口のことである。

　しかし、窓の外の警備は、あまり厳重ではなかった。

　一応、飛行の魔術を使える者が二人、見張りをしてはいた。なにせ、昨日の今日である。謎の怪かい物ぶつと化してしまった（らしい）バーデルがうろついている（可能性もある）ことだし。

　しかし、注ちゆう釈しやくが二つもつく程度の、希き薄はくな疑いだから、それほどの警けい戒かい心しんをもたれていたわけではない。

　その上に、準備会議の事前会議は白熱し、長引いていた。交こう替たいできるならともかく、ずっと見張りっぱなしともなれば、段々、注意力も落ちてくる。

　そして、会議は深夜に至っても続いていた。

「つまり、結論としては、だ！」

　それが襲おそってきたのは、リンガー老の演説が最高潮に達した時だった。

　古代の遺産である貴重な窓ガラスが、派手な音と共にいきなり割れた。鋭えい利りな破片が、会議場を照らす魔ま術じゆつの明かりをきらきらと反射しながら、場内に飛び散る。

　ルーフ・ウォーカーの長たちが、顔や手足をかばって、床ゆかに伏ふせる。

　中に飛びこんできたのは、窓外の警備についていた飛行魔術の使い手たちだった。

　正確に言うと、もちろん飛びこんできたのではなく、飛びこまされたのである。

　割れた窓から、続けて入りこんできた奇き怪かいな影かげがあった。

　巨きよ大だいな蝙蝠こうもりのような姿だ。そいつは、ルーフ・ウォーカーの魔術師たちの頭上に至ると、さらに大きくその翼つばさを広げ、空中で静止してみせた。あわてふためくあまりに、ほとんどの者たちはそいつの姿が目に入っていないようだ。

「貴様っ、なんのつもりじゃ！」

　ただ一人、鋭するどい語気で言葉をぶつけたのは、最長老であった。

　彼は、すっくと立つと、大声で呪じゆ文もんを唱えた。

「ネマ・ジュール（隠れとる力。ごまかそうとしても無む駄だじゃ。光の矢になって、やつにぶちあたるのじゃ。ほれ、さっさとせい）」

　さすがに修しゆ行ぎようを積んでいるだけあって、タリアよりも呪文の効率が遥はるかにいい。

　最長老の手から放たれた光の矢がぶちあたると、影が身につけていた外がい套とうが大きくふきとんだ。あらわになった姿は、人間だった。

　光の矢の衝撃で、半回転すると、翼の謎が明らかになった。

　頭ほどもある黒いこぶが、その背にはりついている。血管のようなものが浮うきだして脈動していた。蝙蝠に似た翼は、そのこぶから生えているのだ。

　さらに回って三百六十度。戻もどってきて、今度は、最長老に顔が見えた。

　確かにバーデルだ。しかし、青ざめた顔には死相が浮かんでいる。顔色はどす黒くて、白目を剝むいてるし。

　ううむ、気持ち悪いものを見てしまった、というような感かん慨がいを抱いだいている暇ひまは、しかし最長老にはなかった。

「おのれはっ何者じゃっ!?」

　最長老が芝しば居いがかったセリフを投げつけるのと同時に、吹ふき飛んだ外套から、何か小さなものがたくさん飛びだしてきた。

　小型の蝙蝠？　いや、黒い球体から翼が生えたしろものだ。

　バーデルの体にはりついているこぶと、同種の存在である。大きさだけが違ちがう。

　そいつらは、ルーフ・ウォーカーの長たちの首の後ろを狙ねらって、とびかかってきた。

　蝙蝠たちが飛びだすと同時に、外套からは、まるで白く薄い花びらのようなものが噴ふきだして、部屋中を満たした。

　もちろん、このたとえは、ルーフ・ウォーカーたちには思いつけないが。

　その瞬しゆん間かんに、残っていた窓ガラスを割って、部屋の中に飛びこんできた四人のうち三人は、花びらそっくりのものが舞っていると思った。もちろん、リィズとその守り手たちだ。

　しかしながら、まったくもって、よく生物が飛びこんでくる部屋である。

「待て、待てぇ～！」

　ソアラは、いつものように、元気がいい。

　紙を折って作った鳥の上で、彼は立ち上がろうとした。当然、転てん倒とうする。そればかりか、鳥自体がぐるんと回って、乗っていた全員がほうりだされた。

　ほうりだされながら、ソアラとリィズは、例の箱に入っていた陶製の瓶の中身をあたりにぶちまけた。

　イシュカは着地に失敗して肩かたから落ちて頭まで打ったが、スランは優ゆう雅がに両足で着地した。

　最長老は、自分に紙の巨大鳥が向かってくるのを見て、急いで床に伏せた。

　紙で折られた、人の三倍ほどもある巨大な鳥は、最長老の上を通り過ぎて、ゆるやかに床に降りた。

　これが、リィズが家から持ちだした三番目のものだ。

　滑かつ空くうする魔ま法ほうの紙の鳥。鳥といっても、抽ちゆう象しよう的な形である。古代魔ま法ほう帝てい国こく時代に、一枚の紙から、さまざまな形を作り上げる芸術が発達していたらしいのだが、この鳥は、そのもっとも基本的な形だった。

　こいつで、遺い跡せきとこの会議場の間を一気に飛び越こえてきたのだ。乗れる数に限りがあったので、タリアとウィブ、ピコは遺跡に残っている。

　リィズとソアラは、まったく同じように一回転すると、はじけるように立ち上がった。

　天てん井じよう──かつて床だったそこには、まだ古代魔法帝国時代に作られた椅い子すがはりついているのだが──近くに浮かんでいる怪物を、きっと睨にらみつける。

「やいこら、寄生生物ぅ！」

　ソアラの元気は止まらない。今日はすこぶる調子がいいようだ。

「こいつをくらって、くたばりやがれ！」

　最後に手の中に残っていた、赤い塵ちりを投げつける。

　遺跡で見つけた、瓶の中に入っていたものだ。

　赤い塵をかぶった黒い怪物たちは、煙けむりをあげて溶とけはじめている。もだえ苦しんではいるのだが、なかなか死ぬまでいかない。

　おぞましい光景に、なんだこいつらとソアラたちを鬱うつ陶とうしく思う嫌いやな空気になりかけた。

　だが、リィズの凛りんとした声が、そこに響ひびいた。

「皆みなさん！　こいつらは古代の魔ま法ほう使つかいが作った、魔法の寄生生物です。人にはりついて、その人を乗っ取っちゃうんです」

　色々とたくさんの目的があって作られたらしい。

「でも巧こう妙みように作りすぎて、勝手なことをはじめたんで閉じこめてあったんですって！　このままだと、皆さんも乗っ取られます！　殺されて、背骨にくっつかれて頭の中身まで奪うばわれてしまうんです！」

　リィズの言葉を聞いたルーフ・ウォーカーたちは、目の前の光景に疑う気持ちもなくしたらしい。次々に光の矢や稲いな妻ずまを飛ばして、翼が溶けて飛べなくなった怪物たちにとどめを刺さしはじめた。中には大きな火球を呼んで、まわりの者どころか自分まで巻きこんでるのもいる。

「落ち着いて、落ち着いてください、あわてないで。友人を巻きこまないように」

　イシュカが、怪物に立ち向かうのも忘れて、こんな注意を始めるほどの混乱ぶりである。

　だがその時、ひときわ異様な叫さけびが響き渡わたって、多くの者が驚おどろきに動きを止めた。

　まだ空中に浮かんでいた、バーデルの体を乗っ取っている怪物が、宿やど主ぬしの喉のどを利用して、奇怪な叫び声をあげたのだ。

　その叫びを聞いて、ルーフ・ウォーカーたちが、耳を押さえて悶もだえ苦しんだ。

　真しん音おん魔ま術じゆつ師したちは、命なき物体を勢いで丸めこむ真音を使いこなすため、微び妙みような音を聞き分ける耳を持っている。繊せん細さいな感覚器には、耐たえられない異音だったのだ。

　タリアがいなくて幸いだった。平然としてそうな気もするけど。

「あいつ、薬が効かないのか！」

　驚きの声をあげるソアラのすそをリィズが引いた。

「成長しきったやつには効かないって書いてあったじゃない」

　書いてあったらしいが、読めたのはウィブとリィズだけなので、よく覚えてないのである。やはり、耳から聞いただけのことは、なかなか覚えられないものだ。書きとめるの重要。

「このまま、ほっておくと、またあいつが子供を産むよ。養叔父おじさんの身体からだがすっかり死んで、考える力もなくしたから、本能だけで動いてる」

　リィズが、ソアラは忘れていると悟さとって、書物の記述をくりかえした。

　この怪物は雌し雄ゆう同体で、一いつ匹ぴきでも受精卵らんが産めるのだ。花びらのようなのは、卵のカラである。小さいのは、寄生前の幼生だ。卵が孵った時、古代魔法帝国基準での『優ゆう秀しゆうな』宿主を求めて、ここにあらわれるだろうと考えて、急いでやってきたのだ。いまさら、逃にがすわけにはいかない。高値で売れたであろう紙の鳥を使い捨てた甲か斐いがないではないか。

『やっちゃうだわさ！　逃がすとかありえないわさ！』

　ヴァルキリエにも煽あおられたソアラは、あたりを見回した。

　火球の飛び火で、炎ほのおには事欠かない。

　火の精せい霊れいに頼たのんで、体当たりしてもらう。

「くそ、うまいこと、宿主の身体を盾たてに使いやがる！」

　バーデルの体がぼろぼろになるばかりで、いっこうに背中の怪物には当たらない。

　あせるソアラの肩を、スランがぽんと叩たたいた。問題ないとうなずいてみせる。

「お兄ちゃん、もっと撃うって。あいつが動けないように」

　リィズが、スランの意図を悟った。まわりを囲むように燃えている炎から、次々に火か弾だんが飛んでくるので、よけるために、怪物は一点でくるくる回っている。

「そうか、足止めになってんのか！」

　その声を合図にしたかのように、スランが走った。

　数歩先で、床を蹴けった。

　もちろん、ただ跳とんだだけでは、届かない。

　目の前に、ちょうどいいものがあった。

「わしを踏ふみ台にしたぁ！」

　リンガー老が、蹴られて尻しりもちをつきながら、怒いかりとも驚きよう愕がくともつかない叫びをあげる。

　天井の椅子に一いつ旦たんつかまったスランは、体を大きく揺ゆらすと、ふたたび飛ひ翔しようした。

　両手でかまえた彼の剣けんは、正確にバーデルの胸を貫つらぬいた。

　貫かん通つうして、背にはりついていた寄生生物も、もろともに。黒い体液が噴き出した。

　二つの体は、そのまま窓につっこんだ。そして外に飛びだしてゆく。あとは落ちるだけだ。

「スラぁン！」

　ソアラが叫ぶ。

　そこでスランは、奇き跡せきのような身のこなしを見せた。もつれあうバーデルの身体を蹴りとばし、こちらに戻ってきたのだ。しかし、もうちょっとのところで窓まど枠わくに手が届かない。

　珍めずらしく、そこでイシュカが間に合った。スランの腕うでを摑つかんで、引き戻す。

　その頃ころには、小さな怪かい物ぶつたちは、完全に溶けて動きを止めていた。

　しばしの沈ちん黙もく。そして、誰だれかが、大きなため息をついた。多分、掃そう除じの担当者だろう。

　あたりには、溶けた怪物、壊こわれた椅子と机、そして無数のガラスの破は片へん。無事な窓は数えるほどしか残っていない。

「いやあ、なんとかなったなあ」

　ソアラが、ぺたんと座りこんだ。リィズが、彼に抱きついている。スランを救ったイシュカが、ともに二人のところへやってきた。

　集まる四人の若者たちを見つめて、最長老は、ふてくされたような表情で立っているリンガー老に話しかけた。

「どうだね、きみらの言う地べた這はいも、なかなかやるじゃないかね」

　最長老は、あごひげをしごいた。ちょっと位置がずれる。つけひげらしい。

　リンガー老は、そっぽを向いて答えない。苦々しげな表情だ。

「大会議を開く前に結論が出たようだね」

　最長老は言った。

　予定されている大会議は、床ゆかとの交流を断たつか、より大規模に行なうかを論じる、ルーフ・ウォーカーを真っ二つに割るものだった。どうやら開放派の勝利に終わりそうである。

　そのころ。

　部屋の一方の端はしでは。

「危なかったなあ、スラン。それにしても、すごい跳ちよう躍やくだったぜ」

「ルーフ・ウォーカーでも、あんな身のこなしのできる人はいないよ」

「いや、まったく、これもライリー神のご加護の賜たま物ものでしょう」

　口々に言う仲間たちに、スランは曖あい昧まいな笑えみを返した。それだけで、とりあえずごまかせたのは、日ごろから無口なスランならではである。

　いやはや、言えたもんじゃない。

　このまま落ちるのか、そう思った瞬間に遥か下の光景が目に飛びこんできたのだ。道を、一人の旅人が歩いていた。離はなれているというのに、それが誰なのか、スランにははっきりわかったのだ。豊満な胸が揺れるのまで、見えたような気がした。このまま落ちると、彼女のちょうど前に落ちることになる。根こん拠きよはなかったのだが、そう思った。

　そう思った次の瞬間に、体が勝手に動き、バーデルの体を足場に、宙を飛んでいたのだ。自分でも、どうして、あんなことができたのか不思議なほどだった。

[image: ]

　人の心とは、不思議な力を産みだすものである。

　そんなにマーニーにとっつかまるのがいやなのか、スラン。

　聞くまでもない、ことではあるな。
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　そのころ、遥はるか下方では。

　ポコを預かっている酒場兼けん宿屋の親父おやじが、秘蔵の酒さか樽だるに天井を破ってつっこんできた死体の始末に頭を悩なやませていた。

　もちろん。

　一度、地上から来た冒ぼう険けん者とかかわって、あの程度ですむはずがないのである。

　油断していたあんたが甘いのだ。







　第二章







　　　　１




　サミスーラの町は、にぎやかであった。

　クリュオでは最大の交易都市だ。地底世界の南部と北部をへだてる巨きよ大だいな湖のほとりにあり、南部地方ナバーンの大動脈である通商大路の北の果てでもある。また、通商の基本となる貝かい殻がら貨は、ここで生産されていた。

　この町には、クリュオの南部地方中から、人と物が集まっている。

　遥か地表の大都市には及およばないが、クリュオでは、もっとも大きな町だ。ホールドの町と比べても二倍以上、ルーフ・ウォーカーたちの町ファウラーに比べれば五倍近くが住んでいる。

　リィズにとってみれば、想像すらしなかったほどの巨大な町なのだ。

「ねえ、お兄ちゃん。あれ何かなあ」

　この謁えつ見けん控ひかえ室しつの窓からは、そのサミスーラの町の北半分が、一望のもとに見み渡わたせた。

「うん、あれは市場だな」

　クーダ神しん殿でんを見て、ソアラが言った。

「あれは？」

　ひときわ大きく豪ごう華かな建物を見て、リィズが尋たずねる。

「王宮じゃないか」

　それは、ここ。今、お前さんたちがいるところだ。

　正確に言うと、王ではなく単に領主と呼ばれているし、それほど大きな権限をもっているわけではない。

　ソアラはかなりいいかげんなことを言っている。しかし、リィズはいちいち彼の言葉に感心していた。

　そう。今、彼女はソアラたちとともに、旅をしているのだ。

　怪かい物ぶつ騒さわぎの後も、ルーフ・ウォーカーの町ファウラーではとある騒そう動どうが起こった。

　それを片付け、ファウラーから旅立つ時、ソアラは、リィズにこう声をかけた。

「一いつ緒しよに来るか？」

　リィズは間かん髪はつを容いれずに答えた。

「うん」

　彼女が町に残るなら、引き取って世話しようという者もいないわけではなかったが、旅立つ時に強しいて引き止めようとする者もいなかった。

　うんと答えた理由を、柱をおりた後で聞かれて、こう言った。

「お養父とうさんもいなくなったし、前から本当の親がどんな人かなって思ってたんだ」

　そして、こうも言った。

「お養父さんは、自分の運命は自分で切り開くもんだって、それが口くち癖ぐせだった。赤ん坊ぼうのあたしが一いつ所しよ懸けん命めい泣いたから、だからお養父さんに助けられたんだって、だから、あたしは、自分で自分を助けたんだって」

「けどさ」

　ソアラは、こうも言った。

「本当の親が、やなやつだったら、どうするんだ？」

「その時考えるよ」

　ソアラたちに加わるのにふさわしい物の考え方である。

　いつか地上への道が見つかった時、リィズをどうするつもりなのかと、ウィブに言われた時、ソアラが答えたのとそっくりな返事だったのだ。

　本人すら忘れがちだが、ソアラも行方ゆくえ不明の親を探している。もちろん地表に戻もどるまで、彼の探たん索さくはお預けだが、それだけにいっそうリィズをほってはおけないのだった。

　しょせんは、不確かな手がかりすらない旅である。少しの寄り道くらい、どうということはない。

　いや、リィズの親の手がかりも少ないから、実のところ寄り道にすらならないか。

　いちおう、ハダートに救われていた時に持っていたつぎはぎ人形がある。そして、リィズという名前は、彼女自身が覚えていたので、実の親がつけたものだろう。

　それっきり。

　親探しを口実にした、好こう奇き心しんを満たすための旅というのが本音なのかもしれない。

　かくして今日も。

　好こう奇き心しん一いつ杯ぱい、疑問はすぐに誰かに尋ねるという生活を、リィズは送っているのだった。

　もっとも、まわりにいるのがソアラやイシュカでは、間ま違ちがった知識ばかり増えていくような気もする。

「ルーフ・ウォーカーよりの使者、タリア様と、その従者の皆みなさま」

　控え室の入口で、高級な衣服に身を包んだ召めし使いが呼ばわった。

　順番が来たらしい。

　もちろん、こう名乗ったのはイシュカである。

　高貴な方がいたほうが、通りがいいでしょう、と彼は言った。

　高貴？

　案内人が先に立ち、彼らを謁見の間に連れてゆく。

　意外と冒険者というのは、上流階級とつながりがあるものである。おおやけにできない汚よごれ仕事のたぐいを引き受けることもあるからだ。ソアラたちだって、小さな都市国家の王様程度なら、食しよく卓たく一つへだてただけで話したこともある。

　しかし、そういうのはあくまで秘ひ密みつ裏りのことで、正式な謁見など、誰一人経験がない。

　はじめての経験というやつは、誰だって緊きん張ちようするものである。

　並みの神経の持ち主ならば。

　謁見の間は、かなり大きめの宿屋の食堂よりは広く、そことたいして変わらない感覚で飾かざりつけられていた。

「趣しゆ味みが悪いわね～」

　あっけらかんとした口調で、タリアは言ってのけた。

「ははは」

　あらわれた領主は苦笑いをしている。

　左右に控ひかえた警護の兵士から、くすくす笑いがもれる。規律は、かなり緩ゆるやかな町らしい。

　領主は、いささか貧弱な髪かみと、瘦やせた体の持ち主だった。見るからに気は弱そうである。

『どうして、わたいのまわりには、こんな男ばっかりかなあ』

　さすがに、声に出さないくらいの分別は、タリアにもあった。

　タリアよ、ゴブリンはホブゴブリンを呼ぶということわざを知っておるかね。

　ただしこのことわざ、近ちか頃ごろは、性格や容姿が似たものはよりあつまる傾けい向こうがあるという意味で使われることが多く、ここでも、そういう意味で使っている。しかし、元来は、ゴブリン退治だと言われていってみたらホブゴブリンがいることもある、すなわち人の言うことはあてにならないから油断禁物という意味なのである。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

「あ～、ごほん」

　領主──ベクレルⅢ世は、咳せき払ばらいをするとおもむろに威い儀ぎを正して話しはじめた。

「汝なんじらが持ち来たった書状は確かに読んだ。されど」

「重々しいの似あわないわね、このおじさん」

　タリア本人は、こっそり囁ささやいたつもりかもしれないが、その言葉は謁見室中に響ひびいた。

　やっぱり分別はなかった。

　ベクレルⅢ世はさすがに渋しぶい顔をした。やや老ふけているが、まだ三十代の前半である。おじさんあつかいされるのは心外だろう。タリアの実じつ年ねん齢れいを知ったら、左右の兵士に捕ほ縛ばくを命じていたかもしれない。いや、ふつうはとっくに命じているか。やっぱり気が弱い。

　さすがに、イシュカが、タリアの袖そでを引いた。

「姫ひめ、いくら本当のことでも簡単に口に出すのは、おやめになってください」

「そこの神官騎き士し、聞こえとるぞ」

　うんざりした顔で、ベクレルⅢ世が言った。

　そりゃ、聞こえるだろう。いつものとおり、遠えん慮りよ会え釈しやくのない大声である。

「はっ、これは失礼をいたしました」

　イシュカは直立不動で謝った。こういうのは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいと言わんか。

「まあ、おじさん、そう難しい顔をしないでさ。踊おどらない？」

　ピコがリュートをかき鳴らす。

　うんざりした顔の一同は、もはや止める気もない。リィズも、だ。わずかな時間で、彼女もすっかりピコのことは吞のみこんでいた。

「おう、お主。踊りが得意か」

　おや？　満面に笑えみを浮うかべて、ベクレルⅢ世が立ちあがった。すでにつま先で拍ひよう子しを取りはじめている。

　意外なところに同類がいたものだ。

　ピコが、リュートを本格的に演奏し始めた。

「いやあ、最近、爺じいがうるさくてのう。なかなか舞ぶ踏とう会も開けんのだよ。おい、お前。〝鯰なまず捕とりの踊り〟はできるか？」

「知らないや、それ。ねえ、どんなの？」

「よし、教えてやる。わしについてまいれ」

　なんだ、何が起こっているのだ。

　ソアラは理解できない。

　警護の兵士は、頭をかかえて座りこんでいる。腹をかかえて、かもしれない。

　軽快なリュートの響きが城内に響き渡わたる。

　一国の領主とは思えない、下品な歌が、毛の長い絨じゆう毯たんをしきつめた謁見室に響き渡った。

「とぉのぉ～！」

　いきなり、白い髭ひげの爺さんが、扉とびらをぶち破るような勢いで開けた。ひげに反比例して頭は薄うすく、水分がすべてしぼりとられたように瘦せている。

「いいかげんにしてくださいませ。そんなことをなさっておられるから、連中が、殿とのの命令を無視しおるのですぞ」

「わかった、わかった」

　ベクレルⅢ世は、つまらなそうな表情でどさっと腰こしをおろした。

「おい、お前」

「ピコだよ」

「ピコ、夕食の後、わしを訪ねてまいらぬか？」

「殿っ！」

「わかっておる。話をもとに戻すぞ……、爺、もう、さがってよい」

「そうはまいりません。わたくしが目を離はなしますと、殿は何をなさることか」

「好きにしろ」

　うんざりした調子でベクレルⅢ世は言った。

　老人は、ぐるりと室内を見回した。やる気のなさそうな姿勢だった警備の兵士は、いまやびしっと直立不動である。

　ふと、老人とイシュカの目が出会う。そこに、何かあい通じるものを互たがいに見た。

　かもしれない。

「そこの娘むすめ、しゃんとせい」

　だらしなく杖つえによりかかって立っていたタリアに、老人の声が飛ぶ。

　半はん妖よう精せいは、例によって頰ほおをぷっと膨ふくらませた。

「なんじゃ、その顔は。サミスーラの領主の御ご前ぜんであるぞ」

「姫、穏おん便びんに、穏便に」

　イシュカがなだめる。

「知らないもん、そんなこと。偉えらそうにする爺ちゃんね。わたい帰る。頼たのまれた手紙、もう渡したもん」

　タリアは、くるりときびすをかえした。

「なんと、生意気な小こ娘むすめ。これ、待たんか」

　多分、老化が極度に遅おそい半妖精であるタリアのほうが年上だ。とうてい、そうは思えないが。見かけの話ではなく。

「姫、まだお金もらってないんだから、辛しん抱ぼうして」

「みんなが代わりにもらっといてくれればいいよう」

　ウィブの言葉にそう返しつつ、タリアの足は止まった。

　まだ何か言いたそうな爺さんを、ベクレルⅢ世が制止する。

「よさぬか爺。そちらの女性も、姫と呼ばれるからには、いずれ高貴の出であられよう」

「はっ」

　イシュカが平へい伏ふくする。

「事情がありますゆえ、正しい身分はあかせませぬが、まこと御明察のとおりでございます」

　珍めずらしく時じ宜ぎに応じたことを口にするイシュカであった。内容の真しん偽ぎはともかく。

　それを聞いて爺さんも口を閉じた。

「さっそくだが、本題に入るぞ」

　これだけ時間を無む駄だ遣づかいしておいて、いまさら、さっそくもないものである。

「そなたらは、しばらくさがっておれ」

　ベクレルⅢ世は、警護の兵士たちにそう命じた。

「殿、それは！」

「爺もさがりたいのか？」

「そうはまいりません、このようなうろんな連中と殿だけにするなどということ、不ふ肖しようこのイルスカめの目が黒いうちは……」

「ああ、わかっとる。わかっとる」

　ベクレルⅢ世は、手をひらひらふって、力む爺さんを黙だまらせた。

　どこかの主従と似たような関係らしい。もっとも、こっちは従者の立場もなかなかに強い。

「さて」

　警護の兵士がさがった後、ベクレルⅢ世はこう切りだした。

「頼みたいことがある」

「はっ、領主様の仰おおせとあらば……っっ」

　厚い筋肉におおわれたイシュカの尻しりを、細い指がきりきりつねる。

　いつものとおりである。

「……その、無料というわけには」

「とにかく、話を聞かせてください」

　情けなさそうなイシュカと対照的に明るい声で、屈くつ託たくなくウィブが言う。

　ベクレルⅢ世は、とまどった顔つきながら、ともかくも話しはじめた。

「書状の内容、そのほうたちも知っておるな」

「知らない」

　タリアである。

「あのだなあ」

　ソアラが説明する。彼は内容を知っているのだ。

　もとはと言えば、バーデルの家を探さぐる立ち会いを求められたリィズに、好こう奇き心しんにかられたウィブと保護者のソアラがついていったのが、仕事のきっかけだった。

「あの時、ウィブが、手紙と彫ちよう像ぞうを見つけたのは話したよな」

「うん、あの人形でしょ。つぎはぎの」

「違ちがう。それじゃなくて、こっち」

　ソアラは、背負い袋ぶくろから一つの彫像をとりだした。

　戦いくさ装しよう束ぞくに身を固めたうら若く美しい乙女おとめの像だ。人の指先から肘ひじくらいまでの大きさだった。青銅に似ているが、それよりも軽い見たことのない金属でできていた。右の手に槍やり、左の手には長円形の盾たてをもっている。

『あたしだわよぉ』

　ソアラのメイスに住みついているヴァルキリエが、騒さわぐ。

「そうだ、それである」

　ベクレルⅢ世が言った。怒いかりを抑おさえているような低い口調であった。

　こういう口調を使われるのには馴なれているので、誰だれも動じない。

　動じて気を遣つかえるようになっていただけぬものか。……今さら遅いか。

「それを贈おくられるはずであった馬ば鹿か者を探しだしてほしいのだ。サミスーラを支配し、さらには古代の怪かい物ぶつと手を組んで、このクリュオに覇はを唱えようとした馬鹿者をな」

「殿ぉぉ」

　爺さんが号ごう泣きゆうした。

「その立派なおっしゃりよう。成長なさいましたな。感激のあまり、このイルスカ、言葉もありませぬ」

「イシュカ、あれ、もしかして、あんたのお祖父じいさん？」

　タリアに聞かれて、イシュカはぶるぶると首をふった。

　ともかく、ファウラーで活動していたあの怪物は、宿やど主ぬしの肉体が死んで思考能力を失うまでは、このクリュオを征せい服ふくする陰いん謀ぼうを企くわだてていたのだ。

　そのために、魔ま法ほうの彫像を贈り物として、サミスーラの有力者の誰かと結けつ託たくしていた。同盟相手に、領主の座を奪うばわせようとしていたのである。

　怪物の陰謀を突つき止めてしまったがゆえに、彼らは、また面めん倒どうに首まで漬かるはめになったのであった。
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「で、どこから手をつけるんだ？」

　サミスーラの通りの真ん中で、ソアラは言った。

　領主の城を出て、しばらく来てからのことである。

　出る前に、そういうことは考えるものだ。

　周囲は、思い思いの方角に向かう人々でごった返している。

「どうするの？」

　タリアも言った。とりあえず、すたすたと歩くソアラについてきただけなのである。

「どうしましょう」

　じたばたしているピコをかかえこみながら、タリアの目をイシュカは見つめかえした。

「どうしようか」

　ウィブは、まわりの店を見た。どの店も呼びこみが盛んだ。

　スランは黙って肩かたをすくめた。

　一人くらい、考えろ。

「あのね」

　リィズが口を開いた。

「とにかく、領主のおじさんが教えてくれた三人の人たちを、順番に調べてみるしかないんじゃないかと思うんだ」

　はじめての建設的な意見であった。

「ようし、よく思いついたな。いつ言いだすかと思って、待ってたぞ」

　ソアラはにっこり笑って、リィズの頭をなでた。

　ほんとか、おい。

「それにしても、ちょっと情けない領主さんよね。領主って言いながら、頭のあがらない人が四人もいるんだもん」

　サミスーラの支配は、複雑な力関係が入り乱れていた。実際に力をもっているのはクーダとラーファの両神しん殿でん、そして商人たちと、甲こう破は隊たいと名乗る私設軍である。

「よろしいですか、姫ひめ。政治の世界と申しますものはですね、あれでなかなか複雑なものなのですよ」

「そのくらいわかってるよぉ」

　イシュカの言葉を、タリアはぴしりとさえぎった。

「けど、まさかあの爺じいさんがクーダの最高司祭だとは思わなかったな」

　そう、イルスカという名のあの老人こそ、じつは、クーダの最高司祭だったのである。

　だから、報ほう酬しゆうはクーダ神殿に蓄たくわえられた知識を、好きなだけ教えてもらえるということで片がついたのだった。

「それにしても、珍しく、姫、前まえ払ばらいを要求なさいませんでしたね？」

　こりるということを知らないイシュカが、不ふ穏おん当とうな発言をして、タリアの冷たい視線の洗礼を受ける。

「どうして、しなかったの？」

　ものおじしないリィズが尋たずねた。持った疑問はすぐに尋ねる。それがリィズが受けてきた教育だった。ソアラは、あわてて少女を背後にかばった。

　しかし、タリアはものうげにこう言っただけだった。

「あんまり期待できない気がする」

　ホールドの町や、ルーフ・ウォーカーの町ファウラーで出会ったクーダの神官たちのことを思いだせば、知識の宝庫の印象も、がらがらと音を立てて崩くずれてゆこうというものだ。

　ほうっておくと、延々違う方向にそれていきそうな会話を、ウィブが道案内した。

「えぇと、まず一人目が〝豪ごう商しよう〟パルデスって人よね」

　ウィブが、さっきのやりとりを思い返した。たぶん、まともに覚えているのは彼女とリィズだけだ。

　ベクレルⅢ世の話では、商人たちを牛ぎゆう耳じっているのは、湖の向こう、北部地方プラムダとの交易を一手に握にぎっているパルデスという男で、〝豪商〟という二つ名で呼ばれている。

「二つ目がラーファ神殿か」

　その言葉を耳にしたとたん、スランの口もとが、片方だけちょっとさがる。歪ゆがんだ、と表現してもいい。

　この町でも、やはりラーファはあの手の店を出している。それも『サミスーラ、いいとこですよ♪　ラーファ神殿があるからよ♪　蒸むし風ぶ呂ろさっぱり、いい男♪　恋こいの花も咲さきますよ♪』という俗ぞく謡ようが南部地方ナバーンならだれでも知っているくらいに有名なのである。

　また、医術や、薬草と食糧の売買にも大きな力をもっているのだそうだ。

「そこの神官長の、ミレニアっておばさんを調べればいいんだよね？」

　ウィブが確かく認にんしようと問いかけたが、うなずいたのはリィズ一人で、あとの者たちは曖あい昧まいな笑いを浮うかべただけだった。

　スランは、自分はそこの探たん索さくには加わらないぞ、と表情で宣言している。

「そいで、なんてったっけ？」

「甲破隊だろ」

　ウィブも完かん璧ぺきなる記き憶おく力を誇ほこっているわけではない。長々しい、だらだらした説明を聞いているうちには、ふと眠ねむ気けがさしてしまうこともある。

　立ったまま微び動どうだにせず眠ねむれるのは、演芸団での修しゆ行ぎよう時代に身につけた特技だった。

「そうそう、甲破隊よね。それってなんだっけ」

「えーと、だな」

　答えたソアラも、もちろん完璧な記憶力の持ち主ではない。だったら、せめて心覚えに書きつけでもしておけばいいのに。

「通つう称しようが〝将軍〟って呼ばれてる、ギスカールって人が率いている軍隊。半分は個人の持ち物みたいな軍隊で、怪あやしいのはそのギスカールさん」

　リィズはまったく優等生である。聞かされたことを、全部ちゃんと覚えていた。

　甲破隊は、もともと町のチンピラ少年の集団であったそうである。それを、ギスカールの父、ベルタークが、いくつかあった同様の集団を三十年ほど前にまとめあげ、私設の雇やとい兵部隊として旗はた揚あげしたのだ。今は、このサミスーラを本ほん拠きよとして、隊商の護衛などを主に行っている。この町の防衛も、彼らが引き受けている。

　だが、なにせクリュオでは百年このかた殺しあいになるような戦争など起こったためしがない。少なくとも、ベクレルⅢ世が知るかぎりではそうなのだ。魔ま物もの、特にコボルドの野や盗とう集団がたまに攻せめてくるのを防ぐくらいが仕事である。

「さて、どこから回るかな？」

　七人は、往来の真ん中で頭を寄せあった。

　まったく、通行の邪じや魔まである。

「ミュー」

　ポコが、足元で鳴いた。

　どかかっ、どかかっ。

　地じ響ひびきが伝わってくる。しかし、ソアラたちは気がついていない。まわりの人々は、みんな道みち端ばたに身を避さけている。

「みゅーみゅー」

「どうしたんだい、ポコ」

　イシュカのこわきにかかえられたまま、ピコがペットを、いや親友を見おろした。

　ポコは、後ろを見ろと言っていた。

　見た。

　砂すな煙けむりが近づいてくる。

「イシュカ、イシュカ」

　無視された。

　相談が続いている。

「みゅー」

　ポコはリィズの足を、引っ張った。

　リィズも、ピコが見たのと同じ方向を見た。

「お兄ちゃん」

「どうしたリィズ」

　ソアラだけでなく、スランやウィブ、タリアもそちらを見た。日ごろの人徳の差であろう。

　騎き鳥ちようである。人を乗せた騎鳥が、こちらに走ってくるのだ。騎鳥は、クリュオで地表の馬の役割のうち、人を乗せ早く駆かけるという部分を代行している生き物だ。見かけることは、しかし、ごく珍めずらしい。馬と同様、蹴けりつけられれば、危険な相手だ。

　一羽わ、二羽なら慌あわてないが、近づいてくる数は十羽を超こえている。

　慌てて避けた。

「危ないじゃないのぉ！」

　タリアが、去ってゆく騎鳥の尻しりめがけて怒ど鳴なりつけた。

「すまぬ！」

　一言、言葉が返ってきた。最さい後こう尾びの騎鳥に乗っていた男だった。かなりの長身だ。スランを、ひとまわり大きくしたような体格である。

　白い歯をきらりと光らせて、その男は走り去った。

「なによぉ、あれ」

　タリアは、また頰ほおをふくらませた。しまいにゃ垂れるぞ。

「おまえさんたちも無む茶ちやをなさるのう」

　軒のき下したを借りた魚商人の親父おやじさんが、声をかけてくる。

「わたいは無茶なんかしないもん。イシュカと一いつ緒しよにしないでほしいわ」

「姫はそうおっしゃいますが、世界に善と平和をもたらすためには、時には無む謀ぼうと思えることにも挑ちよう戦せんせねばならないのです。そもそも」

　演説を始めたイシュカを無視して、ウィブは親父さんに尋ねた。

「でもさー、あんな暴走してる人たちのほうがよくないんじゃないの？」

「いや、甲破隊の方々のことじゃ、なんぞ事情があるんじゃろう」

「ああ、あれが甲破隊なのか」

　ウィブの言葉に、親父さんは、こう応じた。

「そうとも。先代が亡なくなって、今のギスカール様が将軍になってからは、どうなることかと危あやぶんだがな、ここ数か月ほどみちがえるように立派になられたわい。おかげで、この近在では、盗とう賊ぞくの噂うわさもないわい」

　一いつ瞬しゆんきざした疑念を、ウィブはたださずにいられなかった。

「まさかおじさん、あの人のところで、仕事してるわけじゃないよね」

「いやいや」

　という答えに、ほっとする暇ひまもない。

「わしゃ、甲破隊の食事に出される魚を一手におさめてるだけのもんじゃ」

　ううむ、やはりそんなことだったか、とウィブは思った。
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「簡単なことにゃのよ」

　ウィブは、まるで自分が思いついたことのように、リィズに言った。後半部は、口の中にほうりこんだ焼魚のためにもぐもぐしてしまう。さっきの魚屋で買ってきたものを、宿の台所で焼いてもらったのだ。おいしそうだったので、タリアと二人して買ってきたのである。

「こにょ」

　ごくん、と飲みこんでから、言葉を続ける。

「彫ちよう像ぞうが贈おくり物ものになるんだから、もともとこれに興味があるはずなの。だから、売りつけにいっても、なんとかなるはずってことよね」

　収集家であることと、サミスーラの実力者であることを基準に、怪しい三人をしぼったのだと、ベクレルⅢ世がそう言ったのである。〝将軍〟ギスカールは魔ま法ほうのかかった品を、〝豪商〟パルデスは女性を描えがいた芸術品を、ラーファの神官長ミレニアは人形を、それぞれ収集している、らしい。

　困ったことに、この彫像は、そのどれにもあてはまるといえば、あてはまるのである。

　一応、魔法もかかっている、戦いくさ乙おと女めの、人型の像、なのだから。

　ま、怪しいやつを指し摘てきしたのはベクレルⅢ世でも、商人に化けてはいりこもうというのは、ソアラたち自身の発想である。

　しかし、どこから見ても問題がありそうな変装であった。

　一応、タリアが旅の美術商。ウィブが召めし使い兼けん鑑かん定てい人にんで、残る三人は護衛ということになっている。ピコはウィブの弟で、リィズはソアラの妹。

　特に凝こった設定はない。無理しても仕方ない。タリアの設定が既すでに無理だが。

　まず、向かおうとしているのは、先ほども出会った甲破隊の宿営であった。

　最初に彼を選んだのは、特に理由があるわけではない。

「さっきのことを一言、文句言ってやるの」

　とタリアが張り切ったのである。

　もちろん、実際にそんなことは言わせない。

　……つもりでは、みんないるのだが。

　とにかく、一いつ旦たん、宿屋に戻もどった。

　昨日遅おそく、サミスーラの町についてすぐにとった宿屋である。

　ここで、昼食をとってから、ということになったのだ。

「まったく、領主だっていばるんなら、御ご飯はんくらいお腹なか一いつ杯ぱい食べさせてほしいよね」

　お茶の一杯もでなかったことが、タリアの領主に対する評価をますます下げている。

　食事が終わると、ソアラはリィズの柔やわらかい金きん髪ぱつを、くしゃくしゃっとかき回して言った。

「じゃあ、リィズ。ここで、大人しく留守番しているんだぞ」

「でも、お兄ちゃん」

　リィズは恨うらめしそうにソアラを見あげた。小さな握り拳こぶしをつくり、中指の関節あたりを下くちびるに軽く触ふれさせて、すがるような目つきをする。軽く曲がった手首は、イシュカなら、人差し指だけでひとまわりしそうなほど細い。

「駄だ目めだ」

　ちょっと危ない気のあるおじさんなら、一発で陥かん落らくしそうな仕草だったが、健全きわまりない熱血少年であるソアラには通用しない。

「ここでポコの世話をしながら、待ってるんだぞ」

「お兄ちゃんの意地悪」

　いーっと歯をむきだして、リィズは階段を駆けあがっていった。その後を、ポコがみゅーみゅーと追いかける。

　なんと、さわやかな光景であることか。

「恥はずかしくない？　ソアラ」

　ウィブが肩かたを叩たたく。

「え？」

　恥ずかしくはなさそうだった。

「大だい丈じよう夫ぶかな、リィズの奴やつ」

　口調はすっかり、実の兄妹きようだいだった。いや、実際に血がつながっていれば、かえって、もっとさばさばしているものだ。

　この中で、唯ゆい一いつ兄弟がいる──姉が六人──イシュカなどは、そう思った。

「ポコが、ちゃんと見張ってくれるから、安心しなよ」

　ピコの保証はあてにはならないが、ポコがネズミとしてはありえないほど頭がいいことはソアラもよく知っている。一応、安心しておくことにした。

　途と中ちゆうで買い物をして衣い裳しようをととのえ、ソアラたちは甲こう破は隊たいの宿営に向かった。ここまでの旅費を差し引いても、ホールドの町で手に入れたサニツリの木ぎれは、まだ半分近く残っている。その程度の出費はなんとかなった。

　甲破隊の宿営は、町の南西の端はしにある。宿のある市場は北東部にあるので、もう一度、町のほぼ中央にある領主の城のそばを通ることになった。

　歩くとそれなりに時間がかかってしまうので、アングラットの引く車を使った。地上でいえば馬車だが、ここでは鼠そ車になる。脚あしの長い、動きの速い種のアングラットを使っているので、ウィブの魔ま法ほう腕うで輪わの太陽の印がたいして動かないうちに、宿営近くにやってこられた。

　サミスーラでは、裏路地などはともかく、大きな通りでは、鼠車と騎鳥が真ん中を使い、両りよう端たんを徒歩の者が通るように道が分けられているので、かなりの速度を無理なく出せる。

　途中、丘おかを一つ越える。その丘の頂上から、宿営を一望のもとに見おろせる。

「ちょっと、止めて」

　タリアの唐とう突とつな命令に、つんのめるようにして、車は止まった。

「どうしたの、姫ひめ？」

「近づく前に観察しておいて。建物を。目をそっちからそらさない。耳もふさいでおいて」

　と言い残して、白い顔をさらに白くして、タリアは誰だれもいない丘のくさむらに消えた。

　足もとがふらついている。

　どうやら、車に酔よったらしい。

　ピコが後を追った。似たような足取りだ。

「ポコなら、こんなことないのに～」

　乗せられる大きさじゃないからな、ポコはまだ。

　二人が戻ってくるまで、残りの者たちは丘の下を眺めていた。

　宿営はかなり大きな二つの建物と、その前の広場からなっていた。

　広場では、八人ずつ八列に並んだ隊士たちが、先頭に立った士官の指示にしたがって、行進の練習を行っている。

　ソアラなどが見ると、一糸乱れぬ行進に見えるのだが、士官はいっこうに満足せず、一人を殴なぐりつけた。

「あんなことしたって、役には立たないわよ」

　いつのまにか戻っていたタリアが眉まゆをひそめる。

「ひどいことするなあ」

　ウィブも、そう口にする。

「ま、軍隊ってのは、あんなもんだよ。普ふ通つうの傭よう兵へい隊なら、もう少し緩ゆるいけどさ」

　ソアラの言葉に同意するように、スランがうなずいた。二人とも、たいしたことじゃないよ、という顔つきだ。

　殴りつけられた若者は、しかし、反はん抗こうもせずに、それどころか、ひしとすがりついて泣き出した。同どう僚りようたちが、それをかこんで男泣きに泣く。何を言っているのかまでは聞こえないが、大声で怒鳴りあっているようだ。

　しばらくして、彼らはふたたび、行進の訓練をはじめた。

「いやあ、美しい光景ですなあ」

　友情とか、努力とか、規律といった言葉が好きなイシュカは、うんうんとうなずいている。

「だったらイシュカも、あの人たちの仲間に入ってくれば」

　タリアの冷え冷えした声は、氷ひよう塊かいのまじった滝たきにうたれるより効果覿てき面めんだった。

「いえ、まさか。私は姫に剣けんをお捧ささげした身でございます」

「ああいうのって、実戦だと、どうなのかなぁ」

　ソアラの声に応じて、スランは肩をすくめただけだった。

「ああいうくだらないものを見物していても、どうにもなんないよ、行こ」

　ウィブの言葉にうながされて、一同は、車に戻り、丘を降りた。

　二つの建物のうち、右は見るからに隊士の営舎であり、もう一つは貴人の館やかた風だった。いくらなんでも、ここで営舎に向かうことはしない。

　広場の横を通って、館風の建物に向かう。

　その途中。

「いいかあああ、お前たちいいいい！」

　イシュカより、でかい声が聞こえてきた。

　濃こいあごひげの士官が胴どう間ま声ごえをはりあげている。なぜ士官だとわかるかというと、他ほかの者がプレートアーマーしか身につけていないのに、その男は板金の胸当てと臑すね当あてを身につけていたからである。どうやら丘の上から見た時に、あの姿も見た気がする。

「俺はああああ、お前たちが憎にくくて怒おこるんじゃないいい、愛しているからこそだあ！」

　滂ぼう沱だと涙なみだを流しながら、そいつは言った。

「噓うそばっかり」

　ふだんならあたりをはばからないはずのタリアの声は、車に酔ったせいかか細く、隊士たちの号ごう泣きゆうにまぎれてしまい、仲間たち以外、誰の耳にも届かなかったようである。

　ピコも、おとなしい。偽ぎ装そうのためにリュートを宿屋に置いてきてしまっているのである。ピコの元気は、楽器がないと十分の一以下になってしまうのだ。

　ま、十分の一というのは概がい算さんだが。

「踊おどれば気分が悪いのなんか、すぐ治るのにぃ」

　その二人の希望で、待っていましょうか、と言った車は戻されている。

　砂すな煙けむりをあびつつ、ソアラたちは、広場を通り過ぎた。タリアとピコが酔っているおかげで、もめごとは発生しなかった。

　館は、それなりに警護されていた。

　窓には鉄の格こう子しがはめられているし、塀へいにもさかとげが埋うめこまれている。それなりに戦いのことを考えたつくりになっているのだ。とはいっても、実際の戦せん闘とう経験が少ない者が考えたものでしかなかった。ソアラやスランの傭兵の目で見ても、ウィブの盗とう賊ぞくとしての目で見ても、穴だらけである。ピコの目から見ると、少しくらいは遊べそうな家だ、ということになる。

　玄げん関かんで、危き惧ぐしていたような詮せん索さくを受けることもなかった。そこにいたのは隊士ではなくただの召し使いだったし。

　もちろん、さすがに武器はとりあげられたが、短たん剣けん程度を隠かくしもっておくのは雑作もない。魔ま術じゆつ師しの杖つえのことなど、考えも及およばないようだ。

　一行は、すぐに応接間に通された。

「わたしにお話というのは、きみたちかな」

　意味もなくマントをひるがえして、白銀の鎧よろいに身をつつんだ青年が、すぐにやって来た。さっきの騎き鳥ちようの若者だ。

　一応、立ち上がって館の主人の入来を迎むかえることにする。

「隊の教練を終えたばかりなのでな。このような格好で失礼する。わたしが甲破隊を率いるギスカールだ」

　美び丈じよう夫ふである。

　まだ三十にはなっているまい。

　はっきり言って、美男ぶりはスランをたじろがせるに充じゆう分ぶんなしろもの、巨きよ体たいぶりはイシュカを瞠どう目もくさせるに充分であった。巨体と言っても、太ってはおらず、軽けい捷しようそうな印象を与あたえるすらりとした体つきだ。

　タリアは、立ち上がって優ゆう雅がに一礼すると言った。

「きみたちかなって、わざわざ聞かないとわからないの？」

　馬ば鹿かにした口調ではない。

　それだけに。

　ギスカールは一いつ瞬しゆん絶句した。

「……いや、別に、そういうわけではないが……」

　気を取り直して、彼は笑った。

「はっはっは、面おも白しろいお嬢じようさんですな」

　聞く者の口もとまでほころばせる、それはそんな笑い声であった。

　早い話が、脳みそがあったまってんじゃないかって声なのである。

　タリアの顔には、失望の色があらわだった。

　ソアラたちは礼れい儀ぎとして、あはあはと、しらけた笑い声を、それに合わせた。

「おっと失礼したね。まずは座ってくれたまえ」

　そう言いつつ、ギスカールは自分も長なが椅い子すに腰こしをおろした。深く沈しずみこむほど柔やわらかい椅い子すは、クリュオにはない。

　ギスカールは、ことさらに長さを強調するように、大きく足を組んだ。広げた人差し指と親指の間に、形のいい顎をおさめて、言った。

「取り次いだ者の話では、何か、取り引きしたいものがあるとか？」

「うん」

　やる気がなさそうに言いかけたタリアをさえぎって、ウィブが身を乗り出した。

「お嬢じよう様さまは」

　言っていて自分でも笑い出しそうになるのを、ぐっとこらえる。

「こほん。お嬢様は、珍めずらしい品物をいろいろ扱あつかわれてますの」

　いざとなれば上品な言こと葉ば遣づかいだってできるのだ。昔、演芸団の芝しば居いで覚えた。

「そもそも、これは古代遺い跡せきで見つかったものでして、ある探検家が……」

　かくかくしかじかとでっちあげの由来やら、能書きを並べたてた後、背後のソアラに合図した。ソアラは、精せい一いつ杯ぱいうやうやしく彫ちよう像ぞうをとりだしてみせたが、どうも動きがぎごちない。まあ、このうちのだれがやっても変わりないけれど。

　彫像がおさめてあるのは、ここに来る途中で買ってきた、美しい浮うき彫ぼりがほどこされた木箱である。やや高い出費だったが、なあに、あとでベクレルⅢ世に払はらわせればいいのだ。

　彫像の実物を見ると、ギスカールの目が輝かがやいた。

『あれはあたしだわよ』

　とりだすたびに、ヴァルキリエはうるさく主張する。ソアラは聞き流すことにしていた。いちいち受け答えしていたら、それこそ気味悪がられる。

「ふむ。芸術はよくわからんが、それなりのできばえなようだ。しかし、わたしの興味が違ちがうところにあるのは承知の上で来たのだろう？　これにはどんな魔ま法ほうの力がある？」

「は？　はい？　えーと、ですね」

　そういえば、そんなことは聞いていなかった。うろたえてしまったウィブは、とんでもないことをしてしまった。

「お嬢様、どうだったんだっけ？」

　いくら、窮きゆうしたといっても、タリアに話をふって、どうにかなるわけがない。

「えっとねぇ」

　タリアだって困る。魔法の力があることは噓ではない。タリア自身が魔ま術じゆつで確かめたことだ。しかし、それがどんなものだかを見み極きわめられるほど、タリアの魔術は進歩していなかった。

　わかっていれば、教えている。

『あれは、あたしだって』

　ヴァルキリエは、うるさい。

「これはですね」

　ふと、思いついて、ソアラが口を出した。

「人に勇気を与える力があるんだよ」

　ヴァルキリエの姿で思いついたんだろうが、自じ暴ぼう自じ棄きにさせるの間ま違ちがいじゃないのか。

「えーっと、そう、そうなんですよ」

　タリアとウィブが、二人がかりで笑ってごまかした。

「それが真実だとすれば、ぜひとも手にいれたい品物だが」

　ギスカールは、腕うでを組んで、椅子の背もたれに体を預けた。

　いちいち、ポーズをきめる男である。

「わたいが噓つきだっていうの？」

　タリアのまなじりが、少しつりあがる。

「姫ひめ、そのようなことを言っておられるわけではありません」

　イシュカが、腰をかがめて、口をタリアの耳元に近づけて言った。いつもの声で。

　耳元で角笛を吹ふき鳴らされているようなものである。さいわい、タリアの耳は布で覆おおい隠されているので、鼓こ膜まくが破れたりせずにすんだ。

「とにかく、噓はつかないよ」

　ときどき、ほらは吹くけどね。

「といって、わたしとあなたがたは初対面だ」

　召めし使いが飲み物を運んできた。シダ酒を香かおりをつけた水で薄うすめたものである。それを勧すすめながら、ギスカールは言った。

　客観的にはうなずける理り屈くつである。

　タリアに理屈が通れば、苦労はない。

「一度試ためしてみてもかまわないだろうか？　もちろん、魔力を使い果たしたら金は払う」

　魔法の品には、一度使うと、二度とは使えなくなるものもある。なので、ギスカールはそう尋たずねた。良心的な申し出とは言える。

「はあ、では、私に一手御ご指し南なんいただけますか」

　そう言い出したのはイシュカだった。

「その試合中で、この品の威い力りよくを御ご覧らんにいれましょう」

「ほう」

　ギスカールが、手入れのよさそうな、その歯を光らせた。

「いいだろう、ついてきたまえ」

　体が大きければ、歩ほ幅はばもでかい。ギスカールはずいずいと先に行く。ウィブやタリアは、小走りにならずについてゆくのが、精一杯だった。

「ちょっと、イシュカ。どういうつもり？　大だい丈じよう夫ぶなの？」

　ウィブに聞かれて、イシュカは自信満々にこう答えた。

「まかせてください」

「声が大きい」

　ソアラに言われて、少し、声をひそめた。ふつうの話し声程度になる。

「人間の真実は、刃やいばをまじえてみれば、わかるものです」

　あてにならない。

　と、みんなが思った。

　方法が、ではない。イシュカの人物鑑かん定てい眼がんが、である。

「ま、それはいいんだけど」

　本当はよくはないのだが、ウィブはとりあえずそう言った。

「あたしが言いたかったのは、使い方がわかるのかってことなんだけど？」

「勇気なら、私はライリー神からあふれるほど授さずかっております。ギスカール殿どのも、魔法の力と見間違われるはずです」

　ほんとか、おい。

　館の中庭には、剣けん技ぎのための修練場がもうけられていた。というと大おお仰ぎようだが、縦横二十歩ほどの広さに砂を固くしきつめただけのものである。

　片かた隅すみにたてかけられた試合用の木ぼつ剣けんと毛皮張りの盾たてを手にとったギスカールは、ぶらりとその中央に歩みよった。

「さ、どれでも好きな武器を選んでくれたまえ」

　とりあえずイシュカは、長めの木剣を選ぶと、ギスカールに対たい峙じした。

「どうする？」

　というソアラの問いは、彫像の扱いについてのものである。

「いちおう、それらしくかかげておけば？」

　ウィブは、ソアラに囁ささやきかえした。

「誰だれが？」

「もっともらしい人」

　頭に異国風の布を巻きつけ、独特の顔だちの神秘的な美女、という扮ふん装そうのタリアが、イシュカの背後に彫像を頭上にかかげて立った。

「ではっ」

　はじめの合図が終わるか終わらないうちに、雄お叫たけびをあげて、イシュカが突とつ進しんした。

「ライリーよ、ご加護ぉぅをぅぅぅぅぅぅ！」

　ごん。

　一瞬で終わった。

　わずかに身をひねって、攻こう撃げきをかわしたギスカールが、剣けんの柄つかをイシュカの後頭部にふりおろしたのである。

　イシュカは、あっさりのびて、地面にはいつくばった。

　タリア以下、まあ、そんなものでしょと、納なつ得とくしている。

　しかし、スランの顔には、ごく薄くではあるが、緊きん張ちようの色が塗ぬられた。手が、いつもなら剣の柄があるあたりを探さぐる。

　わずかな動作しか見なかったが、ギスカールがかなりの腕であることは、スランにはわかった。イシュカだって、みなが思っているほど、腕の悪い戦士ではないのだ。だいいち、それでは生きのびてこられない。

　ソアラも、スランの動作には気がついた。意味はわからなかったけれど。

　しばらくして、一同は応接室に戻もどっていた。

　イシュカもすでに元気は取り戻している。傷も、自分の魔法で回復させていた。

「あまり実用的ではないな」

　ギスカールは、彫像をさして言った。

「突とつ撃げきしかできない兵士というのは、それほど役には立たない。状じよう況きようによっては、それなりの使い道もあるだろうが」

　なんとなく、丸暗記したことを口にしているだけのような、感情の入らない口調だった。ソアラは、地上で出会った、貴族のお坊ぼつちゃんのことを、ふと思い出した。戦いの経験がまるでなかったのに、指揮官としてカッコつけていた若者だ。あれはひどい経験だった。

　甲こう破は隊たいは、いちおう盗とう賊ぞくや妖よう魔ま退治程度の戦いは行っていると、ソアラは聞いている。

「どうだろう」

　ギスカールは続けた。

「わたしは駆かけ引きができないほうでね」

　駆け引きのできない指揮官の下で戦いたくはないな、とソアラは思った。

「三千シェルなら、買ってもいい」

「ごせ～ん」

　タリアが宣言した。

「では、この話はなかったことにしよう」

　あっさりと、ギスカールは宣言した。

「わたしは、駆け引きをしないと言ったはずだ」

　できないって言ったろう、とソアラは思った。タリアと違って、口にはしない。

「そう、じゃあ、さよなら」

　タリアのほうも、あっさりしたものだった。ギスカールが拍ひよう子し抜ぬけするほどである。実際のところ、ここで、この彫ちよう像ぞうが売れてしまっても困るのだ。だから、ふっかけて断らせようとは、はじめからみんなは考えていた。だから、タリアに任せたのである。あ、『みんな』にタリアとピコは入っていない。

「ま、気が変わったら、いつでも来てくれたまえ」

　ソアラたちを送りだしながら、ギスカールはそう言った。

「彫像もだが、さっきのきみ」

　ギスカールは、イシュカを見た。

「我が甲破隊は、治ち癒ゆ魔ま法ほうの使える神官戦士ならいつでも歓かん迎げいするぞ。もし、その気があったら、きてくれ」

「はっ、ありがとうございます」

　タリアの目を気にしつつ、イシュカは礼を言った。彼は、ギスカールを尊敬の目で見ている。敗北は素す直なおに認めるたちなのだ。

　ずかずか歩くタリアを急いで追いながら、イシュカは立ち去った。

　そんな彼らを物もの陰かげからじっと見つめる目に、誰も気がつかなかった。
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「どう思う、あのお兄ちゃんのこと」

　ウィブの問いに、みんな首をひねった。

　お兄ちゃんというのは、ギスカールをさしている。

「私は、あの方ではないような気がするのですが」

　イシュカの言葉に賛同するものはいない。すこし、うさん臭くさそうな目で見られて、さすがにイシュカも反論した。

「あの方に誉ほめられたから言っているわけではありません。あの方の剣には迷いがありませんでした。ああいう方に、陰いん謀ぼうがたくらめるとは思いません」

　力説であった。しかも、イシュカの言い分にしては、まっとうなしろものである。

「あやしい」

　タリアが言った。

「姫、確かにああいう方は、お好みではないかもしれませんが」

　そのへんは、さすがに吞のみこんでいるイシュカであった。

「しかし、御自分の好みだけで人の好き嫌きらいをお決めになるのは」

　いいんだよ、好き嫌いは好みで決めて。いけないのは善悪だろう。

「あやしいわねえ」

　タリアは、また言った。

「イシュカ、そんなにあの人のところに行きたいの？」

「姫ひめ！」

　イシュカは、悲鳴のような叫さけびをあげた。

「私は決して、そのような」

「いいよ、別に」

　あっけらかんとタリアは言った。

「行けば？」

　嫌いやみで言っている口調には聞こえないが……。そこらが、タリアの恐おそろしいところだ。

「これから、どうする」

　ギスカールについて、これ以上は話し合っていても仕方ないと思ったのか、ウィブが会話の方向を変えようと試みた。

　イシュカはくどくどと弁解を続けていたが、タリアに一睨にらみされて口を閉じた。

「まだ、夕方まで時間あるよ」

　ウィブの言葉に、ソアラが答えた。

「ラーファ神しん殿でんって、けっこう近かったんじゃないか」

　もらった地図を取り出す。確かに近い。

「いっぺんにすませちゃおうか」

　珍めずらしくタリアが労働をいとわないので、みんなはラーファ神殿に向かった。

　一人、宿屋に帰ろうとしたスランを無理やりに引きずっている。スランがなぜ帰ろうとしたのか、みんなその理由は見当もつかないという表情だった。

　みんな、目だけで笑っていた。ピコとタリアも含めて。

　で、ラーファ神殿である。

　大きい石造りの神殿である。ホールドの町の神殿も大きかったが、さらにその三倍はある。しかし、珍しく落ち着いた感じの装そう飾しよくがなされていて、ありがちなけばけばしさがなかった。要所要所に材木が使われているあたり、領主の館やかたより金はかかっていそうだ。つまり、地味だが趣しゆ味みはいいってこと。

　表の巨きよ大だいな扉とびらは閉とざされていて、営業は夕刻より、と書かれた札がかかっている。

「こういうのってさあ……」

　ソアラは、どこかの迷めい宮きゆうにいるという大だい魔ま術じゆつ師しの噂うわさを思い出した。苦労を重ねて迷宮の奥にたどりついても、時間外なら戦いもしてくれないで、瞬しゆん間かん転移の魔ま法ほうで追い返すという。世の中にはもっとひどくて、呼び鈴りんを鳴らしたら竜ドラゴンをけしかけてくる魔術師もいるという。

　無理に開けたり声をかけるのがためらわれたのは、ソアラの言葉で、みんな、そのことを思い出したせいだ。

　横の小さな戸口から入ることもできたが、人の気配がしないので、裏に回ってみた。

　こちらは、人でごったがえしていた。

「そりゃ、夕方、少し前ったら、ラーファ神殿なら、世間一いつ般ぱんの朝みたいなもんだよねぇ」

　ウィブの言うとおりである。神殿を開く前の準備にごったがえしているのだ。

「これはいけませんね」

　イシュカが言った。

「こう忙いそがしそうでは、事前の約束もなしに、最高司祭様をいきなり訪ねていっても、会っていただけるとは思えません」

　常識的な意見である。

「わかんないわよ、そんなこと」

　タリアは、忙しそうに荷下ろしの指示をしている、壮そう年ねんの男にとことこと近づいた。

　ここまで歩いてくる間に、車くるま酔よいは治ってしまったらしい。

「おじさん、おじさん」

「あん？」

　男は振ふり返った。片目がつぶれている。人相は極きよく端たんに悪い。肩かたのあたりにもりあがった筋肉の感じは、タリアなど一いち撃げきでひねりつぶせそうだ。

　本当にタリアを一撃でひねりつぶせるやつがいれば、会ってみたいような気もするが。ともかく、従者を自覚するイシュカは、あわてて駆けよろうとした。

「なんでい、嬢じようちゃん。おらぁ、今忙しいんだがね」

「単に、怒ど鳴なってるだけじゃない」

　タリアはずばっとそう言った。緊張が走る。

「いやぁ、こいつはまいったなぁ。けど、世の中には指示することだけ考えるやつってのも必要なんだよ。みんなが勝手に考えて動いてちゃ、混乱するばっかりだろう」

　男は怒おこりもせずに、豪ごう快かいに笑った。緊張が解ける。

「うん、それはわかる。わかるけど、わたいも頼たのみがあるの」

　このあとに続くイシュカの言葉は省略しておくとして。

「ミレニア様に会いたいと言われてもなあ。お忙しい身だしなあ。仕事を探してるんなら、ミレニア様じゃなくて、カガン婆ばあさんの担当だがね」

「そうじゃないの。それに、忙しいって言っても、最高司祭様が仕込みの指示を出したりするわけじゃないでしょう」

　どこで覚えた、そんな専門用語。

「珍しい人形を売りたいの。お願い、とりついでくれない？」

　片目の男は、困ったようすで、小間使いらしい女の子を一人呼んでなにやら言いつけた。

　しばらくして戻ってくる。

「会われるそうです」

　タリア、胸をそびやかして勝利を誇こ示じする。これには、みんな素直にうなずいた。

　通された神殿の中は、予想していたよりもさらに広かった。

　窓のない廊ろう下かや部屋も、魔法で、外と変わらないくらいに明るく照らされている。

　廊下を歩いている間、スランは妙みように落ち着かないようすで、あたりを見回していた。珍しく、怯おびえたリスみたいな仕草だ。

　リィズとさほど変わらない年の女の子の案内で、一行は、ラーファ神殿の最高司祭が執しつ務むしている部屋に通された。

　ちょっとした神殿でも、長ともなれば、それなりに格好をつけるものだ。神殿でいちばん広い部屋か、奥まった部屋を居室にし、荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きに飾かざりたてて、はなはだしいと紗しや幕まくの後ろにでも隠かくれたりする。イシュカあたりに言わせれば、いくら飾ってみても、しょせん、神の力の前に自分を偽いつわりきることなど人間にはできもしないのに、ということになるのだが。

　しかし、このラーファ神殿のミレニアという最高司祭は、そういった感覚がまったくない人物らしかった。

　部屋は神殿に入ってすぐの、出入りのしやすいところにあったし、たいした広さでもない。家具のたぐいは、簡素ないくつかの椅い子すと、石板と自然石を重ねた机だけ。それを飾るものといえば、その上に雑然とつまれた、証文や記録のたぐいだった。

　ソアラたちが入っていった時、ミレニアは補ほ佐さの神官らしい若い娘むすめに、なにやらてきぱきと指示を与あたえていた。

　年のころは三十をいくつも出ていないように見える。頭のよさそうな女性である。

　補佐の神官が一礼して出てゆくと、ミレニアはソアラたちのほうに体を向けた。

「待たせてごめんなさい、一昨日おとといには到着するはずの、地方から来る神官の一人が、まだ音おと沙さ汰たがないものだから。あら、こんなこと、あなたがたに申しあげてもしかたないですわね」

　ゆったりとした神官衣を身につけたミレニアは、そう言って、笑いかけた。

　なんだか、急に部屋の中が明るくなったようだった。

「あら、ごめんなさい。この光り苔ごけ、なんだか調子が悪いみたいで、このところ急に暗くなったり明るくなったりするのよ」

　柔やわらかい笑え顔がおのままで、ミレニアはそう言った。

「しばらく、待っていただけるかしら」

「はっ、どうぞ我々になどお気き遣づかいなく」

　タリアに対する時より、イシュカが硬こう直ちよくできるとは知らなかったな、と一同は思った。タリア本人以外。

「少しの時間だけだから」

　そう言うと、ミレニアは目を閉じて祈いのりを捧ささげた。

「なんなの？」

　タリアの声に、イシュカは、なんと、囁き声で答えた。

「光り苔のために祈ってらっしゃるのです」

　イシュカは祈りの言葉の意味は、まだわからないのだが、とりあえず断言した。

「ごめんなさいね」

　ミレニアは、祈りを終えると、もう一度にっこり笑って首をかしげた。柔らかそうな金きん髪ぱつがひとすじ、はらりと顔にかかる。

　笑うと、子供みたいな顔になる人だな、とソアラは思った。誰だれかに似ているとも思ったが、それが誰かは思いいたらなかった。

「ええと、人形を見せにきてくださったのよね？」

　椅子を勧すすめ、キノコ茶が持ってこられると、ミレニアは言った。

　タリアは、音を立てて茶をすすりながら、うなずいた。なにせ、さっきのギスカールのところでは、出たのが酒だったから飲めず、喉のどが渇かわいていたのだ。

　タリアがそれを一息で飲み干したのを見て、ミレニアはおかわりを運ばせてくれた。

「え～と、これなんですけど」

　タリアが、ていねいな言葉を使っている！

　全員が目を見開いた。

　ミレニアも見開いている。彼女は、人形に目を向けていたが。しかし、期待に輝かがやいていた目は、実物を見たとたんにふっと曇くもった。

　失望している。

　感情の精せい霊れいに尋たずねるまでもなく、はっきりわかるほどだった。

「そうね」

　慎しん重ちように言葉を選んでいるらしいのが、よくわかった。

「よくできてますね」

　タリアの顔を見つめて、ミレニアは笑顔を作った。

「表情も素す晴ばらしいし、鎧よろいの細部の細工なんて、とても見事だわ。ミントレルスとは言わないけれど、その弟で子しのなかでもかなりの腕うでをもった人の作品でしょうね。ヘレメクスかしら？」

　聞いたこともない名前ばかりだったが、ウィブは適当に調子をあわせた。いちおう、鑑かん定てい人にんを名乗っているのだから、そのぐらいは知っているふりをしておかないとならない。

「この髪かみの毛の曲線が、ミントレルス派に独特よね」

「ええ、そうですね。髪の毛が」

「でも、この鎧に彫ほられた紋もん章しようは、すこし時代にずれがあるような気もするわ」

「ええ、もっと前の時代の」

「あら、ケパレルスの華か麗れい派だから後期じゃない？」

　なにか言おうとしたウィブは、ふとミレニアと目を合わせてしまった。

　静かな瞳ひとみだ。ウィブは言葉を飲みこんだ。そのとても深いところに孤こ独どくが沈しずんでいるような気がした。

「せっかく、遠いところを来ていただいたんですものね」

　ミレニアは笑みを絶やさない。それも作った笑みではない。心の底からの笑いだった。

　ピコも、いつでも、心の底から笑っているが、あれとはちょっと違ちがう。

　相手のことをこころづかっている笑いなのである。

「おいくらで売っていただけるのですか」

「無理して買ってくれなくていいです」

　ミレニアの言葉にたいしてタリアが言った。

「姫ひめ、失礼ですよ」

　言いかけたイシュカを、ミレニアがさえぎった。

「あら、無理しているわけではないのですよ。人形は好きですから」

「でも、探している人形じゃないんでしょう」

　そうタリアに言われて、ふっと、ミレニアの笑いがこわばった。でもすぐにゆるむ。

「あらあら、誰にお聞きになったの」

　スランが肩をすくめて見せる。

「誰にも聞きませんけど……、まあ、なんとなく」

　ソアラが答えた。ミレニアは少し困った表情になる。

「わたいたち、勘かんがいいのよ」

　タリアは、背後にいる仲間たちのほうをちらりと見て、言った。

「悪いのもいるけど」

「へえ、それって誰のことさ」

　自分のことだとは夢にも思っていない口調でピコが聞いた。

「いけませんよ、姫。そんなふうに自分のことを卑ひ下げなさっては」

　イシュカの発言を断固として無視したタリアは、ミレニアをじっと見た。

「あなたがた、ただの商人とは思えませんけど」

「ちょっと事情がありまして……」

　ウィブが代表してごまかした。全然、ごまかしになっていないという気もする。

「まあ、いいです。別に秘密にしておきたいというわけでもないし、それに」

　ミレニアはまた笑った。

　ギスカールの笑いとは違う意味で、自分も笑い出したくなるような笑みだった。笑みをかえしたくなる、と表現すると正確だろう。

「あなたがたは、悪い人とは思えないわ」

「あたりまえじゃない──」

　タリアは、おかわりのキノコ茶をまたもや一気に飲み干した。白い喉がこくこくと動く。さいわい、もう冷めていた。

「──ですか」

　あら、まだ丁てい寧ねい語を使う気があったのね。

「で？」

　タリアがうながす。

「……今から十年ほど前なのですけれど」

　遠くを見つめる目になって、ミレニアは話し出した。

　自分の不幸を語る時、幸福を語る時以上に人は自分に酔ようものである。さすがのミレニアもこの点ばかりは例外ではないようだった。

「わたしには、当時、子供がいました」

「じゃあ、旦だん那なさんもいたんだね」

　車くるま酔よいがおさまってきたらしいピコが、いらぬ横よこ槍やりをいれる。例によってイシュカが、その口もとを押さえこんだ。

「主人は、あの子がお腹なかにいるうちに亡くなったのです」

「十年前っていったら、あたしより少し上くらいの時ですよね。よく一人で」

　ウィブの言葉に、ミレニアはにっこりと笑った。

「あなた、おいくつ？」

「十……八ですけど」

　実際より多くさばを読むあたり、まだまだウィブが子供に近い証しよう拠こである。

「なら、少し上だったとは言えないですね。その時、わたしは二十九でした」

「えっ、じゃあ、今は」

　計算しようとしたソアラのすねを、タリアが蹴けりつけた。

　これだけ、話の腰こしを折られながらも、ミレニアは自分の調子を崩くずさずに話を続けた。たいていの場合なら、本人の腰の骨を折られた時のように話が続かなくなったりするものだが、恐おそるべき精神の強きよう靱じんさであった。これが、人を無視する方向性で維い持じされているわけではないというのが、さらなる驚おどろきだ。

「子供は──娘は、ある日、突とつ然ぜんいなくなったのです。隣となりのおばさんに預けて、わたしが神しん殿でんの仕事にでている間のことでした」

　隣りん人じんが無残に殺されており、子供の姿が消えていたのだと、ミレニアは言った。

「わたしは必死になって、あの子を探しています。でも見つかっていません。生きたあの子も、死んだあの子も」

「じゃあ、今でも？」

　タリアとウィブが同時に尋ねた質問にミレニアは、しっかりとうなずいた。

「それはなんという御ご不ふ幸こう。もしも旅の途と上じようで、手がかりをつかみましたら、きっとお知らせいたしましょう」

　イシュカの口調は、誠実そのものだった。

「で、それと人形と、どのような関係がございますのでしょうか」

　その口調で、とぼけた質問をかます。

「手がかりなのに決まってるでしょうが」

　タリアにすらわかることである。

「わたしが作ったつぎはぎの人形。あれはあの子のお気に入りでした。肌はだ身み離はなしたことがありません。どこにも残っていなかったから、きっと持っていったはずだと思ったのです」

「つぎはぎの人形？」

　ウィブが確かめた。

「ええ、端はぎれを縫ぬいあわせて作ったのです」

「あのさ、いや、あのですね」

　ソアラが緊きん張ちようした表情で問いかけた。

「その子供さんの名前は、なんていったんだい……ですか？」

　言葉づかいがぎごちない。

「リーズデル、と。ほんの二つでしたから、ちゃんと覚えているかしら」

　ウィブは、ソアラが何か言うかと思ったのだけれど、ソアラは、黙だまっていた。

　だから、みんなも黙っていた。

　ピコとイシュカは、もちろん、何も気がつかなかったから黙っていたのだろう。おそらく。
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　早くも、翌日である。

「さ、でかけようかぁ」

　昨日とうってかわって、ピコは元気がいい。スランも爽そう快かいな表情だった。なにやら心配事がなくなったようだ。

『よろしければ、お店のほうも、よっていってくださいな』

　昨日の帰りがけに、ミレニアのその言葉に甘えたのは、スランとピコだけだった。スランは、何かに怯おびえつつも探し求めるようにそろそろと店をのぞいたが、目的のものは見つからなかったらしく、ほっとしていたようだ。

　二人は、元気である。

　元気がないのは、ソアラであった。
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　朝起きた時から、ずうっとため息ばかりついている。

「お兄ちゃん、どうかしたの？」

　彼の隣の席で朝食のスープをすすっていたリィズが、下からソアラの顔をのぞきこんだ。

「いや、なんでもないよ」

　ソアラは、どこか寂さびしげに笑った。

　似合わないこと、おびただしい。

「ソアラ、あんまり考えこむと、知ち恵え熱がでるよ？」

　リィズと逆側で、ソアラの隣に座ったウィブが言う。一応、心配しているのである。

　食事が終わって、一同は顔をつきあわせた。

「今日はどうしますか？」

　イシュカが言う。

　リィズも、一いつ所しよ懸けん命めいふんふんと、もっともらしくうなずいている。

「連れていかないぞ」

　ソアラが言った。

「えぇ～、どうしてぇ～」

「危ないだろ」

　ソアラの言い方は、そっけない。

　足元でポコがみゅーと鳴く。

「ほら、ポコも遊ぼうって言ってるぞ」

「違うよ、今日はいっしょに行きたいって言ってるんだよ」

　ピコが余計なことを言う。

「とにかく駄だ目めだって言ったら、駄目なの」

「お兄ちゃん、この町に来てから意地悪になった」

　ソアラが、くちびるを尖とがらせたリィズの頭を拳げん骨こつで殴なぐりつけた。もちろん、軽くである。

　しかし、けっこう派手な音がした。

「ソアラ」

　ウィブが立ちあがる。

　みんなに、非難の目で見つめられても、ソアラは動じなかった。

「お兄ちゃん」

「お兄ちゃんじゃない」

　きっぱり、ソアラは言った。

　リィズは、身をひるがえして、部屋に戻もどっていった。涙なみだぐんでいた。

　それを見送ったソアラは、がっくりと肩かたを落としている。

「お兄ちゃんじゃないんだよなあ、俺」

「え、えーっとさ、ソアラ」

　声をかけようとして、何を言えばいいのか思いつかず、ウィブは言葉を途と切ぎれさせた。

「さあ！　今日はどこを探たん索さくするかな。正義のために頑がん張ばろうかあ！」

　いきなり、ソアラは、声を張りあげた。

　スランがにやりと笑って、ウィブに片目をつぶって見せた。

　ソアラはいつだって、元気な熱血少年である。

「ウィブ」

「うん？」

　正面から見つめ合って、なんとなく二人は照れた。

「悪いけど、今日は、リィズの面めん倒どうを見てやってくれないかな？」

　自分抜ぬきで、仲間たちだけに探索をまかせるにはかなり不安もあったが、ウィブはうなずいてしまった。二、三歩、歩いてから、ふと振ふり返る。

「ねえ、ソアラ。あのことは」

　しばらく、沈ちん黙もく。

「俺が言うよ」

　きっぱり。

「ん、わかった。じゃあ、後でね」

　とんとんと軽い音を立てて、ウィブは二階に上がっていった。

　で、相談が再開される。再開……、まだ始まっていなかったような気もする。

　タリアから口を開いた。異例のことである。

「ミレニアさんは、はずしていいよね」

　その意見に、反対の者はいない。あの人を信じて裏切られるなら、それは自分たちがよほどの馬ば鹿かなのだ、そう思う。

「だから、あとはパルデスって人と、ギスカールよ」

　タリアは指折り数えながら言った。

　しかし、指を折らずに、その程度の数、数えられないものかね。

　それくらいは、できるか。

「とにかく、昨日と同じ手でさ、いいんじゃないか」

　ソアラは言った。

　これにも、異議は出ない。

　と思ったのだが。

「あのう、ですね」

　イシュカが言い出した。正確には異議というわけではない。

「ギスカール殿もはずしていいんではないでしょうか。ですから、ここはパルデスとかいう人が張本人だと考えて、一気に証拠を摑つかむことを考えてはどうかと思うんですが」

「却きやつ下か」

　タリアは一言で片付けた。いつものことだ。

「しかしですね」

　これが、珍めずらしいこともあったもので、イシュカがタリアに反論した。よほど、ギスカールに思い入れたらしい。

「あの方に陰いん謀ぼうのようなことができるとは、私には、どうしても思えないんですが」

「そりゃ、わたいも、あんなのに陰謀なんて高度なことができるとは思わないけどね」

　身をかわすことを知っている分、直進しかできないイシュカよりは、ギスカールのほうがましである。

「値段の駆かけ引きもできないような人に、陰謀なんて無理よ」

　慧けい眼がんかもしれない、偏へん見けんかもしれない。

「でも、あいつも疑わしいのは、まちがいないぜ」

　ソアラは、なんとはなしにうさん臭くささを感じていた。すっきりしないというのか、あれがギスカールの真実だとは思えないのだ。スランも、その意見には同意した。もちろん、ピコに意見はない。

「はあ……」

　イシュカは考えこんだ。

「では、どうでしょう。さいわい、私は甲こう破は隊たいに入れと誘さそわれています。それを利用して、内部から探さぐってみるというのは」

「そうすればいいよ」

　タリアがあっさりと言う。

「それで、もう帰ってこなくていいし」

「姫ひめぇ～」

　情けない声を出すな、イシュカ。

「冗じよう談だんよ」

　とタリアは言った。

　そうは聞こえなかったぞ。
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　ウィブとリィズは宿に残り、珍しく意志を貫つらぬいて甲破隊へイシュカが向かい、ほかの一行は、第三の容疑者である〝豪ごう商しよう〟パルデスの屋や敷しきへ向かった。

　屋敷は、湖のほとりにあるという。

　この湖は、ただ『湖』とだけ呼ばれている。

　他ほかに湖はないからである。おそらく、まだ地表と交流があったころは、地底湖とかなんとか呼ばれていたのだろう。芸のないことだが、信しん仰こうに一所懸命な人たちは、あれこれ凝こった地名をつけたりといったことに使う心の余よ裕ゆうがなかったとみえる。

　パルデスが住んでいるのは、とにかくでかい屋敷であった。まだしばらく距きよ離りがあったが、あたりを圧する風格がある。ちょっとした砦とりでなみの大きさはあった。なかば湖の上に張り出すようになっていて、太い柱が何本も水中から伸のびて、屋敷を支えている。よほど、湖が好きらしい。

「ま、向こう岸との商売で儲もうけたんなら、湖を好きにもなるわよね」

　タリアが、珍しくうがったことを言った。

　その屋敷は、もうかなり近い。

　ソアラたちは、湖の岸にそった道を、てくてくと歩いていた。一応、ポコの背に荷物をのせて旅商人らしく装い、神秘性を出してみようと、タリアは顔をベールで隠かくしたりしているものの、やや貧相に見えるのはしかたがない。

　今日は、四人組である。イシュカがいるといないとでは、全体の重量感に差がでるのは否いなめない。

「とにかく、今日の相手は商人だもんね。今までみたいに、あっさりとは終わらないわよね」

　タリアは、どうも普ふ段だんに比べて口数が多い。

　その逆に、ソアラは静かなものだった。

「あ、魚だ」

　湖で、何かが跳はねた。それを見て、ピコは道をはずれ、土手を駆け降りていった。ポコがみゅーと声をあげた。ついてゆきたいのか、止めているのかは、よくわからない。誰だれの耳にも、いつだってポコの鳴き声は、みゅー、としか聞こえないのだ。たった一人、わかるはずのピコは、現在のところまったく聞く耳を持っていない。

　しかし、ピコが水ぎわまでおりた時には、もう湖の上は静かなものだった。

「あれ、どこにいったのかな？」

　ぽこり、と水の中に首をつっこむ。

　口を大きく開けて、きょろきょろ見回した。口と鼻の穴から空気が泡あわになって出る。

　黒い大きな影かげが、深みから浮うかびあがってくる。けれど、その時には、ピコの興味は魚からそれてしまっていた。

　ぐい。

　黒い影が鼻先まで来た時、ピコの頭は首ねっこをつかまれて、引きあげられた。

　ぎざぎざの歯が生えた口が、空中でがちんと閉じられる。

　肉食魚は、一度水中に潜もぐると、すぐに空中に飛び出してきた。くねくねと胴どうを動かして、襲おそいかかってこようとしたけれど、メイスに叩たたき落とされてしまう。

　メイスに宿ったヴァルキリエが、怒いかりの声をあげた。

『あたしのソアラに牙きばをむけるとはなんということをっ！　ソアラ、地じ獄ごくの底までおいかけるだわ。ぎったぎたのミンチにするだわよ！』

　そりゃ、水の精せい霊れいをおだてあげれば、水中に潜っても息は続くが、ソアラには、そこまでするつもりはない。

「ピコ、危ないぞ」

　猫ねこのようにぶら下げられて、ピコは口からだーっと水を流し出した。

「死人か、お前は」

　そのままの姿勢で、ソアラはピコを運んでいこうとした。

「ちょっと、待ってよ。あの水の中に顔をつけると、女の人の泣き声が聞こえるんだよ」

「ああ、そうかい」

　ソアラは、耳を貸しもしなかった。

　やっぱり、気合いが入っていない。

　土手の上に戻る。ぽうんとほうり出されて、ピコは尻しり餠もちをついた。

「ひどいなあ、ソアラ」

　ぼやく草原妖よう精せいの頰ほおを、ポコがみゅーと鳴いて舐なめた。

　まあ、こんないつものことなど気にしていても、しかたないのは確かである。すぐに忘れることにしよう。

　覚えようとしても、ピコは忘れるだろうが。

　屋敷まではあと少しだ。

　と、ソアラが何かに気がついたように、手を打った。

「俺、消えるわ」

「え、ソアラもどっかに逃にげちゃうの」

『ソアラは逃げたりしないんだわ！』

　ヴァルキリエが本人の代わりに反論した。噓うそではない。ただし、戦術的転進はいつものことではある。

「そうじゃなくて。俺、この間、羞しゆう恥ち心しんの精霊とはじめて話ができたんで、ちょっと頼たのんでみようかと思って」

「えっと、つまり、新しい精せい霊れい魔ま法ほうを試ためすってこと？」

「うん。こういうのがあるんだよ。キュルキュリキュ（ああ、恥はずかしい。いてもたってもいられない。こんなところで、他人ひと様さまの前に姿をさらしているだなんて、はっ、あなたは羞恥心の精霊ではありませんか。どうか、わたしの姿を隠してくださいませ。そのおかえしといっては何ですが、わたしも絶対にあなたの姿を見ません）」

　言い終わったとたんに、ソアラの姿が、他の者の目に見えなくなった。恥ずかしがりやの羞恥心の精霊と言葉を交かわせるようになったとは、ソアラも日々成長しているのである。

「じゃあ、俺、これでついていくわ。みんなが話してる間に、適当に中を探っておくし」

　タリアは声のしたあたりをじろじろと見た。なんとなく、生命の気配は感じられるような気はするが、定さだかではない。

「それは、そうしてくれればいいんだけど」

　と、タリアは言った。

「でもさ、なんで、昨日その呪じゆ文もんを使わなかったの？」

「昨日の夜、はじめて成功したんだ」

「ふうん？」

　タリアは疑わしそうな声をあげた。

「まあ、いいわ。そういうことにしておいてあげよう」

　今日は寛かん大だいな気分であるらしい。

　もちろん、ソアラはただ忘れていただけなのである。

「パルデス様は、お留守です」

　屋敷に着いて、来意を告げると、いきなり返ってきたのはこんな言葉だった。

　こ、これは困った。

　ま、予想しておくべきではあった。

　仮にも、強調の引いん用よう符ふつきで〝豪商〟といわれる爺じいさんである。喰くえない爺さんだ、とベクレルⅢ世からは聞かされている。タフでしたたか、年をとっても現げん役えきだ。忙いそがしくあちこち出かけていると考えておくべきだ。昨日、調子よく二人の重要人物に会えたので、油断していたのかもしれない。

「えぇ～。いつ帰ってくるの？」

　応対に出た執しつ事じは、首を左右にふった。姿を消したままのソアラは、蛇へびが獲え物ものを狙ねらう動作を連想した。

「だいいち、御ご主しゆ人じん様さまは紹しよう介かい状もない流れ者の商人などに会われる暇ひまはないのです」

　さらにきっぱりとつけ加えられてしまう。言葉は丁てい寧ねいだがひどい言われようだ。イシュカの得意な慇いん懃ぎん無ぶ礼れいだが、意識していないのと意識してやっているのとでは、腹の立ち方が違ちがう。

「でも、わたい……わたくしたち、絶対にパルデスさんが、気にいるに違いない品を持ってきてるんですよ」

　タリアのはったりは、あまりもっともらしく聞こえなかった。

「よろしければ、私が話をお聞きしますが」

「いや、パルデスさん本人じゃなければだめなの」

「それはなぜ？」

　疑うたぐり深そうに、執事が尋たずねる。

「とにかく、そうでないと都合が悪いの」

　答えになってないぞ。

「御主人はお忙しい身です。とりあえず、十五日ほど先なら時間がとれますな」

「今日でないと、だめなのよ」

「無理です」

「そこをなんとか」

「無理ですというのに」

　すでにタリアは意地になっている。意地になったタリアを止められるものは、この世にほとんどいない。

　強ごう引いんにでも扉とびらを閉めればいいのに、執事のほうも頭に血が上って、気づかないようだ。

　魔ま性しようの女、タリア。

　ちょっと違うか。

「ねえねえ」

　ピコが、スランの袖そでをひいた。

「おいら、誰とでも友達になれる唄うたってのを覚えたんだけど」

　スランは、きっぱりと首を左右にふった。

「歌っていいんだね」

　目に見えない拳こぶしが、ピコの後頭部を殴なぐる。

「う～」

　欲よつ求きゆう不満が溜たまるばかりのピコである。

「いいよ、通してくれないなら、ここでずっとこの子たちが待ってるから」

　スランとピコを指して言う。

　あんたはどうするんだ、タリア。

「帰りは遅おそくなられます」

「それでも、待つんだもん」

　また幼児化しているタリアである。

「帰ってこられても、話を聞かれる時間はございませんでしょう」

「とにかく、待つの」

「帰りなさい」

「待つよ？」

「帰ってください」

「待ちます」

「帰らんか！」

「待ーちまーすぅ」

　スランに抱かかえこまれたピコがすやすやと眠ねむり、青年剣けん士しの腕うでがいいかげんしびれはじめたころになって、執事はようやく根負けした。

「わかりました……」

　肩かたで息をしている。タリアの方は、平然としたものだ。ただ、ベールはなかばはずれて、素す顔がおが見えていたが。

　このあたりは、サミスーラの貴族や富ふ裕ゆうな商人たちの別べつ荘そう地ちにあたるらしく、お互たがいに離はなれてはいるが、人目がないわけではない。まともな羞恥心をもっていれば、あるいは体面を気にする商売人なら、こういう連中に屋や敷しきの前でずっと立たれているわけにはいかないだろう。

「とりあえず、お通りください。御主人が帰られるまで、待っていていただいてけっこうです。ただし、時間がないとおっしゃると思いますが。その時は帰ってもらいますよ」

　ポコをネズミ小屋に残して、中に入れてもらう。

　蛇みたいな顔をした執事は、極きよく端たんに足が短かった。小刻みに足を動かして先に立つのだが、タリアはなんどか追い越こしそうになった。身長はタリアと同じほどなのに、足の長さはピコ程度なのである。

　通されたのは、物置代わりに使われているらしい、小さな部屋だった。ほこりをかぶった椅い子すが二つに、小型の机が一つ、壊こわれかけた衣い裳しよう棚だなや、がらくたのたぐいが、部屋の片かた隅すみにつみあげられている。一応、椅子が一つ運びこまれた。部屋にあった二つに加えて、合計三つである。

　彼らが腰こしをおろすまで、執事はじっと見張っていた。

「呼びに来るまで部屋を出ないように」

　こちらを盗とう賊ぞくか何かのように思っているらしい。

　なかなか、鋭するどい眼力である。

　椅子を運びこんだ屈くつ強きようそうな男といっしょに部屋を出てゆくと、執事は、音も高く鍵かぎを閉め、それからかんぬきをかける音がして、さらに重たいものが扉の外に置かれる音がした。

「俺の分はないのかな」

　他人の目がなくなると、声とともに、ソアラの姿が現れた。

　ないっていうのは、椅子のことである。

　あるわけがない。屋敷の者には、彼は見えていなかったのである。

　スランが、顎あごで、あいた椅子をさししめした。ピコが座っているはずのそこは、からっぽだ。

　ピコは、がらくたあさりに忙しい。嬉き々きとした表情で、途と中ちゆうで折れたほうきや、つぎはぎだらけの外がい套とうを調べている。

「どうする」

　腰をおろしてソアラは言った。

「屋敷を調べにいこうか？」

　ふだんなら、ピコやタリアをせっついて扉を開けさせているところなのだが、やはりソアラも今日はやる気がないらしい。

「いいんじゃない。待てって言ってるんだから、待ってれば」

「そうだな」

　ソアラは、とりあえずぼうっとしておくことにした。

「どうかした？」

　タリアが何か不ふ機き嫌げんそうな顔をしているので、ソアラは声をかけた。

　ふつう、こんなところに閉じこめられて、機嫌よさそうにしているやつはいないが。

「誰だれかが、わたいの悪口を言ってるような気がする」

　そう彼女が口にしたころには、ゆうべ眠れなかったらしい精せい霊れい使いの少年戦士は、すこやかな寝ね息いきをたてていた。
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　さて、そのころ。

　イシュカは、汗あせを流していた。

　ひさしぶりに爽そう快かいな気分である。

「いやあ、のびのびするなあ」

　言ってしまってから、怯おびえた表情で周囲を見回す。

　安心しろ。タリアには、聞こえないから。

　聞こえないまでも、感づかれているかもしれない不安がぬぐえない。

　やっぱり魔性の女だ。

　それはともかく。

　イシュカの入隊志願は、しかし、そう簡単には聞き届けられなかった。

　拒きよ否ひされたわけではない。互いの適性を見るために、という理由で十日間の見習い期間をおこう、ということになったのである。その十日間は、いつ隊をやめるも自由、ということで。

　都合がいいといえば、確かに都合はいい。

　イシュカは承知した。そして、甲こう破は隊たいを知るために、隊士たちとともに訓練に汗を流しているのであった。

　重い鎧よろいをつけて走りこんだり飛び跳はねたりの基き礎そ鍛たん練れん、そして剣けん技ぎや弓の修練と、久しぶりに筋肉を目一いつ杯ぱい使ったあとの心地ここちよさをイシュカは感じていた。

　訓練に参加するおりに手合わせさせられたのだが、甲破隊士の多くは、イシュカよりやや腕が劣おとる。まあ、街かい道どうを往ゆき来する対象を警備する程度なら、このくらいの腕でも充じゆう分ぶんなのかもしれない。

　ライリー神しん殿でんの連中でもいれば、もう少しはりあって鍛きたえられるのかもしれないが、ライリー神殿の縄なわ張ばりは──勢力圏けんなどと呼ぶよりも、こちらのほうがふさわしいだろう──、南部地方でもさらに南の一帯、すでにイシュカたちが通り過ぎてきたあたりであるらしい。遥か西のドワーフの都市などにもライリー信者は多いらしいが、このあたりはクーダかラーファに押さえられているようだ。

「いやあ、立派なお体ですねえ」

　グレートソードの素す振ぶり五百回を終えたイシュカに、それまで遠まきにしてようすをうかがうだけだった若い隊士の一人が声をかけてきた。

「いやあ、それほどではありませんよ」

　確かにイシュカの体格はそこいらではちょっとみられないくらい立派なものである。実際、彼は素質にはめぐまれた男なのだ。素質があっても、それを生かせるかどうかは、環かん境きようや性格にも左右されるから……。

　甲破隊というのは、いささか閉へい鎖さ的な気質かたぎがあるらしい。最初から腕わん力りよくと剣技を見せつけたおかげで、肉体的暴力によるイビリの対象にはならずにすんだようだ。陰いん湿しつな精神的イビリであれば、まずイシュカにはたいした効果はあがらない。というか気づかれない。

　それは、ともかく。

　ようやく見つかった情報提供者だ。イシュカは、とにかく何か役に立つことは聞き出せないかと考えた。

　さて何を質問しよう。

　ああっ、思いつかない。

　若い隊士は、何も言わないイシュカに、けげんな表情を見せて、立ち去ろうとしている。

「あの」

　とりあえず、イシュカは呼び止めた。

「えーと、あの建物はなんなのですか」

　とりあえず、話の接つぎ穂ほとして、営舎内のあれこれについて尋たずねる。

　その若い隊士は、あれは便所です、あれは更こう衣い室ですと、丁寧に答えてくれた。

「では」

　建物の中で、目立つもの──飾かざり窓やら小さな別べつ棟むね──は、ほぼ尽つきてしまって、イシュカは、あたりを見回した。

　ひとつことにこだわりだすと、他ほかのものが見えなくなるのが、イシュカの欠点、あるいは長所である。

　質問の傾けい向こうを変えることなど、まるで思いつかず、イシュカは目だつ物を必死で探した。

「ええと、あれはなんですか？」

　イシュカは、ギスカールの館やかたの離れのように立っている八角形の建物をさして尋ねた。

　と、若い甲破隊士の顔が少しひきつった。

「あそこは、参さん謀ぼうどののお住まいですが」

「ほお、隊には参謀がいらっしゃるのですか」

「ええ……」

　その若い隊士は、くるりときびすを返すと、足早に立ち去っていった。

「あ、あの、ちょっと」

　結局、イシュカはその後も一人で鍛たん練れんを続け、一人で夕食を食べ、与あたえられた部屋で一人で眠った。

　ああ、くつろぐなあ。

　久しぶりに、好きなだけ体を鍛えられた、のんびりした一日だった。
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　少し、時間を遡さかのぼろう。

　イシュカが、一人で食事ができる幸せをかみしめている頃ころ。

　ノックもされずに、扉とびらが開けられた。

　と言っても、扉の前につみあげられた何やかやをどけてからだから、もちろんソアラが姿を消す時間は充分にあった。

　かと言うと、居い眠ねむりしていたので、じつは椅子の後ろに隠かくれるのが精せい一いつ杯ぱいだったのである。どうにか気がつかれずに姿隠しの呪じゆ文もんを唱えた。この一行と羞しゆう恥ち心しんは縁えん遠どおいので、なかなか手間取ってしまった。

「御ご主しゆ人じん様さまがお戻もどりです」

　にゅるっと顔を出したのは、あの執しつ事じだ。

「ふぁい」

　気の抜ぬけた返事をしたタリアは、言われるままにその後について行った。さらにその後を、スランとピコがついて行く。ピコは、案内される途中も、あちこちの部屋をのぞきこんでは、スランに連れ戻された。

「俺、少し、あたりを探してみるわ」

　ソアラは、どの部屋に皆みなが入るのかを確かく認にんすると、そうスランの耳に囁ささやいた。

　スランは軽くうなずいた。

　執事が、じろりとスランを見る。

　青年剣けん士しは、首回りの鎧がどうもすれるなあ、というふうに指を鎧の内側に入れて、こすってごまかした。

　その間に、ソアラは足音を忍しのばせて、屋や敷しきの中に出ていった。

　案内されたのは、かなり広い豪ごう華かな装そう飾しよくの部屋だった。片方の壁かべはまるごとテラスになっている。湖の景観が広がっていた。もう、すっかり暗くなっているが、湖の真上の天てん井じようには、点々と光り苔ごけの群生があり、それを映してまるで星空のように美しい。

　部屋には巨きよ大だいな長方形の食しよく卓たくがおかれていて、その奥の方のはじっこに、白いひげの老人が座っていた。

「ヘルシュムが失礼したようですな」

　老人は言った。

「わたしが、パルデスです」

　老人は、胸までのびた白いあごひげと口ひげの持ち主だった。細い垂れ目と両りよう端はしがつりあがった口が、つねに笑っているような表情を与えている。たれさがった耳たぶもなかなか福々しい。ただ、本当に笑っているのかどうかは、よくわからない。目じりのしわは深いが、頰ほお骨ぼねがはりだしたあたりはつやつやとしていたりする。

「あなたのようにお美しいお嬢じようさんが、旅の商人とは珍めずらしい」

　タリアは、返事もせずに黙だまっている。

「まあ、お座りください」

　タリアは無言で、彼の対面側に、扉を背にして座った。スランとピコが、彼女の左右に控ひかえた。ピコはリュートを背負ったままなので、執事が不ふ審しんそうな目で見ている。

　食卓には簡素ながら食事が用意されていた。勧すすめられる前にピコが食べはじめ、タリアもスランも遠えん慮りよはしなかった。

「あれ、いらないの？　じゃあ、おいらがもらうね」

　スランもタリアも、皿の上がきれいにならないうちに匙さじを置いた。スランは用心のためだが、タリアは単なる好き嫌きらいである。

「で、わたしに何を持ってきてくださったのですかな」

　パルデスが、笑いの固着した顔でそう言った。

　どん。

　タリアは、無言で、食卓の上に例の彫ちよう像ぞうを置いた。食卓の脚あしが、悲鳴をあげる。

　さて、そのころ。

　ソアラは広い廊ろう下かをさまよっていた。

　妙みように広い屋敷である。短い階段が複雑に組みあわさっていて、自分の位置がすぐにわからなくなりそうだ。

　ときどき、使用人らしいのとすれちがった。誰だれも、ソアラに気がつかない。たまに音だけを耳にして、気味悪そうに逃にげていった。

　ぶらぶらとソアラは歩き続けた。広い屋敷なので、歩いても歩いてもきりがないのである。

　どういうわけか、すれちがうこの屋敷の使用人は、女は老年であとは男ばかりだ。しかし、そのことにさほど疑問ももたず、ソアラはあちこちをのぞきまわっていた。

　そうこうするうちにも、タリアの交こう渉しようは進行していた。

「では一千シェルということでどうです」

　なぜか会話が進むうち、パルデスはじわじわと、椅い子すを一つずつこちらに動いてくる。

「一千二百までなら、払はらってもよいが」

　粘ねばりつくような視線で、パルデスはタリアの胸むな元もとや腰こしを見つめている。

　口調までが粘りついているのである。何のために金を払うつもりだか、この爺じいさんは。

「売っちゃって、いいかな。スラン」

　青年は、首をかしげた。

「うう～」

　タリアが不満げな唸うなりをもらす。

「かまわないよぉ。売っちゃえば。お金でいいリュートを買おう」

　買わない。ピコの判断に根こん拠きよはない。

　ま、とりあえず、口実は必要なくなったわけだから、この彫像を売っても大だい丈じよう夫ぶだろうとは思うのだが。

　彫像が持つ魔ま法ほうの力というのが、少し気にならなくもない。どんなのかわかってないし。

　あと、こういういやらしーい態度のおじさんとは、あんまり口をききたくないのだ。

　なので、ずっとタリアは唸るばかり。

「わたしはね」

　無言のタリアにじれたのか、パルデスが口調を変えた。なんかねばっこい。

「芸術が好きなのですよ。決して、不純な動機ではなく、純じゆん粋すいに女性美というものを、追求しているのです」

　そしてパルデスは、彼が思うところの女性美の真しん髄ずいについて語った。

　理性やら理り屈くつやらでものごとを判断する人物なら、信じこんだかもしれないが。

　いかんせん、相手はタリアである。

　もうひたすら気持ち悪いだけ。

「そうです。一度、わたしの収集したものを見ていただこう。そうすれば、わかっていただけるに違いない。これ、ヘルシュム？　用意を頼たのむ」

　一人で勝手に決めて、パルデスは立ち上がった。意外と背は高い。タリアより頭一つ上だ。腰も曲がってはいなかったので、少しタリアは意外だった。

「さ、こちらへどうぞ」

「行くの？」

　スランに尋ねてみる。肩かたをすくめられただけだった。

　彼だって、あとでタリアに責任を追つい及きゆうされる怖こわさは知っている。助言などするものか。

「ありゃ」

　ピコが、その時、すっとんきょうな声をあげた。

　まだ食べていた皿をひっくり返して、ソースを膝ひざの上にぶちまけてしまったのだ。

「おや、これはいかん」

　パルデスは表情を変えずに、穏おだやかな声で召めし使いを呼んだ。

「着き替がえを用意してさしあげなさい。それがすんだら、この部屋に戻ってもらうように」

　ピコが、召し使いのおばさんに連れられて出て行ったあとで、パルデスは言った。

「子供さんには、芸術は退たい屈くつなものですからな。ささ、こちらです」

　芸術が退屈だったから、じゃないだろうなと、タリアは思った。どうせなら、一いつ緒しよに行ってしまえばよかったかしらん、と。

　さて、ピコである。

　うまくいったぞしめしめみんな気がついてない、と彼は思っていた。

　もちろん、皿をひっくり返したのはわざとである。

　ずっと屋敷の中を見物できる機会をうかがっていたのだ。

「ほら、こっちだよ、坊ぼつちゃん」

　家事一筋に四十年。掃そう除じと洗せん濯たくで鍛きたえられたたくましい腕うでが、しかし、彼の首ねっこをとらえて離はなさないのであった。

　地底におりて以来、すっかりぶらさげられなれてしまったピコである。最近は、自分が猫ねこになったような気がすることもある。ポコに喰くいつくような真似まねだけはしたくないものだ。

　召し使いのおばさんは、洗濯部屋に彼をほうりこむと、ズボンをひきおろした。

「わ、ちょっと待ってよ」

「何、言ってるの。すっかり下までしみこんでるでしょうが」

　下帯におばさんの手がかかった。まずい。これを脱ぬがされては、ピコが子供でないことがばれてしまう。

「子供が何を恥はずかしがっとるんだね」

　あいにく、そこんところは子供じゃないから困っているのである。

　しかし、ピコが自じ慢まんの敏びん捷しようさで逃げ回ったところで、何回もの子育てを経験してきたおばさんからは逃げられるわけもない。

「ほれっ、おとなしくおし」

「ちょ、ちょ、ちょっと待って」

　観念したピコは、そこらの布で前を隠すと、自分で下帯をはずして、さしだした。

「手間をかけさせるんじゃないよ」

　おばさんは、じゃぶじゃぶと音を立てて、洗濯をはじめる。

「ねえ、替えをちょうだいよ」

「すぐに乾かわくから、しばらく待ってな。乾いたら姉ちゃんのとこに連れてってやっから」

「それじゃ、屋敷が見物できないよ」

「え、なんだって」

「…………」

　うう、こんな時に、ポコがいてくれたら、とピコは思った。ちなみに、いてくれたら、どうするのかは考えていない。

　ふてくされて、後ろの壁によりかかった。

　背中に壁が当たらない。

　そうだ。これがあった。

　リュートを手にとると、ピコは友達の唄うたを歌いはじめた。

　正しく言うと、演奏しはじめたのである。唄は調子っぱずれなので効果がない。

　くるりとふりむいたおばさんの目が、飢うえた狼おおかみのように輝かがやいた。

　そう喩たとえるのが、ふさわしかった。しかし、久しぶりの唄に夢中になっていたピコは、気がついていなかった。

　これ以上語るのはいかがなものかという展開がはじまる、ちょうどその頃ころ。

　いまや、タリアたちとピコと、そして透とう明めいなまま探たん索さくしているソアラの三方に分かれているわけで大変めんどくさいのだが。

　次は、ソアラのことである。

　屋敷を探さぐっていたソアラは、ようやく、興味をひかれるものを発見していた。

　すすり泣きの声である。あるいは悲鳴かもしれない。しごくかすかなので、判然としない。

　ここに来る途と中ちゆうで、湖に顔をつけたピコが、女の泣き声を聞いたと言っていたのだが、ソアラがそれを連想することはなかった。もう、きれいさっぱり忘れていたからである。

　しかし、あらかじめ聞いていようがいまいが、怪あやしいのは歴然としている。

　その声は、扉とびらの向こうから聞こえていた。

　そっと、取っ手をひいてみたが、鍵かぎがかかっているようだ。

　これは困った。

　ソアラには鍵を開ける技術などない。

　しかし、これをこのままほうってゆくのは、なんと言ってもしゃくだった。

　悲鳴にせよすすり泣きにせよ、正義の戦士を目指す身としては、見過ごしてはおかれない。

『やっちゃうだわ。正義をはたすために多少の犠ぎ牲せいはつきものだわ』

　ヴァルキリエの言葉が、ソアラに決断させた。安易な理由で決めるもんだ。

　もっとも、姿隠かくしの魔法は少しでも気を緩ゆるめると解けてしまうので、深く考えこんでいるわけにもいかなかったのである。羞しゆう恥ち心しんの精せい霊れいは、少しでも気を緩めると見えてしまうのだ。精霊使いは日常的に精霊の姿をとらえている。特に羞恥心の精霊は目立つので、見ないようにするほうが困難なのである。見られると、恥ずかしがってどこかにいってしまうのだ。

　それはともかく、ソアラは決めた。

　ぶっ壊こわしてでも奥に行く。

　ただし、壊している音で、ここの家人に駆かけつけられても困る。

　少し考えて、ソアラは姿隠しの魔法を解いた。扉が相手でも、攻こう撃げきすればどうせ解ける。羞恥心の精霊は、攻撃したいという心を司つかさどる精霊たちの押しの強さを恐おそれて、ひっこんでしまうからだ。どうせいまなら、人目はない。風の精霊に頼んで、音を運ぶのを止めてもらえば、気がつかれることもないだろう。

「…………」

　掛かけ声をかけたが、沈ちん黙もくの魔法がかかっているから、自分にも聞こえなかった。

　薄うすい木製の扉は、メイスを二回ふりおろすと、割れてしまった。

　ごく狭せまい部屋だった。物置かもしれないが、ほとんどからっぽだ。片かた隅すみに掃除用具が置いてあるきりである。

　小さな窓があって、湖の水面が見えていた。どうやら、ここは湖の上に張り出した部分らしい。湖の水面は、やはり星空のようにきらめいている。

「……」

　感かん慨がいに満ちたつぶやきも、やっぱり聞こえなかった。

　しばらく、その光景を見つめていたソアラは、我に返ると、泣き声の源をつきとめようと耳を澄すました。もちろん、沈黙の魔法のおかげで聞こえない。

　魔法を解いた。

　耳を、もう一度澄ます。

　声は、足元から聞こえていた。

「水の中かな？」

　ソアラは床ゆかに這はうようにしゃがみこんだ。

　というところで、また視点が変わる。三方に手分けされると、じつに忙せわしい。どうなるか気になるところで切り替えていこう。

　ピコでぇ、ソアラだからぁ、次はタリアとスラン組の番である。けっこう珍めずらしい組み合わせだな、これ。

　タリアは、どうしていたかというと、意外と退屈していなかった。

　パルデスが収集した絵画や彫ちよう刻こくは、どうしてどうして、趣しゆ味みの悪いものではなかったのだ。

　というかむしろ、芸術的な価値も高いものだった。タリアにだって、いい絵と悪い絵の区別くらいつく。

「こちらが、三年前に手に入れたもので……」

　パルデスは、一つ一つ丁てい寧ねいに説明してくれる。もちろん、タリアは聞いていない。自分の好き嫌きらいだけで、見つめる時間の長い短いを決める。払はらった金の多た寡かを知らない分、パルデス本人より、作品の善よし悪しがよく見えているかもしれない。

　あと、パルデスの善し悪しも見えていた。

「ちょっと変」

　タリアはスランに囁ささやいた。

「収集家ってさ、もっと、嬉うれしそうに自分の収集物を見せるもんじゃない？　それに、わたいが触さわっても、全然怒おこらないのも変だよ」

　スランも、同意のしるしに軽く首を上下させる。どこで、そんな知識を得たかというと、地表で、ある収集家の仕事を請うけ負ったことがあるのだ。

「なにやら、やかましいな」

　パルデスが言った。

　遠くのほうから、大勢が走り回る音が聞こえてくる。

「ヘルシュム、見てきなさい」

　パルデスがそう言ったとたんに、歌声がかすかに聞こえてきた。

　調子はずれの、その声の主を、タリアとスランはよく知っている。

「ピコ」

　思わず口に出してしまう。

「お連れ様ですか、原因は」

　蛇へびに似た執しつ事じの声は、とことん嫌いやみったらしい。

「できましたら、御ご一いつ緒しよにお願いします」

　ヘルシュムが言うのに、パルデスが言葉を添そえる。

「なに、二人とも行かれることもありませんでしょう」

　スランは、一いつ瞬しゆん、タリアとパルデスを見比べたが、大だい丈じよう夫ぶだなというふうに、にやりと笑って部屋を出た。

「どーいう意味よっ！」

　後ろ姿を、怒ど鳴なりつけてやる。

「はは、お若いですなあ」

　タリアの背後で、パルデスが怯おびえたような笑い声をあげた。

　タリアは、じろりと睨にらみつけてやった。かなり怖い目だな、と自分でも思う。

「よい、じつによい目だ」

　パルデスは言った。

　スランがいなくなったとたん、急に態度が変わっている。タリアは、あらためてこの老人と二人きりであることを意識した。

　鳥とり肌はだが立った。

「そういう目つき、たまりませんな」

　パルデスは、よだれを垂らしそうな口調である。

　タリアはじりじりと扉に向かって後ずさりをした。

「変なことをすると、大きな声出すよ」

「ここはわたしの家です。何をしてもとがめられることはありません」

　親切そうな口調だった。

「安心しなさい。もう一つの収集品を見てもらいたいだけです」

　まだ、ふつうのお爺じいさんの範はん疇ちゆうにおさまる口調かな。

「そのあとで、あなたにも収集品に加わっていただきますが」

　ほら、ここで、悪党の口調に変わった。いやらしさ満まん載さいである。

「この……」

　魔ま法ほうを唱えようとしたタリアは、眩暈めまいを感じた。膝ひざが勝手に折れる。

「やっと薬が効きましたか」

　パルデスが近づいてきたが、手足が硬こう直ちよくして動かない。

「あまり食事をとられなかったし、効かないかもしれないと思ってたのですが」

　体がもちあげられたが、杖つえは手に握にぎられたままだった。

　動けなければ、意味はないが。

「くくくく」

　パルデスはいやらしく笑った。

「あの彫ちよう像ぞうはこちらに、あなたはもう一つの収集品に加わってもらいますよ」
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　言ったとたんに、パルデスの腰こしのあたりで、ぐき、という音がした。

　ここで切り替えていこう。

　ぐるっと回ってピコに戻もどる。

　彼はその時、スカートをひるがえして走っていた。

　どこで間ま違ちがったのか、よくわからないのだが、ピコ本人が意図していたのとは、ずいぶん違ちがう展開になっていたのである。

「待って、待って。愛いとしい人ぉ～！」

　ピコを追いかけてくるのは、おばさん、おじさん、お婆ばあさん、お爺さん。みぃんな、この屋や敷しきの使用人である。曲を聞いた彼や彼女たちが、みんなしてピコを捕つかまえようとしている。

　どうも、曲がききすぎたらしい。

　友達どころではなく、恋こい人びとだと思いこんでいるのだ。

　洗せん濯たく部屋では、おばさんに抱だきすくめられて襲おそわれそうになって、下帯とズボンを取り返すどころの話ではなかった。

　とっさに手に触ふれたものを身につけて逃にげ出したのだ。

　おばさんのスカートだったらしく、胴どう回まわりはピコの倍ほどあったが、なんとか二重にして腰に巻きつけた。

　廊ろう下かを走るピコ。

　この状じよう況きようでもピコはリュートをかき鳴らしていた。

　一度、演奏を始めると、とにかく、一曲弾ひき終わるまでは、他人に止めてもらわない限り止められないのが、ピコの性しよう分ぶんなのである。

　自分の趣味をいついかなる時も押し通す、というのは、それなりに立派なことであろう。

　単なる馬ば鹿か、という見方もあるが。

　いいではないか、この場合は。

　ひどい目にあうのは、当人だけである。他人には迷めい惑わくはかからない。

　走りづめの老人が倒たおれたりすれば、少し問題ではあるが。

「待ってくれ、坊ぼうや。わしの熱い抱ほう擁ようを受けてくれ」

　全面ひげにおおわれた熊くまのような親父おやじが、哀あい願がんする。

「おお、なんて愛らしいの。どうか一夜だけでいいのよ」

　枯かれきった上に、涸かれきっているような年老いた女性が情熱的にかきくどく。

　肉体的な危機感を覚えつつも、自分の腕うで前まえに精神的な満足感を覚えるピコであった。

　そういうわけで。

　広い屋敷の廊下を、曲がりくねり、上がり下がりつつ、彼らは騒さわがしく走り続けた。

　その騒そう音おんを追いかけている二人がいた。

　スランと、執事のヘルシュムである。これで四人が分ぶん割かつ行動である。めまぐるしく切り替かわるが、もうすぐ合流するから、頑がん張ばってついてきていただきたい。

　さて、スラン。走らず、悠ゆう然ぜんと歩いて、騒ぎのもとへ迫せまっていた。

　スランが、ふつうの歩調で歩いていても、ヘルシュムはどうしても遅おくれがちだった。足の短さが祟たたって、ちょこちょことしか歩けないのだ。

　スランがやや先に立つ。時おり、ヘルシュムは、彼の視界からはずれた。

　何度か、そんなことがあって、かなり騒そう動どうの源に近づいた頃ころだった。

　こちらが近いだろうと考えて曲がったのだが、どうも間違いだったらしい。音が小さくなってゆくのだ。

　元の廊下に戻ろうか、そうスランが思った時。

　ほとばしったのは殺気。

　紙一ひと重えで身をかわせたのは、奇き跡せきのようなものだった。イシュカがいたなら、ライリーの御ご加か護ご、を連発してくれたことだろう。

　ヘルシュムが、黒い液体を塗ぬりつけた短たん剣けんを手にして、彼を襲ったのだ。

　もの問いたげなスランの視線に、彼は吐はき捨てるような口調で、こう答えた。

「お前の主人は、この屋敷に残られるそうだ。とっとと出てゆくんだな」

　スランの眉まゆがぎゅっと真ん中に寄った。

「ふふ、襲っておいて出てゆけもないと思っているな」

　そんなことはまったく考えていない。タリアが自分の主人だと言われて、いささか不ふ愉ゆ快かいだっただけである。

「俺はなぁ」

　長い舌をひらひらさせながら、ヘルシュムは言った。悪党によくいる、自分に陶とう酔すいする性格らしい。本性を出して一人称が変わっている。

「お前みたいな人間が嫌いなんだよ」

　ヘルシュムは、スランのすらりと長い脚あしを見ていた。

　なるほど、そこか。

「俺は、この腕うででパルデスさんに使ってもらってるんだ。逃げられると思うなよ」

　そう言って、ヘルシュムは短剣をかまえなおした。

　スランの手が、ゆっくりと剣けんの柄つかに近よってゆく。

　それが抜ぬき払われた瞬しゆん間かんに、ヘルシュムは彼のふところに飛びこんでくるだろう。いくら足が短いといっても、たぶん素す早ばやく動けるはずだ。さっきから足が遅おそかったのは見せかけに違いない。そうでなければ、間合いをとられた時点で、戦いをあきらめるはずだ。

　じり。

　じり。

　ぴくりと、ヘルシュムの短剣を握る腕に緊きん張ちようが走った。

　その刹せつ那な。

　角を曲がって、ピコが飛びだしてきた。

　リュートの弦げんが切れている。

「や」

　一言挨あい拶さつして、全力でスランの脇わきを走り抜けていった。それは本当に一瞬のことだ。

「この野郎！　妙みようなまやかしを使いやがって」

　それに続いて、突とつ進しんする毛長象マンモスの群れのように、怒いかりに燃えた表情の、おばさん、おじさん、老人が走り抜けていった。

　正面を向いていたスランは、つま先を踏ふまれ、もみくちゃにされる程度ですんだ。

　しかし。

　背中を向けていたヘルシュムは、完全に踏み潰つぶされていた。床ゆかに伏ふせて動かない。

　スランは、呼吸の有う無むを確かめた。手足の一、二本くらいは折れているかもしれないが、命に別状はなさそうだった。

　どうするかを少し考えて、決めた。

　あの展示室に戻ったところで、パルデスもあんなところでぐずぐずしているはずもないだろう。タリアは、どこかに連れこまれているに違いない。そこを見つけるには、ピコとソアラ、二人に合流したほうがいい。

　最初から、タリアが拉ら致ちされていること前提である。ひでえ男だ。

　スランは、ピコを追いかけはじめた。

　さて、切り替え時かな？　ええと、その頃。

　パルデスは、腰を痛めてうずくまっていた。

　スランの前提は、思わぬところで破は綻たんしている。

　彼の足元に、痺しびれたままころがっているタリアは、すごい目でパルデスを睨みつけていた。落とされたはずみにスカートがまくれあがって、かなりきわどい格好である。

　パルデスは、どうにか立ちあがった。

「もう少しだ」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

「とにかく、あの部屋に連れこんで、それからだ」

　いやらしげな笑いを浮うかべ、パルデスは、もう持ちあげようとはせず、動けないタリアの体をひきずって、廊下を歩いていった。

　さて、ここで次は誰だれに戻そうかな。……スランにしよう。他ほかのと合流するから。

　長い足を生かして、スランは疾しつ走そうしている。

　すぐに老人たちの集団に追いつき、追い越こした。さすがに年ねん齢れいの差がある。追いかけている側はかなり息を切らしていた。怒りと愛のいずれがより大きな力を産むか、ということなのかもしれない。

　しばらくぐるぐるとピコと並んで走り回っているうちに、どうにか追っ手を引き離はなした。足の速度を緩ゆるめながら、スランは手短に状況を説明した。

「ねえ、あれなんだと思う、スラン」

　ピコは、前方を指さして言った。

　説明なんぞ、聞いちゃいない。

　ピコの好こう奇き心しんを刺し激げきしたのは、滅め茶ちや苦く茶ちやに叩たたき壊こわされた扉とびらだった。

　とことこと走っていって覗のぞきこむ。

　スランは止めようとしたが、壊された扉を見て考えを変えた。

　このささくれだった破は壊かいの跡あとは、戦せん闘とう用の武器を使ったものに思えたからだ。しかも、ささくれだった木々の破は片へんはまだ新しい。

「へえ。変なところに穴があるなあ」

　中には掃そう除じ用具なんぞが置かれていたが、おかしなことに床の中央に落とし戸が口を開けていた。それも、閉められていれば、それとわからぬ隠かくし戸だ。そんな物が開きっぱなし。

　それに、ここは湖の上の部分のはずだ。

　ひょっとしたら、ごみをひそかに捨てるためのものだろうか。湖にごみを捨ててはいけないという決まりがあるので、おおやけにできないとか。

　色々なことを考えてみる。

「わかんないものは、調べるのがいちばんだよ」

　ピコは覗きこんだ。まっすぐ下に向かってのびる穴があった。予想に反して水は見えない。中は暗いが、底はぼんやりと明るいようだ。ただし、かなりの深さである。梯子はしごが、その下に向かっておりている。

　少し遅れてスランも覗きこむ。二人の耳に、何か固いものがぶつかりあう音が、かすかに響ひびいてきた。

「見てくるね」

　ピコは、落とし戸の中に身を躍おどらせた。

　スランも後を追った。

　どうやら、屋敷を支えていた柱のうち一本の中身をくりぬいてあるらしい。湖面の下に隠し部屋があり、そこにつながる通路だったのだ。

　下におりると、分厚い絨じゆう毯たんが敷しいてあった。色は赤だ。奥に向かって廊下が延びている。廊下の左右の壁かべにはいくつもの扉が並んでいた。扉の間の壁には、光り苔ごけをつめた籠かごがかけてあり、扉には趣しゆ味みの悪い裸ら女じよの絵が装そう飾しよくとして描えがかれていた。

　扉の一つの前に、見慣れた顔が立っていた。

　ソアラである。

「何してんの？」

　聞くまでもないような気がする。

　扉の前でメイスをふりあげていれば、ふつうは扉を壊そうとしていると考えるのではないだろうか。

　やはり、そうだった。

「おいらがやるってばぁ。へへへ」

　ピコは、細い針金を取りだすと、扉の前にしゃがみこんだ。

　スランは、目で『事情を説明しろ』とソアラに言った。

「この向こうに女の子が閉じこめられてるんだ。ちょっと話したんだけど、ここの主人とかいうおっさん、女の子を収集してるんだってさ。身寄りのない子とか、旅の途と中ちゆうの娘むすめを連れてきて、ここに閉じこめては」

　ソアラが言い終わらないうちに、ピコが扉の取っ手を引いた。

「開いたよ」

「ありがとう！」

　声をあげて中に閉じこめられていた娘がとびだしてきた。ラーファの聖なる印が、豊満な胸の谷間で揺ゆれている。あ、いや、うずもれている。

　スランと目が合うと、その娘の表情がぱっと輝かがやいた。

「スーちゃん」

　スランは身をひるがえして逃にげだそうとしたが、間に合わなかった。

　首ったまにかじりつかれる。

「助けに来てくれたのね。やっぱりあたしたち、運命で結ばれてるんだわ」

　それは、ホールドの町で出会って、スランが唯ゆい一いつ綺き麗れいに別れられず後を追われてしまったラーファの神官、マーニーだったのである。

　ごろごろと喉のどを鳴らしそうに、マーニーはスランの胸に頭をこすりつけた。何か囁ささやいている。

　彼女の巻き毛ごしに、スランはソアラを睨にらみつけた。

　ソアラは、すっとぼけた顔で言った。棒読み口調。

「あれえ、言わなかったっけ、その女の子の一人がマーニーだよってえ」

　スランはきっぱりうなずいた。

「うなずいてくれたわね。運命だってあなたも思ってるのね！」

　マーニーが、声をあげた。スランは大おお慌あわてに慌てた。彼女が何か言っていたらしいが聞いていなかったのだ。

「さあ、ピコ。他の女の子を助けようか」

　ソアラは、スランに背を向けた。悪いとは思ってるらしい。

「旅の途中で脚の短いおじさんと道連れになってね」

　マーニーは、スランに向かって説明している。どうやら、ヘルシュムに一服もられて、捕つかまったらしい。

「あのお爺じいさンてばぁ、とんでもないことをしようとすんのよ」

　マーニーは、スランに甘えきっている。スランはなんとか身をもぎはなそうとしているが、無む駄だな努力だった。

「やだ、スーちゃん。どんなことさせられそうになったか聞きたいの？　やーらしーんだ。でも。安心して。ちゃんと寸止めでごまかしたから」

　何も言ってないって。

　マーニーは、返事もまたずに、顔を赤らめて言葉を続けた。

「いくら、あたしたちの仲だっていっても、それ以上具体的には。やだ恥はずかしい。ねえ、あたしを嫌きらわないって約束してくれる？　だったら話しても……」

　どさ。

　その時、何かが落ちてくる──落ちてくる重い音だったか軽い音だったかは言わないでおこう──音がして、マーニーは、言葉を途と切ぎれさせた。

「うーっ！」

　顔を、マーニーよりさらに真っ赤にして、タリアが横よこ倒だおしの姿勢で呻うめいていた。上から綱つなでおろされたらしい。最後は、落下になったようだが。

　口もとが布に覆おおわれていた。杖つえをもったままの腕うでは、後ろ手に縛しばられている。

「どうしたの？」

　尋たずねるピコに、連続の唸うなり声が返ってきた。

「うぅ～っ、うーっ、うーうー、うう～ぅ！」

「なるほど、わかった」

　ソアラが言った。

「綱をといてほしいんだね」

　当たり前である。

　近づいてきたスランの剣けんが一いつ閃せんして、綱がばらばらになって床にはらりと落ちた。

　タリアは勢いよく立ちあがった。薬の効き目は、すっかり切れているらしい。半はん妖よう精せいに毒は効きにくいのかもしれない。

「タリアちゃんも、ひょっとして、ひょっとするの？」

「ひょっともへっともな───い！」

　マーニーの声に、タリアは猛もう然ぜんと吠えた。

　そして、自分にくくりつけられていた綱を、渾こん身しんの力で引っ張った。

「わわわわわ」

　声をあげて、何かがまたもや落ちてきた。

　言うまでもなくパルデスであった。

「いたたた」

　腰こしをさすりながら半身を起こしたパルデスは、ふと、自分をとりまく、怒いかりに満ちた瞳ひとみに気がついた。

　スランの剣が、ひゅっと彼の鼻先でひらめいた。自分を、絶体絶命の立場においこんでくれた男に対する、怒りの気配が剣の切っ先からあふれだしていた。

「あわわ」

　腰を抜ぬかそうにも、すでに抜けているパルデスは、とにかく這はってでも逃げようとした。

　その前に、瘦そう身しんの半妖精がたちはだかる。

「よくも、やってくれたわね」

　タリアは、イシュカにさえめったに向けない冷え冷えとした目で、パルデスを見た。

「おお、その目がたまらん」

　パルデスは言った。

「いいかげんに、しろっ！」

　タリアの魔ま術じゆつの杖がうなりをあげる。少しでも武術の訓練をつんでいる相手には通用しないが、パルデス相手なら充じゆう分ぶんである。

　頭をしたたかに殴なぐりつけられて、床ゆかにあおむけに転がったサミスーラ第一の豪ごう商しようは。

「ああ、もっと」

　と言った。

　目が大きく見開かれて、酒に酔よったようなとろりとした輝きを帯びている。幸せそうな声であった。

「うわわわわわわわ」

　びしびしびし。

　血の気がひいた顔で、タリアはパルデスを杖ではたいた。

「うう、よいぞ、もっとじゃ」

「なめてんじゃな～い」

　タリアのみごとな蹴けりが、パルデスの顎あごに入る。

「う……、いい」

　そう言って、パルデスは気絶した。

「まあ、これも陰いん謀ぼうなんてのには縁えんがなさそうだよな」

　そう言ってソアラが頭を搔かいた。

　困ったものである。

　困っているのがもう一人。

「スーちゃぁ～ん、あたしね、あたしね、気持ち悪かったのよぉ。こういうのさせられてえ、寸止めにはしたんだけどぉ。ねえ、あたしを清めてぇ」

　はいはい。

　スランは、いつものように無言である。ラーファ神しん殿でんにマーニーがいなかったことで安心していた自分の油断を悔くいていた、のかもしれない。

　そして。

　ピコによって開放された娘たちが、今回は強制されてではなく自分の意思で、パルデスを、そして、意識を取り戻もどして主人に御ご注ちゆう進しんのためにおりてきたヘルシュムを、袋ふくろ叩だたきにしたのは、そのしばらく後のことだった。
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　さて、それから、さらにもうしばらく後の時間帯。

　明日あしたの食事や洗せん濯たくの心配もなく、鍛たん練れんで疲つかれた体を心地ここちよい寝しん台だいにまかせて、ぐっすりと眠ねむるイシュカに、こっそりと忍しのび寄る影かげがあった。

　そいつは、異様なくらい長い顎をもっていた。

　何も気がつかずに眠るイシュカの頭上に、特大モのメーイスルがふりあげられる。

　いやまあ、もってまわった表現であるが、要するに、ホールドという以前に通り過ぎた町で、イシュカやタリアにさんざんな目にあわされて恨うらみをいだいているライリー神官（当時は神官長）のウオリーが、なぜかここにおり、そしてイシュカに復ふく讐しゆうせんとせまっているのであった。

　イシュカ、危あやうし。

　本人はよだれをたらして、幸せそうに眠っている。

　彼の危機は誰だれにも知られることがない。

「待て」

　ごく小さな声がして、細い手がウオリーの腕を押さえた。

「お前の話の連中だな？　だとすれば、使い道があるかもしれん」

　ひっそりと呟つぶやいた声の主は、黒いローブを身につけていた。悪い魔ま術じゆつ師ししか着ないタイプだ。どこの仕立て屋が、わざわざこんなの作ってるんだろう。特注かもしれない。

「いよいよ、明日だ。道具は多ければ、多いほどよい」

　黒ローブは、ねじくれた魔術師の杖も持っていた。無駄に装飾が多い。形から入る性格なのかもしれない。

　だが、ウオリーは、この黒い服の魔術師の言葉に耳を貸さなかった。

「うるさい！　その手をはなさんか！」

　うるさいのは、あんただ。

　ほら、イシュカが目を覚ました。ぱちりと目を開けて、上半身を起こす。

「はい、姫ひめ。明日までにつくろっておきます」

　寝ねぼけるな、イシュカ。

　タリアは、つぎのあたったものを身につけるくらいなら、新しいのを買うぞ。

　いや、そういう問題じゃあないんだ。

　ウオリーの特大モのメーイスルが、イシュカの後頭部に命中した。

　イシュカは、また寝た。

　気絶した、というのかもしれない。

「くくくくく。やはりそうか」

　そのイシュカの首に、魔ま法ほうの翻ほん訳やく首輪がはまっているのを確かめ、黒い衣の魔術師は笑った。

「やはり、そうだったか。魔術師と精せい霊れい使いと聞いて、そう思ったぞ」

　黒い衣の魔術師は、翻訳首輪で隠かくれるようにして、もう一つの首くび飾かざりをイシュカにつけさせた。精神支配の首輪か何かだろう。無駄に強力な魔法の品だ。イシュカ相手なら言いくるめたほうがコストパフォーマンスがいいんだが。

　こういうのを、三枚の銀貨を竜ドラゴンに守らせる、というのである。

　ドワーフの大戦斧グレートアツクスで栗くりの皮をむく、だったかな。

　少し違ちがうかもしれないが。

　まあ、そんなものだ。
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　地底の夜は静かであった。

　人間にとっては。

　蝙蝠こうもりなら、同族の鳴き声がやかましくてしかたない時刻である。

　しかし、ここ、甲こう破は隊たい宿営の近くには、大きな蝙蝠の居住地はない。

　だから、やっぱり誰にとっても静かなので、通用口の衛兵当番にあたっているベミントンという名の兵士は、居い眠ねむりしかかっていた。

「あのぉ、すいません」

「は、なんだぁ？」

　暗くら闇やみから急にあらわれた若い娘むすめに、ベミントンは驚おどろいた。彼女のような娘が出歩く時刻ではない。まさか夜の姫とも思えないし、だいいち仕事中の衛兵に声をかけてくるわけもない。そりゃ、仕事をしていない時なら、話は別であるが。

　うう、仕事中でなけりゃなあ、とベミントンは思った。ちょっと丸顔で彼の好みなのである。

　しかし、よく見ると、その娘は子供連れだ。母親にしては年が若すぎるけれども、うーん。

「今日の昼間、ここに来たはずのイシュカっていうのに会いたいんですけど」

　誰かの恋こい人びとなのか、そう思ったベミントンはぶっきらぼうな口調でこう言った。

「駄だ目めだよ、こんな夜中に。面会なら、明日の朝にしてくれ」

　そう言われて、娘は困りきった顔になった。

　このへんでばらしておくが、娘の正体はウィブである。連れられているのはピコだ。

　ウィブだって、できるものなら帰りたいのである。柔やわらかくて、暖かい寝台が恋こいしい。

　だが、そうはいかないのだ。

「お願いします」

　ウィブは、涙なみだをにじませた。だって、女の子だもん。このくらいはできる。演芸団のころから、芝しば居いは結構得意だった。立ち木の役とか、眠れる少女の役を演じさせれば、演芸団一だと評判だったのだ。

「昨日まで旅の仲間だったのです。その仲間の一人が、事故で大きな怪け我がをしてしまって……。神官のイシュカなら、治せるのじゃないかと」

　大きな目をうるませて、すがりつくようにウィブは言った。

「お願いだよ。イシュカ兄ちゃんに会わせておくれよ」

　ピコが、哀あい願がんした。このあたりの呼吸の合わせ方は、さすがだ。いちおう吟ぎん遊ゆう詩人を自じ称しようするだけはある。主な収入源と、自分の願望、どちらを本業と称するかは難しいものだ。

　そんなことは、どうでもいい。

　衛兵は困った顔になった。

　実際のところ、ベミントンは迷っていた。いつもなら、通してやってもかまわない。しかし、今日は、明日のこともあって特別だから、厳重に守れと言われているのだ。

　そんなこと、ウィブは知るよしもないが、顔を見てもう一押しだな、と判断した。

「お願いです。一刻を争うんです」

　目もとをぬぐうと、小さな涙が一いつ滴てき、ふっくらした頰ほおをつたい落ちる。涙の材料は、てのひらの内側に隠した布にしみこませた水であった。

「……ま、いっか」

　イシュカってのは新入りだ。怒おこられたら、あいつにおっかぶせりゃいい。今日は特別って話だが、入れるんじゃなくて、出すのはいいだろう。特別にいいことがあるとしても、入ったばかりのやつにいい思いをさせることはない。

「よし、わかった。呼んできてやる」

「いえ、それが。……直接説得しないと来てくれないと思うんです。わけがあって」

　後出しで言われたが、いまさら、じゃあダメとも言えない。

　ベミントンは、お人ひと好よしな男であった。

「仕方ねえなあ。……いいか、俺から離はなれるなよ」

　夜中に人が訪おとずれるなんて珍めずらしいのだ。この子が来たんだから、もう他ほかに来るわけがない。少しくらい、ここを離れても大だい丈じよう夫ぶだろう。この娘を自由に歩き回らせるより、見張っていたほうがいいはずだし。

　訓練がまったく行き届いていない兵士であるベミントンは、そう思った。できれば、もうちょっと長く好みの女の子と話していたいという無意識の願望もある。

　裏口からなら、兵士の宿舎は遠くない。

　台帳を調べると、イシュカとかいう新入りの部屋はすぐにわかった。いきなり個室を与あたえられているとは、実に腹立たしい。この子を引っ張りこんだことにすれば追い出せないだろうか。

　静まりかえっているはずの深夜の宿舎内は、どことなくざわついていた。みんな、明日のことで浮うき足あし立だっているのだろう。

「ええと……ああ、この部屋だよ」

「どうもありがとうございました～」

　ウィブは、案内してくれた兵士にぺこりと頭をさげると、扉とびらを叩たたいた。

　返事はない。寝ね起おきのいいイシュカにしては珍しいことだ。

　もう一度叩く。がんがん叩く。

「どなたですか」

　扉がすっと内側に引かれて、勢い余ったウィブの拳こぶしは、見慣れた顔の正面にめりこんだ。

「おおうっ」

「はは、ごっめ～ん」

　嬉うれしそうにも聞こえる声で、ウィブは謝った。イシュカである。上等そうな寝ね間ま着きを身につけていた。ここで支給されたものらしい。

「えっとね。イシュカ、大変だから、ちょっと来て」

　衛兵が聞いているので、言こと葉ば遣づかいは慎しん重ちようでなくてはならない。イシュカが、いつボロを出すことか。

「は？　なんですか」

　平板な声でイシュカは言った。まだ目が醒さめてないな、とウィブは思った。もう一発喰くらわしてやろうかしらん。

「とにかく急いで一いつ緒しよに来てよ。困ってるんだから」

　そう言ってもイシュカはぼーっとした顔で、ウィブを見ているだけだ。

「大変なんだよ、え～っと」

　誰だれが怪我したことにするか、少し迷ったが、ちょっと驚かしてやることにした。

「姫がさ、怪我しちゃったの。イシュカの助けがいるんだよ」

「それは大変ですねえ」

　ところが、イシュカは淡たん々たんとそう言っただけである。

　これはいくらなんでも変だ。いくら寝ぼけていてもタリアのタの字でも聞けば、しゃっきりするはずなのに。

「イシュカ、体でも壊こわしたのかい？」

　ピコが聞いたが、イシュカは首を左右にふった。

「とんでもない。私はまったく健康です」

「おい、あんた」

　隣となりでいらいらしていた衛兵が、声を発した。

「仲間が危ないって言ってんだろう。助けにいってやれよ」

　こういうところで、ぐずぐずされていると、彼も立場上困るのである。こっそり入って、素す早ばやく出ていってくれないと。

　その時である。

「おや、イシュカ尊師。どうかなさいましたかな？」

　隣の部屋の扉が開いた。

　出てきた男の顔を見て、ウィブは思わず短たん剣けんの柄つかを握にぎり、得意のショートボウを置いてきたことを後こう悔かいした。

　ピコがリュートをひっぱりだす。とりあえず、意味はない。

「まあ、まあ。そう怖こわい顔をしなくともよろしい」

　ウオリーはにこにこと笑って言った。かなり不気味な笑え顔がおである。

「わたくし、ここで、偶ぐう然ぜんイシュカ尊師と出会いましてな。将軍の仲ちゆう裁さいでじっくり話しあった結果、この方の教えるライリーの教えこそが真実だと思うようになったのです」

　噓うそだ。

　心の中で、ウィブはいきなりきめつけた。

　世の中に、イシュカに説得されるようなやつがいるわけはない。

　それは、絶対的な確信であった。

「イシュカ尊師、すこしこちらへ」

　ウオリーに手招きされると、イシュカはふらふらと歩みよっていった。

　二人は、しばらく聞き取れない声で話し合っていた。ピコが近づいてゆくと、さりげなく──ふるまおうとしてはいるが、きっぱり露ろ骨こつに──逃にげてゆく。

「では、そういうことで」

　離れると、ウオリーは大きな声でそう言った。彼を見ているウィブとピコの視線に気がついて、にっこりと笑いかけてくる。

　ウィブは思わず目をそらしてしまった。

「わかりました」

　イシュカは淡々とそう言うと、部屋の中に戻った。

「ねえ、イシュカ」

「すぐに、着き替がえます」

　ピコが外から呼びかけると、そう答えた。

「イシュカ尊師には、まだ教えを乞こいたいところもありますのでね。明朝にでも、宿のほうをお尋たずねしますよ」

　ウオリーは、そう言うと、来たほうに戻っていった。

「行きましょうか」

　愛用の鎧よろいとグレートソードを身につけ、イシュカが部屋から出てきた。

　あからさまに怪あやしい。

　ピコですら用心した。
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　宿屋に戻もどるまで、イシュカは口を開かなかった。

「そりゃ、確かに変だな」

　ウィブの話を聞いて、ソアラは答えた。

「でしょ、でしょ」

　人ひと気けのない食堂のすみっこに集つどって、声をひそめて話している。話題の主であるイシュカは、一人で、反対のすみっこに座っていた。

　食しよく卓たくの上には、喰くい散らかした食器類がそのまま置いてあった。夜中に叩き起こされて食事を作らされた主人は、翌朝までほうっておくつもりらしい。

「だからさ、あんまり事情を話さないで、連れてきたんだけど」

「それが正解だよ」

　捕とらわれていた娘むすめたちとパルデスを領主のところに届けると、時刻はすっかり遅おそくなっていた。

　しかし、パルデスとミレニアが目的の相手でないとわかった以上は、ギスカールが、サミスーラ転てん覆ぷくを狙ねらい、古代の怪かい物ぶつと手を組んでいた相手ということになる。

　こうなるとイシュカをほうっておくわけにもいかなくて、昼間、働いていなかったウィブと、元気が余っているピコが偵てい察さつに出た。できることなら、イシュカを連れ戻してこようというわけである。

　かくて連れ戻しはしたわけだが……。

「けどさ、そんなに変なことなの？　イシュカさんでもさ、調子が悪いとかいいとか、きまぐれってことだってあるでしょうに？」

　マーニーが、スランの腕うでをかかえこんだまま言った。

　もちろん彼女はラーファ神しん殿でんに向かわず、一行と行動を共にしていた。

　ま、野や暮ぼは言うまい。

「それはちょっと違ちがうのよマーニーちゃん」

　ウィブは言った。

「イシュカっていうのは、そういう人なのよ」

「そうか、そういう人なんだ」

　どういう人だ。さっぱり説明されていないぞ。

　にもかかわらず、マーニーは納なつ得とくしているようであった。

「どうせイシュカは、わたいが嫌きらいなのよ」

　むくれた口調でタリアが言った。彼女を見るなりイシュカが言ったのは、『おや、怪け我がをされたと聞きましたが』という一言だったのである。

「新しい落ち着き先も見つかったことだし、もう、わたいのことなんて心配していられないんでしょ」

「姫ひめぇ、それはいくらなんでも」

「ううん、男なんてわかんないものよ、ウィブちゃん」

　マーニーが言うと、妙みように説得力がある。

　ソアラは、リィズを寝ねかしつけておいてよかったと思った。あの娘こには、まだまだこういう大人の会話に染まってほしくない。

「とにかく、イシュカは変だよ」

　ピコが断言した。

「イシュカがさ、あんなふうに汚よごれ物をほうっておくはずないもん」

　違いない。いつものイシュカなら、汚れた皿を見るなり、洗いはじめているに違いないのだ。

　スランが、タリアの手にしたものを指さした。魔ま術じゆつ師しの杖つえである。

　きょとん、と半はん妖よう精せいの魔術師はスランを見返した。

「魔ま法ほうか？」

　ソアラが呟つぶやいた。

「わたい、何も変なことはしてないよ」

　そんなことはわかっている。

「そ～お？　ほんとは、イシュカのお説教をやめさせようとして、失敗したんじゃない？」

「どうしたのピコ、拾い喰いでもしたの？」

　論理的なことを口にする草原妖精に、ウィブは真ま面じ目めな顔で、額の熱をはかった。

　そっちはほっといて、ソアラは提案した。

「魔法にかかってるかどうか、確かめる魔法はないかい？　精せい霊れい魔ま術じゆつにはないぞ」

「それっぽいのある。わたいがやるぅ～」

　タリアは嬉しそうに言った。あまり使う機会のない魔ま術じゆつが使えるので嬉しいらしい。

「イシュカぁ、わたいがあんたに魔ま力りよく探知の呪じゆ文もんかけても、怒おこんないよね？」

　わざわざ確かめる馬ば鹿かがどこにいる。

　ここにいるわけである。

「怒らないね、ようし」

　返事も待たずに、タリアはきめつけた。なぜ確かめたし。

　イシュカのほうも、返事をしようともしなかったのだけど。

　タリアは杖をふりかざし、呪文を唱えた。杖をふりかざしたのは、背せ伸のびがしたかっただけで、魔術的な意味はない。

「コラット（わ、驚おどろいたわ。今まで知らなかったけど、魔法の力って、そこにあるだけで、目に見えるんだわ。ほらほら見える、見える。見えるって言ってるでしょ。わたいが言ってるんだから絶対見えるんだもん！　見えてこないと承知しないから）」

　ここまで言われれば、魔法の力だってその気になる。

「なんか、魔法の品物を身につけてるよ。首のところに」

　タリアは意い気き揚よう々ようと仲間に告げた。

「それなら、俺たちもつけてるって」

　ソアラの声に応じて、スランが喉のどの翻ほん訳やく首輪をさししめす。

「ちょっと違うのぉ、力の見え方がぁ」

　タリアは、下くちびるをかみしめた。頰ほおをふくらませる以外の表現も覚えたらしい。

「なに？　なに？」

　こういうことを聞くとじっとしていられないのが、とことことやってくる。

　イシュカの背中に回って、ピコは呼びかけた。

「イ～シュカ」

「はい」

　イシュカは、ぼんやりと首を回す。

　呼んだピコは、もうそちらにはいない。

　首の動きに合わせて、死角に移動していた。

　で、ひょいと跳はねる。

　なにをどうしたものか。首にはまっていたはずの首輪が、ピコの手の中に移っていた。

「さあ、どんなものかな」

　わくわく。

　期待に満ちた表情で、ピコは手の中を見つめた。

　そこにあったのは、彼自身の首にはまっているのと同じものだった。

　翻訳首輪。

「あれ？」

　ピコは首をかしげた。

「危ない！」

　ウィブの声を聞いて、ピコは反射的に首を縮めた。そのすぐ上をものすごい風が吹ふきすぎて、ひらひらと髪かみの毛が舞まい落ちてきた。

「うわっ、返すよ、イシュカ。そんなに怒んないでよ」

　そう言って、首輪をさしだそうとしたピコは、イシュカと目を合わせて、ちょっと驚いた。まるで、死人のような目をしていたからだ。

「ひゃっ」

　また迫せまってきたグレートソードを、こんども間かん一いつ髪ぱつでかわす。

「イシュカっ」

　タリアに怒ど鳴なられても、神官騎き士しの動きは止まらない。

「わたたたたた」

　手足を両方使って這はうように、ピコがタリアの後ろに隠かくれた。

「イシュカが、これをこんなに大事にしてるなんて知らなかったなぁ」

　ピコは翻訳首輪を手にして言った。

「そんなわけないでしょ」

　同じように、タリアの後ろに隠れに来たウィブが言った。

「たぶん、その下にあった別の魔法の首輪が原因よ。ピコも、あっちを取ればよかったのに」

　確かに、イシュカの首に、見たこともない細い首輪がはまっている。

「あんまり、きれいなもんじゃないねぇ」

「どっちかって言うと、奇き怪かいってかんじね」

「あのね、二人とも」

　タリアが、頭痛でもしているような声で言った。

「人のお尻しりの後ろでそういう会話をするの、やめてくれない？　特にこういう場合は」

　グレートソードをかまえたイシュカは、タリアの視線におじけづくこともなく、迫ってくる。

　ソアラが前に出た。スランも続く。スランが動けば、マーニーも動く。当然である。

「ちょっと、厄やつ介かいかな」

　イシュカの大剣を、音を立てて受け止めたソアラが呟いた。イシュカの攻こう撃げきには遠えん慮りよがないが、こっちは彼を殺すわけにはいかない。おまけに、今日のイシュカにはいつものつめの甘さがない。けっこう、強敵である。

「やってみようか、スーちゃん」

　左右に分れてイシュカをとりまきながら、マーニーが言った。神に祈いのれば、人の心に平静をとりもどさせることもできる。もっとも、魔法に操あやつられている──のだろう、多分。決して日ごろの鬱うつ屈くつを発散しているわけではないはずである──イシュカを解放できるかどうかはやってみなければわからない。

　イシュカの大剣とマーニーを見比べて、スランはうなずいた。自分自身が、まず前に出る姿勢をとって、だが。

「いいよ。そんな無理しなくて」

　タリアが言う。

「たかがイシュカよ」

「けど、姫」

　すそをひくウィブを無視して、タリアは魔術の杖を高々とかかげた。

「せでる・だー」

　眠ねむりの空気の呪文だ。なぜか、この呪文を唱える時のタリアは、最近、いつもなげやりな口調である。

　口調はなげやりだが、気合いはこもっていた。

　眠ったイシュカと一いつ緒しよに、タリアも倒たおれかけたのだ。気合いのこめすぎで疲つかれたのである。

「しょせんはイシュカよ。どってことないわ」

　ぐーぐーと、気楽に眠っている神官騎士をウィブに支えられながらみおろして、タリアは言った。

　今になって、なんだかむらむらと腹が立ってくる。

「わっ！　姫、駄だ目めよ、蹴け飛とばしちゃあ」

　起こしてどうする。
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「おはようございます」

　いきなり、背後から声をかけられて、リィズは喉をつまらせかけた。

　ソアラがあたふたと、背中をさすり、こぼれた汁しるをふいてやる。

「ほら、水飲め。水」

　あとの面々は、黙もく々もくと朝の食事をとっていた。実際のところ、早い昼食といっても通りそうな時間帯である。

「イシュカ尊師、おはようございます」

　満面に笑えみをたたえて、もう一度言ったのは、ウオリーだった。言っていたとおり、訪ねてきたのである。

　答えようとしたイシュカの顔が一いつ瞬しゆん歪ゆがんで、それから平静な声で、おはよう、と言った。

「いやあ、朝食ですか。わたしもお茶なりと御お相しよう伴ばんさせていただこうかな」

　ウィブが、黙だまって隣となりの食しよく卓たくの、あいた椅い子すを指さした。

「やあやあ、これはこれは」

　座りながら、ウオリーは愛あい想そ良く声をかけてくる。

　返事をせずに、タリアはくちびるをとんがらかせて言った。

「ウィブ、それ取って」

「どれ？」

「そっちの赤い皿」

「名前で言ってよ」

　ともかくも、食事を続けた。

「ははは」

　無視されているウオリーが、にこやかな笑いを浮うかべる。

「いや、皆みなさん。警けい戒かいされるのも無理はありませんが、わたしはすっかり皆さんに対する敵意を捨てているんですよ」

「あれ、リィズちゃん。それ、食べないの？」

「うん……？」

「じゃあ、おいらがもらってもいいかな？」

「駄だぁ目めだ」

「でも、ソアラお兄ちゃん」

「リィズ、好き嫌きらいすると大きくなれないぞ」

　ウオリーは、やっぱり無視された。

　しばらく、待ちの姿勢に入る。

「ごちそうさま」

　ウィブが食べ終わると、食事は終わりである。いつも、ウィブがいちばん遅おそい。もっとも、リィズが加わってからは、二人で争っているけれど。

「よろしいかな、お話をさせていただいても」

　ウオリーが咳せき払ばらいする。タリアが、そっぽを向いて言った。

「ねえ、ねえ。今日どうするの？」

「さてねえ」

「あー、ちょっと聞いてください」

　ウオリー、ふたたび咳払いする。

「何もないなら、この町の美味おいしいものを探しに行こう」

「姫ひめは、そればっかりね」

「ウィブだってそうじゃない～」

　ウオリー、さらに咳払いする。

「おっさん、風邪かぜか？　病気ならリィズにうつさないでくれよ」

　くるりとふりむいたソアラが言った。

「イシュカ尊師、口くち添ぞえをお願いします」

　ウオリーは、押し殺した声で言った。

　イシュカは、何かをのみこむように喉を動かすと、口を開いた。

「あ～、皆さん。え～と、皆さん。そのですね、皆さん」

「しょうがないなあ、聞いたげようじゃないの」

　途と中ちゆうでさえぎって、タリアが耳の穴をほじくった。

「姫、そのような言こと葉ば遣づかいとおふるまい……」

　イシュカは、また言葉を途中で飲みこんだ。視線を宙にさまよわせている。

　そんな神官騎士に、ウオリーは少し不ふ審しんげな目を向けたが、すぐに笑いをとりもどした。

　どうみても作った笑いである。その証しよう拠こに、口もとがわずかにひきつっていた。

「実はですな。イシュカ尊師をはじめとする皆みな様さまに、お引き受け願いたい仕事があるのです」

「また、どっかの貧びん乏ぼうな人をいじめんの？」

　タリアの言葉に、ウオリーの笑いがますますひきつった。

「ま、まさか、そんな。依い頼らい主は、将軍ギスカール殿どのですぞ」

　ウオリーが握にぎりしめた拳こぶしは、わなわなと震ふるえているような気もする。

「どうするぅ～？」

　半分閉じた目でウオリーを睨にらみつけながら、タリアは言った。

「なんか仕返ししようとでも思ってるんじゃないのか？」

　ソアラが、同じ目つきで言った。

「めっそうもありませんよ。イシュカ尊師には、すでにお引き受け願っておりますからな。ぜひ、なにとぞ」

　ウオリーは、額に血管が浮いていたりもする。感情を隠しきれない男であった。謀ぼう略りやく家向きではない。

「ま、イシュカが引き受けちゃったんじゃ、しようがないかぁ」

　ウィブの口調はいかにも恩着せがましかった。

「よろしく」

　イシュカが、言葉少なに頭をさげる。

「ねえ、これ、どうしよう」

　ウィブが、例の彫ちよう像ぞうを取りあげる。

「できれば、やはりお近づきのしるしに買わせていただきたいと、将軍がおっしゃっていますので」

「あ、そ」

　ウィブは背負い袋ぶくろに、戦いくさ乙おと女めの彫像をしまった。

「そっか、わたいたちの素す性じようはばれてんのね」

　タリアがあっけらかんと言った。

「はは、美術商人とは、はったりをきかされたもので」

　ウオリーに、愛想笑いはとことん似合わない。

「どうせ、あたしは今日も留守番でしょ」

　リィズが、親指を嚙かんで言う。

　その頭をくしゃっとなでて、ソアラが言った。

「今日帰ってきたら、ちょっと話すことがあるからな。おとなしく待ってろ」

　その目の光をみて、リィズは素す直なおにうなずいた。彼女が見たこともないくらい、真しん剣けんだったのだ。

「さあ、いこうかぁ！」

　熱血少年は、景気のいい大声で、宿の親父おやじの顔をしかめさせた。
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「しまった……」

　ウオリーは小さな声で呟つぶやいた。

　甲こう破は隊たいの宿営はまだ遠い。路上である。

「え、どうしたの？」

　ピコがその声を、聞きとがめた。

「いや、なんでも……」

　ウオリーが見つけたのは、空中を漂ただよう黒い煙けむりだった。

「早すぎるではないか」

　口の中で呟く。

「やっぱりなんか言ったね」

「みゅー」

　ピコの意見に、ポコも同意する。

「いや、ちょっと、急がねばならない用事ができたので」

「あれと関係あるの？」

　ウィブが、煙を指さした。彼女も、気がついていたらしい。

「ええ、まあ」

　ごまかしながら、ウオリーは決断した。

『ええい、宿舎まで連れていくなんぞ面めん倒どう臭くさい。ここでやっちまえ。あの参さん謀ぼうなんぞ、なんとでもごまかせるわ』

「すいませんが、こちらへ。狭せまいですが、近道です」

　愛想良く言いつつ、ウオリーは人ひと気けのない路地に、ソアラたちを誘ゆう導どうした。

　ある程度中に入ったところで、急に立ち止まる。

　思わず行きすぎかけて、イシュカも立ち止まった。ウオリーの背後に回ったことになる。

　その瞬しゆん間かんだった。ウオリーの態度が一変したのは。

　目が、凶きよう悪あくにぎらりとつりあがった。武器を手にする。そして命じた。

「さあ、イシュカ。こいつらを殺せ」

　ウオリーは勝ち誇ほこった表情だった。

　だが、彼は、その時、わずかな違い和わ感かんを感じた。

　こいつらは誰だれも驚おどろいていない。どういうわけだ？

　考えている暇ひまは、与あたえてもらえなかった。

　背後に立っていたイシュカが、グレートソードの柄つか頭がしらでウオリーの後頭部を思いきり殴なぐりつけたのだ。人の身長ほどはあろうかという大剣の柄頭である。釣つり合あいを取るためにも、かなり大きい。

　ウオリーは、武器を手から落とし、地面にぶっ倒たおれた。

　すかさず、スランがウオリーの武器を彼方かなたに蹴けりとばす。

「ああ、ライリー神よ、お許しください」

　やるだけやってしまってから、イシュカは天上を、じゃない、天てん井じようを仰あおいで祈いのりはじめた。

　もちろん、彼を支配して操あやつり人形にしていた魔ま法ほうの首輪はとっくに取り除かれている。彼にしては、よく演技が続いたほうだろう。

「偉い大だいな目的のためとはいえど、背後から襲おそうなどという卑ひ怯きような真似まねをしてしまった私を、どうか見捨てないでくださるようにお願いします」

　うちあわせどおりである。どうせなら、うちあわせの時に反対しておくべきだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。神様は寛かん大だいでいらっしゃるわよ、イシュカちゃん」

　マーニーは、気楽な調子で教えてやった。信者が減れば、それこそ神様にとっては死活問題、そうそうは見捨てたくても見捨てるわけにはいかないのである。人の信しん仰こうこそ、多くの神にとっては存在の源泉なのだから……。

「イシュカ、気がすんだら、さっさとそれをかついでね」

　タリアが、冷たい表情で言う。

　ウオリーはすっかり物扱あつかいであった。タリアに対たい峙じしたライリーの神官に共通する、それは宿命なのかもしれない。

「早く、領主さんのところに行かないといけないんだから」

「そぉ～うはいか～ん」

　地の底から響ひびくような声。

　ウオリーであった。

　顎あごが、みごとに反はん響きよう板の役目をはたしている。

　ぐぐぐっと上半身がそりあがる。背筋力もみごとなものである。かなり上がったところで、手をついた。

「イシュカ、貴様ぁ、正気づいていたのかぁ」

　そう叫さけんでイシュカを睨みつける。転んだ拍ひよう子しに切ったらしい額の傷口から、言葉に合わせて規則正しく血がふき出していた。

「馬ば鹿か者！　真のライリーの使いを、あのような魔ま術じゆつなどで縛しばれると思うな」

「そ～うなんだっけぇぇ？」

　タリアの声は、ウオリーの声よりもっとずっと深くから響いてくるようだった。ウオリーの声がもぐらの穴からなら、タリアの声はドワーフの忘れられた坑こう道どうくらいの深さである。

　勝ち誇って答えた神官騎き士しのこめかみに、一いつ瞬しゆんにして冷たい汗あせがにじみでる。

「よくも、まあ、そんな偉えらそうなことが言えたものねぇ」

　一転して、タリアは、感情のこもらない平板な声になった。

「いえ、姫。私は、決して皆みなさまの御ご恩おんを忘れたわけでは」

　イシュカは、大きな体を精せい一いつ杯ぱい縮めた。縮めたところで、どうなるものではない。

「じゃあ、どういう意味よ」

「ですから、その、ですね」

　舌が痙けい攣れんでもおこしたか、イシュカ。

「こらっ」

　腕うでをのばして、上半身を起こした姿勢のウオリーが怒ど鳴なりあげた。

「この格好は疲つかれるんだ。こっちの話を聞け」

「だったら、起きろよ」

　ソアラの蹴りが後頭部に入る。

「まったく、しぶといおっさんだな。しまいに締しめるぞ、こら」

　今日は、どうも機き嫌げんが悪いらしい。悩なやみごとでもあるのだろうか。

　ああ、あったっけ。決断をしたとはいうものの、まだまだわだかまりはあるのだろう。

「ちょうど、いいや。あの煙のことを説明してくれよ」

　ソアラは、左手で頭上をゆびさした。もちろん右手はメイスをかまえている。いつでもウオリーの頭をかち割れる体勢だ。

　ソアラの指先をたどると、町のあちこちから、黒い煙がたちのぼっているのが見えた。

「確かさ、ここって、大きい火はあんまり燃やしちゃいけないんじゃなかったっけ？」

　ウィブが言った。換かん気き上の問題である。風の精せい霊れいは古代の呪じゆ縛ばくにしたがって巡じゆん回かいしているし、人間はとても通れないような隙すき間まから、地上と往ゆき来しているとはいえ、大火になれば煙がこもって息がつまる可能性は高い。

「あれ、そんなの、ここに限った話じゃなくて、どこだってでしょ？」

　マーニーが得心のゆかないという顔で、口をはさんだ。

　ウィブとソアラが、こりゃしまった、という表情で、顔を見合わせた。同じ『ここ』でも、示す範はん囲いが違ちがっている。

「ね、前から思ってたんだけど、あんたたち、どのへんの出身なの？」

　くい。

　マーニーの顎をつかんで、スランは強ごう引いんにふりむかせた。

「え？」

　とまどうマーニーに、くちびるをあわせる。瞬間だけ、彼女はもがいたが、すぐにおとなしくなった。

　スランは閉じていた目を開けると、ソアラに目くばせした。

　うなずいて、ソアラはウオリーに向き直る。

「おっさん、正直に言えよ」

　ウオリーはむすっとした顔つきで答えた。

「無知なやつらだな。宣戦布告の合図も知らんのか」

「うん、知らない」

　ウィブはあっさりとうなずいた。

　こんな相手に見み栄えをはったところでしようがない。

「どこからどこまでを占せん領りようしたかを示す、まあ境界線のようなものだ」

　こう素直にでられると、ウオリーも調子が狂くるったらしい。

「それに、俺はおじさんじゃない。まだ四十前だぞ」

「りっぱなおじさんよ」

　ウィブはけらけらと笑った。若者の特権である。

「年はともかく、その老ふけた顔で偉そうに言うんじゃない」

　タリアが、杖つえの先でとんとんと地面をついた。こちらも機嫌が悪い。その元げん凶きようである──と考えられる──イシュカは、地面にはいつくばって神に懺ざん悔げの祈りを捧ささげていた。精神的にかなりの深ふか傷でを負ったようだ。

「それで、誰が誰に戦争をしかけたわけ？　わたいは回りくどいのは嫌きらいだから、手早く明めい瞭りように説明するのよ」

　これって、もしかすると、タリアが昔、魔術の師し匠しようあたりに言われていたことなのかもしれない。ウオリーは、すぐに返答した。

「将軍が、領主にしかけたのだ」

　言われた条件はきちんと満たしている。

　しかし、タリアは満足しなかった。

「なんのためなの。それを言わなきゃわからないでしょっ！」

　こんこんと、扉とびらでも叩たたくようにソアラがメイスを動かした。

「この町の支配権を、あの軟なん弱じやく者から取りあげるためだ。疑われていると知ったからには、急がんとな」

　なぜ、ギスカールがそれを知ったか。

　みなの視線がイシュカに集まる。

「なーんで、支配権とか欲しがるわけ？　めんどくさくない？」

　タリアが心の底からわからん、という声で言った。

「はああ？　いいか！　今の領主などにまかせていては、この町はだなあ」

「ああ、はいはい。いるのよね、そういうこと言いたがる人が」

　言葉の途と中ちゆうで、ウィブはうんうんとうなずいた。

「ほら、あれでしょ。商人から賄わい賂ろ取ったりして腐ふ敗はいしてるとか、不公正な裁判してるとかいうんでしょ」

「……そうだ」

　不承不承に、ウオリーはうなずいた。

「しかし、それだけではないぞ」

「わかってる、わかってる。外交が弱よわ腰ごしだとか、享きよう楽らくにふけってるとか言いたいわけだ」

「さらにだなあ」

「町の住人たちも、それを追つい及きゆうするどころか、怠たい惰だな生活を送っていると」

　ぽんぽんとウィブは肩かたを叩いた。

「いるんだなあ。自分の狭せまい世間の基準だけでさあ、そういうきめつけをする人が。特に若い人に多いのよねえ」

　あんたはいくつだ、ウィブ。

「であるからして、だなあ」

「我々、理想をもった若者が政権をとって、町を清く正しく美しくしてやる、と」

「……そうだ」

「だって」

　ウィブは、仲間たちを見回した。

「いつものやつだな」

　つまらなそうな顔で、ソアラは言った。

「だいたい、若手の軍人とかいうのが反乱を起こすっていったら、この手の理由に決まってるもんねぇ。たまには、もう少し独創的なことを言う人っていないもんかしら」

　タリアにまで言われているようでは、世話はない。

「うるさい。普ふ遍へん的な真理というものは、往々にして陳ちん腐ぷに聞こえるものなのだ」

　どちらかというと腕わん力りよくにものを言わせるほうが得意だとは言え、ウオリーも神官のはしくれ、説教の練習くらいはしたらしい。この程度は言い返せる。

　しかし。

「はいはい、なんでも言ってていいよ。聞いてあげないけど」

　タリアを理り屈くつで感心させようというのは容易なことではない。

「しかし、ことが起こっちゃってから、いまさら犯人がわかりましたって、領主さんへ報告に行くのも馬鹿みたいだよなあ」

　ソアラが、メイスをとんと肩にかついだ。

「おじさん、おじさん。そう不ふ機き嫌げんそうな顔してないでさ。踊おどる？」

　また忘れられかけたウオリーに、ピコが呼びかけた。

　ウオリーは地面に座り直しかけていたのを、半はん腰ごしになって怒鳴りつけた。

「いらぬわ！」

　彼としては、忘れられていたほうが幸せだったかもしれない。

「あ、こら逃にげるなよ」

　ソアラが、あわててメイスを戻もどす。

「そうだ。今日こそはとっくりと、ライリーの教えを説き聞かせてくれますぞ」

　立ち直ったらしいイシュカも、やってきた。

「忘れるところだった。おじさん」

　ウィブが、ウオリーをつついた。

「俺は、四十前だと言うのに」

　三十すぎれば、おじさんと呼ばれるのが当たり前なのである。悲しいけど、それが現実なのである。

　しかし、じゃあ、ピコもおじさんだよな。

「いいから、いいから」

　ウィブは、ウオリーの正面にしゃがみこんだ。

「どうして、あたしたちを殺そうとしたわけ？　イシュカとおんなじように操あやつろうとか考えなかったの？」

「参さん謀ぼう殿どのは、そうするつもりだったようだがな。しかし、お前たちは危険すぎる」

　危険の意味はともかく、あながち間ま違ちがいではないかもしれない。だからって、素す直なおに殺されてやる義理はどこにもないが。

「ま、いいけどね」

　ウィブは手を腰の後ろにまわした。そこには、いつも細くて丈じよう夫ぶな綱つながさげてあるのだ。

「とにかく、縛らせてもらうね」

「どうするつもりだ」

「もちろん、お前は法のもとに裁かれるのだっ！　吊つるされるのも覚かく悟ごせよっ、哀あわれだがなっ」

　イシュカが、びしりときめつける。

「領主さんに引き渡わたされるに決まってるだろ。情報を吐はいて、うまく立ち回れば、放ほう免めんとかしてもらえんじゃね？」

　ソアラは、もう少し穏おだやかである。

「そっか、こいつを渡せば、ちょっとでもお礼くれるかなあ」

　タリアの発想は常に即そく物ぶつ的だ。

「はい、立って、きりきり歩くのよ」

　ウオリーはとりあえずは、素直に従うことにしたようだった。暴れもせずに、縛しばられ、言われるままに立ちあがった。ま、喉のどもとに大剣をつきつけられていて、おまけにその持ち主がこちらにかなりの恨うらみを抱いだいているという状じよう況きようで逆らうのは、ただの馬ば鹿かである。

「おい、スラン」

　いつのまにか、壁かべの陰かげに移動していたスランとマーニーが戻ってきた。

「もう、スーちゃんたら、こんなところでぇん」

　マーニーは、さっきの疑問のことなど、きれいに忘れているようだった。

　戻ってきたスランは、いかにも疲れきった、しかし仲間のためだからやむをえない、と全身で表現していた。

「ほんとに、いやいや、やってるんだろうな？」

　ソアラの問いに、スランはぶんぶんと首を縦にふった。

　こういう疑問をもつとは。ソアラも成長しているようである。

　いろんな意味で。

　で、一歩路地を出ると。

　そこに甲こう破は隊たいの兵士がいた。
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　さいわい、遠い。まだ気がつかれていないようだった。

　しかし、町の人々に家の中に入るように促うながしながら、だんだんとこちらに近づいてくる。

　ソアラたちは、ウオリーの口をありあわせの布でふさいで、あわてて路地に戻った。イシュカが、ウオリーをかかえてひきずってゆく。

「反対側に行こう」

　問題は道がわかるかどうかなのだが、ま、なんとかなるだろう。

　反対側の大通りに一歩出る。

　また、甲破隊の兵士がいた。

　よく考えてみると、ここは領主の城よりは甲破隊の宿営に近いあたりなのだった。

　当然、甲破隊の勢力圏けん内ないということになる。

　あわてて、また路地に引き返す。

「どうする？」

「もがもが」

　ウオリーとしては、兵士に見つかってしまえと言っているわけである。どうせなら、彼も、兵士が来るのを待ってことをおこせばよかったのである。恨み骨こつ髄ずい、血が上って判断を間ま違ちがえたのだろう。

「踊らせるというのは、どうだろう？」

　真しん剣けんな口調で、ピコが言った。

「それで、その後はどうなるんだ？」

　尋たずねなくてもいいのに、イシュカが言った。

「踊ると楽しい」

　さすがに、ここでピコに拳げん骨こつをくらわすために手を放すとウオリーに逃げられる、というくらいのことはイシュカだって。

　……気がつかなかった。

「ぬおっ」

　ウオリーが、なんとか身をもぎはなし、グリフォンに出会った雌めす馬のように走りだした──グリフォンは雌馬を襲おそって子供を作る習性があるのだが……深く考えると気持ち悪い喩たとえであったかもしれない。

「しまった、足も縛っとけばよかった」

　もう、遅おそいよ、ウィブ。

「もがっ！　もがっ！」

　ウオリーは、呻うめき声をあげつつ、甲破隊の兵士がいる大通りへ飛び出していった。

　綱はなかなかとけず、布のほうも、かなり深くまで押しこんであるので、中々吐きだせない。いまはまだ甲破隊の兵士も何が起こってるのか把は握あくできてなさそうだ。しかし、そう長くはもたないだろう。

「申し訳ございませんっ！」

　あやまるイシュカに対して、あきれかえった視線すら返ってこない。

「とりあえず戦術拠きよ点てんを移動させるぞ！」

　ソアラが声をあげて、一同、路地を大通りの反対側に走った。

　あいにく、そっちは別の大通りで、こちらにも兵隊がうろついている。

「キュキュユユユ（暗ぁい暗ぁい。暗いのはいいなあ。汚きたないものを何も見なくてすむもんなあ。ああ、暗いのが好き。ここんとこのすみっこの暗いのがいいなあ。あ、暗くら闇やみの精せい霊れいさんだ。ねぇ、精霊さん。このへん全部、すみっこみたいにしちゃってもらえません？）」

　クリュオでは、大地の精霊と暗闇の精霊は、呼び出すまでもなく、そこいらにごろごろしている。ソアラは彼らを呼び集めて、自分たちの姿を隠かくしてもらった。

　同時にタリアも、明るさを押しのける呪じゆ文もんを唱えた。

「トルプ！（来るな来るな、来るんじゃないの、わたいは明るいのは嫌きらいなんだから。え？　光はまっすぐ進むもんだって？　そんなこと知らないもん、わたいがやだって言ってるんだから、光はみんなこの杖つえを避さけて通ること、いいわね！）」

　二つの呪文の効果があらわれて、周囲が暗闇に閉とざされた。

　あわてて悲鳴をあげそうになるマーニーの口を、今度は手でスランがふさぐ。

「このまま、路地の暗闇にまぎれてやりすごそう。それでもって、反対側の連中が来ないうちに、有利な地点を確保する」

　ソアラは、小さな声で、仲間たちにそう告げた。あくまで、逃げるわけではない。

　だが、これは隠れることになっているだろうか？

　近づいてきた兵士が、何気なく、路地をのぞきこんだ。彼が予想したのは、なんの変へん哲てつもない狭い路地裏だ。

　だがそこは、永えい劫ごうに光届くことなき地じ獄ごくに通じているがごとき、暗黒の深しん淵えんではないか。

　単に光り苔ごけの生えていない洞どう窟くつのようなともいえるが。

　とにかく、そのような暗闇であった。

　ふつう、昼間の街路のど真ん中がこれだと、おかしいと思う。

「なんだあ、こりゃあ！」

　彼は大声をあげて、仲間に、こっちに来てくれと呼びかけた。

　なにせ、昨夜、勝手な判断で持ち場を離はなれたために、厳しく叱しつ責せきされていたのである。注意深くもなろうというものだ。

　もう一度、あのウィブという娘むすめに会うことがあったなら、きみのせいで怒おこられちゃってさあ、とか言ってきっかけがつかめるんじゃないだろうか、とか、そんなことも考えたが。

　しかし、まさかその暗闇の中に、当のウィブがいようとは、ベミントンには知るすべもないことだった。

「ちょっと貸してくれ」

　近くにいた古着の屋台の親父おやじに──もちろん、それもすぐに撤てつ去きよさせねばならんのだが──衣紋掛けハンガーを借り、路地の空間いっぱいを占しめる暗闇ダークゾーンに、彼は恐おそる恐るそれを突つき入れてみた。

　手ごたえがあった。

　ぐいっと引っ張られたのだ。

　力の強さに、思わず手を離してしまった。衣紋掛けは、暗闇の中に引きこまれてしまう。

『なんだ、これは』

　と彼が肌はだを粟あわ立だてたのと。

　暗闇の向う側から、この間、甲破隊に加わったばかりのライリーの神官が怒ど鳴なり散らす声が聞こえてきたのと。

　呼ばれてやってきた同どう僚りようが声をかけてくるのと。

　暗闇の中から、何やってるのよ、という女の声が聞こえてくるのと。

　全すべてが、同時だった。

　そして次の瞬しゆん間かん。

　暗闇がのしかかってきて、ベミントンは恐きよう慌こう状態におちいった。つま先にかかった重みを意識する暇ひまもない。

　気がつくと、道の真ん中で、彼は声を限りに絶ぜつ叫きようしていた。

　明るい。ちょっと恥はずかしかった。

　黒い塊かたまりが、広い大通りの真ん中を、人が走る速さで移動している。

「追え！　追っかけんか！　馬鹿もん！」

　顎あごの長い神官が──ベミントンは名前が思いだせなかった。女の子は紹しよう介かいされなくても覚えるが、男の名前は覚えない主義なのだ──怒鳴り散らす声がして、ベミントンは慌あわてて走りだした。そういえば、今朝、怒る参さん謀ぼうと隊長を、このあごの長い神官がなだめてくれたのだった。名前は忘れても、恩返しはせねばならない。彼はなんと言っている？

「捕つかまえろ！　あいつらを捕まえるのだ！」

　あの暗闇を？

　ベミントンは、いつのまにか足に怪け我がをしていたことについて、神々に──神官に敬意を表して、特にライリーを中心に──感謝しながら、決して暗闇に追いつかないよう、速度を調整しながら走った。

　常に挑ちよう戦せんを奨しよう励れいする戦いくさの神に対して、ばちあたりな態度ではあるが。

　ま、ばちあたりな神官どもよりはましか。

　とりあえず、他ほかの兵士たちも、追いかけてはきたが、ベミントンと思いは似たようなものだったらしい。地底の人々は、ルーフ・ウォーカーをのぞけば、魔ま法ほうに馴なれていない。人間、未知のものには不必要なほどの恐きよう怖ふをいだいてしまうものだ。

　というわけで、兵士たちは、なかなか闇やみのかたまりに近づいてはこない。

　しかし、引き離すこともできていなかった。白昼の暗闇が目立たぬはずもない。このままでは、逃にげのびることは不可能だ。

「人ひと混ごみにつっこもう」

　提案したのは、ソアラだった。

　同時に暗闇を消す。で、各自ばらばらに逃げようという算段である。兵士たちは、闇を追っているのであって、一行の姿かたちは把握していない。

「でも、顎のおっちゃんは、あたしたちのこと見分けちゃうよ？」

　ウィブが指し摘てきした。

「じゃあ、闇の精霊はおっちゃんにまとわりついてもらおう」

　わずかな時間しかもたないが、目くらましにはなるだろう。

「で、とりあえず、だな」

　ソアラは小声で言った。暗闇の外にいる者たちに聞こえるのはまずいからだ。

「俺は、宿へリィズを迎むかえに行ってくる」

　頭に血が上っているウオリーも、すぐに彼女の存在を思いだすだろう。

「どこでおちあうことにしよっか？」

　ウィブが言った。

「領主さんのとこへ行ってみよう、とりあえず報告だけはしておいたほうがいいだろ」

「うん、じゃあ、あとでね」

　と言ってから、ようやくまぎれこむのに充じゆう分ぶんな人混みを見つけるまで、かなりかかった。

　走り続けている間の、まあ、気まずかったこと。

　それはともかく。

　適当な人混みが見つかった頃ころには、疲つかれて、歩くのとたいして変わらない速度になっていたのだが、甲破隊の兵士たちもまだ追いつく決意ができていなかった。ウオリー自身も、いきなり飛びこむと何があるかわからんので、部下をまず突っこませようとしている。

「よし、あそこはちょうどいい！」

　人混みは、大きな通りが三つも交差する場所にあった。

　どうやら、甲こう破は隊たいに家に追い返されようとしている人たちが、互たがいにぶつかりあっているようだ。何を勘かん違ちがいしたのか、荷車一いつ杯ぱいに家財道具をつんだおっさんやら、どさくさまぎれに駆かけ落ちしようとしている若い娘と若い娘、それを止めようとしている両親、さらに人の行き来を整理しようとしている甲破隊の兵士などなどで、ごったがえしている。

　そのど真ん中に、闇の塊がつっこんだ。

　みんな、自分のことで手一杯で、周囲のことに注意を払はらっていることもなく、幸い先んじて道を空けられたりもしなかった。

　闇にまきこまれた人々は、当然、恐慌におちいった。

　悲鳴があがり、怒ど号ごうがあがる。

「誰だれよぉ、わたいの胸に触さわったのぉ」

　おいおい。

「わ、私じゃありません」

　そんなことを言ってる場合じゃない。

　闇の精霊がだっと足を速めたウオリーに目め隠かくしをする。転んで、荷車に轢ひかれかけていた。

「いまのうちだ！」

　一行七人が、それぞればらばらに、人混みにまぎれこむ。

　ピコは、そこらのアングラットの腹にはりついた。珍めずらしく何かを案じている顔だ。

　スランは、ことのついでにマーニーを引き離そうとしたのだが。

「うふふ。だいじょうぶよう、スーちゃん。あなたを決して見失わないからぁ」

　果たせなかった。

　ラーファの神聖魔法によって、赤い糸で結ばれていたからである。怖こわッ！
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　少なくとも、ソアラはウオリーに追われることはなかった。

　走りながら、少年は考えをめぐらせた。

　自分が追われていないとはいえ、仲間の誰かが追われているのかもしれないが、心配することはないだろう。

　自分でなんとかできるはずの連中だし、万が一にも捕まったなら、助けだすだけだ。もし、死んだら？　それこそ考えてもしかたがない。いまは、何がしてやれるわけでもないのだから。できるはずだったことをしなかったのなら反省するけれど、できもしないことで後こう悔かいしたってしかたがない。

　とりあえず、自分がやらなくてはならないことをやるだけだ。

　ソアラは走る。

　リィズを迎えに行って、母親に会わせてやること。たぶん、それが、今、彼にできるいちばんのことだ。町が戦いの場になるなら、急がなければ、また引き離されてしまう。

　彼らの宿は、町の北、港近くの市場にあった。

　途と中ちゆうで、大きな通りの真ん中で大きな焚たき火を燃やしている甲破隊の兵士に出会ったが、姿隠しの呪文で通り抜ぬけた。他の連中も、なんとでもするだろう。それほど厳重に往ゆき来が咎とがめられているわけでもなかったのだ。

　なんせ、子供がまわりを走りっこしてる程度のもんである。クリュオの戦争は、けっこう気楽なものなのかもしれない。さっきの人混みの人々も、怯おびえているというよりは、お祭り気分だったようだし。

　とにかく、篝かがり火びをこえて。

　これで、甲破隊から領主側の勢力圏けん内ないに入ったことになるはずだ。

　そうは思ったが、気は緩ゆるめなかった。

　正義の戦士は油断をしないものである。子供の頃に聞いた英えい雄ゆう叙じよ事じ詩しで学んだことだ。

　しかし、道ゆく人々のふだんと変わらないようすを見ると、緊きん張ちようしている自分がなんなのだか、という気もしなくはない。

　宿が見えてきた。

　同時に、扉とびらがいきおいよく開いて、宿の親父が飛びだしてきた。

　頭から着地したところを見ると、自分の意思で飛び出てきたのではないらしい。

　嫌いやな予感を覚えながら、ソアラは駆けよった。

　うつむいてのびている親父を、抱だきかかえてひっくりかえす。

　案の定、親父の顔は、殴なぐられた跡あとでいっぱいだった。

「どうしたんだ？」

「殴られた」

「それは見ればわかるよ」

　律りち義ぎにソアラは、そう答えた。

「甲破隊の連中だ」

　親父は、それに続くソアラの問いに先回りして答えた。

「あんたの連れの女の子を出せと言うんで、案内したら消えちまってたんで」

「部屋に案内して、殴られたのか」

　ソアラは確かく認にんした。

　はっと気がついた親父は、あわてて、言い訳をはじめる。

「ひとしきり、押し問答はしたんだ。まだ、こっち側は領主様の御ご支し配はいのはずだから従う義理はないとも言ったんだが、強きよう硬こうでやむをえなかった。金をくれるってんで」

　ごちーん。

　ほうりだされた親父おやじの後頭部は、なかなかにいい音を響ひびかせた。

　ソアラは、姿隠かくしの呪じゆ文もんをまた唱えて、開けっ放しの扉から宿に入った。

『そうそう、無意味に突とつ撃げきして、女の子を危険にさらしてはいけないだわよ』

　無む謀ぼうと無む茶ちやの精せい霊れいであるはずだが、メイスに宿るヴァルキリエは、とりあえず、ソアラのやることなら、なんでも正しいと認めるつもりらしい。

　一階の酒場には、客たちが集められていた。

　兵士が二人ほど、手持ち無ぶ沙さ汰たそうに見張りを続けている。

　ソアラは、音を立てないよう静かにその横を通り抜けた。

　酒場は吹ふき抜けになっていて、二階の客室の扉が見えている。兵士が廊ろう下かを歩き、それぞれの部屋を確かめているのも、見えた。扉があけられるたびに、その部屋に泊とまっている客から抗こう議ぎの声があがった。

「それでも戦争をやってるつもりかぁ。決まりをちゃんと守れよな」

　戦争に決まりなんてもんがあるか。と、ソアラは思った。

　地底の人の考えることはよくわからない。

　階段をあがりきったところに立っている中年男が、そんな声をあげる人々をぐるりと睨にらみつけた。みな一様におし黙だまってしまう。その男が、ここの兵士を指揮しているらしい。男の視線は、ソアラの考えと似た思いを表現している。

　黙ってしまうのだが、それでも、とりあえず自分の部屋が調べられると、いちおうはぶつぶつ小声で抗議だけしてみている。兵士も怒おこるでもなく聞き流していた。

　地底の人たちが考えることは、やっぱりよくわからん、とソアラは思った。

　指揮官は、誰かが口を開けるたびに、そっちを睨みつけている。

　さて。その忙いそがしく目玉を動かしている男は、少し他の兵士たちと違ちがった格好をしていた。

　屋内で帽ぼう子しをかぶり、黒いマントを身につけ、手にはねじくれた形の杖つえをもっている。

　魔ま術じゆつ師しではないか。

「駄だ目めです、参さん謀ぼう殿どの。どの部屋にもいません」

　右端はしの部屋から出てきた兵士が、そう告げた。リィズは逃げたらしいと、ソアラはほっとした。ほっとすると、なぜリィズが狙ねらわれたのか、疑問がわきおこってくる。

「あのライリーの神官が噓うそをつけたはずもない」

　と、参謀と呼ばれた男は言った。どこかで聞いたような、独特のイントネーションだ、とソアラは思った。

「どうして気がついたのか……。とにかく、ラーファの最高司祭の娘むすめを押さえれば、こちらの有利は間ま違ちがいない。十年間探し続けた娘のためなら、なんでも言うことを聞くだろう」

　イシュカに後でおしおきしてやる。ソアラは、固く、こう決意した。

　男の言葉に、階下の客たちは衝しよう撃げきを受けたようだ。客ばかりではなく、兵士たちも釈しやく然ぜんとしないようすだった。

「これも、理想社会のためだ。少々の犠ぎ牲せいはやむをえんのだ。みんなも、わかってくれ。ここはおとなしく従ってもらいたい」

　もっともらしい言い分で、悪事を正当化するやり口に、むかむかと怒いかりがこみあげてきて、ソアラは思わず姿を現しそうになった。自分があんなことを口にする光景を思い浮うかべ、その恥はずかしさで羞しゆう恥ち心しんの精霊をつなぎとめる。

「外に出る時間があったはずはない。念のためだ。最初の部屋を、もう一度調べてみろ」

「わかりましたラムソン様」

　参謀──名はどうやらラムソンというらしいが──に言われて、兵士が部屋に入る。

「うわっ」

　すぐに悲鳴じみた叫さけびが聞こえた。

「参謀殿、ここです。天てん井じようにはりついてやがった」

　リィズは、なにせ出身がルーフ・ウォーカーである。

「嚙かみつくなっ、この娘！　けだもんみたいなやつだな！」

　リィズになんてことを言いやがる。

「馬ば鹿かもの、子供相手に何をうろたえている」

　参謀のラムソンが、部屋に向かおうと、一歩、大おお股またに踏ふみだした。

「先手必勝ッッ！」

『だわ、だわ～！』

　と言いつつ、精霊に頼たのんだのは、真しん音おん魔ま術じゆつを封ふうじるための沈ちん黙もくの呪文である。

　しかし。

『きーっ、それは嫌いやみね、嫌みね。あたしに対する嫌みなのね～』

　風の精霊は、お肌はだの調子が悪かったのだ。実体のない精霊に、お肌があるのかと問われれば、あると答えるしかないのである。

「うぬっ！　精霊使いか」

　男は、突とつ然ぜんになにもないところから現れたソアラの姿に動じることもなかった。

　落ち着いて、対処のための呪文を唱える。

「カルタ・マーレ（今日は休みだぞ、手よ足よ。動かなくってもかまわないぞ。心の命令など無視をしろ。お前たちだって、たまには休みをもらったっていいじゃないか。ゆっくり休むがいい）」

　麻ま痺ひをもたらす真音魔術だ。

　ソアラは耐たえた。真音魔術に耐えるには、とにかく強い意思をもつことだ。

「ばかやろ！　休みは明日あしただ」

　ほんとに休みをやれよ？

　ソアラは、手足を酷こく使しして、突撃した。

「ほほう、俺の呪文に耐えるとはなかなかな」

　魔術師ラムソンは、面おも白しろそうに言った。こういう余よ裕ゆうぶった口調を使うのは、やはり形から入る性格と見て間違いない。

　背後から迫せまってきた二人の兵士が、ソアラに斬きりつける。しかし、人を殺す覚かく悟ごが据すわっていなかった。腰こしが入っていない。いかにも浅く、レザーアーマーすら貫つらぬくことができなかった。

「ウオリーは失敗したようだな。こいっ！　わしは剣けん士しとしても優ゆう秀しゆう……え？」

　身構えたラムソンを完かん璧ぺきに無視してその横を駆かけ抜け、ソアラはリィズがいる部屋を一直線に目指した。

「……ほほう。……ほっほう」

　ラムソンの顔に、憎ぞう悪おの色が浮かぶ。

　そんなこと、ソアラはまったく気にしていない。

　彼が飛びこんだ部屋の中では、中年の兵士とリィズがもみあっていた。兵士の二の腕うでに、リィズは白くて健康そうな歯を立てている。ソアラはとっさに呪文を唱えた。

「キュユユユキュユ（ああっ、もう何がなんだか、なんだか、なんだか、なんだかあ～、わからないって幸せなことね。ああ、その人にも幸せをわけてあげて、狼狽うろたえる心の精霊さん）」

　狼狽える心の精霊は、純真な少年少女の心からの懇こん願がんに弱い。いたいけな子供の惨さん状じようを目の前にした時、大人が狼狽えてしまうのはそのせいである。

　ソアラより、むしろリィズの叫びに精霊は反応したのかもしれない。

「お兄ちゃんっ！」

「リィズ」

　呆ほうけてしまった兵士の腕を抜けだして、リィズがソアラの腕の中にとびこんできた。ソアラは、妹としてリィズの体を抱きしめてやった。これが、たぶん、最初で最後だ。

　そのソアラの背中を稲いな妻ずまがえぐった。

「うわっちゃ！」

　そりゃ、熱いだろう。痛いだろう。

　ソアラは、リィズを背中にかばいながら振ふり返った。

「なめるなよ、小こ僧ぞう」

　ラムソンが、怒りの形相もすさまじく、ソアラを睨みつけていた。

　左右に、兵士が控ひかえている。

「久しぶりに出会った同郷者だ。せっかくだから仲間にしてやろうと思っていたが、その前に、わしの呪文の恐おそろしさを教えてやるわ」

[image: ]

「勉強は嫌きらいだっ！」

　断言して、ソアラはメイスをかまえなおした。ちょっと顔をしかめる。

「くくく。稲妻は、ずいぶんと効いたようだな。わしを無視するからだ」

　ラムソンは、中年なのに、まだ思春期の自意識を捨てきれていない口調で言った。

　よくいるけども、こういう中年。少年の心を忘れてないとか？　主張する、みたいな？

　甲こう破は隊たい参謀は、からっぽの左手を、ソアラにさしだした。

「さあ、おとなしく、その娘をこっちに渡わたせ。さっきも言ったとおり、反省して頭をさげてくれば仲間にしてやってもいいのだぞ、まず履り歴れき書からだ」

「お兄ちゃん」

　不安そうな声を出して、リィズがソアラの背中にしがみついた。

　引き渡される心配をしているのではなく、明らかに困ったおじさんが目前にいるからだろう。

「あいたたたたた」

　ソアラが悲鳴をあげた。火傷やけどしたてのところを、焼けて爆はぜわれた鎧でこすられてしまったのだから。

「ごめん、お兄ちゃん。大だい丈じよう夫ぶっ？　ごめんね！」

「うう、さっきの稲妻よりも効いた」

　思わず本音が出るソアラであった。

　ラムソンは、前に出てきたリィズの顔を見て、ふと、考えこむ顔つきになった。

　そして、笑いだした。

「ふははは、ラーファの最高司祭の娘と聞いて探していたが、まさか、その娘だったとはな。向こう岸のテルケッツが喜ぶだろう」

　魔術師は、ばさりとマントをひるがえした。端はしが、かたわらの兵士の顔にかぶさる。たいして広い部屋でもないのである。

「ごめんね。お兄ちゃん」

「なあに、気にするな」

　ソアラは、べそをかくリィズを慰なぐさめた。ラムソンの意味ありげな伏ふく線せんセリフは、まるで耳に届いていない。

「わはははは」

　笑うラムソン。

「大丈夫、大丈夫」

　リィズを慰めるソアラ。

　ラムソンは、そのソアラの言葉を聞いていない。

　どっちもどっちなんで、わりと相あい性しようはいいのかもしれん。

「おい、お前たち。小僧から、娘を奪うばうのだ」

　命じられた兵士がしぶしぶながら前進してきた。

　左側から襲おそいかかってきた剣けんをメイスではじきかえして、ソアラは、リィズの肩かたをついて部屋の奥にと押しやった。寸前までリィズがいた空間を裂さいて、もう一人の兵士の剣が走る。

「馬鹿者、娘を傷つけるな」

　魔術師が叫んだ時、剣はソアラの脇わき腹ばらにくいこんでいた。

　兵士のほうも予想外だったらしく、あわてた顔だ。ソアラは、メイスを兵士の胸にぶちこんで、無理やり剣をもぎはなした。

「わしに従わぬなら、黒くろ焦こげになれい！」

　ソアラを、ふたたび稲妻が襲った。ラムソンがわざわざ宣告してくれたおかげで、予想できていたから、多少は耐えたが、それでもかなりの痛手を喰くらってしまった。

　よろけた拍ひよう子しに、後頭部が窓まど枠わくにぶつかった。もう、後がない。

「さあ、小僧。もう、逃にげ道はないぞ」

　なかば、座りこみそうになりながら、ソアラはリィズにささやいた。

「いいか、リィズ。ここを逃げ出したら」

「……ラーファ神しん殿でんに行けばいいのね？」

「お前、どうしてそれを？」

　リィズは悲しそうにソアラの瞳ひとみをのぞきこんだ。

「あの悪者がさっきから言ってる」

　もちろん、そのとおりである。リィズは、人の話をちゃんと聞くいい子だった。

「悪者とはなんだ。我々はだな、崇すう高こうな理想と目的をもってだな」

　おや、聞いていたのか。たとえ理想と目的があろうと、悪者と呼ばれると身み震ぶるいするくらい腹は立つらしい。

「リィズ。黙だまってようと思ってたんじゃないんだ」

　もちろん、ソアラは、ラムソンの言うことなど、さっぱり聞いていなかった。

「わかってるよ」

　リィズは、言った。

「お兄ちゃんは、いつも、あたしのこと考えてくれたもんね」

　二人がともにすごしたのは、わずかな日々である。すっかり、この状じよう況きように酔よっているようだ。世の中、酒もないのに酔っ払ぱらえるやつらばかりである。

　たまにそういうのもうらやましくなる。

「さあ、小こ娘むすめ、こっちへ来い」

　兵士が、じりじり迫ってくる。

「その傷では小僧は動けんぞ。小僧の命が惜おしければ素す直なおに従え」

「言うと思ったんだ」

　ソアラは口の中で呟つぶやいた。

「けど、そうそう、そんなやり口にひっかかってたまるかよ」

　ソアラは、左手でしっかりとリィズの肩を抱だきしめた。

「転進～」

　叫さけぶが早いか、窓の外に身をひるがえす。リィズを逃がして、ソアラは立ちはだかる──と思いこんでいた兵士たちは、反応が遅おくれた。

　二階程度の高さなら、運がよければかすり傷も負わずにすむ。ま、世の中、運が悪いやつは階段の一段目から落ちても死んでしまうけれども。

「ちっ」

　舌打ちをして、ラムソンは窓に駆けよった。兵士たちもだ。

　窓のすぐ下に、屋根があった。アングラットたちの畜ちく舎しやだ。屋根に大穴が開いている。

「とっとと追いかけろ」

　ラムソンは、兵士を突つき落とした。一人は、悲鳴もあげずに落ちていった。

「わたしは階段から」

　もう一人は、素す早ばやく、そう言い残して走り去った。要領のいいやつは、どこにでもいる。

「お前もだ」

　ラムソンは、まだ呆けていた兵士をほうりなげた。魔ま術じゆつ師しのわりには、けっこうな怪かい力りきである。落ちる途と中ちゆうで正気に返ったらしく、兵士は悲鳴をあげた。

　さて。落ちた先では当然ながら、アングラットが恐きよう慌こう状態におちいっていた。

　落とされた兵士は、追つい跡せきするどころではなかった。柵さくをぶち壊こわす勢いで走り回るアングラットたちをよけるのが精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　あ、のしかかられた。

　むぎゅ。

　もう一人は、落ちた時の打ちどころが悪かったようで、のびている。

　そして、ソアラたちは、というと。

　仲間との再会を果たしていた。

「あれ、どうしたのさ。こんなところで」

　畜舎の真ん中にピコがいた。

「何してるんだ、ピコ」

「ポコを迎むかえに来たに決まってるじゃない」

　あっさりとピコは答えた。

「早く、どいてやってよ」

「みゅー」

　ソアラとリィズのお尻しりの下で、苦しげにポコが鳴いた。彼が、クッションになってくれたのである。

「ごめんね、ポコ。ありがとう」

　リィズが、ポコの耳をそっとなでてやった。

　ソアラは、はっと思いついた。

「ちょうどいいや。ピコ、好きなだけ唄うたってくれよ」

「え、いいのかい？」

　次々とアングラットたちを解き放ちながら、ソアラは言った。リィズは、騎き鳥ちようのほうにかかっている。

「思いっきり景気のいい、走りだしたくなるようなのがいいなあ」

「うん。え～っと、どれにしようかな」

　珍めずらしく、ピコが悩なやんだ。なにせ、日ごろ、仲間たちから唄ってくれと言われたことなどないので、歌詞の選せん択たくで迷っているのだ。

　どうして唄っていいと言ったのかを詮せん索さくしないあたりが、ピコらしいと言えばピコらしい。

「さあ、走るぞ」

　畜舎の正面に人ひと影かげがあらわれた瞬しゆん間かんに、ソアラは言った。

「のわっ」

　ラムソンには、そう一言叫ぶだけの余よ裕ゆうしか与あたえられなかった。

　土つち煙けむりとともに、アングラットの円えん陣じんにまきこまれる。

　めったに見られない踊おどるアングラットを見物する余裕があったのは、たぶん、ピコだけだ。

　数十匹ぴきのアングラットと騎鳥の踊りは、やがて町中の動物たちを巻きこんだ大暴走になった。

　もちろん、ポコにまたがったピコがその先頭にいたのである。

　この暴走で、四軒けんの民家と二軒の肉屋、そして一いつ軒けんの酒場が倒とう壊かいするはめになった。

　民家と肉屋は、やがて再建されたが、酒場は二度と店を開くことはなかった。じつは、その酒場はいわゆる盗とう賊ぞくギルドの本ほん拠きよだったのである。もともと小さな組織にすぎなかったが、これを機に他ほかの組織に吸収合がつ併ぺいされ、二度と復活することはなかった。

　後世の人々は、そんなことがあったことなど綺き麗れいさっぱり忘れてしまい、語り継つがれることもなかったという。

　関係ない話だけどね。
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　そんなこんなで、領主の館である。

　タリアは、ふらふらと廊ろう下かを歩いていた。

　ここまでやって来たものの、仲間が誰だれも見当たらないのである。

　そこで、案内された部屋から抜ぬけだして探しに出たのだ。

　もちろん、大人しく待っていれば、いずれやってくるはずなのだから、探しにというのは単なる口実、見物に出たわけである。

　だって、暇ひまなんだもん。

　と。

　姫ひめとしては、おっしゃるわけでございまするが。

　本来、それを咎とがめるべき城の警護兵たちは、あわてふためいて走り回っており、それどころではなかった。

　──こんな時こそ落ち着いて、侵しん入にゆう者などに備えなければならないのに、まったく、慣れてない人はしかたないわね。

　と、タリアは自分のことを棚たなにあげて思った。タリアの心には、棚が三十六個くらいある。

　いや、数えたわけじゃないが。

　ちなみに棚一つに、なみの悪事なら二十四個は入るというのが通説である。

「ふああああ」

　タリアは大口あけてあくびをした。今日は、やかましいことを言うイシュカがいないので、のびのびとあくびができる。イシュカがいたってするけれど。

「おや、きみは」

　突とつ然ぜん、後ろから声をかけられて、タリアはあわてて口を閉じた。聞いたことのある声だ。それは、声をかけてくるのだから知り合いなのだろうが、向こうは覚えていても、こちらは覚えていないことはタリアには頻ひん繁ぱんにあるできごとなのだ。でも、この声は覚えていた。ほんの数言しか言葉を交かわしていなかったけれど。

「ありゃ」

　ふりむいて、思わず口をついて出たのは、そんな一言だった。

　誰だかわかっていたのだから、もう少し言いようがありそうなものである。久しぶりに出会ったことだし。

　そこには、四本の腕うでと複眼をもつ種族の三人連れがいた。キノコの森に住む、昆こん虫ちゆうの特とく徴ちようをそなえた、クリュオ独自の妖よう精せい族シェレラだ。

　地底世界にまぎれこんですぐの頃ころに、タリアは、このシェレラたちに出会っていた。

「なんで、こんなとこにいんの？」

　ま、妥だ当とうな疑問である。

「それは、こちらの台詞せりふだ」

　三人のうちでは最も地位の低い男、従者のス＝サグが言った。こちらも、まあ予想の範はん囲い内の返答であった。

「あいかわらず、性格、悪いね」

「きっ……さっ……」

　いいかけて、息をつまらせてしまったス＝サグの肩かたを、連れの若い男性シェレラがさすりあげた。落ち着け、という意味の仕草らしい。

　そして、彼はタリアに向かってにこりと笑いかけた。シェレラにとって、くちびるの両りよう端はしをつりあげるという表情が、人間と同じ意味をもっているとしての話だが。

「え～とっ」

　タリアは、頰ほおに赤みがさすのを感じた。なんだ、どうした。自分でもうろたえてしまう。

「とにかく、そういう性格は直したほうがいいよ」

　違ちがう。こんなことを言いたいんじゃないのだ。

「わたしからも、言い聞かせておくことにしよう」

　三人のうちで最も格が上の若者が爽さわやかな声で言った。若わか、と呼ばれていることしか、タリアは知らない。

「あ、うん。えと、よろしくね」

　なんと珍しいことに、タリアはおずおずとした口調だ。

「ところで」

　と、シェレラの若長は続けた。

「わたしたちが、ここで何をしているのかだったね」

「えっとね、わたいたちはね、リィズがね、お母さん探すの。でね、人形があるから持ち主を探してたら、将軍が悪いやつだったのよ」

　若長は軽くうなずいた。わかったのか、おい。

「じつは、わたしたちの仲間が何人か消えてしまうということがあってね。怪かい物ぶつ退治ばかりではなく、仲間を襲おそった災さい厄やくの解決も、次代の長としての修しゆ行ぎようの一いつ環かんなんだ」

　もしかすると、こいつも人の話を聞いてないのかもしれない。

「手がかりを摑つかんで、湖を渡わたる手配を頼たのみに来たんだが──ここの領主は我々の種族とは友人でね。ところが、この騒さわぎだ」

　そう言って彼は、耳にあたる巻きひげをふるわせた。

「それで？　きみたちのほうは、人形の持ち主探しとやらはうまくいっているのかい？　リィズというのは、あれから加わったお仲間かな？」

　おお。ちゃんと聞いている。しかも、ある程度は理解しているようだ。タリアと意思を疎そ通つうできるとは、希け有うな才能かもしれない。

「えっとね。それはもういいのよ。将軍が悪いやつだったから」

「やっぱり、人間の考えることはよくわからん」

　ス＝サグがぼやいた。

「うるさいなあ。そいでね、わたいはこれからね……」

「兄様、そろそろ参りませんと」

　今まで黙だまっていた若長の妹が、タリアをやんわりとさえぎった。

「そうか」

　若長は、タリアに向かって、人間の流りゆう儀ぎで一礼してみせた。

「領主と約束があってね。まったく、この戦いのおかげで迷めい惑わくしているよ。早く片付いてほしいものだ」

「うん、じゃあね」

　タリアは、手をにぎにぎして別れの挨あい拶さつをした。

「ああ、そうだ」

　行き過ぎかけて、若長はふりむいた。

「ことがおさまって、時間があれば、ゆっくり話でもしたいものだね。この間の若者も交えて。きみたちは、その、なんというか……」

　タリアは、首をかしげて、若長の言葉の続きを待った。

「そう。興味深い」

「う～ん。そうか～」

　腕うで組ぐみして若長の言葉の意味について考えこむタリアをおいて、シェレラたちは廊下を歩み去っていった。

　ス＝サグが、シェレラ語でなにやら若長に話しかけ、若長がそれをなだめているようだったが、タリアの耳には、もう入っていない。

「興味深いのか～」

　自分の考えにふけっている。ま、聞こえたところで、どうせシェレラ語は理解できないが。

「う～ん」

　珍しく、長々と考えこんでいた。

　遠くから、かすかに喧けん騒そうが伝わってくる廊下。人の往ゆき来も、じつは激しい。もっとも、大半はせかせかと歩きすぎてゆき、他人にかまう余裕のある者は少なかった。

　しかし、それでも、やはり考えごとをするのには、あまり適当とはいえない場所だ。

「ああ、姫。ここにいらっしゃったのですか」

　ほら、こうやってばかでかい声で邪じや魔まをするやつがいる。

「案内された部屋におられませんので、心配して探しておりましたんですよ」

　説教がましく言いながら、イシュカは腕をくんで立ちつくすタリアに近づいた。

「あの……、姫？」

　反論が返ってこないので不安になったらしい。

「ようし、決めた」

　近よってきたイシュカにくるりとふりむいたタリアはびしりと、指をつきつけた。

「あの将軍をやっつけて、戦いを止やめさせるわよ！」

「は？」

「正義のためよ！」

　何を言われたのか、理解できない。

　そんな表情だったイシュカだったが、やがてゆっくりと理解の輝かがやきがさしはじめた。

「姫の口から、そのようなお言葉が聞けましょうとは、このイシュカ、このイシュカ」

　両の目から滂ぼう沱だと流れる涙なみだをぬぐおうともせずに、イシュカは言った。

　いまだに、タリアという人格をわかってないのである。

　困ったものだ。

　あ、いや。別に誰も困らないか。
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「だからさ。この半日考えてたんだけど、そいつは、まあ、あれなんじゃないかと思うんだよ。俺たちと同じところから来た」

　ひそひそと、ソアラが言った。ちゃんと聞いてたのか、じつは。びっくりだ。

　領主の館やかたの、廊下の一角である。

　半日ぶりに八人が顔を合わせていた。例によってポコだけは、外でつながれている。不幸なことだ。しかし、半日もどこで道草くってたんだ貴様ら。

　廊下にならんだ窓の外は、すでに暗い。

「だったら、そいつを捕つかまえてさ、どんな道を通ったのか聞きだそうよ」

　ウィブが、やっぱりひそひそと答えた。

「イシュカがしゃべっちゃったはずだから」

「うん、向こうもいろいろと考えてるはずだしさ」

　城の廊下で、円えん陣じんを組んでひそひそと話している八人だった。案内をしている小こ姓しようが、不ふ審しんそうな目を向けている。

　もっとも、リィズもマーニーも、同じところって何の話だろうという顔をしているが。

　彼等は、摑んだ情報を一応は聞いておきたいと、領主に呼ばれたのだ。

　揃そろうまで待ったのだから、のんびりしたものである。ふつうなら、一人でも先に戻もどっていれば、とりあえず呼ばれたりするものだ。全員が戻るまでどころか、休きゆう憩けい時間までくれた。

　ひょっとしたら、最初に戻ったタリアに、報告などさせるだけ無む駄だだと、鋭するどく思ったとか……。いや、まさか。

　で、領主にどう話すか、相談しているのだ。

「けど、それって報告するの？」

「それが悩なやむところだよなあ」

　昨夜パルデスを引き渡してから摑んだ情報といえば、地上人の魔ま術じゆつ師しが将軍の背後にいることだけなのだ。これを知らせれば、彼らの素す性じようだって詮せん索さくされかねない。

「問題は、わたいらの素性が、ばれたらどうなるかってことよ」

　タリアが言った。おい、小姓はともかく、リィズとマーニーにはしっかり聞こえてるぞ。

「そろそろいいですか」

　しびれを切らして、小姓が謁えつ見けん室の扉とびらをノックした。

　謁見室には、既すでにもう一組、案内されてきた人々が待っていた。

　ラーファ神しん殿でんの人々だった。

「あら」

　そう言って、マーニーに笑いかけたのは、最高司祭のミレニアだった。

「こちらの方々と、ご一いつ緒しよでしたのね。安心しましたよ。でも、心配してるのだから、こちらにも連れん絡らくをくださらないと」

　慈じ母ぼの笑えみを浮うかべている。旅のラーファの神官が、監かん禁きんされていたのを救われたという知らせがあって、当の本人が姿を見せないから心配していたらしい。

　いい人である。

　かくも、いい人であると、あらためて思い知らされ、みんなが一いつ斉せいにソアラを見た。

　リィズは、まだ、状じよう況きようが把は握あくできていない。

　その妙みような空気を感じとって、ミレニアの表情が不安げに変わった。

「わたし、なにかよくないことを言いました？」

「あ、あの」

　ソアラは、喉のどをしめつけられているような声を出した。

「あの、ですね」

　この期ごにおよんでも、ソアラは助けだけは求めなかった。

　しかし、言葉は出てこない。

　ソアラは、とっさにリィズの腰こしの後ろに手を伸のばした。そこにぶらさがっている人形をもぎとって、前につきだした。

「あら、なんです……の」

　ミレニアの表情が、それを目にしたとたん、凍こおりついた。

「それは……」

　なんとか、それだけを言った。

「すいません。その、あの時、もしかしてと思ったんですけど、つい言いだしそこねてっ」

　うつむいたまま、ソアラは怒ど鳴なるように言った。

　ミレニアの手が、人形を受け取る。触ふれたその手は、少し固い母親の手だった。

　あいた手で、ソアラは、戸と惑まどうリィズを前へと押しやった。

　リィズは、目の前の女性をまじまじと見つめた。

「ずっと、この人は、ずうっと長い間、お前を探してたんだぞっ」

　リィズの顔は、仮面をかぶったように変わらない。

「お母……さん？」

「あなたは……」

　そして、かわされる言葉を最後まで聞かずに、ソアラはその場を走りさった。

「お母さん！」

「リーズデル、リーズデルなのね」

　娘むすめを抱だきしめる母親と、恐おそる恐る抱きしめ返す娘の姿を見ずに。

　廊ろう下かを駆かけ抜ぬけた。

　走って、行き着いた先は中庭だった。

　ソアラは、頭上を見上げた。そこには青い空も白い雲もなく、岩が広がっているばかりで、おまけに沈しずむ夕ゆう陽ひもなかった。今が夜だからというわけじゃない。

「ソアラ」

　遠えん慮りよがちに声がかけられた。

　ウィブだった。

　一人だけ、追いかけてきたのだ。

「あのさ、気持ち、分かるよ」

　答えはない。

　答えてくれないその背中に、ウィブは一いつ所しよ懸けん命めいに話しかけた。

「あたしもさ、ほら、親の顔とか知らないじゃない。そいでさ、演芸団の仲間でさ、一人いたんだよ。あにい、あにいって言ってつきまとってさ。演芸団が解散して別れる時には、寂さびしかったけど、きっとまた会えるって。それで、ほんとにまた会えたんだ。その時はさ、いろいろあったんだけど。そういえば、ピコと会ったのもあの時だったけど。んでもって、またお別れしたけど、でもきっとまた会えると思うし、んでもってさ」

　支し離り滅めつ裂れつ。

　タリアの状況説明と同じくらいわかりにくいけれど。

　たぶん、気持ちは伝わった。

　なぜなら。

「さああ、今日も正義のためにがんばるかあ！」

　そう言ってふりむいたソアラは、いつもの熱血元気少年だったからだ。

「とにかく、リィズをまた狙ねらわせるわけにはいかないからな」

　そう言うソアラに、ウィブはうんうんとうなずいて見せた。

「みんなのとこに戻ろ」

　並んで歩き始める。

「あのさ」

　ウィブは言った。

「どっかにさ、ソアラのお母さんもきっと無事でいるよ。リィズみたいに、会える日が来るよ」

「ああ」

　ソアラは、ぽんと手を打った。

「俺も、親を探してたんだっけ。忘れてたよ」

　忘れるなっ！

　ウィブは、思わずソアラを殴なぐり倒たおしていた。
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「わたいたちがやっつけてあげるよ」

　タリアは、いきなり断言した。

「無む茶ちやなことを言うな」

　一いつ蹴しゆうしたのは、クーダの最高司祭イルスカ老人だった。

　会議の真っ最中である。軍議というよりは、会議といったほうが近い、あまり殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きのない会合だった。

　タリアたちも、顧こ問もん的な立場で出席しているのだ。

「なんで～。わたいたちが信用できないって言うの？」

　タリアが両手をぶんぶんとふりまわした。だんだんと、怒いかりの表現方法が増えてくる。

「規則違い反はんであろうがっ！」

　イルスカも怒鳴り返した。枯かれきっているように見えても、まだまだ元気だ。はた迷めい惑わくなことである。

「いいか、そもそも北部地方プラムダにおける戦争の規則は今より三十年の昔……」

　さすがにクーダの最高司祭。不必要な知識ばかりは豊富である。

「……というわけで、当事者以外の者が戦争に参加する場合、相手のやはり協力者に対してしか戦せん闘とう行こう為いを挑いどんではならないわけじゃ。しかし、この規則が決められた陰かげには、タイリーシュ公の一家に伝わる悲しい伝説があった。今から百五十年の昔に遡さかのぼる……」

「あの～」

　遠慮がちにイシュカが口をはさもうとする。

「少し、お話がずれておられるのでは？」

「……というのも、だな。じつは黒の騎き士しセレニオンは、じつは女王メレトルーナが十五の時に産んだじつの息子むすこであったのじゃ。彼を倒すには、魔ま剣けんスカイシュトレルンを使うしかなかった。この魔剣というのが、またとんでもない！」

「いえ、もう、よくわかりましたので」

　イシュカは、くどくどと止めようとしているが、弁べん舌ぜつに酔よったイルスカは、過去五百年目にいたるまでの解説を滔とう々とうと弁じたてた。

「とまあ、大おお雑ざつ把ぱなところじゃが、そういうことなのじゃ、わかったか」

「ですから、今は緊きん急きゆうの時でございますから……、え、終わったんですか？」

　イルスカ老人が語り終えると同時に、あちこちで隣となりの者をゆり起こす光景が見受けられた。

「え、なに、やっつけに行くの？」

　タリアは口の端はしから少しよだれが流れ落ちていたりする。

「貴様、わしの話を聞いておったのか」

「聞いてなかったよ」

　正直が本当に美徳なのかどうか、タリアを目前にしていると、どうしても悩まざるをえないソアラであった。

「だから、そもそもだな」

「これ、爺じいよ」

　さすがに領主も今度は止めた。

「これ以上、会議を長引かせるわけにもゆくまい」

「はあ……」

　すでに夜半をすぎ、つつかれても起きない者が続出していた。

　リィズは、母の膝ひざで眠ねむっている。ミレニアが会議に欠席もできず、十年ぶりの娘とも離はなれられないとなれば、リィズも出席させるしかない。

　マーニーはスランの肩かたに頭を預けている。本来は、ラーファ神殿に登録が必要らしいが、いまはそれどころではない。

「で、恒こう例れいと規則にのっとり、明朝に軍隊を召しよう集しゆうし、ギスカールの挑ちよう戦せんに応こたえようと思う。さいわい、ラーファ神殿は当方を支持すると表明してくださったので」

「ちょっと、ちょっと。そんな悠ゆう長ちようなことを言ってていいのかい」

　ソアラは、立ちあがって発言した。タリアほど過激ではないが、あまりのんびりしていたくもない。

「なに、規則によって、向こうも夜は休んでおるわい」

「よいか、そもそも、この規則の意味はだな」

「爺、それはよいというのに」

「いいえ。この程度の基本的な知識すらもたぬのでは、この者たちの将来が不安でございます」

　そんなこと、あんたに心配してもらう筋合いはない。

「さて、今から四十五年前のことだ。賢けん者じやベルルという人物がおってな」

「申しあげます」

　伝令がとびこんできて、イルスカの解説は中断された。イルスカをのぞく全員が、ほっと胸をなでおろした。

　とびこんできた伝令は、よろけるように膝をついて、うつむいたまま言葉を発しない。

「なんじゃ、そのうす汚よごれた格好は、領主の御ご前ぜんであるぞ」

　イルスカは不ふ機き嫌げんに伝令を叱しつ責せきした。解説が中断されたせいで怒おこっているわけではない。そのあたりは公平な人物である。

　たしかに、その伝令は汚きたない格好だったのだ。黒い汚れはおそらく炭か焦こげたあと、茶色の汚れは。

　おそらく、血。

　それに気がついた時、みなが中ちゆう腰ごしになった。

「待て、騒さわぐな。静かにせい」

　領主が、みんなを静めた。

　がやがやがや。

「こりゃ、殿とのが静かにせいと言っておられるだろうが」

　がやがやがやがやがや。

「みなさん」

　ミレニアが一言、口を開くと、ぴたりと騒ぎが静まった。

　人望の差である。

　こんな人がリィズの母でよかったと、胸をなでおろすソアラだった。

　そして、その時になってはじめて、人々は、その伝令がさきほどから、言葉を発していることに気がついた。あまりにか細い声なので、聞き取れなかったのだ。

「ギスカール麾き下かの甲こう破は隊たい、われらに先さき触ぶれもなく、しかも夜に攻こう撃げきを……」

　それは奇き襲しゆうとか夜や襲しゆうというのだ。

「我らのうち数名が討うち死じに……」

「討死にだと、人を殺したというのか」

　領主が、蒼そう白はくな顔で椅い子すに沈みこむと同時に、伝令は崩くずれ落ちた。ミレニアが、席を立って、急いで駆けよる。リィズが、目をこすりながら起きあがった。傷ついた兵士の横にかがみこむ母を見つけて、やはり走りよる。

「お母さん、手伝うことない？」

　意味のあることをしているのは、その二人だけで、あとの者たちは不安げに囁ささやきあうばかりだ。イルスカ老人でさえ、言葉を失っている。

「戦争だっていうんなら、そりゃ人だって死ぬさ」

　そう呟つぶやくソアラの肩をスランが軽く叩たたいた。

　地底の、この町の人々にとっては、そうじゃなかったのだ。彼らにとって、戦争という言葉は、正々堂々とした陣じん取とり競技を指していたはずだ。

「ねえ、ソアラ」

　タリアが、ソアラのほうを見て言った。

「わたいたちだけでも、いいんじゃない？」

　ソアラは、みんなの顔を見た。

　ウィブは、きっぱりうなずいた。

　イシュカは口を開きかけたが、結局黙だまった。手続きにこだわる彼にしては珍めずらしいが、まあ、昨日の今日である。真夜中すぎだから、もう一昨日おとといの昨日になっているか。

　ピコは、もちろん何も考えていない。

　そして、スランが、拳こぶしを小さく宙につきあげた。

　それで決まりだ。

「あたしもいっしょだからね。スーちゃん」

　マーニーに抱だきつかれて、スランの顔が情けなさそうに歪ゆがんだ。

　まだまだ未熟者である。
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　どんどんどん。

「そんなに叩かんでもいいよ。今日は起きとったから」

　と、魚屋の親父おやじは言った。

「今日はねえ、大量に弁当をおさめなくちゃならないんでねえ」

　がたがたと、かんぬきをはずしながら、親父はぼやいた。

「ところで、誰だれだい」

「このへんの人って、悠長なんだね」

　ひょいと顔を出したのは、若い娘むすめだった。

　たしか、三日ばかり前、甲破隊のことを聞いていった娘だ。

「ま、それはいいことなんだけど。やっぱり、夜中に訪ねてくる相手は、誰だか確かめてから開けたほうがいいよ」

　にこにこと笑いながら娘が言った。

　魚屋の親父は、とまどいながら、うなずきかえした。

「じゃあ、おやすみ」

　親父は急速な眠ねむ気けに襲おそわれた。

「父ちゃん、誰だい」

　奥から出てきたおかみさんも、くらくらと倒れこんだ。

　倒れこんでも、呟いていた。

「弁当が、大量注文が」

　明めい晰せきな寝ね言ごとであった。

「大だい丈じよう夫ぶ、あたしたちが届けてあげるから」

　ウィブは、ちゃんとした姿勢で眠らせてあげながら、そう言った。

　噓うそはつかない。

　それから、ウィブの魔ま法ほう腕うで輪わの太陽の印が、二十四分の一も動かないうちに、甲破隊の宿営の裏口に立つ影かげがあった。

「御ご注ちゆう文もんの夜食をお届けにあがりましたぁ」

　と言ったのは、もちろんマーニーであった。

「みゅー」

　と、荷車を引くポコも鳴く。

　他ほかの者たちは顔が知られてしまっているから、フードを深くかぶって顔を隠かくしている。

　先に来た時には半分顔を隠していたタリアも、いちおう顔をさらしているが、まさか、彼女に喋しやべらせようとは誰も思わない。

「そんなもの頼たのんだって聞いてるか？」

　裏口の門番の一人が、目の回りを黒く腫はらした相棒に尋たずねた。

「いいや……。あんた、あんまり、見たことのない顔だね」

　と、尋ねられたベミントンは言った。無ぶ愛あい想そうな声である。まあ、懲ちよう罰ばつとして二日続けて夜警をさせられれば、無愛想にもなるだろう。

　マーニーは、つつっとベミントンに近づくと、甘い香かおりがする吐と息いきが、相手の口もとに当たるように、話しかけた。吐息が甘いのは比ひ喩ゆではない。匂におい袋ぶくろを口に含ふくんでいるのだ。ラーファ神官のたしなみである。

「新しく雇やとわれたんですぅ。おばさんの姪めいっこなの。よろしくね」

「あ？　ああ、こっちこそ」

　もう一人のほうにも、同じように挨あい拶さつする。

「そうだわ、まず、お二人に食べていただこうかしら」

「え、しかし」

「このお弁当を味わってもらえば、ギスカール様がどうして、差し入れをお命じになったかも、わかると思うわ」

　顔を見合わせた二人の衛兵は、うなずきあうと、どちらともなく、さしだされた弁当に手を伸のばした。

　受け取る時に、さりげなくマーニーの手に触ふれることも忘れない。

「よかったら、これも、どうぞ」

「いや、けど、仕事中だし」

　さしだされた酒さか瓶びんは、さすがに断った。

「そう？　そうね。杯さかずきもないし……。でも、こうやって飲めばいいのよ。……毒味、しましょうか」

　マーニーは、瓶に直接くちびるをつけて、酒を飲んでみせた。

　こくこくと白い喉のどが動く。

　くちびるの横からしたたり落ちるひとすじの酒。

「そこまで言うなら、もらおうかな」

　相棒のほうが言う。

「じゃあ、俺も」

　ベミントンも、あわてて言った。

「あら、そう。じゃあ」

　と言って、彼女は無雑作に瓶をさしだした。

　二人の兵士の間に、緊きん張ちようの糸がはられる。どちらが先だ。

　無言で、それぞれの右手がつきだされた。

　ベミントンは人差し指一本、相棒は親指と小指。

　二は一より強く、一は五より強く、四は二より強い。クリュオで素す早ばやく何かの結着をつけたい時は、伸ばした指の数で勝敗を争うのだ。

　勝利の表情で、相棒は瓶に手を伸ばす。

「あら、ごめんなさい。紅べにがついちゃってるわね」

「あ、いいよ」

「そうはいかないわ」

　マーニーは、ふところから取りだした布で、さりげなく注ぎ口をぬぐった。

　なんとなく、がっかりした顔つきで、相棒の兵士が一口飲む。

「そちらのかたの前に、あたし、もう一口飲んでいいかしら？　遅おそくまでお弁当作っていたから、喉が渇かわいちゃって」

「ああ、もちろん、かまわないぜ」

　ベミントンは嬉うれしげに言った。

　マーニーは、同様に布でぬぐって、酒瓶をわたした。

　しばらく後、気持ちよさそうに眠ねむりこんだ二人の兵士を見おろしながら、ウィブとタリアは感心することしきりだった。

「ふふふ、ラーファ神しん殿でんでいやなお客が来た時に使う薬よ」

　男どものほうは戦せん慄りつすら覚えていた。

　もちろん、布でふきとるふりをして、逆に薬を塗ぬりつけたのである。

「けど、こう簡単にひっかかるとこを見ると、夜襲をかけたのって、ほんとにこいつらなのかしら」

　マーニーの疑問に、ウィブは小さくうなずいた。

「やっぱり、ちじょ……とか、そういうのなのかな？」

　曖あい昧まいな言葉を口にしつつ、ソアラを見る。

「少なくとも、反はん撃げきの心配を全然していないところが、ちて……このへんらしいよな」

　いや、まったく。ふつうなら、このあたりは兵士でいっぱいのはずだし、それを覚かく悟ごしてやってきたのだが。

　一同、拍ひよう子し抜ぬけである。

　少なくとも、地底の人々が策略になれていないことは、経験で知っていたのだが、ここまでとはねえ。

　単に、この二人が女に弱かっただけかもしれないが。

　だが、地底人が策略に弱いということは、地上人の参さん謀ぼうをもつギスカールの勝利が約束されていることを意味しているわけだ。このままだと。

「ごちゃごちゃ考えたって、しようがないっ。とにかく、悪いやつを、やっつければいいの」

「姫ひめ、簡単におっしゃいますが、世の中というものは、そう単純ではなくて」

「複雑なのは間ま違ちがってるのよ。簡単なほうがいつも正解なの」

　とんでもない信念だが、意外と正せい鵠こくを得ているような気もする。

　ともかく、潜せん入にゆうには成功したのだ。

　そして、弁当は配られた。

　もちろん、まだ起きている兵士にである。

　まさか寝ねているやつを叩き起こして食べさせるわけにはいかない。

　油断しているかと思ったが、中では、半数近くがまだ起きていた。

　兵士たちは疑いもしなかった。警備が通したのなら大丈夫だろうというわけだ。マーニーだから疑われなかったのだ、という説もある。もしも、イシュカやスランが配っていれば、こうはいかなかったろう。ピコも手伝い、子供好きの兵士におこづかいまでもらったりしていた。

　ただし、けっこうな数の兵士が、外に出ているようだった。残されていたのは、どちらかというと気の弱そうなやつが多かったのだ。

　薬のしこまれた弁当を食べながら、こんなことを言うやつもいた。

「そりゃ、さあ。ギスカール隊長の言ってることは正論だけどさあ。やっぱ、俺、ああいう規則違い反はんはいけないんじゃないかと思うんだよね～」

「はたして手段は目的を正当化するかという問題があるわけよ」

　逆だ、逆。

　頭でっかちの、あまり役に立ちそうにない連中を置いていっただけなのかもしれない。だとすれば、こんな連中をいくら眠らせたところで、貴重な薬の無む駄だ遣づかいではないだろうか。

　そう思い始めた頃ころ。

　ウィブが、窓の外を見て、もう一つの重大なことに気がついた。

　兵士たちの宿舎はともかく、屋や敷しきのほうには、ほんのわずかな明かりしかついていない。この間来た時に確かめてあるが──そのあたりはウィブとピコも手慣れたものである。外形を見ればおおかたの間取りはわかるのだ──、そこはおそらく召めし使い部屋である。

「ひょっとして」

　とウィブが言った。

「ギスカールと参謀も、出かけてんじゃないかな？」

「そういうことには早めに気がつけよ」

　自分で気がついてから言え、ソアラ。

　その時であった。

　がらがらとなる車輪の音が、聞こえてきた。表のポコが、みゅーみゅーと騒さわいでいる。

「なんか、帰ってきたよ」

　窓まど枠わくにしがみついたピコが言った。

　もちろん、ギスカールである。

　華か麗れいな装そう飾しよくがほどこされた、大ネズミのひく乗用車が一台。

　乗っているのは二人。一人はマントとフードの姿である。どうやらラムソンらしい。

　車がつくと表の門が開いた。まだ、あそこの兵士には、弁当を配っていなかったのだ。

　不幸中の幸いである。

　ギスカールたちは安心して中に入ってくるだろう。

「どうする？」

　ウィブの質問には、ソアラから短い答えが返ってきた。

「急いで、館やかたに忍しのびこむ」

　わかりきった意見である。

　他に手はない。

　もちろん、逃にげるという手は、いつだって有効だが。
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　忍びこむつもりだった。

　もちろん。

　完全武装の騒そう音おんが許す範はん囲いで、ではあるが。

「あれ、いたの？」

　まさか、扉とびらを開けたとたん出くわすとは思わなかった。

　真っ暗な部屋の窓から、忍びこんで、とりあえず廊ろう下かに出たのだが。

　その廊下を、二人が歩いてこようとは。

「なっ」

　ギスカールの目が、大きく見開かれた。

「なんだ、お前たちは！」

「通りすがりの冒ぼう険けん者です」

　つい、いつもの決まり文句が出た。

「こんなところを通りすがるやつがいるか！」

　もっともな意見である。

「貴様たち」

　いきりたつギスカールを制して、ゆうらりと前に出てきたのはラムソンだった。

「こんなところまで、入りこんでくるとはな、さすがにわしと故郷を同じくするものだ」

　言いながらフードを取る。

　その下からあらわれたのは、帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶった頭だった。珍めずらしいやつである。

　頰ほおには、ポコの足型によく似た青痣あざがある。たぶん、ポコの足型だ。

　もしかすると、ピコの足あし跡あともどこかにあるかもしれない。

「どうだ、地上の力をもってすれば、この世界を制せい覇はすることも可能」

　帽子をとれば、その下には黒い髪かみと尖とがった耳があった。

　こいつも半はん妖よう精せいだったのだ。

　そういえば、ひねくれた目つきをしている。人間からも森妖精からも受け入れてもらえない半妖精は、性格を歪ゆがめられてしまうことが多いのだ。彼らの多くは、社会の犠ぎ牲せい者しやであるとも言える。

「仲間にはならないよ」

　すかさず、タリアが宣言した。

　半妖精でも、こういうふうに育つのもいる。歪んだ性格であるかどうかはともかくとして、彼女がなんであれ犠牲者でないことだけは間違いない。

　ラムソンは開きかけた口を途と中ちゆうで閉じ、じろりとタリアを睨にらむと、言葉を変えた。

「長い準備期間は終わった。勝利はもはや目前だ。今からなら、いちばん楽なところから参加できるのだぞ」

　なだめるような声で言う。

「どうだ、娘むすめよ。同じ種族のものとして、栄えい耀よう栄えい華がを味わわんか」

「おい、ラムソン、こんなやつらに！」

　長ちよう剣けんをかまえて叫さけぶギスカールを、片手で制する。予想通り、本当の首しゆ謀ぼう者しやはこいつのほうだったらしい。

「やぁだ」

　タリアはいつものごとくにべもない。

「もう一度だけ、言ってやる。いいか。この閉とざされた空間で我らの理想郷を、だな」

「めんどくさい」

　タリアはひらひらと手をふった。

「なんで、わたいが他人の面めん倒どうまでみなくちゃならないの」

　自分の面倒もみられないというのに。

「姫、そのわたいは……」

　か細くイシュカは言った。復活の兆きざしか。

「理想なんて、みんな別々だっていうのに。母さんは収入さえあればなんとかなるって言うけど、わたいはそう思わないわけ。そもそもね……」

「いいか！」

　ラムソンが、タリアの言葉をかきけそうと大きな声をはりあげる。

「いいか。この機会を逃のがせば……」

「さっき、もう一度だけって言ったぁ。なんで、まだ言うのお」

　ラムソンよりさらに大きな声で、タリアが言った。

「ぶーぶー」

　頰をふくらませて、タリアはふてくされた。

　あっけにとられて、ラムソンの言葉と動きが止まる。

　その一いつ瞬しゆんに、どんとソアラが踏ふみこんだ。

「リィズをいじめるやつは、俺が相手だ！」

　はなはだ個人的な事情を叫びつつ、突とつ進しんする。

『うわぁぁぁ、おぉぉぉぉ、えぇぇぇぇ！　るらららー、ひょわー！』

　ヴァルキリエが、適当きわまりないときの声をあげる。

「馬ば鹿か者ども、せっかくの、地上からの魔ま法ほうの力を惜おしめばこそ」

　言いつつ、ラムソンの手の中から、白い小さなものが飛んだ。

　彼が一言命じると、その小さなものは、みるみるうちに人間のようなかたちの、ねばねばした塊かたまりになった。

「前足が四本指、後ろ足に六本指があるドラゴンの汗あせを、四十九日間、煮に詰つめた結けつ晶しようからできる竜ドラゴン脂グリス兵ウオリアーよ」

　一瞬、勝ち誇ほこって、それから愕がく然ぜんとした。

　力をこめて投げすぎて、ソアラを飛び越こしてしまったのだ。

　半はん透とう明めいの竜脂兵が現れたのは、タリアの眼前だった。

「え～と。あげるよ、ウィブ」

　タリアがそそくさとウィブの後ろに隠かくれる。

「あたしもいらない」

　ウィブはタリアの後ろに隠れる。

　タリアとウィブをかばうように、イシュカとマーニーの神官二人が進みでて、それぞれの武器をかまえた。

　ピコがショートボウを、にこにことかまえた。なんとなく、敵よりも、イシュカの背中のほうが当たりやすそうだ。少なくとも、どこに当たってもピコが気にしないことは間違いがない。

「気持ち悪いから、おもにイシュカちゃんよろしくね」

　というマーニーの言葉に、今日は、なにも反論できないイシュカであった。

「ギスカールっ！」

　たたた、と後ろ向きに走りながら、ラムソンは呼んだ。魔ま術じゆつを使うには、わずかながら時間が必要だ。わずかと言っても、一言呪じゆ文もんを叫ぶ間に、かなりとろいやつでも一発くらいは殴なぐれる。壁かべが欲しい。

「おうっ」

　ラムソンの叫びに応じて、守りの壁になろうとした甲こう破は隊たい長ちようの前に、すらりとした長身の影かげが立ちはだかる。

「わたしの相手は貴様か」

　ギスカールの言葉にスランはゆっくりうなずいた。

「一人で立ち向かえるつもりか」

　スランは無言で剣けんを、体の前に垂直にかまえる。

　ギスカールは、頭上にふりかぶる。

　同時に、踏みこんだ。

　二つの剣が嚙かみあい、火花を散らす。

　剣けん技ぎは互ご角かく、力はギスカール、速さでスラン。

　二人は、飛び離はなれ、容易に動けなくなった。

　スランの目は、マーニーから逃げる時より真しん剣けんだ。

　三組の白兵戦の組み合わせができた。

　こうも入り乱れると、魔法の援えん護ごは難しい。タリアはおかまいなしだ。光の矢を、いきおいよく飛ばす。

　ピコとウィブの飛び道具もしかりだ。

　ほら、またイシュカに当たった。

　神官騎き士しの頑がん健けんな肉体は、それをはじきかえした。

「大人しく、地上への道の手がかりを教えたら、殴る時に手加減してやるぞ」

　ラムソンに向かってメイスをふるいながら、ソアラは言った。

「お前が、わしに従うなら、考えてやろう」

　それを魔ま術じゆつ師しの杖つえで受け流しながら、魔術師は返答した。

「じゃあ、手加減しないぞ！」

『やっちゃうだわ～』

　ヴァルキリエはけしかける。

「こちらもだ」

　にやりと、魔術師が笑った。

「しかし、わしを殺せばお前たちは地上には戻もどれない」

　魔法をかける時は、精神を集中するから、どうしても殴り合いの途中では、相手の一発を受ける覚かく悟ごがいる。しかし、今の一言で、ソアラの手もとが狂くるった。メイスの一いち撃げきは、ラムソンの額をかすっただけだ。血がじわりとにじみでる。

　その程度では、魔術師の精神集中はゆるがなかった。

　彼の手の中から、電光がほとばしる。

　ソアラの胸に、それは命中した。

　ごく短い距きよ離りだったが、魔術に距離は関係ない。

　しかし、それはソアラの胸の中央を貫つらぬき、背中から飛びだした。

　いくつかの条件が重なった時、魔法は通常以上の効果を発揮することがある。

　魔術師の強い意思。対象が動どう揺ようしていること。言い聞かされる物質が真ま面じ目めな気質であること。湿しつ度どが高く、気温は低い日であること。

　ソアラは倒たおれた。

　そして。

　動かなかった。

「ソアラっ！」

　みんなが叫んだ。

　それから、何が起こったのか。

　ウィブの記き憶おくは、判然としていない。

　だが、タリアは、はっきりと覚えている。

　それは、とてつもなく印象深い悪夢みたいだった。

　イシュカとマーニーは、竜脂兵に苦戦し続けた。ねばねばが溶けてぬるぬるしだした表皮が、武器をすべらせてしまう上に、分ぶん泌ぴつ液は治ち療りよう薬も兼かねているらしく、傷口が次々に治っていくのだ。

　スランは、ギスカールと睨みあっていた。

　誰だれも、ソアラのところへ駆かけよることができなかった。

　そして、ウィブは、短たん剣けんをかざして、ラムソンにつっこんでいったのだ。

「ウィブ姉ちゃん」

　とっさにピコは、リュートを手にしたが、それをもてあましていた。

　タリアも魔術を使おうとしたが、どの呪文を唱えようかと迷っているうちに、ウィブはラムソンにとびかかり、そして杖で殴り倒されていた。

　短剣が手から飛びだし、背中の袋ふくろの中のものがまき散らされた。

　無我夢中で、ウィブは、わけのわからないことを喚わめき散らしながら、手に触ふれたものを魔術師めがけて投げつけた。

　それは、あの彫ちよう像ぞうだったのだ。

　彫像は瞬しゆん時じに人の大きさになった。

　青銅色の不変の表情が、ラムソンをのぞきこんだ。

「馬鹿な……、どうしてこんなところに復ふく讐しゆうの彫像が……」

　さすがに、人を殺せるほど優ゆう秀しゆうな魔術師は、暗い方面の知識には強いらしい。

　彫像は、無雑作に腕うでをふりあげた。金属とは思えないなめらかな動きだ。

　そして、右みぎ腕うでの槍やりで、驚きよう愕がくのあまりに動けない魔術師を串くし刺ざしにした。

　ラムソンは絶ぜつ叫きようした。

「馬鹿な、そんな馬鹿な！」

　呆ぼう然ぜんとすわりこんだままのウィブの顔に、点々と返り血が飛び散った。

　ギスカールが、泣き声をあげて、魔術師に駆けよった。

「どうなる！　わたしを途と中ちゆうでほうっていくのか、親父おやじと同じに、お前までっ！」

　その背中は、隙すきだらけだったが、スランは斬きりこもうとはしなかった。

　ごぼり、とラムソンの口もとから血があふれでた。

「俺は、もう保もたん」

　ギスカールが、喚きながらその体にしがみつく。だだをこねる子供のように。

「十年間は、短かった」

　彫像は、ふたたび小さな彫像に戻った。

　魔術師は、高笑いをあげて、こう叫んだ。

「みんな、一いつ緒しよに、滅ほろびろ！」

　ラムソンとギスカールが、魔法が呼んだ大きな炎ほのおに包まれた。

　とっさにピコとマーニーがウィブを支え、スランがソアラをかつぎ、イシュカがタリアをかかえて、外に飛びだした。

　竜脂兵は逃にげ遅おくれた。なんの命令もなかったからである。

　脂あぶらは、よく燃えた。




　みんなが悪い夢から醒さめたのは、燃えあがるギスカールの館やかたを、練兵場から眺ながめている時だった。

　ラムソンは、最後に、全力をふりしぼって火球の呪文をかけたのである。

　それは館の半ばをふきとばすほどの大きなものだった。

　おそらく、あの彫像も燃えつきただろう。あれが、どんな目的で作られたものだったのか、今となっては知るすべもない。ただ、強い怒いかりと悲しみに反応するようになっていたのは確かなようである。

　ウィブは、呆然と炎をみあげているタリアの横で、地面に膝ひざをついて、ぽろぽろと涙なみだをこぼしていた。

　彼女の膝の近くに、ソアラが横たえられていた。

　その体は、ピクリとも……。

　ピクリと動いた。

「まだ、死んでない」

　あわててソアラの体に触ふれて、マーニーが言った。

「あたしやイシュカちゃんの祈いのりじゃ無理だけど、ミレニア様ならなんとかなるかも」

「それを、はやく言ってよ」

　集まってきた甲破隊の兵士をかきわけ、かきわけ、ウィブたちは走りだした。







　エピローグ







　ソアラはうっすらと目を開けた。

　寝しん台だいのかたわらには、スランが座っていた。

「なんだ、スランか」

　悪かったな、とでも言いたげに、彼は肩かたをすくめた。

　もちろん、ソアラは死ななかった。しかし、一命はとりとめたものの、しばらくの間は、領主の館に与あたえられた寝台を離れることはできそうにもない。

「リィズは？」

　スランはラーファ神しん殿でんの方角を指さした。母親とともに、神官修しゆ行ぎようにはげんでいるはずだ。

「そうか」

　兄代わりとしては、やや不安もあるが、母であるミレニアを信しん頼らいするしかない。

「ウィブたちは？」

　クーダ神殿のほうを指さす。

「あんまり、あてになりそうにもないな」

　今ごろは、ほこりの中に埋うもれた、莫ばく大だいな数の書物の中から、手がかりを漁あさっている最中だろう。

　結局、甲こう破は隊たい士したちを調べても、あのラムソンという名の魔術師が、どこからやってきたのか、つきとめることはできなかったのだ。

「ま、とりあえずはめでたしめでたし、ってところかな」

　呟つぶやいたソアラに応こたえて、スランが言った。

「とりあえずはな」

　そう。

　あくまで、とりあえず、である。

　本当のめでたし、めでたしは、まだまだ遠い先のこと。

　になるかもしれないし、ならないかもしれないし。

　とりあえず、頑がん張ばることだね。





つ・づ・く　　







追記：ウオリーは例によって逃げのびた。
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　さてさて。

　その頃ころ。

　あ、どの頃かというと、イシュカとタリアが、遺い跡せきで出会った頃ね。忘れているなら、思いだしていただきたい。

　思い出した？

　では続けよう。

　スランは、森の中で身を隠かくしていた。背後から、三人の男が、がやがやと騒そう々ぞうしい音を立てながら近づいてくるのを聞きつけたからである。

　それだけで、どうして隠れねばならないのかというと、やはり心にやましいところがあるからである。うんうん、それくらいのことがなければ、至高神フォレスが許しても、混沌の神ダラディスが許すまい。

　以前、同様にひっかけた娘むすめの、兄やら父やら祖父やら弟やら恋こい人びとやら夫やら子供やら従兄弟いとこやら甥おいやら、お姉さまとやらに追いかけられた経験があるのだ。

　ほとんどの場合、返り討うちに──といっても気絶させるとか、実力を見せつけて戦意を喪そう失しつさせるという手段を使うが──しているが、まれにやたらと手ごわいのがいたりするので、ようすを見るにしくはないのである。

　けもの道をはずれ、スランは下生えの中に身をひそませた。熟練した傭よう兵へいには、自然を利用して身を隠すすべも不可欠である。

「……でやすからね」

　声は、だんだんと近づいてきた。

　こう騒さわがしいところを見ると、どうやら、誰だれかを探しているというわけでもないらしい。

　しかし、猟りよう師しがあんな風にさわぐわけもないし、かといって、こんな場所は、人が好んで通る道でもない。

　なにかわけありの者か、下手をすれば山さん賊ぞくのたぐいだろう。そんな相手、かかわらないに越こしたことはない。

「しかし、やっぱりもったいなかったんじゃないですかい、あの女」

　かすかに、そんな言葉が聞こえてきた。どうやら、姿かたちが見てとれる距きよ離りになっている。

　髭ひげ面づらと、頰ほおに傷きず跡あとがあるのと、太りぎみのと、むさ苦しい男ばっかり三人である。髭面は盗とう賊ぞく風の格好、後の二人は鎖くさりかたびらと菱ひし形がたの楯たてに長ちよう剣けんという、戦士風のいでたちである。

「こう、あの細っこい腰こしが、怪かい物ぶつにばりばりやられちまうかと思うと、もったいなくってねえ」

　そう言ったのは、傷跡の男だった。

　細い腰？

　さて、上下のふくらみ具合によるな、とスランは思った。

「やられるとは限ってねぇ」

　こう言ったのは髭面である。

「そうそう。だいいち、遺跡にたどりつけてないかもしれないじゃないか」

　太った戦士は、のんびりとそう言った。

「それが、いちばん困るんだよ」

　髭面は、むっつりと言った。

「結局、あれから一人もひっかけられなかったからなぁ」

「それは、兄貴のせいで……」

　傷跡の男が言いかけたのを、髭面が拳げん骨こつで黙だまらせた。

「あの魔法使いの女がたどりついてくれてなかったら、また怪物の機き嫌げんをとらにゃあならん」

　三人組は、スランの前を行き過ぎようとしている。なんの関係もなさそうな相手だし、ほうっておいてもいいのだが、話している中身がなんとはなしに気にかかった。

「だからっすね、どうせ、顔の善し悪しなんかわかんねぇ相手なんですから、そこらの金で釣つれる女でもくれてやりゃあよかったんじゃないすか」

「馬ば鹿かやろう、どうせ、怪物にくれてやる女に、なんで金なんざ使わなきゃなんねえんだ」

「けど、女の子たちに奢おごらされた金を考えればですよ？」

「うるせぇ。どうして、俺の機嫌が悪いと思ってるんだ。あのタリアって女、さんざん飲み食いしたくせに。くそ、強きよう烈れつな性格の上に胸はねえし」

「そこがいいんじゃねぇスか。俺はね、お尻しりの小さな女の子が好きなんですよ」

「このごろ流行はやりの女の子かぁ？　けど……」

　わいわいと騒がしく、三人組は通り過ぎていった。ああ大声でやりあっていたんでは、スランが道の真ん中で大声はりあげて歌っていても気がつかなかっただろう。

　いや、これは誇こ張ちようした表現というやつであるが。

　声がかなり遠ざかったことを確かめ、ついでに、それが策略でない──大声で話すふりをしながら、一人がこっそりと道をはずれて背後にまわりこんでいるような──ことも確かめてから、スランは下生えの中から這はいだした。

　やつらが話していたことは、スランにはなんの関係もない話だ。

　しかし。

　いい女。

　細い腰の、いい女か。

　胸も尻も小さいらしいが。

　それでも、本当にいい女であろうか。やつらの趣しゆ味みが悪い可能性も捨てがたい。

　だが、怪物。ほっておくと、ばりばり食べられてしまうのか。

　う～む。

　あの三人、それほど腕うでがたちそうには思えなかった。ま、ソアラのやつだって、寂さびしいからって死ぬわけじゃないし。

　どうせ、同じ方向に行くんだからな。まだ日も高い。途と中ちゆうで少し時間をつぶしても、夜中にはたどりつける。カネダインの街は、出入りには、そううるさくない。それなりの金さえもっていれば。

　スランは、少し距離を置いたままで、三人の男の後を尾つけはじめた。あるいは、同じ方向に歩いていただけってことになるかもしれないけれど。

　それは、まあ、いい女の程度しだいだ。彼女のためには、やつらの趣味が悪くないことを祈いのろう。

　スラン自身のためには……。

　どっちがいいのか、本人にも、よくわからなかったりする。
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「イシュカぁ～」

「はい、姫ひめ。大だい丈じよう夫ぶです。心配していただかなくとも、大丈夫ですとも」

　足首に縄なわを絡ませて、宙づりになったままで、イシュカは言った。

　確かに、大丈夫そうだった。足を縄にとられただけで、すり傷一つない。ま、このまんま長い間、ぶらさがっていれば、いつまでも大丈夫ではいられないだろうが……。

　神しん殿でんの、いちばん奥だと思える部屋である。

　それまでは、なにごともなく進んできた。噂うわさの怪物もあらわれず、古代の残留魔ま術じゆつも発動しなかった。本当に何もなかったのか、それとも、幸運だけでひっかからなかったのかは、定さだかではない。

　そして、ほとんど、なんの警けい戒かいもせず──何があろうがなかろうが、そこまで一度だって警戒などしていなかったけれど──、最後の部屋に足を踏ふみ入れると。

　そこに罠わなが仕し掛かけてあったのだ。

　毒どく煙けむりや、呪のろいの彫ちよう像ぞうや、瞬しゆん間かん転移魔ま法ほうで別の部屋に送りこむなどといった、高度な仕掛け、ではまったくない。兎うさぎや野の豚ぶたを捕つかまえるのに使うような、原始的なやつだ。

　縄の輪の中に足を踏み入れると、きゅっとしまって、宙づりになるという、ひっかかるほうが恥はずかしいような仕掛けであった。

　そりゃあまあ、瓦が礫れきの中に縄などを隠してあった技術は、ずいぶんと巧こう妙みようだった。とはいうものの、とても、古代魔ま法ほう帝てい国こくの遺跡に仕掛けられているようなしろものとは思えなかった。

　思えようが思えまいが、現に、ここにこうして存在するのだから仕方ないが。

「イシュカぁ、手伝ってあげようか？」

　タリアは、宙づりの巨きよ体たいを見あげながら言った。そうしていると、口が半開きになっている。

「いや、こんなことで姫のお手をわずわらせるわけには、まいりません。少々、ほんの少々お待ちください」

　ぐいんと、腹筋の力で体を二つ折りにしながら、イシュカは応こたえた。いやはや、たいした筋肉である。

「すぐに縄を解きますので、少々」

「早くしてよね。わたいは急いでるんだから」

　どこに急ぐ理由があるというのか。

「はっ、申し訳ございません」

　イシュカの太い指は、なかなか結び目を解けないでいる。

「しかしですね、姫」

　イシュカは、真下のタリアを見下ろしながら言った。

「そのように口をぽかんと開けるのは、おやめください。どうも印象がよろしくありません」

「うるさいなあ。ほっといてよ」

　タリアは、口を開けるのをやめて、今度はとがらせた。

「もう行っちゃうからね」

　タリアは、ずかずかと歩きだした。もともと、道連れになったのも偶ぐう然ぜんだ。自分なんかにくっついていても、何もいいことはないんだと、このさい、教えといたほうがいいだろう。

「あ、いけません、姫。お一人では、危険でございます。ただちに下りますから、しばし、お待ちを」

　イシュカがあせればあせるほど、結び目は固くしまっていくようだった。こうなればと、背中の大剣けんを抜ぬこうとしたが、なにせイシュカの身長の三分の二くらいもの長さがあるだけに、扱あつかいにくくてしょうがない。慣れた冒ぼう険けん者なら、こういうときのためにも、小ぶりの短たん剣けんの一つや二つは持ち歩いているものだが、なにせ彼は不慣れである。まあ、本人にしてみれば、私は冒険者ですらありません、と言いたいところかもしれないが。

「うりゃっ、とっ、こなっ」

　ぐるんぐるんと振ふり子のように揺ゆれながら、イシュカは剣をふりまわした。ふくらはぎを覆おおった脚きやつ甲こうに命中して、火花が散る。あぶなっかしくてしょうがない。

　本人は必死なのだろうが、はたから見ていると、新種の健康体操でもしてるようにしか見えない。数年前に、西地方一帯で、逆さづり健康法というのがはやったことがあるのだ。一時期は、幽ゆう霊れいまで逆さづりで出現したというほどのもんである。

　そんなことはともかく。

「きゃ」

　ぶうんと大きく揺れた拍ひよう子しに、グレートソードの切きつ尖さきが、タリアをかすめた。

「行くったら、行くからね」

　タリアは、断言した。といっても、じつはこれより奥に扉とびらはないのである。タリアは、部屋の奥に行っただけの話であった。

「姫ぇ～」

　と、イシュカが情けない叫さけびをあげた時。

　下品な笑い声が室内に響ひびき渡わたった。もちろん、イシュカが笑ったわけではない。しかし、タリアは、その声に聞き覚えがないわけでもなかった。

　半はん妖よう精せいの魔術師は、きっとした表情でふりかえ……らなかった。

　すたすたすた。

「おいおい、ちょっと待てっ。どこに行くんだよっ」

「こっちの言うこたぁ聞こえてんだろうが。無視してんじゃねえぞ」

「無事についちゃったんだ。これで五百パチールすっちゃったよ、俺」

　戸口のあたり──まわりの壁かべが崩くずれて、広がっている──に並んだ、髭面、傷跡、小太りの三人組は、口々にそう呼びかけた。

　この程度でくじけるんなら、最初から笑い声で注意をひこうなどとしなければいいのである。どうせ笑うのなら、相手がひきつけられずにいられないくらいの強烈な笑いを放たねばならない。まだまだ修しゆ行ぎようが足りない三人組であった。

「おいっ」

「こらってばよぉっ」

　いくら呼びかけても、タリアは、やっぱり振り返らずに、ずんずんと行ってしまう。部屋の一番奥には、祭さい壇だんらしいものがあって、タリアはそこまで行くと、あたりを探さぐりはじめた。

　といっても、隠かくし戸と棚だなの構造や、罠の仕掛けについての専門的な知識があるわけではないから、あれこれつつきまわしたり、ほどこされた彫ちよう刻こくの突とつ起きを押しこんでみたりするだけのことである。

「こら、こっち向かねえか！」

「きみたちは、何者だ。姫に対して、そのように無礼な口をきくことは許されませんぞ」

　ぶらぶら揺れながらのイシュカの言葉は、とりあえず無視された。

「おいこらっ、そこの不細工っ。つるぺたっ」

　傷きず跡あとのそんな叫びにも、あくまで、振り返らないタリアであった。もしかすると、本気で、自分のことだとは思っていないのかもしれないが。

「そこの美女っ、どうかこっちをむいてくださいよ」

　太った戦士の言葉に、ようやく、タリアは反応を示した。細い、形のいい眉まゆ毛げが、きりきりと逆立っている。

「うるさいなあ。いい？　あんたたちは、ここにいないんだよ」

　不ふ機き嫌げんな──決して驚おどろいているのではなく、ましてや怯おびえてなどはいない──調子で、タリアは言った。

　信念に、満ち満ちた言葉であった。

「なんだと？」

　毒気を抜かれたのか、きょとんとしたようすで、髭ひげ面づらがそう問い返した。けっこう間ま抜ぬけな表情である。

「あのね、わたいが、知ち恵えを授さずけてくれる宝物っていうのを見つけてくるまで、あんたたちは酒場で待ってるはずだったでしょう。だから、あんたたちはここにいないの。いない人の声は、聞こえないの。あっ、いない人の声に返事をしちゃった。これじゃ、わたい、まるで変わり者みたいじゃない」

　自分が、変わってないとでもいうつもりか、タリアよ。

「これで、わかったでしょ」

　タリアが、言いたいことを言い終えて、また祭壇のかたわらにしゃがみこむと同時に、イシュカが口を開いた。

「姫は、すなわち、あなたがたが約束を破ったことをなかったことにしようとおっしゃっているのです。本来なら、我が神ライリーは卑ひ怯きような振ふる舞まいを許されませんが、ここは姫に免めんじて許してさしあげましょう。ささ、一刻も早く立ち去りなさい」

　タリアからの注ちゆう釈しやくはない。イシュカの意見が的を射ているのではなく、単にめんどくさいからだろうが。

　しばらく、うつろな目をしていた三人組は、瞳ひとみの焦しよう点てんをあわせると、顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「やかましいっ。俺の罠で宙づりになってる野や郎ろうが、許すも許さないもねぇだろうが。どうにかできるもんなら、してみろってんだ」

　髭面の言葉に、イシュカが顔色を変えた。

「なんですとっ」

　ようやく予想の範はん疇ちゆうの反応が返ってきたかと、髭面は内心、ほっとするものを感じていた。

「あなた、勘かん違ちがいしてはいけません。たとえ、私が許そうとしても、ライリー神がお認めにならなければ、必ず天てん罰ばつがくだりますっ！　しょせん、神のしもべである私にできることなど」

「そーゆーことじゃねえだろうっ。仕掛けたのは、お前だったのかとか、どういうわけだとか、色々言うべきことがあるだろうがよ」

　髭面の言葉に、イシュカはきょとんとした顔で、こう答えた。

「どうしてそんなことを？」

　髭面は、答えない。

　答える言葉を失っている。

「てめぇ、まさか、俺たちが仕組んだからくりを見破ったてぇんじゃあるまいな」

「もちろんですとも」

　イシュカは、悠ゆう然ぜんとうなずいた。

「あなたがたは、ここを探検していた冒険者でしょう。そして、夕食のおかずを捕まえるために、罠を仕掛けていた」

　逆さづりで、びしぃっと指をつきつけても、あんまりいい格好ではない。

「違ちがわいっ」

　おまけに、言ってることが的外れでは。

「ああ、そうですか」

　イシュカは、まったく動じなかった。

「昼食だったのですね。なるほど、それでは無理もない。人間、おなかがすくと怒おこりっぽくなりますからね」

　これだけの長時間、逆さになっていても、イシュカの頭には、ちっとも血が巡めぐってこないらしい。いつもと同じ顔色である。ふつうに立っている髭面と傷跡男のほうが、逆さづりになってるみたいな、赤い顔をしていた。

「いいかっ！　お前たちはなっ、俺たちにはめられたんだよっ。てめぇみてぇな男がついてるとは計算違いだったぜ。純情そうな面つらぁしやがって、あの女ァ」

　してない。色っぽかったり、男ずれしたりしてる顔でもないが、純情そうな顔でないのも確かだ。傷跡男は、あまり女性を見る目がないようである。

「誤解なさってはいけません。私は、忠実なる姫ひめのしもべです」

　イシュカは、あくまで生きまじめな声と顔でそう言った。

　タリアのほうは、まだ祭壇をつついている。

「ふっ」

　髭面が、無理やり平静な表情を取り戻もどすと、腕うでを組んだ。

「ふっふっふっふっふ」

　口もとはどうにか笑っているが、こめかみがぴくぴくとひきつっているのは隠せない。

「ともかくな、お前たちは、この遺い跡せきに住んでいる怪かい物ぶつとの取り引き材料になってもらうぞ」

　必死に余よ裕ゆうをとりもどそうとする、髭面であった。

「そんなの、どこにもいないじゃない」

　タリアが、くるっとふりかえって言った。

「宝物もないよ。噓うそつきだね」

　ぷんすかと、頰ほおをふくらませている。宝物がなかったので、見つかるまでは別の場所で待っているはずの男たちも、いてもいいことになったらしい。

「噓じゃないっ。今すぐに、お前たちを怪物の餌えさにしてやるからな。なんだよっ」

　ぴたぴた。

　髭面のほっぺたに、冷たいものが当たる。

「何、いたずらしてんだ。さっさとあいつらをふんじばっちまえ。なあに、魔ま術じゆつ師しといったって、どうせたいした腕じゃああるまい」

　ぴたぴた。

　誰だれかが、後ろから、今度は髭面の首筋に冷たいものを押し当てている。

　金属の薄うすい板である。

「いったい、なんだってんだ、おめえら！」

　と、怒鳴って、よく見ると、傷跡男も小太りも、ひきつった顔で彼を見ている。二人とも、彼の左右にいて、手はどれもだらんと体の脇わきに垂れたままだ。

　おまけに、武器は床ゆかの上に落ちている。

　髭面は、目玉だけを動かした。

　剣の刃はが、見えたりなんかした。

　髭面は、ゆうっくりと後ろを見た。

　若い、髪かみの長い男が、彼の後ろに立っていた。ちなみに、すらりとした美形であった。

　ま、剣をつきつけてる相手が美形であろうが、不細工であろうが、とれる態度にそう変わりがあるわけではない。特に、同性同士の場合。

　三人組は、素す直なおに両手を頭の後ろで組んだ。

　美しい友情であった。

「あの、あなた、どなたです？」

　髭面の問いに、その若者は、答えなかった。

「あの方々の、お仲間ですか？」

　若者──スランは、ゆっくりと首を左右にふった。

「そんな人知らないよっ」

　タリアも言った。

「すると、通りすがりに困った人を見つけたので、助けようという正義の戦士の方で？」

　傷跡男が言った。

「おおっ、それは大変、けっこうな志です。ライリー神も嘉よみしたもうでしょうぞ」

　イシュカは、逆さになったまま、指をライリーへの祈いのりの形に組みあわせた。

　スランは、どう答えるべきか、少し迷っている。

「じつは、女を助けて、あわよくばむにゃむにゃしてしまおうという、下心をもった戦士！」

　太った戦士が人差し指を立てて叫んだ。

　すいっ。

　剣けんがゆっくり引かれて、髭面の首筋から、すいっと血が流れ落ちる。

「ば、馬ば鹿かなことを言うんじゃないよ、お前てぇものは。この方はあれだよ、ほら、なんだ」

　催さい促そくするようにぴたぴたと、刃が首筋にあてられる。

「ええと、通りすがりの冒ぼう険けん者ってやつよ」

　げしっ。

　首筋に、剣の柄つかの一いち撃げきを叩たたきつけられて、髭面はがくんと膝ひざを折った。

「いてててて」

　なかなか、一撃で気絶させるというわけには、いかないものだ。
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　三人組に、お互たがい同士を、もっていた縄なわで縛しばらせて、スランは、彼らを床にころがした。

「へへっ、命ばかりはお助けを」

　彼らの命いのち乞ごいを無視して、イシュカに近よる。

「感心いたしませんねぇ」

　イシュカは、助けてくれた相手に向かって、そう言った。

「後ろから剣をつきつけるというのは、よろしくありません。道を間ま違ちがえた輩やからであるなら、なおのことです。正面から、正々堂々と戦ってうち負かすことこそ」

　そう言いながら、一応は、いまだに自力脱だつ出しゆつを試みているあたりは、褒ほめてもいいだろう。

「あの、あなた、聞いてらっしゃいますか」

　聞いている証しよう拠こに、スランは、憮ぶ然ぜんとした顔で彼の真下を行き過ぎようとしたのを止やめて、名乗った。

「スランさんですか。私は、イシュカ。ライリーの神官騎き士しです」

　スランは、興味なさそうにうなずいた。

「こちらはタリア姫。高貴なる騎士と、森妖よう精せいの姫ひめ君ぎみのあいだにお生まれになりまして、ただいま、人生修しゆ行ぎようのために旅をなさっておられます」

　そんなこと、タリアは一言も言ってない。

　しかし、訂てい正せいするのも面めん倒どうなので、彼女はあくびをしてほうっておいた。

「我々は、近きん隣りんの村人を困らせる怪物を退治しようとして、ここにやってきたのですが、あなたは？」

　逆さづりになったままで、イシュカは悠ゆう長ちようなことを言っている。

　スランは、どうしてここにいるのかの事情を、手短に説明した。もちろん説明は、奥にいるタリアにむかってだ。説明しながら、視線をタリアのあちこちに走らせる。

　いい女、ね？　これが？　否定するわけじゃない。見た目は、世間一いつ般ぱんではいい女の範疇だ。しかし、中身は……？　少なくとも、手はかかりそうだな、とスランは思った。当たっているとも、いないとも言えない。

　説明したのは、簡潔な事実だけ。彼の行動の動機については、タリアの想像にまかせた。どうも、ろくなことを想像されてないように思ったが。

「ふうん、それで？」

　タリアとしては、助けられたという実感はほとんどない。なぜかというに、スランがあらわれる前にも、あんまり困ってはいなかったからだ。

　スランは、軽く肩かたをすくめた。彼も、向こうからやってくる場合には応こたえてやるが、相手にその気がなければ、こちらから押しかけようとは思わない性格なのである。報ほう酬しゆうをもらわねばならないほどの労働をしたとも思っていなかった。

「宝物があったなら、分けっこしてあげてもいいんだけどねぇ」

　タリアは、気前良く、百分の一くらいならあげてもいいと思っていた。スランの顔には、それくらいの価値はある。

「がはははは」

　髭ひげ面づらが笑った。

　無視される。

「げひひひひ」

　傷きず跡あとが笑った。

　やっぱり無視される。

「ねえ、俺たち、宝物の秘密知ってるぜ。それと引ひき替かえに、放してくんないかな」

　太った戦士の言葉に、タリアは、きっと傷跡男を睨にらみつけた。

「あんた、わたいに地図を一枚隠かくしてたわねっ」

「してねえよ」

「噓っ、今、そっちの人が宝物の秘密を知ってるって言ったじゃない。もう一枚、隠してあるんじゃないの？」

「そういう意味じゃねえよ。秘密は、頭ン中にあるんだっ」

　やりとりが、そこまで進んだ時。

「解けた！」

　イシュカが大声で叫さけんだ。

　足首の縄が、するりと緩ゆるんだのである。すると、どうなるかというと、当然にイシュカは落ちるわけだ。

　真下に。

　もちろん、イシュカに、空中でくるりと一回転して、足から着地するなどといった器用な芸は不可能であった。

　頭から落ちる。

　幸か不幸か、落下距きよ離りは短かった。短いだけなら、幸運である。問題は短い理由。

　真下に、スランの頭があったのだ。

　いい音がした。

　どちらかがからっぽで、どちらかは中身が詰つまっていたらしい。たくさん詰まっているから優ゆう秀しゆうだとは限らないのが、頭の中身ではあるが。

　ほんの一いつ瞬しゆん、イシュカは、スランの頭頂で、頭だけで逆立ちしていた。

「へえ、すごい」

　タリアですら、褒め言葉を口にするほど、みごとな姿勢であった。

　しかし、それも、一瞬。すぐにぐらぁりと揺ゆれて、ずっでんどうと地面に落ちた。

　手足をのばして横たわったイシュカは、視線が定まらず、眼球がくるくる回っている。スランも、思わず頭をかかえこんで、しゃがんでしまった。

「今だっ！」

　太った戦士が叫ぶ。ぱらりと、いましめが床に落ちた。太った戦士の手には、どこからとりだしたのか、小ぶりの短たん剣けんが握にぎられている。彼らは、本来は、熟練した冒険者だったのだ。

　太った戦士は、ぶつぶつと、仲間の縄を切った。

　床にほうりだしてあった武器を、それぞれ手にとる。

「また逆転だな」

　髭面が勝ち誇ほこった。

「わたいの魔ま法ほうを、甘く見ないほうがいいよ」

　タリアが言った。堂々と胸を張って、きっと正面から、三人組を睨みつけている。

　スランも、素す早ばやく立ちあがっている。ちょっと、足もとがおぼつかないが。

「どわははははははははは」

　髭面は笑った。

　段々と、笑い方も堂に入ってきている。やはり、実戦こそが、もっとも技能を成長させるのであろうか。

「残念だがな、こっちにも強い味方がいるんだよ。さっきは、いきなり後ろから剣をつきつけられて呼ぶ暇ひまもなかったがなぁ」

　髭面は、ふところから、小さな笛をとりだすと、ぴゅぴぴぴー、ぴゅぴぴぴー、ぴゅぴぴぴー、と三度吹ふき鳴らした。まるで、伝説に登場する、飛鳥に変身する黄金の魔像ゴーレムを召しよう喚かんする笛のようであった。

「魔法の笛なの？」

　タリアの顔には、欲しい欲しい欲しい、おへそで摑つかんででも持って帰りたいと書いてある。

「馬鹿め、こいつはただの笛だぁ」

　へっへ～んと、顎あごをそらして、傷跡男が言った。そんなもの、なんの自じ慢まんになるというのだ。

「さあ、出てきやがれ」

　髭面が言う。

　し～ん。

　昼さがりの遺い跡せきは、笛の音の反はん響きようが消えてしまうと、まるっきり静かなものであった。

「なんにも、来ないね」

　タリアの声は、真冬のエロザムル山脈おろしよりも、冷たかった。

　スランが、黙だまって剣をかまえなおす。

　じわり、と、髭面の額に汗あせがにじんだ。

「あっ、やってきましたぜっ」

　傷跡男が、あらぬ方を指さして叫んだ。

　同時に、太った戦士がスランめがけて飛びだす。

　しゅん。風を切ったスランの切きつ尖さきが、太った戦士の鼻先につきつけられていた。

「じょ、冗じよう談だんだよ」

　太った戦士が愛あい想そ笑いを浮うかべた時。

　天てん井じようから、何かがふってきた。

　びじゃっ。

　という音とともに。

　そこにあらわれたのは、扁へん平ぺいな涙るい滴てき形をした巨大な生き物だった。透とう明めいで、ぷるぷると柔やわらかそうに震ふるえているが、流れたり崩くずれたりはしない。

　いわゆる、スライムというやつである。

　涙滴の先せん端たんは、スランの頭よりも、少し高かった。

　スライムの体内には、眼球のような球体が二つ浮かんでいる。それがスライムの中ちゆう核かくなのだが、いかんせん、タリアにもスランにもそんな知識はまったくなかった。

　スライムの体内には、他ほかにもいろんながらくたが浮かんでいる。中には、本の形をした彫ちよう刻こくなんてものまで浮かんでいた。溶とけかかった子羊の体は、さすがに気持ち悪い。

　スライムという生き物は、不定形で、獲え物ものを自分の体内に取りこんで、溶かして喰くらうのだ。天井や壁かべを自在にはいまわることもできる。

「こちらの方が、俺たちの強い味方よっ。切っても切れず、魔法も通用しないぞっ」

　髭面が、勝ち誇って言った。彼の言うことは間違いではない。スライムは、正面から戦えば、かなりの強敵であった。

「自分でやったんでもないのに、偉えらそうに言うんじゃないのっ」

　タリアが、ぴしゃりと言った。

「あ、でも」

　タリアは、視線を宙にさまよわせて考えこんだ。

「自分で飼い慣らしたんなら、それはそれで偉いかもね」

「はりゃ？」

　イシュカが、唐とう突とつに半身を起こした。

　まだ、目が醒さめきっていないらしく、きょときょと首を動かしている。

「あ、姫ひめ、ただいま、食事をお作りしますので」

　時間が少しばかり、さかのぼっているらしい。

　そこで、ようやく、目の焦しよう点てんが戻もどった。

「はっ」

　あわてて、ずざざっと後方に飛びすさる。

「貴様、なにやつだっ」

　スライムに向かって、イシュカは怒ど鳴なった。

「あのねっ。脳みそもない相手が、そんなこと答えてくれるわけないでしょうが」

「は、姫、さようでございました」

　頭をさげているイシュカと、さげられているタリアを、スランがつんつんとつついた。

「何よっ？」

　と、振ふり返ったタリアは絶句した。

　スライムが、話しかけてきてたのである。
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『わたしはスライムである』

　ぐねねん、ねんねんと、スライムの形が歪ゆがんでいた。もともと不定形の生き物である。さっきまでとっていた涙滴形は、たまたま天井から落ちた時に、そんな形になったっていうだけのことなのだ。

　スライムは、複雑怪かい奇きな形をとった。

「むむ、なにやら怪奇な術を使おうとしていますぞ。ここは危険です。ささ、姫、おさがりください」

「あれは話しかけてるのよ」

「そうですとも、話しかけているのに決まっています」

　イシュカは、大きくうなずいた。

「で、どうやって？」

「あれは、古代魔ま法ほう帝てい国こくの文字の形なの」

「ほう、よくわかったな、姉ちゃん」

　髭面が、わざとらしく感心したような声をあげる。

「あんた、わたいを馬ば鹿かにしてるでしょう」

「俺が？　とんでもない」

　髭ひげ面づらは、大おお仰ぎように首をふった。

「こちらのスライムさんはな、お前さんが欲しがっている、無む尽じん蔵ぞうの知ち恵えを授さずけてくれるという宝で、賢かしこくなったスライムさんなのよ」

『そのとおり』

　古代魔法帝国語で、スライムはそうつづった。

「わたい、別にそんなものどうでもいいんだけどね」

「さっき、必死になって探してたくせによ」

　傷きず跡あと男が言う。またまた、子供の喧けん嘩か口調である。

「俺たちは、このスライムさんと話をつけてな。人間の女を世話する代わりに、体内に取りこんでおられる、その知恵の書を譲ゆずっていただくことにしたのよ」

「恐おそれ入ったか、うちの兄貴に丸めこまれないやつは二人に一人くらいしかいねえんだぞっ」

　傷跡男の言葉に、髭面はぽんぽんと相棒の肩かたを叩たたいた。

「いいから、おめぇは黙ってろ」

「要するに、戦ったら勝てないと思ったんで下手に出たわけね」

「やかましいわっ」

　得意の絶頂に冷水をぶっかけられて、髭面は怒鳴った。怒鳴ってごまかすか、笑ってごまかすしかないだろう、この場合。

「せっかく、人が褒ほめてあげてるのに」

　タリアが、ぷっとふくれた。

「あのう、姫、それはどういう……？」

「創意工く夫ふうがあるなあって、感心してあげたんじゃないの」

「それは違ちがいます、姫」

　イシュカは、言った。

「たとえかなわぬ敵であっても、正面から挑いどむことこそライリーの……」

「すぐに自分たちの世界に入るんじゃねぇよ」

　傷跡男が怒鳴る。

「ほどほどにしとかないと、疲つかれない？」

　タリアが言った。まことにごもっとも。現に、髭面と傷跡男は、すでに肩で息をしている。

「さあ、スライムの先生。あの男ども二人をこてんぱんにのした後で、あの女を好きなように弄もてあそんでください」

　せめて、イシュカかスランか、どちらか一人くらいは三人がかりで引き受けようという気き概がいはないのか、お前たち？

「その後は、お約束どおり、体内にかかえこんでおられるやつを、ぜひ、あたくしたちに」

　ひたすら腰こしが低い。人間を相手にしている時とは、ずいぶんな違いである。

　スライムは、またまた、もぞりと動いた。

『まかせておけ』

　けっこう、お人ひと好よしなのかもしれない。

　スライムは、大きく体を波打たせた。このまま、津つ波なみの形になって襲おそうつもりだろうか。

　イシュカは、タリアをかばうように前に出た。スランは、しばらく迷うようすだったが、太った戦士が、退路をふさぐように動いているのを見てとって、軽くため息をつくと、イシュカの横に並んだ。

　すいっと、二本の剣けんの切尖があがる。

　スライムは、悠ゆう然ぜんと、と呼んでもいいような動きで、近づいてきた。

「ライリーよ、御ご照しよう覧らんあれ！」

「……ッ！」

　気合いとともに、剣がふりおろされる。

　すかっ。

　命中はしたのだが……。

　素す通どおりした。

「ぎゃはははははは」

　髭面と傷跡が、下品な笑い声をあげた。

「スライムさんに剣が通じるかよ！」

「俺たちも、さんざん試ためしたんだからな」

「なんのっ。ライリー神の御加護があれば、この世に切れぬものはないっ」

　ある。たくさん、ある。

　イシュカとスランは、切って切って切りまくった。

　全然、手ごたえがない。スライムが、体の一部をむりゅりと伸のばした。変形させて、文字をつづる。

『むははははははははははは』

　笑っているのだ。スライムは、戦士たちに絡からみつきながら消化液を分ぶん泌ぴつした。スランも、イシュカもかなりの火傷やけどをおっている。

　髭面と傷跡男が、顔をみあわせてにやりと笑った。武器をかまえて、うなずきあう。弱ってきたようだから、そろそろ、自分たちも手を出そうというのだろう。

　その時、それまで事態を傍ぼう観かんしていたタリアが、のほほんとした口調で言った。

「ねえ、どうして、人間の女の子を襲いたいわけ」

　スライムの動きが、ぴたりと止まる。

　ここぞとばかりに、イシュカとスランは切りつけた。

　すかすかすかすか。

　それを、無視して、スライムは、またもや変形して、言葉をつづった。

『書物によれば、我々のような種族は、そのようにふるまうことになっているのだ』

「どんな書物よ、それは……」

　もちろん、体内の知恵の書のことである。

『私も、知的な存在となったからには、世間の慣習というものには従わねばならぬ。そうすることが、家庭円満の秘ひ訣けつなのだ』

「へえ、スライムにも家庭があるんだ。奥さんとか子供とかいるの？」

　なんだか、ずいぶんと吞のん気きな会話が続いているあいだも、イシュカとスランは攻こう撃げきを続けていた。

　すかすかすか。なにせ、二人とも古代魔法帝国語なんて読めないのである。

　髭面と傷跡男も、スライムが動きを止めてしまったので、とまどっている。

『私には、奥さんや子供はいない』

「じゃあ、家庭円満も何もないじゃない。それも、やっぱり書物にあったの？」

『そうだ。私の体内にある書物だ。これに触ふれた時、さまざまな知識が流れこんできたのだ。そして、その知識を理解できるだけの、最低限の知能も与あたえてくれた』

「最低限？」

　すっとんきょうな声をあげたのは、髭面だ。

「お前さん、もとからの知能が何倍かになったわけじゃないのか？」

　スライムが人間並みになるなら、人間は神ほどに、という期待をしていたのだろう。

『違う』

　スライムは言った。

『私に、この知識を理解できるだけの知能があれば、余計な手間はかけられなかったろう』

　髭面は、しばらく目玉をくるくると回していた。頭を高速で回転させていたらしい。

　つまり、知恵の書に触さわっても、特に頭が良くなるわけではないのだ。

「ま、まあ、いいさ。古代の魔ま法ほう知識ともなれば、それだけで莫ばく大だいな価値がある。たとえ、自分で使いこなせなくたって……」

　自分に言い聞かせている。横の傷跡男は、不安そうな表情だ。太った戦士は、なんとなく後ろを確かめている。

　スランとイシュカの攻撃は、すかっ、すかっ、というくらいに調子が落ちていた。

「でもさ」

　タリアの声は、どこか、舌なめずりしている猫ねこみたいだった。もちろん、目の前には、ネズミがいるわけで。

「その書物の知識って、古代の日常生活のことなんじゃないの。嫁よめと姑しゆうとめがうまくやっていく方法とか」

『いや、真しん紅くの魔法の鎧よろいを身につけた英えい雄ゆうが光の剣で幻げん魔ま獣じゆうをやっつけるとか、私のような生き物が全ぜん裸らの乙女おとめの体を撫なでまわすとかいうのが中心で』

　タリアは、ふふんと、とぼしい胸をはりながら言った。

「それ、知恵の書じゃなくって、娯ご楽らくの書じゃないの」

　図星。

『若者や幼児にとっては、立派な知恵の書でもあると、この書に収められた知識にはあった』

　そうだろうか？　確かに、弱いものをいじめちゃいけないとか、女の子には優やさしくしようとか、教訓的な知恵が……あるのかねぇ。

「なんだとぉ」

　髭面が、大声で叫さけんだ。

「だったら、俺たちは、なんのために苦労したんだよ！」

　っていうほどの苦労はしていないように思うが。

「どうして、そのことを黙だまってたんだ」

『そういう知識の書だってことをか？　だって、訊きかれなかったものだから』

「俺たちが、身寄りのない老人を騙だます時みたいなこと言ってんじゃねえ！」

『なんだと』

　文字をくりだす速さに、なんとなく不安なものを感じたのか、髭面は急激に意い気き消しよう沈ちんした。

「ど、どうかしましたか」

　敬語に戻もどっている。

『いくら悪党でも、子供と老人をいじめることだけは許されないと書いてある。貴様たち、そんなことをしていると、どうして言わなかった』

　たじっと、髭面は後ろにさがった。

「だって、訊かれなかったから」

『そんな言い訳が通用するかぁ！』

　どど～ん。

　字義どおり、怒ど濤とうのごとく、髭面と傷跡男に襲いかかるスライム！

「うわぁあ～」

　ばっと身をひるがえした太った戦士には、スランが後ろから殴なぐりかかった。

　三人組が、ふたたびがんじがらめに縛しばりあげられるまでには、ほんのわずかな時間しかかからなかった。

　そのあいだ、イシュカはずっと、すかっすかっを続けていた。

　い～かげんにしなさいっ。

　ぱこぱこぱこと、三人組の額を一回ずつ殴ってから、タリアはスライムに向き直った。

「ねえ、老人や子供はいじめちゃいけないのに、女の子はいじめてもいいの？」

『女の子は、口では嫌いやだと言っても、本当は喜んでいるのだ』

　スランが、こほんと咳せき払ばらいをして、首をゆっくりと左右にふった。

　タリアは、じっとスライムの中にある、本の形の彫ちよう刻こく──魔法の宝物──を見つめた。

「あのね」

　タリアは、無雑作に言った。

「あなたの知識、もう古いよ」

『そうなのか？』

「そうだよ」

　タリアは、うなずいた。

「女の子が嫌だって言う時は、ほんとに嫌なの」

『時代は変わったのだな』

　スライムは、宙をあおいで嘆たん息そくした、のではないかと思う。そうできたなら。

『では、私は、地底でまた眠ねむることにしよう』

「偉えらそうにいってんじゃないの、スライムのくせに。ほどほどにしておかないと、水破は壊かいの呪じゆ文もんで干ひからびさせちゃうから」

「姫ひめぇ～」

　疲れ切って座りこんでいたイシュカが、泣きだしそうな声をあげた。

「そんな呪文があったのなら、どうして使ってくださらなかったんですか」

「だって疲れるもん」

「あのですね、いくらなんでも」

「うっさいなあ」

　ぎゃあぎゃあぎゃあぎゃあ。

『では、さらばだ。しかし、どうせ、古い知識なら、もう一つの書物にも触らないほうがいいかなあ』

　ぎゃあぎゃあぎゃあぎゃあ。

　聞こえてない。

　正確に言うと、見えてないんだが。見ていたスランには、古代魔ま法ほう帝てい国こく語が読めなかった。

　スランは、ちょいと指を立てて、挨あい拶さつをよこした。

『やっぱり、人間のことはわからない』

　言いあっているあいだに、ずるずると、スライムは、神しん殿でんの床ゆかの割れ目に消えていった。なにせ不定形だから、どこにでも入れるのである。まあ、今は、知ち恵えの──いや、娯楽の書の厚みだけは必要だったが。

「さ、行こっと」

「はあ、姫、どこに参りましょうか」

「なんでイシュカが、そんなこと訊きくのよ」

「姫、そんな冷たいお言葉」

　イシュカは、涙なみだを流しそうになった。

「そりゃ、かわいそうじゃないか。長年の従僕なんだろう」

　スランが、見かねて口をはさんだ。彼は、二人の態度で、すっかりそう思いこんでいたのだ。

「ま、こいつら、色々と余罪もありそうだからな。街に連れてけば、賞金も出るだろう」

　相棒のソアラと、傭よう兵へい稼か業ぎようから足を洗うために、仲間を集めて冒ぼう険けん者にでもなるか、そんなことを話していたのを思いだして、スランは言った。

　タリアたちと組むのが、はたして正しいのかは、いささか不安が残るけれど。

「じゃあ、行こうかっ」

　お金と聞いて、たちまち機き嫌げんが良くなったのが誰だれか。言わないでおこう。

　こうして、タリアたちは遺い跡せきを立ち去った。

　それ以上、探たん索さくを行うこともなく。

　もう少し、調べていたら、あるいはスライムが消えた床ゆか下したの隠かくし部屋に、気がついていたかもしれない。

　そこに残された、もう一冊の知恵の書。魔法帝国の学生が使った、魔法の参考書にも。

　しかし、まあ、探さなかったもんは、いまさらしょうがないわな。
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「そして、その時だったわ。タリアにくっついていた母さんと、イシュカにくっついていた父さんが、それぞれの体から転げ落ちて、そして出会ったのは」

　知恵ある蚤のみの母親は、びょーんと跳はねてそう言った。

「スランにくっついていたのが、ボポンボのおじさんで、髭ひげ面づらのボーンにくっついてたのが、ボンポポのおばさんなのよ」

　母親の言葉に、知性ある蚤の子供は、前足をうちあわせた。

「建国の四よん偉い蚤そうだね」

「そうですとも。その直後だったわ。私たちが、人間ではとうてい入りこめない隙すき間まから、奥の隠し部屋に入りこみ、もう一冊の知恵の書に触れたのはね。それこそが、真の古代の知恵を秘ひめた書物だったのよ」

　子供は、そこから後は聞き飽あきているようすで、中なか脚あしで脇わき腹ばらを搔かいた。

「で」

　母親は、ぐいっと頭を子供に近づけた。

「私の話は、参考になった？　いったい、どこの娘むすめさんを狙ねらってるのよ。こっそり母さんにだけ、教えなさい」

「か、母さん」

　子供は、びょーんと後ろに跳ねた。

「ぼく、食事してくるね」

「こら、待ちなさい」

「このごろ、よく迷いこんでくる羊の血が、けっこういけるんだってさあ」





おしまい


















この短編は、「野性時代」一九九三年二月号と、一九九三年四月に刊行された「ザ・ファンタジーⅠ」（カドカワノベルズ）に収録の「白昼に絡む冒険者」に、加筆修正を加えたものです。
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『コクーン・ワールド』の一作目が出版されたのは１９９１年のことだ。同年に二作目が、さらに翌年には完結編の三作目が刊行されている。

　当時、高校生だった僕は『ドラゴンマガジン』や『ザ・スニーカー』といったライトノベル雑誌を購こう読どくしていた。各出版社から毎月刊行されるライトノベルの文庫をむさぼるように読んだ。バイトをしていなかったので、本の購こう入にゆう代金を確保するのが大変だった。昼食代として親からもらった五百円玉をにぎりしめ、昼休みは学校の図書室で空腹に耐たえしのび、ういたお金を書しよ籍せき代にあてていた。すべては友とも野の詳しよう先生の書籍を買うためであった。

　ライトノベル中毒者の僕にとって、太だ宰ざい治おさむや三み島しま由ゆ紀き夫およりも光り輝かがやき心をゆさぶられるブランドがあった。グループＳＮＥである。関西を拠きよ点てんとしてＴＲＰＧと呼ばれるゲームの制作や翻ほん訳やくをおこなっている会社だ。ＴＲＰＧに関しては後述するとして、当時のライトノベル界にはグループＳＮＥの関かかわっているファンタジー小説群が出版社の垣かき根ねをこえて一大勢力となっていた。富士見書しよ房ぼうからは『ソード・ワールド』シリーズが出ていたし、角川書店からは『ロードス島戦記』シリーズが出ていたし、メディアワークスの電でん撃げき文庫からは『クリスタニア』シリーズが出ていた。そのころ、萌もえという単語も聞いたことがなく、ライトノベルの主流と言えば異世界ファンタジー小説だった。グループＳＮＥは優良な異世界ファンタジーライトノベルを提供するブランドとして、僕の目には映っていた。

　また、グループＳＮＥから次々と小説家が誕生したことも鮮せん烈れつだった。今さらの説明になるが、友野詳先生もグループＳＮＥに所属しており、そこから出現した作家なのである。当時、僕も作家を志すようになっていたが、まだライトノベルの新人賞の数がすくなく、ライトノベル作家になりたくても、どうやってなればいいのかがよくわからなかった。そんなとき、あの作家もこの作家もグループＳＮＥ出身なのだと聞いたら、いっそのこと新人賞をねらうよりもグループＳＮＥに就職したほうが作家になれる確率が高いんじゃないかとさえおもえたほどである。




『コクーン・ワールド』を語る上でひつようなことだから、ＴＲＰＧについて説明したい。ＴＲＰＧというのは、ルールが存在するごっこ遊びのようなものだ。映画『E.T.』をご存じだろうか。あの映画の冒ぼう頭とうで少年たちが遊んでいるのがＴＲＰＧだ。今現在、ＲＰＧと言えば『ドラゴンクエスト』や『ファイナルファンタジー』のようなコンピューターゲームのことを指す。しかしコンピューターが手の届かない存在だった一昔前、子どもたちは紙と鉛えん筆ぴつとサイコロでＲＰＧをプレイしていたのである。

　まずはキャラクターシートと呼ばれる紙に鉛筆でキャラクター作成をおこなう。限られたポイントを腕わん力りよくや知力などにふりわけてパラメーターの数値を書きこむ。数名のプレイヤーの他ほかに、ゲームマスターと呼ばれる役割を一人用意しておいて、そいつとの対話によって物語はすすむ。怪かい物ぶつが出たとゲームマスターが宣言すれば、プレイヤーはルールにのっとってサイコロをふり、出た目の数によって怪物に大ダメージをあたえたり、失敗してキャラクターが傷を負ったりする。ＴＲＰＧを遊ぶために必要なルールブックが世界中で何種類も出版されており、それを翻訳して日本にひろめていたのがグループＳＮＥという会社だった。

　また、グループＳＮＥは国産のＴＲＰＧも自社で作っている。ゲームシステムやバランスを調整したり、世界観を設定する人々のことをゲームデザイナーと呼ぶのだが、友野詳先生もゲームデザイナーとして開発にたずさわっている。特に僕が好きだったのは『妖よう魔ま夜や行こう』とそこから派生した小説群だ。妖よう怪かいたちが現代の都市で密ひそかに暗あん躍やくしている様は『バットマン』のようなダークヒーローファンタジーの香かおりが漂ただよっていた。

　ライトノベル黎れい明めい期き、出版社は十代の読者を魅み了りようする小説とその書き手を探していた。そこでグループＳＮＥは、自社でファンタジー世界の設定とゲームシステムの構築をおこない、それを共有してゲームデザイナーたちに小説を書かせた。世界観のしっかりとしたファンタジー小説群が次々と誕生し、それに魅了された者たちが今度は小説の背景にひろがっているＴＲＰＧの文化へと手を伸のばす。そうした好循じゆん環かんの結果、90年代前半に異世界ファンタジー小説とＴＲＰＧの文化が一いつ斉せいに盛り上がった。『コクーン・ワールド』という小説シリーズは、その真っ只ただ中なかに出現した。




　ＴＲＰＧに関連した書籍として、リプレイ集というものがある。ＴＲＰＧをプレイする際、テープレコーダーで音声を記録しておき、後で一部始終を文章におこしたものだ。戯ぎ曲きよくや映画シナリオのような形式でつづられ、各キャラクターの発言の合間にゲームマスターの説明がト書きのようにはさまれる。もともとはＴＲＰＧのあそび方をわかりやすく読者につたえるために考案されたものだが、これだけで読み物として存外におもしろく、文庫本サイズにまとめられていくつも刊行されていた。

　リプレイ集とは奇き妙みような存在だった。小説家を志したとき、なぜこんなにもおもしろいのかを、熱心に分ぶん析せきした記き憶おくがある。普ふ通つうの小説とは異なり、ただ一人の人間の頭から生まれたのではない。複数人の瞬しゆん間かん的なアドリブが連なり、そこに自然と物語が形成されてゆく。リプレイ集はある種のドキュメンタリーのようなものだ。プレイヤーとゲームマスターとサイコロがおりなす奇き跡せきの時間を文章で記録したものだ。そして『コクーン・ワールド』はもともとＴＲＰＧのリプレイだったという。

『ＲＰＧマガジン』１９９１年２月号に読み切りで掲けい載さいされた『ソード・ワールドＲＰＧ』のリプレイが『コクーン・ワールド』の原形だと言われている。この小説に登場するキャラクターたちも、ＴＲＰＧをプレイした際にグループＳＮＥのメンバーが作成し、演じていたものらしい。それらを素材として友野詳先生が小説という形式に料理したのだ。

『コクーン・ワールド』を読むと、プレイがおこなわれた場の和わ気き藹あい々あいとした空気感につつまれる。ゲームマスターである友野詳先生の声が地の文に見えかくれする。地の文とキャラクターたちとの間合いは、友野詳先生と他のプレイヤーたちの関係性が反映されているのだろう。この小説は、小説でありながら、ＴＲＰＧのリプレイとしてのドキュメンタリー性を内包している。それこそが魅み力りよくであり、最終巻まで読み終えたときのおどろきへとつながっていく。この小説は人間と神についての物語であり、プレイヤーとゲームマスターについての物語であり、そして台詞せりふと地の文の関係性を再構築する文学なのだ。





２０１４年10月２日　小説家・乙一









　あとがき







　うわはははははははははははははははははははは！

　少し長くしてみました。

　まいどありがとうございます。もしくは、はじめまして、友とも野の詳しようです。

　こないだ、スニーカー文庫さんのニコニコ生放送に出していただきましたが、その時もこれでした。あとがきのたび（作品によっては笑い方が違ちがいますけど）、あるいはイベントでも、この二十二年ほど、ずっと笑っています。

　いや、最初は、文章だけで、リアルなイベントとかで笑うつもりはなかったんですよ？　ただ、サイン会とかで『今日は笑わないんですか？』とかのご質問をいただくことがありまして。で、その時に『いま笑おうと思ってたんですよ、うわはははは！』と。

　気がついたら、その高笑いのために、練習したり腹筋を鍛きたえたりしてました。何してんでしょうね、作家なのに（笑）。

　あげくのはて、十五年くらい前にＭＢＳラジオでレギュラーやってたころは、毎週一回、自分のコーナーのオープニングは高笑いでしたから。あの当時は、二十秒近く笑ってたこともありましたなあ。最近はめっきり衰おとろえて、連続して笑えるのは五秒くらいですか。寝ねる前の腹筋、再開すべきかもしれません。

　どうして高笑いなんですか？　と、訊きかれることもたまにあります。

　……よく覚えてないんですよ。だってずいぶんも前ですもの。

　最初に、私があとがきを書くことになった時（旧版のコクーン１は解説だけなので『無法の牙』の時ですね）に、何かトレードマークを作ろう、と思ったんですよね。

　それというのも私がただの読者だった時代（一九八〇年代とかです）、いろんな作家さんのあとがきを読んで、いつも出てくるフレーズに憧あこがれたんですね。「えっと、あとがきです」とか「（映画のタイトル）を見ながら」とか「この本は絶対に面白い」とか。

　よし、プロになったら、自分もキャッチフレーズを持つぞ、と思ったわけですよ。

　……そこで、どうして高笑いにしたかなあ。もうちょっとまともなものもあったんではないか、と思いますけど。

　いや、たまにいきなり高笑いをはじめた時、知らない人が戸と惑まどった顔になった時にちらっと思うだけで、気に入ってはいるんですが。そうでなきゃ、二十年以上続けませんし。

　これからも、笑える限りは続けていきたいと思います。……いいよね、それで？

　もうひとつのキャッチフレーズ「（目標が）六百万部の男」というのは、七〇年代のアメリカＴＶドラマ『六百万ドルの男』のパロディです。先せん輩ぱいの作家さんと話してて出てきたネタだったんですね。こないだ、アメリカでリメイクされるっていうニュースが流れてきました。新しいタイトルは『六十億ドルの男』だそうなので、私も「（目標が）六十億部の男」に更こう新しんするべきなんでしょーかねえ。

　今回の新装版で「六百万部を超こえて!?」と謳うたっていただきましたが、たぶん達成できてるんじゃないかと思います。数え方次第で、なんですが。

　ほら、私の場合、シェアードワールド短編集とかＴＲＰＧのルールブックやサプリメントみたいに、複数で書いてる本が多いので、自分でもよくわかんなくなっちゃってまして。

　ここ数年、都合のいいタイミングで超えたって公言しようと思ってたんですが、身内とその話をするたびに、じゃあ次の数字とかどうするのと尋たずねられまして。「やっぱり、千三百二十七万、とかかなあ（たぶん関西ローカルな古いＣＭネタ）」とか言ってたんですが、元ネタがリメイクされるので、思い切って増やしてくスタイルで頑がん張ばろうかと思います。

　この新装版も二冊目になりましたので、昔話から未来の展望につなげてみるあとがきです。

　つながってない気もしますが気にしない。

　過去と未来に続いて、現在の話をしましょう。

　先月出た『ルナル・サーガ２　青い聖堂』の新装版あとがきでは「まだ収録が終わっていない」と書いたドラマＣＤですが、この本が店頭に並ぶころには、そろそろ発売中のはずです。

　どちらも、同じタイミングで出る２巻めのストーリーにあわせた内容にしてみました。

　あらすじを考えただけではなく、シナリオもお手伝いさせていただきましたし、ちょっとだけ出演もしてます。

　主人公たちが会話してる背後で、ざわざわしている群衆のひとりですが。

　よっく耳をすましていただくと、どこかで高笑いが聞こえるかもしれません。

　そんなことより、声優さんたちが、素晴らしいお芝しば居いをしてくださっております。

　とらのあなさんでの限定販はん売ばいということになりますが、通つう信しん販はん売ばいもありますので、近くにお店がないという方にも、手にとっていただければ幸いです。

　さて、来月は『新装版 ルナル・サーガ３　黒の海流』が登場します。そして、さらに翌月には、本書の続きである『新装版 コクーン・ワールド３　夜明けに笑う冒険者』が発売です。

　できる限り長くおつきあいいただけるよう頑張っております。

　また、みなさんにお会いできれば幸せです。




　二〇一四年十一月十二日


友野〝アナログゲームイベントとかに会いに来てくれてもいいのよ？〟詳　


















本書は１９９１年12月に刊行された『コクーン・ワールド２　真夜中に騒ぐ冒険者』（角川スニーカー文庫）を加筆修正したものです。
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